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照 參頁 一九 


この 書の 新版 を 刊行す るに 當り、 曰 本の 古代 文化に 關 する この 二十 年來の 研究の 進歩 を M 想 

して、 深き 感慨な きを 得ない。 

自分 は 元來國 史學を 専攻した もので はない。 また 三十 近くなる まで その 方の 文獻に 親しんだ 

こと もなかった。 然るに 大正 六 年、 二十 九 歳の 年の 初め 頃から、 急に 日本の 古代に 對 する 關心 

が 起り、 飛鳥 奈良時代の 彫刻 建築な どの やうな 偉大な 藝術を 創造した 日本人 は 一 體 何者で あつ 

たかと いふ 疑問が、 烈しく 自分の 心 を そ、 り 立てた。 自分 はこの 疑問に 追 ひ 立てられて、 先づ 

久 米邦武 氏の 『日本 古代史』 を 讀んだ こと を覺 えて ゐる。 ついで その 頃に 出た 津田左 右吉 氏の 

『文 學に現 はれた る 我が 國民 想の 研究、 責族 文學の 時代』 から 色々 な 意味で 刺戟 を 受け、 そ 

の 書に よって 知った 同氏の IT 神代 史の 新しい 研究』 を 古本屋から 探し 求めた。 しかし 自分の 疑 

問が 津田 氏の 考察と 丁度 逆 の 方向 に 向って ゐ たため、 疑問 はます/ \强 めら れ る 結果 となった 


"は  I 

さう いふ 刺戟の もとに 自分 は 初めて 腰 I ちつけ て 本居宣 長の 『古事記 傳』 を I し 古 響 

の 美し さ こ 打 たれる と共に 我國の 眞の學 者の 偉大 さに H ざめ たので ある。 

この やうな 事情の 下 H 大正 七 八 年の 頃 本の 古代 或は 先お 時代に 關 十る 文 て讀 

んだ。 I 謹、 藝文、 人 I 雑誌、 東洋 學籠 誌、 現代の 科學、 覽と 地理、 とい ふ 如 f 

まに 現 よれた 白 I 直、 S 湖南 氏、 長 谷 響 人 氏、 松 本 2 郞氏、 中 山 平 ま 氏な どの 論 

文 ま、 靠常 1： 印象の 深い ものであった。 京大 豪 部の 害 II 吿が 出始めた の も 丁 寒 

の顷 で、 自分が 初めて その 大きい 慎 値に 氣づ いた 時には、 第一 肌 (大正 六 年)、 f  i  (大正 

ヒ年) よい.、 つれ も 15 に 入らなかった。 第一 0 『肥 後に 於け る 装飾 ある 毐及橫 穴』 を 見 

るた め：、 自分 は 上野の 睡 雷 行った こと を覺 えてき。 その 頃 自分 は國 史學 や 考直 を專 

？る々 の 間に 友人 を 持たなかった t、 何人 かの 助？ 得る 便宜 もな く、  m 

や う に^！！：：探し をゃ つて ゐた ので ある。 

大正 八 年に は 津田左 右吉 氏の 『古事記 及び U 本書 紀の新 研究』 が 出た。 この 詳細な 本文批評 

は 自分に と？ 非常に ありがたい ものであった。 古事記 や 日本書紀の 史料と しての I が あの 


やうに 薄められる とい ふこと は、 自分に とって は 反って 强く 記紀の 大きい 價値を 見出さし める 

機緣 となった。 我々 は これらの 書に 於て 上代 人の 構想 力の 働き を まざ/ \ と 1;? 取し 得る ので あ 

る。 他方に は 考古學 が 我々 自身の 眼で 以て 見る ことの 出来る 遣 品 を 提供して ゐる。 それら を 照 

らし 合せて 考察 すれば、 そこに 表現 せられて ゐる 生きた 上代 人に 我々 は 觸れる ことが 出來 るで 

あらう。 か、 る 見地から して 自分 は、 古事記 を 一 つの 文 藝的作 n 叫と して 理解す ると か、 記紀に 

揷 入され てゐ る歌謠 を純粹 に歌謠 として 鑑賞す ると か、 考古學 的 遣 品に 於け る 形象 創造力の 特 

性に 注意す ると か、 とい ふ 如き 仕方で 上代 人に 迫って 行く こと を 試みた。 さう して これらの 藝 

術 ni を 作った 上代 人が、 一度 新しい 造形の 技術 を學び 取れば、 飛鳥 奈良時代の あの 彫刻 ゃ建樂 

を 作る に 至 る の は 毫も 不思議で な いとい ふ 答案 を 得た の である。 それ を 自分 は 大正 九 年に こ の 

書と して 書いた。 

今から 考 へれば 誠に 幼稚な 疑問で あり 幼稚な 答案であって； 汁 顏に堪 へない。 しかし 當 時の 

分と して はこの 解決 を 得た ことが 實に 嬉しかった ので ある。 その後 二十 竿の 間に CI 分 は 幾 W か 

の 敏著を 書いた が、 この 書 を 書き上げた 時 ほど 嬉しかった こと は 一 度 もない。 さう いふ 點で こ， 


ゆ  四 

の 書 は 自分 一 己に とって は 深い 記念の 意味 を擔 つて ゐる。 勿論 それによ つて この 書が 價値 を增 

十 わけで はない が、 紙型の 磨滅 と共にお のづ から 絶版に する ことに もせず、 こ、 に 新版 を 出す 

に 至った の は、 主として 右の 如き 事情に 基く この 書へ の 愛 著に よるので ある。 

今ではもう 自分と 同じ やうな 疑問 を 抱く 人 もなから うと 思 ふが、 かりに 自分と 同じく 我々 の 

祖先の 偉大 性 を 探し 求める 人が あつたと しても、 その 人 はも はや 自 分の やうに 盲探し を やる 必 

要はない ので ある。 大正 九 年 以後の 二十 年間 は、 すっかり 學界の 事情 を變 へた。 先史考 古學だ 

けにつ いて 云っても、 京都の 考古學 研究報告が 鑌々 として 刊行せられ、 昭和 十二 年に 第 十四 册 

に 達して ゐる。 他に >  諸 府縣の 史蹐調 杏 報告、 朝鮮の 古蹟 調査報告、 東方 文化 學院 京都 研究所 

報告な ど 夥しい 量に 達して ゐる。 それに 專 門の 雑誌の 研究報告 を 加へ ると、 素人に は 到底 見渡 

しきれたい ほどの 文獻が 堆積して ゐ るので ある。 從っ てこの 方面に ついて 何 か を 知りたい と 思 

へば、 先づ專 門の 學 者の 導きに 從ふ ほか はない。 さう して さう いふ 手引きの 書 もちやん と出來 

てゐ る。 例へば 昭和 十三 年に 出た 7 日本 文化史 大系、 第一 卷』 (誠 文 堂 新 光 社) の 如きが それで 

ある。 そこに 收 めら れた金 關宮內 1^ 氏の 『日本人 種の 構成， r 八幡 一郎 氏の 『繩紋 式 文化』、 小. 


林 行 雄 氏の 『彌生 式 文化』、 後藤 守 一 氏の 『古-が 文化』 など、 最近までの 研究への 指南 を與へ る 

ものと して、 まことに 申 分の ない ものと 思 はれる。 なほ 他に 目下 續刊 中の 『人類 學. 先 史舉講 

座』 (雄 山閣) に收 めら れた 八幡 一 郞 氏の 『先史 時代の 交易』， 直 良 信 夫 氏の 『史 前日 本人 のん 

糧 文化』、 三 森定男 氏の 『先史 時代の 西部 日本』 など も 皆 好き 手引きと なる ものであって、 もし 

二十 年 前に 自分が これらの 論文 を讀 むこと が出來 たので あったら、 自分 は それに 滿 足して、 n 

ら 古代 文化の 敍述を 企てたり など はしなかった らうと 思 はれる。 それほど 事情が 變 つて ゐ るの 

である。 

他の 諸方 面に つ いても、 それん \ この 一 一十 年 問の 事情の 變化を 擧げる ことが 出來 るで あらう 

が、 それほど 全面的に 事情が 變 つたと すれば、 H 本 古代 文化の 敍述 はすつ かりやり 換 へられな 

くて はならぬ ので ある。 丁度 この 書 は 組み 直すべき 時期に もな つて ゐ るので、 自分 は 根本的な 

やり直し を 思 ひ 立ち、 昨年 あたりから 増刷 を」 # めて 手入れに か、 つた。 しかし 手 をつ けて 見る 

と、 二十 年の 歳月が 何で あるか を否應 なしに 思 ひ 知らされた。 日本 古代 文化の 叙述 は， 寧ろ 全 

然 新しい 搆圖の 下に 新しくな されねば ならぬ。 その 方が 仕事 は樂 である。 かくて 手入れの 仕 

序  五 


は 一 年 程 放置され た。 

今年の 春休み に、 ふとした 刺戟から、 舊 著の 我慢の ならない 個所 を 消しに か、 つて 見た。 も 

し殘 ると ころがなければ 絶版に する ほか はない と考 へたので ある。 ところで 結果 は 案外に 殘る 

ところが 多かった。 そこで 消した 個所に は 新しく 書き足し、 書きつな ぎ、 もとの 構 圇を變 へる 

ことなしに 手入れが 出來 上った。 だから これ は歐米 人の 所謂 『手入れ をした 第二 版』 なので あ 

る。 t もこの 書 は 大地震 後 大正 十四 年に 三十 六 頁 ほど 書き直した ことがある から. 第三 版と 云 

つてよ いか も 知れぬ。 

新版 成る に 際し、 この 書に 聯關 して 種々 好意 を 受けた 原 勝郞、 -s: 藤 湖南、 藤 井 健 治郞、 ？ mw 

耕作の 諸 先生に 深き 感謝 を 搾げ る。 

昭和 十四 年 七月 
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第一章 上代 史槪觀 

一 日本 民族の 由來 

怫敎 渡來前 の 文化 を 古事記 日本書紀 の 傳說歌 謠ゃ古 境 の 遺物な どに よって 觀 察しよ うとす る 

我々 の 試みに とって は、 「日本 民族の 由來」 の 如き は あまりに 遠過ぎる 間 題で あるが、 しかし こ 

の 文化の 史的 展開 を概觀 する について は、 この間 題 を 避ける わけに も 行かぬ。 

日本 民族に ついての 人類 學 者の 研究 は、 未だ 定說 をな すに 至って ゐ ない。 現在の 日本 民族に 

於て 認められる 型 種 すら、 或は 二種と 云 はれ、 或は 四 種と 云 はれ、 或は 九 種と 云 はれ、 ^一す 

ると ころ を 知らない。 唯、 日本 民族が ニ個以 ト： の 人種の 合成に よって 出 來てゐ ると いふ 一 點に 

於て、 ほ 異論がない とい ふ 程度で ある。 だから それらの 人種が 如何なる 人種で あり、 どの 時 

一 H 本 民族の. S 來  一 


第一章 上代 史概觀  二 

代から 日本に 住んで ゐ たかと いふ 如き 問題に なれば、 研究 は  一 困難であって、 今や 漸く その 

絲が 見出され たとい ふ狀 態に 過ぎぬ ので ある。 がその 中に あって 最も 注 H すべき は、 貝塚 出土 

の 石器時代 人^ を 一 千體 近く 鬼 集し、 ？： g 密 に科學 的 方法 を 以て これ を處理 しょうとして ゐる淸 

野 博士 及び その 門： 卜の 研究で あらう。 その 結果に よれば、 この 日本の 島に 初めて 人類が 渡來し 

て津々 浦々 にまで 擴 まった の は、 原始的な 石器 を 使用して ゐた 非常に 古い 昔の事で ある。 この 

初 來人は いづれ 亞， 細亞 大陸から この 無人島に 上陸した ものと 思 はれる が、 然し その 頃に は 大陸 

にも 現在の 住民と 異 つた 祖型 人種が ゐ たので あらう から、 大陸に 於け る 石器時代 人骨の 研究が 

卜 分に；：；： はれなければ、 何處 からどれ が來 たとい ふ 事 をき める わけに は； 仃 かない。 現在までの 

所見に よれば、 日本 石器時代 人種 は 一種 獨特 なる 人種で ある。 この 人種が 日本 全島に 擴 まった 

後に、 -冉び 大陸から、 或は 南洋から、 種々 なる 人種が 渡来して 混血が 行 はれた であらう が、 H 

本 石器時代 人の 體質を 一 舉に變 化せし める やうな 大變 化はなかった。 卽ち 日本 石器時代 人 を 追 

ひ拂 つて 新人 種が 變 つたと いふ 形跡 はない。 た.. - 時代の 進む につれ、 混血 や、，？ ^境. 生活 狀態 

の變 化な どに より、 渐次 その 體 質が 變 化して 現代 日本人と なった ので ある。 現代 アイス 人 も 同 


樣 にこの 祖先から 出て 來た。 この 意味に 於て 日本 島 は 人類 棲息 以來 日本人の 故鄕 である。 日本 

人 は 日本 國に 於て 初めから 結成せられ たる ものであった。 日本人 は斷 じて アイヌの 母 地 を 占領 

して 住居した もので はない。 日本人 種の 母 地、 日本人の 故鄕 は、 日本に 人類が 住居して 以來、 

n 本國 である。 

この 見解 は、 日本人の 祖先が 石器時代 2^ 來 この 國に 住んで ゐ たこと を 主張して ゐる長 谷 部. 一：：；： 

人 氏 や 松 本 彥七郞 氏の 研究 を、 更に  一 推し 進めた ものと 見る ことが 出來 る。 從 つて 石器時代 

人骨の 研究が 將來 更に こ の 方向に 發展 して 行 くだらう こと も 察する に 難くない ので ある。 

ハ 人類 學の 示して ゐる この 成果 は、 日本に 於て 曾て 人種 戰が行 はれなかった こと を實證 する も 

のであって、 その 意義 極めて 重大で ある。 この 點 から、 日本 民族の 特殊な 性格が 旣に 石器時代 

に 始まって ゐる こと を 我々 は 見出し 得る ので ある ゾ 

近來 著しく 發展 した 石器時代 器具の 研究 も 大體に 於て 右と 同様の 方向に 向って ゐる。 ^|"てァ 

ィヌ式 土器、 或は 繩紋 土器と して 簡單 に考 へられて ゐ たもの は、 今や 中石器時代 以來數 千年の 

間の 發展を 含む ものと して 詳細に 分類され るに 至った。 八幡 一 郞 氏の 綜合 的 叙述に よると、 繩 

一 日本 民族の 由來  三 • 


笫 一 章 上代 史概觀  四 ♦ 

紋 土器の 文化 は 前 中 後の 三 期 七 系に 分 たれる。 前期 は 冲積世 初頭に 當り、 人口 尙 稀薄ながら も 

旣に 全國に 1 つて ゐる。 最初の 單 純な 土器 製作に 對 して、 技術 卜： に 大きい 變 革が 起り、 それが 

一 地方から 他 地方に 傳播 したと いふ 如き 點 まで も立證 された。 こ の 期の 末に は旣に 硬玉 製 装飾 

ni, 牙 製 勾玉、 块狀耳 飾な どが 見られる。 中期に は、 聚落の 数 及び 犬い さは 漸次 犬と なり、 石 

器 土器が 著しく 進歩し、 土偶 を 製作す るに 至って ゐる。 後期 は 彌生式 文化の 影響が 推測せられ 

る 時期であって、 土器の 形態に 急激なる 變 化が 見られ、 磨製石器が 激增 する。 聚落 は 一 暦 犬と 

なり、 低地への 進出の 候 向が 渐次顯 になる。 この 時期に、 繩紋式 文化 は その 發 達の 極 點に達 

し、 やがて 彌生式 文化に 代る に 至った ので ある。 

彌生式 文化 は 種々 の點に 於て 明白に 繩紋式 文化と 異 つて ゐる。 繩紋式 文化が 打 製 石器 を 主と 

する に對 して、 彌生式 文化 は 磨製石器 を 主と する。 繩紋式 文化に は 農耕 生活の 痕跡が 殆 んど認 

めら れ ぬに 對 して、 彌生式 文化に は それが 顯著 である。 が 最も 大きい 相違 は、 彌生式 文化が 旣 

に 銅器 鐵器を 製作 利用した とい ふ點 であらう。 か、 る 新しい 文化 は 何に よって 始まった か。 そ 

れは 西方からの 文化的 影響に よるの か、 或は この 文化 を擔 つた 別の 人種の 渡來 によるの か。 も 


し 後者で あると すれば、 この 島に 人類が 住んで 以來 卽ち數 千年 來 初めての 大事 件が 起った わけ 

であるが、 その やうな 大きい 抗爭が 何 かによ つて 立設 せられる であらう か。 否、 遺物の 一： 小す と 

ころ は 繩紋式 文化 産物への 彌生式 文化の 浸透であって、 抗 爭の痕 ではない。 

旣に 古く 松 本 彥七郞 氏 は、 土器 包含 層に 於て 分 層 的に 一 定の 系列 をな せる 土器の 間に、 渐遷 

的な 變化 はあって も 截然たる 區^ はない、 とい ふこと を 主張した。 さう して、 この種の 多くの 

遺跡 を 古生物 學的 勝位學 的に 型式 づ けて、 下層の 繩紋 土器より ト： 警 の 無紋 土器 及び 古- 坩 時代 の 

齋瓮に 至る まで を 六 期 六 式に 細^した。 その 六 期 を 通ず る變化 は、 常に 一 定の 法則に 從 つて、 

一 の 模様の 發達 減退、 次の 桟樣の 達 減退と いふ 風に 同一 の 經過を 繰り返して 結局 無紋 土器に 

到着す る。 それに は 例外 も あり、 また 外來の 影響 も (特に 齋.！ ^の 形態 ゃ燒に 於て 著しい 如く) 加 

つて ゐ るが、 しかし 大體 として これらの 土器 は 最初から 日本の 土器と して 變遷し 日本の 土器と 

しての 系統 を 保って ゐる。 卽ち 最も 古 い 土器 も 系統 を 追う て 卜： 古の 齋. 免に 連絡す るので ある。 

この 事實 は繩紋 土器 を 製作した 種族が 漸を 追うて 祝 部 土器 使用の 種族に 變遷 した こと を 語る の 

であって、 上署の 土器が 原 日本人の ものである ならば、 下醉の 土器 もまた 原 口 本人の もので な 
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くて はならぬ。 この 見解 は その後の 著しい 研究の 發達 によっても、 決して 覆へ されて はゐ ない 

と 思 ふ。 繩紋 土器の 使用者 を單 純に 「先住民」 などと 呼ぶ の は 甚だしく 輕率 である。 

然 らば 冲積 *1 の 初頭 以來數 千年 績 いた 繩紋式 文化に 終末 を與 へて それに 代った 彌生式 文化 は 

何時頃 に 始ま つた もので あらう か。 それ は 余屬器 使用の 開始 の 時期 によって ほぐ 見當が つくと 

思 はれる。 九州の 遣 跡に 於て は 銅 鋅銅劎 等が 口 を 合 はせ た彌 生式大 建の 中から 見出され、 同じ 

地點に 石斧 も 存在した。 また 石器と 共に 王莽 時代の 古 錢ゃ鐵 器の 破片が 出た。 銅 鉢と 共に 支那 

古 鏡が 發 見せられた。 これらの 古錢古 鏡に よって 判 ずれば 王莽 時代から 後漢 初期 (s—g:) に 至 

る 頃に 日本人が 石器と 共に 金 屬器を 使用して ゐ たこと は 明かで ある。 (中 山 平 次 郞氏、 「北 九州の 文 

化」) 從 つて 金属 器 を 使用し 始めた 時期 は それより 何程 か 前でなくて はならぬ。 銅 鋅銅劍 のう 

ち の 鋭い 小形の もの は 支那 秦 式の ものと 同形で、 輸入品 かも 知れぬ と 見られ てんる から、 口 

本人が それに 接した の は、 漢 以前、 卽ち 西紀 前 三 世紀であった かも 知れぬ。 銅鐸 はすべ て 口 本 

製で あるが、 梅 原 末 治 氏に よると、 それらが 大和 を 中心とせる 地域に 於て 作られた の は、 や は 

り 西膀前 二三 世紀より 王莽 前後に 互る 時代で あるら しい。 然 らば 我國に 於け る 金屬器 使用の 上 


限 は 古くと も 西暦 前 三 世紀 を出づ る こ と は 出來な い 。 こ れは 悠久な 繩紋式 文化 の 時代に 比すれ 

ば 極めて 新しい ことで ある。 さう して この 新し さは、 彌生式 文化 を擔 つて ゐる 民族 を考 へる 上 

に， さまん \ の 視點を 提供す る ことになる であらう。 

彌生式 文化の 出現が、 もし 異人 種の 渡來を 意味す ると すれば、 この 文化が 秦代 銅器の 傳統を 

负 うて ゐる點 から 考 へて、 この 人種 は 大陸から 來 たと 見られねば ならない。 さう すれば 我々 は 

西紀 前 三 世紀の 大陸に、 日本人の 祖先 を 求め 得る ことになる。 從 つて 白鳥 庫吉 氏が 支那 外廓の 

諸 民族 の 曾 語 を 熱心 に 研究して 日本語の 源 を 探らう とした こと は、 丁度 そ の 急所 を 突いた こと 

になる であらう。 然るに 白鳥 氏の 研究の 結果 は、 日本語の 源が 大陸の 何處 にも 求められ 得ない 

とい ふこと に歸 着した。 特に 氏 は 数詞の 比較 研究に よって、 日本語が 大陸の どの 民族の 語に も 

似ない こと、 日本人 は  一二三 四 六 八と いふ 如き 單 純な 數を數 へる 時代から この 國 土に 居り、 さ 

うして この 國 土に 於て 千、 萬、 八十 萬、 八 百 萬と いふ 如き 數を數 へ 得る までに 發 達して 來 たの 

である こと を 主張す るに 至った。 これ は 全然 言語 學的 立場での 研究であって、 人類 學ゃ 先史考 

古 學を參 照した もので はない。 しかも それ は、 冲積 世の 初頭 以來 日本人が この 國 土に 住み この 
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國 土に 於て 發達變 1ー して 來 たとい ふ 人類 學ゃ 考古學 の 研究と、 符節 を 合す るので ある。 

さう なれ ば彌生 式 文化が 如何に 截然 と 繩紋式 文化から 區別 せられ 得る にしても、 それ はこの 

國 土に 於け る 人種的 關係 の < ！. ん 激な變 化で はない と 見られね ばなら ない。 從 つて 日本 民族 の 由來 

は， 西紀 前 三せ 紀と いふ 如き 新しい 時期に 求めら るべき もので はない ので ある。 我々 の 祖先が 

この 國 土に 住みつ いて 以來 の年數 は歷史 時代と は 全然 異 つた 標準に よって， 卽ち 「地 警」 によ 

つて 量られねば ならぬ。 地質 學的 生物 學的 研究に よれば、 石器 を 包含せ る 地層の 示す 世界に は 

我々 の 知る 動物 群と は異 つた 動物 群が 住んで ゐた。 瀬戶. 2： 海の 蛤 や 赤貝 は、 海水の 鹽 分が 今日 

よりも 濃かった らうと 思 へ る ほどに 著しく 今日の ものと は異り * 北陸に 住んで ゐた猪 や 鹿 は， 

今日の 日本 種よりも 遙 かに 巨大であった。 歷史 時代の 初に は 牛 を 持たなかった 日本 も、 石器 時 

代に は 野牛 を 持って ゐ たらしい。 これらの 事情から、 只 塚の 一部 は 洪積 紀の 終りに 屬す るかと 

さへ も考 へられる。 備中津 雲の 貝 If の 如き は 冲積世 最古 期の もので あらう。 なほ また 當 時の 人 

ffi も、 右の 津雲 貝塚の 人骨 研究に よれば、 强 度の 肉 <K 刑 であった。 これらの 事實 によって また 

古い ゆ 界の氣 ^が 今日より は遙 かに 寒冷であった こと も 想像 せられる。 あまり 古から ぬ 太古に 


氷期が 四 度襲來 し、 その 間に 現在 以上 暖かった 間 氷期が 三度あって、 現在 は 第 四 氷期の 第二 極 

大 期の 下り坂の 根に 當っ てゐ ると 云 はれて ゐる。 さう して この 下り坂 も 小刻みな 氣 候變： によ 

つて 進行す る。 氷期 後の； E 川 段丘 は氣 候變遷 によって 生じた とさへ も說 かれた。 然 らば 地層^ 

示す 世界 は、 幾度 かの 氣候 變遷、 山河の 推移 を經て 漸く 歴史 時代に 到達す るので ある。 贫ては 

武藏 野の 奥の 入 間 郡が 海濱 であり、 そこで 太古 人が 貝 を 食って 貝殼 を抢 てた。 その 頃から 現在 

の 如/、 東京 灣が 埋まって 來 るまでに は、 實に 幾千 年の 年月が 經っ たか 解らない。 松本彥 七郞氏 

の 假說の 如く、 原 日本人た る汎 アイヌ 人種 群が 暗色 歐洲 人種 群と 同一 の 系統に 屬し、 それが 波 

斯、 印度， 南洋 を經て 日本に 渡來 した ものである としても、 その 渡來の 時期 は 人間 郡が 海濱で 

あった 大昔で ある。 また 朝鮮半島から 他の 人種が 遷移して 來た としても、 それが 中石器時代の 

文化 を 背負って この 國 土に 來リ、 この 國 土に 於て 石器 を發 達させた と 見られる 以上、 その 年代 

は 地質 學 的に 研究され ねばならぬ。 勿論 その後の 時代に、 アジア 大陸から、 或は 黑 潮に 乘 つて 

南方から、 いろ/ \ の 人種が 渡來 した こと も" 恐らく はあった であらう が、 それら は歷史 時代 

に 至って 特に その 種族 的 特徵を 示さない ほど、 完全に 日本 民族と 化して ゐた。 で これらの 諸人 
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種 を包攝 して 歷史 時代の 「日本 民族」 をな すに 至る までに は， 日本 歷史 開けて 以來の 年月より 

も. 遙 かに 長い 年月が 費され てゐ るので ある。 その 長い間の 民族 生成の 歷史 を- 紀元後 五六 f 

紀 に 完成せ られ たと 云 はれる 記紀の 傳說か ら 見出さ うとす るな ど は、 まづ く 不可能と 云 は な- 

くて はならない。 

いかなる 人種が 新しい 時代に 日本に 移住した としても、 日本 民族 を 構成した 主要 成分 は 石器 

時代から この 國 土に ゐた。 さう して 古い 文化から 新しい 文化へ と變 移して 行った 永い 年月の 間 

に >  (その 體型的 差違 はとに かくと して、) その 生活に 於て は 1 つの 民族と なり 切って ゐた。 さ 

うして その 動かし難い 證據 として 「一 つの 日本語」 が出來 上って ゐる。 それ は 西紀 前 三世 紀以 

來 この 國 土に ひろまつ たとい ふやうな 新しい 一一 一一 口語で はなく、 この 國 土に 於け る 中石器時代の 荒 

い 打 石器 を 思 はせ る ほど， この 國 土に 卽 した 古い 痕跡 を 含んだ ものである。 さう して さまん \ 

の 外来の 影響 を 受け ながら も、 極めて 獨特 な、 他の 如何なる 民族の 言語に も 結び づける こ 

との 出来ない、 1 つの 言語と して 生成して 來た ものである。 

以上の 考察 を總 括して 云へば- 我々 の 知らう とする 2f の 日本 民族 は、 旣に 長い 年月 を この 


國 土に 这り、 旣に 一 つの 民族と なり、 石器の 使用より 金屬の 使用に、 漁獵 時代より 農業 時代に 

移って ゐた。 我々 の 上代 文化 觀察 はかくの 如き 「出來 上った 日本 民族」 を 出發點 としなくて は 

ならぬ。 

さて この 日本 民族の 氣 禀を觀 察する について は、 まづ 我々 の 島國の 親しむべく 愛すべき 「自 

然」 の 影響が 考 へられなくて はならぬ。 我々 の 祖先 は、 この 島 國の氣 候 風土が 現在の やうな 狀 

態に 確定した 頃から、 渐次 この 新狀 態に 適應 して、 自らの 心身 狀態 をも變 へて 行った に 相 遠な 

い。 もし さう であれば、 我々 の 考察す る 時代に は、 旣 にこの 國 土の 自然が 彼らの 血肉に 浸透し 

切って ゐた 苦で ある。 溫 和な この 國 土の 氣候 は、 彼らの 衝動 を溫 和に し 彼らの 願望 を 調和 的な 

らしめ たで あらう。 久しい 間 魚貝と 果菜 を 食糧と して 來た 彼ら は、 猛獸 と戰ひ 家畜 を 殺して 食 

ふとい ふ 生活から は 遠く、 從 つて、 殺伐な 氣風を 養はなかった であらう。 また 肥沃な 土壌と、 

畳 かな 內海、 入江、 湖沼、 ； E 川な ど は、 食物 競爭 から 彼ら を 解放して、 平和な 生活に 馴れし め 

たに 相違ない。 更に また 魚 只と 果菜との 食 養 は、 體質を も 心理的 素質 を も 規定して、 淡白な ま 
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欲、 那 的に のみ 烈しい 感情と いふ 風な、 凶暴で ない 心 を 造り 出した ことで あらう。 

直 fti: 信 夫 氏の r 史前 日本人の 食糧 女 化」 は、 只塌遣 跡から 丹念に 食糧に 關 する 遣 物 を 拾 ひ 集 

めて、 》1 本 石器時代 人の 食糧 や 料理の 方法 を 考察した 面白い 論文で あるが- それに よれば、 農 

耕 を學び 取る までの 數 千年の 間、 我々 の 祖先 は、 蠣 * 1?. 鮑な ど を 初め 三百 種 近い 只 類、 鯛、 

0.  など 四十 種 近い 魚類、 その他 蝦. 蟹な ど を 多 * に 食して ゐた。 その 表 を 見る と、 我々 素 

人が 食" i として 知って ゐる魚 只 類 はすべ て 網羅せられ てゐる やうで ある。 他に 鳥類 四 種、 哺乳 

類 五 〇 種 程が あげられて わるが、 西日本の 石器時代 は 四 足 を あまり 食せ ず、 北 日本の 遣 跡に 獸 

せが 多く 見られる さう である。 また 遣 跡の 性質 上 植物の 痕跡 は 得難い が、 泥炭 層の 遺跡に よつ 

て， ク ルミ、 栗， 怖、 桃 • 梅、 その他 六 卜 種 近い 植物が 檢 出せられ てゐ る。 直 良 氏 は 風土の 關 

係ヒ 植物質 食 口 i が 主食物で あつたに 相違な い こと を 推定して ゐ るが、 恐らく さう であった らう 

と 思 はれる。 

さ、 つして 見れば、 H 本人 は 太古から 魚貝と 棺 物と を 食って ゐ たので ある。 從 つて 稻の 耕作 を 

學び 取った 後に も、 食糧の 上に 質的 變化 はなかった であらう。 日本人 は 本 來菜魚 食人種と して 


の溫 和な 性情 を 持って ゐ たので ある。 だから、 西 1: 紀元前 後 三 四百 年の 時代に、 日本人が な激 

に 發達を 始めた 時に も 彼ら はこの 優美な 自然に 似つ か はしい 溫 良な 民族であった。 さう して こ 

の 特色 は. 暴 王の 烈しい 征服欲 や 酒池肉林の あくどい" ：た 樂欲を 以て 特性 づ けられて ゐる 古代 支 

那人、 或は 荒凉 たる 大陸の 原野 を馳驅 する のが その 快樂 であるら しい 凶； i な 外瘦諧 族と 著しい 

對照 をな すので ある。 我々 の 祖先に は熟沙 から 生れる らしい 強烈な 幻想 や、 廣漠 たる 大 睦 に训 

練せられ るら しい 意力の ねばり 强さ など はな かつ たが、 しかし さ 、やかな 小山の 愛らしい 圓さ 

がいかに 喜ばしく 美しい か、 蒼 空に 抱かる、 優美な 金剛 山の 姿が いかに 偉大 莊嚴 であるか、 或 

はまた細かな珠玉の可憐な觸感がぃかに微妙でぁり淺^^50!^の^み心地がぃかに快ぃかを鋭敏に 

感受—5^?心はぁった。 もし この 徴證を 的な 形に 求めるならば. 大陸 人の 好 愛する 正確な 

幾何 學 的の 線と 我々 の^ 先が 好んだ 輕 い^かな. 優しい 幾何 學的 線と を對 照させる がよ い。 或 

は 石器時代 末期に 恩す るら しい 精巧な ..^:5|;_.;： 劍 その他の 石器 類の，^ かい 輪廊 を、 大陸 人の 武器 

の物^^ぃ鋭さと對照させるがょぃ。 

1 日本 民族 來  ill! 
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日本 民族が まだ 石器 を 使用して ゐた 問に、 ^人 は旣に 高い 文化 を開展 した。 國 家の 組織、 ：！^ 

^. 制度、 學問 * 文藝、 —— それら は 印度、 希躐の 文化と 共に、 古代に 於け る 人類 文化の 最高 

峰 を 形作る。 後 漢三國 の 時代 は 畢竟 この 文化の 末期で ある。 そこで フ H  二 ックス は 一度 民族 混 

亂の 火に 燒 かれて" 更に 新しい 姿に 生れ 出なくて はならなかった。 この 現象 は 印度 及び 希躐の 

文化に 於ても 認められる であらう。 世界史 的に 見れば 三 *1 紀 より 八 世紀に 至る 時期 は" 古代 文 

化 を 完成した 民族と 入れ 代って- 新しい 若い 民族が 勃興した 時代で ある。 現在 世界の 文化 國民 

はすべ てこの 時期に 生れ 出た と 云っても い 、。 これらの 若い 民族 は旣に 一度 完成 せられた 文化 

を吸收 する ことによって その 新しい 生活 を强め 深める ことが 出來 た。 さう してやが て は 古代 文 

化の 相綺者 i なって その 新しい 開 展を實 現し 得る に 至った。 日本 民族 も 亦 その 例 に^れない。 

日本 民族 は羅 馬の 外蠻が Is- 始 的であった 如く 原始的で あつ た。 然るに 漢人 は羅馬 人が 成熟し 


てゐた 如くに 成熟して ゐた。 この 兩 種の 民族の 接觸 は、 東西 を 問 はず、 新舊 交替の 原因と なつ 

た。 さう して 新しい 民族の 歷史 時代 は 常に 古い 民族の 文獻 によって 始まった。 我々 の 民族の 歴 

史 時代が 支那の 文獻 によって 開かれる とい ふこと も、 この種の 現象の 一例に 過ぎない。 この 靠 

實を 認める こ と は 何ら 國民的 矜持 を 傷け る もので はない。 

日本 民族 はま だ 石器時代 にあった。 漢人 は旣に 成熟した 哲學ゃ 藝術を 所有して ゐた。 ^人と 

の 接 鶴が 日本人の 新しい 文化 生活の 機緣 となった こと は 云 ふまで もない。 では その 接觸は どの 

時代に 始まった か。 確實 な記錄 によって 知られる 最も 古い もの は >  後漢の 初、 建武 中元 二 年 

(57  A.D.) である。 がその 時には 倭人が 洛 陽の 都まで も 出かけて 行った。 それ はいきな り 起る 

現象で はない。 それ 以前 旣に 北朝鮮の 漢人 植民地との 間に 交通が 始まって ゐ なくて はならぬ。 

右の 中元 年 問よりも 二十 餘 年後に 出 來 上った 漢書に は、 「樂浪 海中 有， 一 倭人.； 分爲， 一 百 餘國； 以，, 

歳 時； 來獻見 云」 と ある。 で、 一般に は、 後 漢書の 記者が 推測した 通り、 前漢武 帝の 朝鮮 征定 

以來、 (卽ち -5J?.C. 以後)、 使 人と 樂浪の 漢人との 交通が あつたと 認められて ゐる。 これらの 

事態に 對 して は 先史考 古學も また 證據を 提供す る。 石器時代の 遗物 と共に 前漢 様式 の 古 銅鏡 や 
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銅劍銅 鉢の 類が 九州 北部に 於て 發見 せられた。 (稀に は 中國ゃ 四國に 於ても 見出される C) 更に 

下って 王莽 時代の 古 鏡古錢 (貨 S も. 同じ 狀 態に 於て 發 見せら わる。 古墳時代に 至って は、 

各 時代 樣式 の 古 鋭が 畳 富 に發 見せられる のみ ならず、 多 數の校 造" i が 0! 本に 於て 製作 せられた 

設據も 現 はれて くる。 古墳の 構造に も その 影響が あるら しく. と那の 石造磚 造 家屋 を 校した 馆 

槨 さへ も 認められる。 琅环の 勾 HT  胄、 パ劍 など、 明かに 支那の 生產 品で ある 物 も 少なから 

ず 出土す る。 これらの 證據 によって、 前 漢以來 始まった 漢人との 交通が、 後漠 時代に は 益々 盛 

んに、 魏の 時代に 至って は 隆盛 を 極め、 六 朝 時代に もな ほ褰 へなかった こと は 明かで ある。 

前澳 以前の 古 朝鮮との 交通 は、 . ^獻 によれば 確實 でない。 一 兀來. 朝鮮なる もの は， 周 初に 箕 

子が 五 千 人 S 部族 を ひ きゐて 北朝鮮に 移：！^ し， そこに 數ゅ紀 問 國を樹 てて ゐ たと 傳 へ ら れてゐ 

る ものである。 S- ち 傳說の 時代より い 义那人 S 國 である。 後戰國 時代の 燕と 接觸 し、 泰の 統一 の 

力に 降り， 泰 末の 兵 亂には 多 數の新 移住者 を 受容し， 澳 初の 兵亂に 至って は 新しく 東 移した 燕 

人の 集圑 によって 征服 せられた (？^ 景 帝ー兀 年， JU 一.)。 その後 ほ 5^ 一  世紀 を經て 前^ 武 帝の 

朝鮮 征服と なった ので あるが、 武帝 以後の 北朝鮮と 人との 交通が 確かであるなら ば、 それ 以 


前に 倭人が 朝鮮と 交通した ことの 可能性 をい きなり む わけに は； 仃 かぬ。 出 海經に 所？ S 「係 a 

燕」 とい ふこと も、 もし 銅 鋒が 周 代 文化の 系統 を 受けた ものである (內藤 湖南 氏) と 見られ 得 

るなら ば、 右の 西紀 前 二 世紀 以前に 於け る對 朝鮮 交通 を證 示す る ものと 云へ よう。 銅鐸の 研究 

(梅 原 末 治 氏) はこの 事 を 裏書す る 方向に 進む やうに 見える。 然 らば 不確實 なる 文獻 にもせ よ、 

5^ 屬燕 の 記事が 日本 民族 の麼. &< に 現 はれ たは 取 初 の 時期 を 示す とも 認め られ るで あらう。 

が こ k で 問題になる の は、 前記 後漢 の 初 (57  Ab.) の 支那との 交通 が 明かに 筑^^か ら の 交通 

であるに 對 して、 それ 以前の 支那との 交通が 果して 筑 紫からで あつたか、 或は その他の ところ 

からであった かの ー點 である。 銅鐸 遺品の 分布 は、 近 幾 を 中心として、 山陰 * 山陽の 東半、 四 

國、 東海道の 西 半な どに 及んで ゐ るが、 山陽の 两 部 ゃ筑紫 地方から は 朱 だ 一 の 遣 品も發 見せら 

れ ない。 銅鐸が 2 取 古の 對 外交 通を證 示す ると すれば、 その 交通路が 筑 紫を經 たもので なかった 

こと はこれ によって 察せられる。 それに 反して、 石 見， 们老 2.  ^馬、 丹 後、 越 前な ど は、 潮 ム％ 

の 關 係から 朝鮮と の 交通 の 容 3^ な 土地で あって- しかも そこ か ら 銅鐸 の 遣 品が 發 見せ ら れてゐ 

る。 山陰から 朝鮮への 交通路が 間け てゐ たこと は ほ 確實 である。 因幡 伯耆の 石器時代 遣 物 も 
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それ を證 明す る。 しかしながら、 古さに 於て 銅鐸と 相讓ら ない 前漢樣 式の 鏡 や 銅 鋅銅劍 などの 

遣 品の 分布 は、 銅鐸と は 丁度 逆に、 筑紫 地方 を 中心として 四 國中國 に 及ぶ ので ある。 さう して 

それ は 明かに 筑紫か ら の 交通が 後漢 の 初よりも 以前から 開けて ゐ たこと を證 示す る。 こ、 に 於 

て 我々 は、 山陰より 大陸と 交通した 近畿 中心の 銅鐸の 文化と、 筑 紫より 大陸と 交通した 筑紫中 

心 の 銅 鉢銅劎 の 文化との 對： t を 確認し 得る ので ある。 

後漢の 初、 倭奴國 王の 使が 洛 陽に 行って 金印 を もらった とい ふ 記錄は * 筑前 志賀の 海港から 

r 漢委 奴國王 印」 の 金印が 發 見せられた ことによって 裏書され た。 これ 以來 記錄 は確實 となり 

交通路 は筑 紫に 一 定 して ゐる。 我々 が記錄 から 日本 民族の 狀態を 知り 得る の はこの 時期 以後で 

ある。 先づ 我々 の 與味を ひくの は， 委奴 國卽ち 使の 奴の 國 (灘 の縣) が、 二 世紀 後の 魏の 時代 

に は 二 萬 餘戶の 住民 を 有する 一 屬國 として 邪 馬 臺の倭 女王に 屬 する ものに 過ぎない のに、 此時 

には獨 立した 一 國 として 漢人より の， 待遇 をう けて ゐる ことで ある。 こ 、に はま だ 倭人の 國々 の 

統一 を晤 示す る r!i^ 王」 或は 「使國 主」 の 語 は 現 はれて 居らない。 然るに 半世紀 を經て 後！？！^ 安 

帝. 水 初 元年 (106) に 至る と、 「倭 國」 の 朝貢が 傳 へられて ゐる。 なほ 後 漢書 東夷 傅に は 「伎國 王， 


^升 等」 と 記され、 通 典に は. 「倭 面 土地 王師 升 等」 と ある。 「倭 面 土」 がャ マトの 寫音 であり、 

「地」 が 頃の 誤寫 であると すれば、. 雨 者 は I 致す るで あらう。 こ 、 に 使 人の 國々 が 一つの 統一 

的な 團體 として 遇せられて ゐる こと は 明かで ある。 更に 一せ 紀餘を 經て魏 の 時代に 至れば、 ほ 

人の 國々 が 個々 の國々 としての 名 を 保存し つ 、倭 女王に 統括 せられて ゐる狀 態が 詳細に 記錄せ 

ら れ るので ある。  . 

西紀 三 世紀の 前半に 日本に 渡來 した 支那 人の 見聞に 基いて、. 魏の魚 豢と晋 の疎壽 とが 記錄し 

た魏志 倭人 傳は、 我々 が 祖先の 生活に ついて 具體 的な こと を 知り 得る 最初の 文獻 である。 この 

倭人 傳の 信用すべき 所以 及び その 解釋に 就て は 白鳥^ 吉氏 「倭 女王 卑彌 呼考」 (東亞の 光、 四十 

三年)、 橋 本 捨吉氏 「邪 馬臺國 及び 卑彌 呼に ついて」 (史 學雜 誌、 二十 一 編)、 內藤 虎次郎 氏 r 卑彌呼 

？-」 (藝 文、 四十 一一 R ヰ) 等を參 照せられ たい。 白鳥、 撟本. 刚 氏と 內 藤氏と は 解釋を 全然 異にする の 

であって、 その 間に 調和の 餘 地がない かに 見える。 卽ち 前者 は 邪 馬 臺國を 九州に 置き 伎女 王 を 

大和 朝廷から 引き離す ので あるが、 後者 は 邪 馬 臺國を 大和と し 倭 女王 を俊姬 命に 比定 する。 こ 

こで は豫め この 二つ の 解釋の いづれ かに 基く こと をせ ず、. 先づ 倭人 傳の 內容を その ま、 紹介し 
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て、 そのな かから CI ら歸 すべ き 方向 を 示したい と 思 ふ。 

倭人 傳 によると 支那 人の 所謂 「俊」 と は、 朝鮮 東南 大海 中の 山 島に 住む 人種の 名で あつ て， 

國の 名で はない。 國 として はもと 百 餘國に 分れ、 その 或 者は漢 代に 朝見した。 -魏 の 時代に 至つ 

て も使譯 通ず ると ころ 三十 國 である。 その 二十 九國は 女王 卑彌 呼に 服屬 し、 き ー國 のみが 女 

王に 屬 しない。 なほ また 女王 國の 東に も 海 をへ だてて 國々 が ある。 すべて 皆傻 種で あるが、 女 

王 國とは 政治的 關 係がない。 また 魏 人と 交通した 形跡 もない。 從 つて 魏 人の 目に は 彼らの 見聞 

した 三十 國が俊 人の 國々 の內の 主要なる ものと して 映ず る。 その 國々 の 上に 勢 成 を拫ふ 邪馬臺 

の 女王 はまた 俊 女王でなくて はならない。 かくして 人 gl の 名で ある 倭 は 女王 國の 名と しても 通 

用す る ことになるの である。 

. この 女王 國 がより 高い 政治的 權 力の 支配 を 受けて ゐた 形跡 は、 魏 志の 記事に は 全然ない。 魏 

人から 見る と、 東方の 使 種の 國々 は 彼らの 注意に 價 しない もので あつ た。 

では、 この 「倭」 はいかなる 國 であった か。 


魏 人の 統治した 朝鮮 中部の 帶方 郡から 倭に 至る に は、 韓國の 海岸に 沿うて、 まづ 南へ 航 し- 

次で 東に 向 ふ。 「七 千餘 里」 にして 倭の 北岸 狗邪 韓國 (加 羅) に 達する。 

そこで 海岸 を 離れて 初めて 「千餘 里」 の 海 を 渡り、 對馬國 に 達する。 大官 を卑狗 (彥) と 云 

ひ 副官 を 卑奴母 離 (夷 守？) とい ふ。 この 地 は 「方 四百 餘里」 の 離れ島で、 山が 險 しく、 深 林 

が 多く. 道路 は禽 鹿の 徑の やうで ある。 人家 は 千餘戶 あるが 良 E がない。 海 物 を 食って 活 きて. 

ゐる。 船で 交通して 互に 物々 交換 を やる。 

また 南へ 「千 餘里」 の 海 を 渡って 支國 (登 岐) へ 行く。 官 はまた li;、 卑奴母 離で ある e 

「方 三百 里」 ほどの 島で、 竹 木叢 林が 多い。 三千 戶 あまり 人家が ある。 田地 も あるが 農耕 だけ 

では 食 ふに 足らない。 こ、 でも 南北 市羅を やって ゐる。 

まつら 

また 「千餘 里」 の 瀚海を 渡って 末盧國 (松 浦) に 至る。 四千 餘戶の 人家が 山海に 濱 して 存在 

する。 土地に は 草木が 繁茂して 1 その 中に 入れば、 行いて 前人 を 見ず とい ふ ほどで ある。 土地 

の 人 は 魚腹 を 捕へ る ことが うまい。 どんな 深い 所へ でも 飛び込んで、 水に もぐって 捕へ るので 

ある。 
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この 地に 上陸して 東南へ 行く こと 「五百里」、 伊都 國 (抬 土) が ある。 官を爾 支 (稻 置？) と 

いひ、 副 を 泄設觚 柄渠鳃 (島 子、 *J 子？) とい ふ。 人家 は 千餘戶 である。 世々 王が あるが 皆 女 

王國 に統屬 して ゐる。 帶 方から 來る魏 の 使 はいつ もこ 、でお を駐 める。 

更に 東南へ 行く こと 「百 里」、 奴國 (灘、 那； I:) が ある。 官は 馬觚 (島 子？： r 副 は 卑奴母 

離で ある。 一 一 寓餘の 人家が ある。 

東行 百 里、 不彌國 (宇 瀰) が ある。 官は多 校 cf.y 副 は 牢奴母 離で ある。 人家 は 千 餘戶。 

次に は 船に 乘っ て 南 へ 一 一十 日、 投馬國 (この 地名の 比定に 種々 の說が ある) に 至る。 官を彌 

彌 (耳？)、 副 を彌々 那利 とい ふ。 人家 は 五 萬 餘戶も あらう。 

更に 南へ 水；：；： 十日、 陸む 一月、 邪 馬臺國 (この 地名の 比定が 論爭の 焦點) が ある。 女王の 都. 

すると ころで ある。 官は伊 支 馬- その 下に 彌_ お 升、 彌馬穫 支、 奴 佳鞋。 戶數は 七 寓餘。 (內藤 

氏 は 伊 支 馬 を活目 入彥の 命、 彌馬 升、 彌 穫支を 御 間 城 入. > ^の 命に 關聯 させ、 奴 佳 鞣を中 ほ 氏 

なかと 

或は 中 跡 直に 比定 する。 橋 本 氏 は それ を 詳細に 反 て る。) 

4 上は魏 使が 親しく 巡 1^ したら しく 記述して ゐる國 々である。 從っ て 戶數道 里 は 大略 記載す 


る ことが 出來 るが、 その他 は旁國 遠絕、 不 レ可レ 得：， 詳 であると いふ。 邪馬臺 から 順次に 數へ上 

げ ると， 斯 馬國、 已 百支國 * 伊 邪國、 都 支國， 彌 奴國， 好古 都國、 不 呼國、 姐 奴 國>  對蘇國 * 

蘇 奴 國、. 呼 邑國、 華 奴 蘇 奴國， 鬼國、 爲 吾國、 鬼 奴國、 邪 馬國、 躬 臣國、 巴 利國、 支 惟 國>  烏 

奴國、 その 次に 奴國 があって、 それが 女王 境界の 端で ある。 (これらの 地名の 比定 は、 それ を 

試みる 人の 視點 に從っ て 幾通りに もな つて ゐる * 內 藤氏 は 伊勢 を 中心として 近 江 美 濃 地方に 一 

一 の 國名を あてはめた。 撟本氏 は肥筑 地方の 地名の み を 以てしても 比定し 得る ことの 可能 を 示 

すため に、 その 一例 を 提示した。 斯馬國 を 前者 は 伊勢の 隣り の 志 摩と し、 後者 は 筑前志 摩 郡と 

する。 彌奴國 を 前者 は 美 濃と し、 後者 は 肥 前 國三根 郡と する、 とい ふ 類で ある。) 

女王 國の 南に は 狗奴國 が ある。 男子 を 王と して ゐる。 官は狗 古 智卑狗 である。 女王に は屬し 

てゐ ない。 

以上が 魏 志の 錄 した 女王 園の 地理で ある。 この 女王 國が 九州 西北 部に 限られた もので あるか 

或は 東方の 大和 を 意味す るかに 就て は、 魏 志の 記述 自身が その 決定 を 困難に して ゐる。 奴國不 

彌國 等が 福 岡 地方で ある こと は 諸說の 一致す る 所で あるが * そこから 南方に 向って 水 行 三十日 
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この 地に 上陸して 東南へ 行く こと 「五百里」、 伊都 國 (； S 土) が ある。 官を爾 支 (稻 置丫) と 

いひ、 副 を泄設 M 柄築觚 (島 子、 彥 子？.) とい ふ。 人家 は 千餘戶 である。 世々 王が あるが 皆. i:- 

王國 に統屬 して わる。 帶 方から 來る魏 の 使 はいつ もこ 、で 足を駐 める。 

更に 東南へ 行く こと 「百 里」、 奴國 (灘、 那； 1:) が ある。 宫は ig 馬舰 (島 子？)， 副 は 卑奴母 

離で ある。 二 萬餘の 人家が ある。 

東行 百虽、 不彌國 (宇 瀰) が ある。 官は多 校 (： 丄？ )、 副 は 牢 奴 母 離で ある。 人家 は 千 餘戶。 

>ズ に は 船に 乘 つて 南へ 二十日、 投馬國 (この 地名の 比 に 種々 の說が ある) に 至る。 官を彌 

彌 (耳？)、 副 を彌々 那 利と いふ。 人家 は 五 萬 餘戶も あらう。 

更に 南へ 水： ひ 十日、 陸れ 一 月、 邪 馬臺國 (この 地名の 比定が 論爭の 焦點) が ある。 女王の 都. 

すると ころで ある。 官は伊 支 馬- その 下に 彌 liS 升、 彌馬穫 支、 奴 佳鞣。 戶數は 七 萬餘。 (內藤 

氏 は 伊 支 馬 を活目 入彥の 命、 彌 .ぉ 升、 彌馬植 支 を 御 間 城 入 の 命に 關聯 させ、 奴 佳鞋を 中臣氏 

なかと 

或は 中 跡 直に 比定 する。 撟本氏 は それ を 詳細に 反 てゐ る。) 

以上 は魏 使が 親しく 巡 II したら しく 記述して ゐる國 々である。 從っ て 戶數道 里 は 大略 記載す 


る ことが 出来る が、 その他 は旁國 遠絕- 不 レ可レ 得い 詳で あると いふ。 邪馬臺 から 順次に 數へ上 

げ ると， 斯 馬國、 已 百支國 * 伊 邪國、 都 支國， 彌 奴國、 好古 都國、 不 呼國、 姐 奴國. 對蘇國 • 

蘇 奴國、 呼 邑國、 華 奴 蘇 奴國、 鬼國、 爲 吾國、 鬼 奴國、 邪 馬國、 躬 臣國、 巴 利國、 支 惟國、 烏 

奴國、 その 次に 奴國 があって、 それが 女王 境界の 端で ある。 (これらの 地名の 比定 は、 それ を 

試みる 人の 視點 に從っ て 幾通りに もな つて ゐる * 內 藤氏 は 伊勢 を 中心として 近. y 美 濃 地方に 一 

I の 國名を あてはめた。 撟本氏 は肥筑 地方の 地名の み を 以てしても 比定し 得る ことの 可能 を 示 

すため に、 その 一例 を 提示した。 斯馬國 を 前者 は 伊勢の 隣り の 志 摩と し、 後者 は 筑前志 摩 郡と 

する。 彌奴國 を 前者 は 美 濃と し、 後者 は 肥 前 國三根 郡と する、 とい ふ 類で ある。) 

女王 國の 南に は 狗奴國 が ある。 男子 を 王と して vQ る。 官は狗 古 智卑狗 である。 女王に は屬し 

てゐ ない。 

以上が 餽 志の 錄 した 女王 園の 地理で ある。 この 女王 國が 九州 西北 部に 限られた もので あるか 

或は 東方の 大和 を 意味す るかに 就て は、 魏 志の 記述 自身が その 決定 を 困難に して ゐる。 奴國不 

彌國 等が 福 岡 地方で ある こと は 諸說の 一致す る 所で あるが、 そこから 南方に 向って 水 行 三十日 
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一月 邪 I に 達する とすれば、 瀨戶內 海 を 東 ¥ る 謹の 旅行 を 南行と 誤認 するとい， あ 

りま からざる こと を 想定し なくて は、 邪 si を 大和に 比定 する ことが 出來 ない。 し 力 t 又 女 

王 國を筑 肥 地方に 求める にしても、 福 i より 筑 後川" 或 I 本 地方に 至る に 水 S 一十 曰 陸行 

一 月 (これ を 一 日の 誤寫 と 見ても) を 要する とい ふ 同じく あり 得べ からざる 事 を 許さねば なら 

ぬ。 5- て 現 形の ま、 S 人 傳を讀 むと すれば、 どうに も 理解の しょうはな いので ある。 そこで 

魏 使が 投儀ゃ 邪 if 訪れた と X の は報靠 S であ？、 裏 は 筑紫地 I け をル. い 

ヒこ 過ぎぬ、 參問俊 地 周旋 可 五千餘 里と いふ 語が それ を立設 して ゐる. とい ふ 解釋が 可能に.' 

つて 來る。 水,： 二十 曰と か、 水 行 十 曰 陸" 一月と か 云 ふの は、 接 いて 書いた に 過ぎぬ 

ので ある。 が この f にも I の晶 によって あれ だけの 事情と 國名と を 記載お 付る ものが、 

f 義，. ： な 真 を 根本的 S 違へ ると いふ こと は 依然として 理解し 難い、 と xi は 起る 

であらう。 然し 門 司 あたりへ 連れて 來られ た魏 人に、 大和へ" く 舟路の 說明 をす ると すれば， 

さ しづめ 周 防 灘の方 を 指して、 向 ふへ 行く の だとい ふ 外 は あるまい。 それ を魏 人が 南方と ぞ 

て も、 さほど 不思議 はない ので ある。 


次 は 女王 國の 歴史で ある。 

この 國 はもと 男子 を 以て 王と した。 が5:1^-^ャゃ (住 は 柱で ないか とも 云 はれる ヽ 條國亂 

れて、 相攻伐 年を歷 た。 そこで 共に 一女 子 を 立てて 王と なした。 卑彌 呼が それで ある。 

景初 三年 ego 六月に 卑彌呼 は 使者 を魏に 送った。 使者 は帶方 郡の 官吏に 送られて 洛 陽まで 

一 r つたので ある。 魏の iiS 操の 孫で ある 明 帝 は、 その 十二月に、 俊 女王へ 返書 を 送った。 

. 制； i 親 魏係王 5f. 彌呼。 帶方大 守 劉-夏 遣， 使 送 n 汝大夫 難 升 米 次 使 都市 牛 利 一 奉- 1 汝所 レ獻男 U 

四 人 女生：！ 六 人 班 布 二 匹 二え 1 以到。 汝所 踰遠、 乃 遣， 使 貢獻。 是汝之 忠孝、 我甚哀 ぃ汝。 

今以， 汝爲ご 親 魏俊王 一 假 M 金印 紫 絞 一 装 封 付 n 帶方 太守- 假授。 汝其緩 11 撫種人 一 勉爲- 孝順？ 

來使難 升 米 牛利涉 J 逸、 道路 勤 -。 今 以= 難 升 米 1 爲 M 率 善 中 郞將ー 牛 利 爲= 率 善 校 尉一 假 >1 

銀印靑 校； リ見勞 賜 遣？： r 今以 き 5<li^ 五 匹、 終 地 總粟歸 十..^、 藉終 五十-ゆ， i 円 五十 

匹 1 答-: 汝所 直？ 叉特 m-: 汝^ き^.? < ぎ 一一 匹、 細 班 華歸五 張、 白 親 五十 匹、 金 < 巧 五 

^-ルニ日、き§百枚、^^4か^五十片？ 皆 装 封 付： 難 升 米 牛 利？ 還 到 錄受。 悉 可.， 以示 n 汝 
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國中 人； 使，；. 知,， ー國 家哀， 汝故 鄭重 賜， ー汝 好物 一 3 

この 詔書 や 金印 紫綬 は、 帶方 郡の 宫 吏に 保管 せられて、 他の 財 寶，. こ 共に 翌年 (正始 元年) に 

3i^^國 に屆 い た。 倭王 は魏 の 使 に托し て答謝 の 書を送 つ た。 

正始四 年、 倭 王 は 再び 伊 聲誉掖 邪 狗等八 人 を 遣して、 生 口、 倭 錦、 終靑縑 蹄.^、  布、 丹、 

木附、 短 r., フ 矢を獻 じた。 使者 は 皆 官位 を もらった。 六 年に は 帶方郡 を 通じて 難 升 米が 黄 幢をも 

らふ ことにな つた。 その 黄 幢は八 年に 帶方 都の 官吏が 持って来た。 ， 

この 正始八 年に は 特別の 歷 史的 意義が ある。 俊 女王 卑彌呼 は 狗奴國 の 男 王 卑彌弓 呼 (ll-it^ 

呼 か) と 不和で あつたが、 この 年 倭載斯 clw 越 等 を帶方 郡に 遣 はして 兩國相 攻撃の 狀を說 かしめ 

た。 で 使者 を 派遣し 詔書 黄 幢を難 升 米に 與へ、 檄を 以て 吿 論した。 しかし 卑彌呼 はこの 亂の問 

に 死んだ。 その 冢は 徑百餘 歩で、 殉葬者 は 奴婢 百餘 人であった。 あとに 男 王が 立った が、 國中 

服せ ず、 更に 相 誅殺して 千餘 人の 死者 を 出した。 で また 卑彌 呼の 宗女 *i 與 (臺 がか)、 年 十三 

を 立てて 王と した。 そこで 亂が 鎮まった。 黄幢を もたらした 魏の 使者た ち はまた 檄を 以て 量與 

に吿 論した。 tb: 與は掖 邪狗等 二十 人に 魏使を 送らせ、 男女 生；！ 三十 人、 白珠五 千孔、 靑 大句珠 


二 枚、 異文 雜錦 二十 匹を獻 じた。  . 

魏 志の 記述 はこれ で 終って ゐる。 しかし 晋書に よれば 魏が 亡びた 後に も 倭 女王の 使は洛 陽に 

行った。 泰始ニ 年 CS6) である。 

以上が 支那 人の 記録した 倭 女王 國の 歷史 である。 倭 女王 國が 九州で あるか 大和で あるか さ へ 

も あまり 明白で たいの であるから- この 歷史が 曰 本の 歴史の どの 部分に 當る かも 勿論 明白で な 

い。 日本書紀の 記者 は 倭 女王 を 神 功 皇后に 比定 し、 內藤 湖南 氏 はこれ を倭姬 命に、 難 升 米 を H 

道 間 守に、 都市 牛 利 を 出 石 心に 比定 した。 女王 國を ナ」 州に 認める 人た ち は 倭 女王 を 北 九州の 女 

酋と 解して ゐる。 兩 者の 開き は 極めて 大 であって 調和の 見込 はない。 が 前に 說 いたやう に、 魏 

の 使者が 直接に 見た の は筑紫 地方 のみであって、 邪 馬臺國 のこと はた 筑 紫に 於て 聞いた に 過 

ぎなかった とすれば、 邪 馬薹の 女王と 魏 との 交 涉 についての 右の 記錄は 甚だ 怪しげな ものに な 

つてし まふ。 魏の明 帝の 詔書 は眞 面目に 書かれた もので あらう し、 また それ を 書いた 人々 は 使 

者が 實 際に 邪 馬臺國 まで それ を； SI ける と 信じて ゐた かも 知れない。 魏の 使者 も、 本國へ は、 邪 

馬臺に 行って 女王に 摔 げた、 と 報告した の で あ ら う。 し かし 寳 際は筑 紫まで 來た に 過ぎぬ の で 
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ある。 從 つて 魏の 使者が 檄を 以て 倭 女王に 吿 諭した などと は、 眞 面目に 讀 むべき もので は ある 

まい。 筑 紫から 水 行 三十日 陸行 一月 を 要する 邪馬臺 國に對 し、 筑 紫の 伊都 あたりに 滞留し てん 

る魏の 使者が、 どんな 風に 檄を飛ばし 得た であらう か。 さう 考 へて 行けば、 右の 魏 志の 記錄に 

は、 多分に 魏の 使者のお 芝居が はいって ゐる。 親魏俊 王が その 忠孝 を嘉 せられる など は、 この 

お 芝居の 上に 築かれた 紙上の 世界の 事件で あらう。 がそれ にも拘らず、 我々 は これらの 記錄を 

通じて 當 時の 貿易の 事實を 知る ことが 出來 るので ある。 右に あげた 如き 文書 や、 また そこに 記 

された 品物 は、 港に 於て 厳密に 取 調べられ、 決して 差錯 する を 許さなかった。 だから 前掲の 如 

き：： ゆ 物が 文化の 運搬 者と して こ の國に 入って 來 たとい ふ 事 實は疑 ふこと が出來 ないで あらう。 

が我國 の歷史 にと つ て 極めて 示唆に 富んだ 記事 は、 魏 との 交涉 よりもむ しろ 女王 國に關 する 次 

の 一 行に 見られる であらう。 

其國本 亦以二 男子, 爲レ 王。 往七 八十 年、 倭 國亂。 相攻 is^ 歷， 年。 乃 共立， 二 女子 ー爲， 王。 

七 八十 年 前に 使國に 內亂が 起った とい ふ。 それ は 西紀 二 ^紀の 中頃に 當る であらう。 さう して 

その 前に 旣に 男子の 王が あり、 國家 として 統一 せられで ゐ たこと が 認められる。 して 見れば 後 


漢書 安帝 永 初 元年 OS) の倭國 王師 升 等の 記事 は輕ん ずる ことが 出來 ない。 この 時代 は考 古學- 

的に は 銅 鋅銅劎 と 銅鐸と が對峙 して ゐた 害の 時代と 遠くない。 從 つて これらの 文化 圈は、 國家ー 

的な 統 一 と無關 係に 考へ る ことが 出來 ない。 がまた これらの 遺物の みに よって は當 時の 國家祖 一 

.  一 

織が 如何なる もので あつたか を 知る こと も出來 ない ので ある。 して 見れば 西紀 三 世紀に 於け る： 

倭 女王 國の國 家 組織が 如何なる もので あつたか を 知らし める 倭人 傳の 記錄 は、 甚だ 意義深い も 一 

のと 云 はねば ならぬ。  一 

： ： 二 

邪 馬 臺國の 女王と は 邪 馬 臺國を 統治す る 王と い ふ 意味 ではない。 邪 馬臺國 はた 、=. 倭 女 王 の 都 一 

する 所に 過ぎない ので ある。 從 つて 倭人 傳に 國と稱 せられる もの は、 旣に、 後世に 於け ると 同 

じく、 一つの 行政 區 域に 化して ゐる それ は 皆 女王の 官吏に よって 治められる 國 である。 たメ 

伊都 國の みは 世 有？ 王、 皆 統ニ屬 女王 國 一と 記されて ゐ るが、 その 伊都 國は 僅か 千 餘戶の 人口 を 

しか 持たない 小國 であるから、 この 王が どうい ふ 意味の もの か 明かで ない。 しかも 伊都 國は、 

魏の 使者が 常駐す ると ころで あり、 また 近隣の 諸 國を檢 察する 「一大 率」 が 女王から 派遣 せら 一 
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れてゐ ると ころで も ある。 それらの 點を考 へる と， 伊都 國は魏 使が 女王 國 以北に あると する 諸 

國 (對ぉ 、 一 支， 末盧、 奴、 不彌 等) にと つて 政治的 中心地の 意味 を 持って ゐ たらしい。 右の 

一大 率 は 女王 國 以北に 特に 置かれた ものであって、 檢 n 察 諸國； 諸 國畏憚 之、 常 治， 一伊 都國； 於 it 

國中 一有 レ如 一一 刺史； と 記されて ゐる。 國史に 記す ところの 太宰 帥と 極めてよ く 似た ものである。 

魏 使が こ の 伊都 國に來 たこと は確實 であり、 從っ て こ の 女王 國 以北の 政治 狀勢は 親しく 目睹し 

たものに 相違ない から、 たと ひ 南方と せられる にもし ろ， 水 行 三十日 陸行 一月の 遠方に ある 邪 

馬 臺國の 支配が、 この 筑紫 地方に 嚴密に 及んで ゐ たこと は^ 白で ある。 國々 の 市を大 倭が 監督 

すると か、 外國 との 交通に 關し皆 臨, 津搜ニ 露傳送 文書 賜 遣 之 物 ー詣ニ 女王； 不レ得 二 差錯； とかと 

記されて ゐ るの は、 右の 官吏の 行政 的 活動に つ い て魏使 自ら 見たところ であらう。 して 見る と 

倭 女王の 統治 はこの 時代に 旣に 廣汎な 地域に 及んで ゐ たので ある。 

では 魏人は 倭 女王 を 如何なる 主權 者と して 描いて ゐ るか。 この 點 について は 我々 は 再び 用心 

して 記 錄を讀 まねば ならぬ。 何故なら 魏人 は、 單に筑 紫 地方 を 見た のみで あるに 拘ら ず、 邪 馬 

寮國 をも實 見した かの 如くに 報ホ いして， Q るからで ある。 でもし 我々 が 注意 深く 魏 人の 實 見に 碁， 


く 記述と 然ら ざる ものと を區训 して 行くならば、 一方に は筑紫 地方に 及んで ゐる 統治の 權威を 

描いた もの、 他方に はた；^ 問 接に 彼らの 知り 得た (從 つて 恐らく 彼らの 想像 を 混へ てゐる だら 

うと 思 は れ る) 邪馬臺 の 女王の 描寫が 見出 される であらう。 

魏 人が 筑紫 地方の 國々 に 於て 铳 治者と して 見出した 官^ は、 ヒコ、 ニキ. タマ、 ヒナ モ"、 

シ マコ、 ヒココ などと 呼ばれて ゐる。 これらの 國々 が 原始 社會に 於け る 氏族の 如き もので あり 

ヒコ、 ニキ 等が その； K 長の 如き ものである かどう か は、 餽 志の 記事 だけで は 判斷の しようがな 

い。 魏人 はこの 社會の 氏族 的 組織に ついては 何事 も 語らず、 た 大人が 人民と 如何に 接觸 する 

か を 記述す るの みで ある" 第 一 に彼らは尊*^の差训が明かに存在するのを見た。 尊い もの へ の 

服從は 十分であった。 人民が路上で大人に^^へ ば、 逸 巡して 路傍の 草 中に 入り、 長々 と I 辭を 

云 ひ、 ^り 跪いて、 .则手を地にっぃてぉ辭^^する。 この やうな 强ぃ 尊敬の 表示 は、 魏 人に とつ 

て も 珍ら しかった のか も 知れない。 第二に 彼ら は 尊 に 序列の ある こと を 見た。 尊 さの 段階 を 

迪 つて 行けば、 終に 倭 女王に 達せざる を 得ない ので ある。 

魏 人の 後 女王に 關 する 知識 は、 恐らく 伊都 國の 一大 率 やその 他の 官吏から 得られた もので あ 
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いが、 國々 に 存在す る物资 交易の 市の 監視 は、， 恐らく 机 稅に關 する 意味 を 持つ ので あらう。 4^ 

士國に 蘆 かれた 檢察官 も 亦 さう であった に 相違ない。 前にの ベた 如く、 王の 派遣した 使節の 船 

が 帶方郡 や 諸韓國 から 歸 つて 來る 場合、 或は 帶方 郡の 船が 傻國に 着く 場合に は、 港に 入る 前に 

官憲の 搜露 をう けて、 差 鉛す る ことが 出來 なかった。 この 監視に も 關稅の 如き 意味が あつたか 

も 知れない。 

人の 產業 について は、 種 ，- 禾稻竚 麻； 蠶桑^ 絞、 出：： 細拧 嫌緜； 其 地 無二 牛馬 虎 豹 羊 fli と 

か、 冬 食-一生 茱 1 とかの 記述に よって、 牧畜な く 農耕 を 主にして ゐ たこと が 察せられる。 が對 

人が 海 物 を 食って 活 きて ゐ ると か、 一 支 人が E を 耕す もな ほ 食す るに 足らずと か、 末盧 人が 

水に もぐって.？ -を 捕へ るの がうまい とかと 記されて ゐる 如く、 漁業が 盛んであった こと は 云 ふ 

まで もない。 

人 々 は 農業 漁業 等 によって 得た 物 U 叫 を 市に 於て 交易した。 米と 魚との 交換 の 如き こと は 勿論 

行 はれた に 相違ない。 が この 際 貨幣の 代りに 用 ひられた もの は、 恐らく 苧、 麻、 組などの布^^ 

類で あらう。 運搬 ゃ貯 it について これ 以上 便利な ものはなかった。 外國に 輸出す るの も 多く こ 


ものであった。 さう して それ は 食物に 次ぐ 必需品であった。 他に 支那から 輪 入せられ た 

眞珠靑 玉 銅鏡 刀 劍の類 も 同じ 役目 をつ とめた では あらう が、 それら は 特に 貴重な 寶物 であつ て 

布帛類 ほど 一 般 的に 通用した と は 思 へない。 だから 布帛類 はこ の 時代に 於て 經濟 的に 最も 重耍 

な 意義 を 持つ ので ある。  • 

かう いふ 生活に とって 支那 人との 貿易 は 何 を 意味す るか。 こ の 貿易が 記 錄に殘 されて ゐる以 

外に 盛んに 行 はれて ゐ たこと は 云 ふまで もない。 さう して この 貿易の 主要な 目的 は" 優女 王が 

盲 操の 孫から 贈られた 錦ゃ歸 (毛織物) や 五 尺 刀 や 銅鏡の 如き もの を、 漢人の 手から 得て 來る 

ことで ある。 これらの 輸入 n 叫 は 文化 傳 達の 使者と して 異國 文物への 憧憬 願望 を 刺戟し、 同時に 

また 新しい 技術 や 新しい 產物を 鼓吹す る。 古墳に 見出される 銅鏡 や 玉 器の 和製 品 は、 この 時代 

に旣 にこ の 種の 技術が 長足の進歩 をして ゐ たこと を 語る ので ある。 だから 貿易に よる 刺戟が 倭 

人の 文化 を 促進した こと は 明か だと 云 はねば ならぬ。 

もとより 異國珍 寶の類 は少數 貴族の 奢侈 品に 過ぎなかった かも 知れぬ。 しかし！^ 侈 は 産業 を 

獎勵 する。 新しい 奢侈が 始まれば それ を 可能に する だけの 餘 分の 勞 働が 必要になる。 珍 寶を輸 
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人し 51: るた めに は 輸出し 得べき 物" i を 蓄積し なくて はならぬ。 かくして 産業が 活潑 になり、 

術が 進み、 一般 民衆の 生活に も或變 動が 起る であらう。 璺富な天康物を擁して^E足してゐた倭 

人の 生活に とって は、 外來の 奢侈の 刺戟 こそ はまこと に 唯一 の 文化 促進の 動機で ある。 

が この 刺戟 は單に 奢侈 を敎 へたの みに 止まらない。 幼稚な 航海術 を 以て 朝鮮半島の つた ひ 

に遙に 樂浪帶 方 の 濱邊を 指して 出掛けて 行く とい ふ こと は、 單に 少量 の 奢侈 口 i を 得よ うとい ふ 

欲望の みから 出來る ことで はない。 そこに は 東洋 隨ー の 先進 國の 文物に 對 する 烈しい 情 憬が燃 

えて ゐた であらう。 從 つて その 文化 を象徵 する 錦、 刀劎、 銅鏡、 玉、 その他の ェ藝品 は 彼らの 

心に 強い 愛着と 尊敬の 念 を 起させた であらう。 更に 自ら 海 を 渡って 自らの 眼 を 以て 漢人の 生活 

を 見て 來 たもの は、 いかに 多く 新しい 智慧 を、 いかに 強く 新しい 情 熟 を、 得て 來 たこと であら 

う。 遙 かな 旅 をして 眼界 を廣 げて來 ると いふ ことが、 それ 自身 旣に 意義の 少ない 事で はない。 

んゃ邊 境の 帶方 郡から 遙 かに 遠い 洛 陽の 都まで が、 洽も 一 人の 身體の 如くに 組織 立てられて 

ゐる 大きい 國家的 統一 や、 古い 文化 を 負った 洛 陽の 都の 莊麗な 風物 や、 その上に 君臨す る 支那 

の 帝王の 強大な 威力 や、 11 それらの 驚異すべき 現象に 接して 來 たもの が、 どうして 强ぃ 影響 


を 受けずに 居られ やう。 

我々 はこの 種の 心的 影響 を魏 志の 記事から 檢出 する こと は出來 ぬ。 何故なら 魏人は その：！： 擊 

した 日本 を それ 以前の 日本と 比較して はゐ ないから である。 しかし 他方に 於て、 古坊 の；； 小す 設 

跡 は、 この 影響が 實に 甚大で あると 語って ゐる。 それら はすべ て 支那 文化の 刺戟に よって 促進 

せられた 新しい 機運 を 示す ものと 云へ る。 政治的に は 「より 大きい 組織」 を、 經濟 的に は 「よ 

り 美しい 華やかな 生活」 を、 それが 當 時の lie^ 人の 心からな 願望で あつたに 相違ない。 それ 以ヒ 

に 思想 や 信仰に ついて 影響 をう けなかった としても、 それ は 支那 文化の 刺戟に よつ て 文化 を 促 

進せられ た 事實の 反證と はならない。  ノ 

倭人が この 時代に 支那の 言語 と 文字に 觸れ たこと は 勿論で ある 。使 人の 內には 支那 人の 言語 

を 解し 文字 を讀み 得る ものが 確かに 存在した。 でなければ 貿易 や 交通 は 行 はれ 難いで あらう。 

また 魏人も あれ だけの 事 實を閱 き 出し 得なかった であらう。 港に ついた 船を搜 露し. て 「傳这 文 

書」 を 間違の ないやう に 取り上げる とい ふこと も、 文字 を 解し ない 官憲の する ことで はない。 

然し この 事 は 文字が 歷 史的 記錄に 使用 せられた 事 を 意味す るので はない。 文字 は それ を 理解す 
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る 事の 出來 ない 彼らに とって は、 驚異すべく 不思議な 生き物であった。 さう して 彼らが 理解し 

得た 限りで は、 た 買 易の ための、 或は 外交の ための、 實用 的な 符徵に 過ぎなかった。 實用的 

な符徵 としての 文字と、 思想 を 表現す る 手段と しての 文字との 間に は * 文化的に 云って 甚大な 

區 別が ある。 後者の 不思議な 作用 を 理解し 得る ために 日本人が 二三 百年の 年月 を 費した の は、 

當 時の 知識 狀 態から 見て 極めて 當然 のこと である。 

倭人 は 文字に 接した。 しかし 言葉 を 文字に 現 はさう とする 耍求は 持たなかった。 この， 事實は 

當 時の 倭人の 心 生活の 特徵の 一 として 注 口し なくて はならぬ。 

魏 志の 記述 はな ほ 倭人の 心 生活 や 風習 を 知らし める 事項 を も 含んで ゐる。 それに よれば 倭人 

の 心 生活の 基調 は 桃源， の 民に も ふさ はしい 溫 和な 心 持で ある。 欲望が 强烈 でな く， 物事 に^し 

ない。 酒 を 飮んで 陶然と する こと を 愛する。 一 體に 永生き で、 八 九十 歲百歲 の 人が 少 くない。 

か k る 性情 は 菜食 本位の 食 養と 聯關 して 理解 さるべき であらう。 傻人は 稻を種 ゑる。 氣 候が 溫 

暖な 故に 冬 夏に も 生 菜 を 食 ふ。 しかし 牛 lit 羊な どの 家畜 は存 せない。 漁業 は 盛んで あるが、 山 


獵は 注意 を ひく ほどで ない。 米が 主食物で あり、 海 物が 副食物で ある 點は 後の 時代と あまり 變 

り はない。 

性情が 溫和 である 故に、 盜竊 がな く 諍訟も 少ない。 然し 刑法 は峻 酷で ある。 法 を 犯す もの、 

輕 きも 妻子 を沒收 せられ、 重き は 其 門戸と 親族 を滅 せられる。 家族制度 は 多妻 制で、 大人 は 四 

五婦、 下戸 も 時には 二三 婦を 持つ が、 婦人 は淫 せず 妬 忌し ない。 父母兄^^は臥息、 虑を 異にす 

るが、 會 同座 起に 於て は 父子 男女の別 はない。 これ は 多妻が 特權の 表示と して 認められて ゐる 

に拘ら ず、 女子の 公的 地位が 決して 低くなかった こと を 示す もので あらう。 ：义母 兄弟 異處 は， 

妻が その子と 共に 別居す る ことと 解せられ てゐ るが、 多妻の 場合に は 勿論 さう であった として 

も、 すべての 夫婦が^ 居した とは考 へられない。 臥 息 異處は 室 を 異にする 場合 を も 意味し 得る 

であらう。 

彼らの 持つ 装飾 は 極めて 素朴であって 野趣に 富んで ゐる。 衣服 は 麻布 か 絹布 かで あるが、 そ 

れを 斑ら に 紅 青に 染め、 sf: は 横幅に つなぎ 連ねて 着る。 針で 縫 ふので はなく 手で 結び 合 はせ た 

らしい。 女 は 一 枚の 布の 中央に 穴 を あけ そこから 首 を 出して 着る。 もし こ の 女の 衣服が 墙 輪に 
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見られる 襪 衣の やうな 着物と 似寄った ものである ならば， それ は 西洋 婦人の ガウ ンの 如き 恰好 

であった と 想像せられ. る。 全身 を 垂れ 下る 布の ひだの 美し さから 云って 後代の 婦人服に 劣らな 

い。 身體の 装飾に は、 W 子の いれずみ、 女子の 丹朱が ある。 いれずみ は 左 或は 右， 大 或は 小、 

尊卑に 從 つて 差別が ある。 « 部 的であって 廣ぃ 面積の もので はない。 丹朱 は、 「支那 人が 粉 を 

用 ふる 如く」 化粧と して 用 ひた。 頰 紅の 類で あらう。 なほ 頭髮 は、 s:^ はた 無雑 作に 結へ て そ 

の 上に 木綿 を卷 く。 女 は 周り を ふくらませて、 あとの 長い 毛 をう ね/ \と 曲げて 結んで ゐる。 

その他に は 藝術的 表現ら しい もの は 記されて ゐ ない。 が 宗敎的 信仰と 結び ついて ゐる 歌舞 は 

まじな ひ 

特に 注 n に價 する。 それ は 人間の 死の 場合に 行 はれる 呪術の 二種であって、 喪主が 泣き 家人が 

肉 を 絶って ゐる 問に、 他人が その 家に 集って、 酒を飮 みつ \ 歌舞す るので ある。 喪主が 泣く の 

は 自然に 死に 伴った 悲哀の 故で あらう。 他人が 歌舞す るの は 死が 印象す る 恐怖に 對抗 する ため 

の 本能 的な 心の 表現で あらう。 

彼らの 信仰 もまた 極めて 素朴で ある。 何事 か を 始める 場合に もし 疑惑が あれば、 骨を灼 いて 

卜し、 吉凶 を 占 ふ。 卜に 出た ところ を 告げる 人の ことば は、 恰も 命令の やうで ある。 女王 卑彌 


呼の 「^道」 もまた 彼らの 信仰 を 示して ゐる。 卑彌 呼に 於て 祌祕の 力が 現 はれた。 そのことば 

は 絕對の 權威を 持つ 命令で ある。 なほ 又 「みそぎ」 の 風俗 も ある。 死者 を 葬った 後に 擧家 水中 

に 入って 體を淸 める ので ある。 航海の 船中に 「持 衰」 を設 くる 風習 も 彼らの 信仰の 現 はれで あ 

ぎ やう 

らう。 持 衰とは 渡海の 幸運の ために 捧げられた 犠牲的な 行であって、 持 衰者は 「頭 を梳ら ず、 

蠛蝨を 去らず、 衣服 坂 汚、 肉 を 食 はず、 is 人 を 近づけず、」 厳格に 謹愼 しなくて はならない。 

航海 の 吉 Z は 持衰者 の 責任で ある。 すべて これらの 信仰に は 或神祕 的な 力の 漠然 た る 感受 が あ 

る。 しかし その 力の 主體 について はま だ 明確な 觀念 はない。 

紀元後 三せ 紀に 於け る 倭人の 狀態は 右の 如き ものであった。 

三 記紀の 傳 承との 比較 

邪 馬 臺國が 九州に あって 魏 人が そこ を 訪れた としても、 また それが 東方の 大和であって 魏人 

が 直接に は目擊 しなかった としても- とにかく 魏 人の 記述の 直接の 根據 となった もの は 筑紫地 
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方に 於け る實 地の 見聞で あらう。 特に 種々 の 習俗 や 信仰に ついての 記述 は、 彼らが 九州に 於て 

n ら： E 撃した ものと 認めて よい。 然 らば 卑彌 呼に 關 する 記述が 間接の 見聞に 基いて ゐ ると 假定 

しても、 我々 は それ を 灼骨而 卜 や！！ 衰ゃ 葬儀と しての 歌舞 や 凍 浴な どに 現 はれた 原始的 信仰と 

對 照して 理解す る ことが 出來 る" 卑彌 呼の 鬼 道 は、 魏 人の 目撃した 原始 信仰に 比して、 一 K の 

進歩 を 示す ものである。 後者が 單に 呪術の 信仰 を 示す のみで あるに 對 して、 前者 は 呪術 者の 重 

犬な 役 n の 出現 を 語って ゐる。 一般に 君主の 起源 は宗敎 的で あり、 最古の 君主の 形式 は 呪術 者 

であると 云 はれて わるが、 我 々はこ、 に 呪術の 信仰の みならず 君主 としての 呪術 者が 旣に 存在 

して ゐる こと を 見出し 得る と 思 ふ。 その 君主の 所在地が 九州で あるか 大和で あるか はこ 、では 

まだ 問題に する に 及ばぬ。 我々 はた i -、 西紀 三 世紀 前半の 俊 人が、 この 宗敎 的な 君主の もとに 

旣に廣 汎な國 家 を 形成して ゐ たこと を 知れば よい。 

ところで 我々 は 他方に 我々 自身の 最古の 傳承 とし て 記紀 の 含む 古傳說 を 所有して ゐる。 これ 

らの 傳說の 示す ところ は魏 志に よって 察せられる ものと いかなる 關 係に 立つ か。 何れ かが 古い 

と 認められ るか、 或は 兩者 同一 の 段階 を 示す と 認められ るか。 更に また 魏 志の 記述との 對 照に、 


よって 古 傳說の 示す 文化 狀 態が 閬 明せられ る點 はない か。 これが 次の間 题 である。 

西 勝 三 *1 紀 前半の 國家狀 態から 考へ ると、 大 八洲 を 一 おして 統 一 的の ものと 考 へる 國 生みの 

神話 は 必ずしも 三 f 紀ょり 後の ものと は 限らぬ。 叉 この 統 一 的な 國 土に 於て 何人が 君主た かべ 

きかの 反省 を 根本 動機と する 高天原 神話 は、 魏 志の 記して ゐる やうな 情勢の 屮 から 發 生した と 

しても 不思議で はない。 神話の 描く 君主の 性質 は魏 いふに 描かれた る 段階に 一 致す ると 見られ 得 

る 。例へば. 大照大 御 神 は 高天原に 於け る 君主で あられる と共に 自ら 祭满を 司られる 神で ある。 

祭司で あると 共に 君主で あると いふ 一 點は倭 女王が 鬼 道に よつ て 統治す るのと 軌を 一 にす る。 

旣に 古く 白鳥 庫吉 氏が 「卑彌 呼考」 に 於て 指摘した 通り、 天 照大御 神のお 戶隱れ の 際に は 天地 

暗黑 となり 萬 神の 聲 さばえ の 如く 鳴り さやいだ。 倭 女王が 歿した 後に も國： は大亂 となつ た。 

天 照大御 神が 岩戸より 出られる と 天下 はもとの 平和に：！ つ た。 俊 女王 资與の 出現 もまた 國 内の 

大亂を 鎮めた。 天 安河 原に 於て は 八 百 萬 神が 集合して 大御 神の 出現の ために 努力し、 大御祌 を 

怒らせ まつった スサ ノヲの 命の 放逐に 力 をつ くした。 使 女王 もまた 武力 を 以て 衆 を 服した ので. 
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はなく、 祌秘カ を 有する 故に 衆に 押されて 王と せられた。 この 一致 は 暗示の 多い ものである。 . 

津田左 右吉 氏の 主張す る 如く、 太 El 神の 崇拜ゃ 太陽神 を 皇祖 神と する 信仰が、 四 M 紀 以後、 恐 

らく 五 世紀に 於て 成熟した とすれば、 右の 暗示 は ー赞 意義深い ものになる。 また 太陽神が それ 

よりもお くから 崇拜 せられて ゐた としても、 「もし 神話に し て 太古の 事實 を傳へ たる ものと せ 

ば、 神 典の 中に 記された る天ノ 安ノ； 1： 原の 物語 は、 卑彌呼 時代に 於け るが 如き 社會狀 態の 反映 

と 見る を 得べ きか。」 「凡て 神話 傳說 は國 民の 理想 を 述べた る ものにして、 當 時の 社會の 精神 風 

俗 等 は 悉く その 中に^ 含 せらる k ものなる が 故に、 皇祖 發 蹄の 地た る 九州に 於て 上古 5^ 彌呼を 

はじめと し 女子 を 以て 君 長たり しもの その 數を 知らず とせば、 大御 神が 女神と して 天上に 照臨 

し 給 ふ も 亦 何の 怪しむべき ことか これ あらん や。」 (白鳥 氏、 卑稱 呼考) 

右の 如き 一致 はまた 上代の 傳說 にも 認められる。 崇神 天皇 は 祭祀 を 以て 政治の 要 道と せられ 

た。 神 功 皇后 もまた その 「神が かり」 によって、 —— 神明の 意志 を傳 達する 神祕 的な 力に よつ 

て國 民の みならず； 一一 韓をも 長 服せ しめられた。 こ 、に 著しい 類似が ある 故に 書紀の 編者す らも 

卑彌呼 を 以て 神功皇 IL" に擬 した ほどで ある。 


君主が 崇敬 の 的で ありながら 民衆 か ら 押さ れて 立った。 その 政治 は 神の 意志に 從ふ ので あつ 

て 君主 自身 の 個人的 意志 によるので はなかった。 この 事 實は當 時 の社會 心に 就て 明かな 光を投 

げる。 民衆の 會議と 神の 意志の 啓示と は 別物で ない。 「天皇 乃ち 神淺茅 原に 幸し、 八十 萬の 神 

つど  うらと  やまとと と ひ も、 そ ひめ みこと か みか- * り 

を會 へて 以て 卜 問 ふ。 この 時に 倭迹 々日： も 襲姬の 命に 祌明 憑て 曰く」 とい ふの はこの 關係を 示 

す 代表的な 例で ある。 天の 安の 河原の 八 百 萬 神の 會議も それに 他なら ない。 もとより これらの 

物語に は、 大和 朝廷に 於て 多數の 氏族の 長を會 合して 外交 軍事の こと を議 した 風習が 編み 込ま 

れてゐ るに 相違ない。 しかし この 會 合の 風習が、 極めて 古い 部族 會議 にまで 連なる もので ない 

と は 何人が 斷 首し 得よう。 ィザナ ギの命 黄泉 下りの 說 話が 古い 民間 說話 であった とすれば、 夫 

の 命に いざな はれた ィザ ナミの 命が 身の 拫り方 をき める ために ョ ミの諸 神と 合議 するとい ふ條 

は、 この種の 部族 會議の 反映で あるか も 知れぬ。 さう して か、 る會議 は、 各自に 異なる 個性 を 

持った 個人が 相互の 間に 調和 を 見出さう とする 會議 ではなく して、 むしろ 何人も 自己 獨特の 判 

斷を 持ち 得ない 故の、 —— 卽ち 個人と して 判斷を 持ち 得ない ものが 一 つの 全體 として それ を 獲 

得しよう とする ための、 會議 である。 神に 近い 君主す らも 自らの 判斷を 示さず して 圑體 心の 沸 
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騰に賴 るので ある。 さう して この 團體 心の 歸向 は， 圑體 CI 身の 心から 出た ものと してで はなく 

超人的な 或 力に 投射 せられて、 外から 彼らに 與へら れ たものと して 受取ら れる。 それに 從ふ民 

衆 は、 神の 心と して 現 はれた 團體 自身の 心に 從 つて ゐ るに 他なら ない。 さう して この 神の 心、 

卽ち 國體の 心が、 君主に 於て 象徵 せられる ので ある。 

然 らば 分立した 多くの 小 國をー つに まとめる 組織 はどうで あったら うか。 古 傳說に 於て は 多 

くの ほ 連が 皇室に 服屬 し、 その 臣 連の 祖先 神 は 皇祖 神に 服屬 して ゐた。 從っ てこの 臣ゃ 連が 一 

つ の 氏族の 長と して 如何なる 圑體を 統率して ゐ たかは あまり 語られて ゐ ない。 然るに 魏 志に 於 

て は. 稻置を 意味す るら しい 爾支 とか 貴族の 名に 多い 彥を 指して ゐる らしい 卑狗 とかが、 それ 

ぞれの 國の官 或は 大官 として 記されて ゐる。 魏人 は先づ 千餘戶 とか 三千 許 家と かの 民衆 を 見、 

つ いで それ を 統治す る 者に 眼 を 向けた ので ある。 だから 古 傳說に 於て 個人と して 語られる 何々 

の 稻置、 何々 は、 こ \ では 或 集圑を 統率す る 「官」 として 現 はれる。 こ、 に 我々 は刚者 相補 

ふ 點を兒 出す であらう。 さう して これらの 貴族が、 餽人 によって 1^ 女王の 官吏と 見られる こと 

は、 地方の 小國に 對 する 中央 の 統制が 極め て强 力であった こと を 示す と 云 ふべき であら う。 


個々 の 小 國の內 部の 組織に ついても また 古 傳說は 殆んど 語る ところがない。 た-、 一 つの 氏族 

が 或る 神の 祭祀に 於て 結合して ゐ たこと を 示唆す るの みで ある。 然し 魏志 によって それが 數千 

戶 或は 數萬戶 の 人民の 集圑 であった こと、 會同を 行 ひ、 議論し、 また 占卜に よって 事 を 定めた 

こと、 尊 寧の 差 序の あった こと、 など を 知り、 それとの 照合に よって 我々 は、 高天原 や 大和 朝 

廷に 於て 行 はれた と 同じ やうな 團體 構成の 仕方が、 地方の 集團 にも 存し たこと を 推測し 得る の 

である。 從 つて 人類 學 或は 民族 學に 所謂 氏族 部族な どの 問題 は、 この 推測 を 通じて 追究す る ほ 

か はないで あらう。 

更に 小さい 人倫 的 組織に ついて 云 ふと、 支那 人の 所謂 父母 兄弟 異處 や、 一夫多妻 や、 si- 女 同 

格な どの 風 は、 上代の 傳說 にも 明かに 認められる。 傳說の 英雄 は 多くの 妻 を 持った。 さう して 

この 夫 は 一 人の 妻と は 同居した かも 知れない が、 他の 妻と は 同居し なかった。 妻 は その子 を携 

へて 自らの 家に 住んだ。 その 生計 を 同 母の 兄弟が 支持した か 否か は 明かで ない。 が、 麻 ゃ紹の 

絲を つむぎ、 それ を 布に 織る、 とい ふ 仕事が、 女の 職業と して 重大な 意義 を 持った 時代に あつ 

て は、 女が 獨 立して 生計 を營 むの は 容易であった らう。 それが ために また 女 は、 ^に對 して 同 
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等の 品位と 權 利と を 保ち 得た であらう。 從 つて 女 は 子 を 育てつ 、父に 對抗 する ことが 出來 た。 

子に 對 して 權利を 持つ の は. 训居 せる 父ではなくて、 同居せ る 母で ある。 同 父の 兄お も 異母で 

ある 限り は 一 つの 家族に 屬 すると 見られない。 か、 る 事情の 下に 夫婦の 結合が 兄妹 を 意味す る 

「いも」 「せ」 によって 云 ひ 現 はされ るに 至った ので ある。 卽ち 夫婦の 間の 親しみ を 表現す るた 

めに、 兄妹の 親しみ を かりたの である。 通例 原始 社會に 於て は 兄妹の 關係は 最も 嚴. おな タブ I 

であって、 性的な 親しみ を 現 はすこと から は 最も 遠い。 然るに こ. -には その タブ— の 意識が な 

かった。 兄妹 關 係が 性的 結合と 同義に 用 ゐられ た。 これ は 兄妹 相姦の 危險が 極めて 薄かった こ 

と を 一； 小す と 見る 他な からう。 それ は 同時に これらの 兄妹 を 育てる 母親が 如何に 母性愛に 富んだ 

もので あつたか を 思 はせ る。 從っ て魏 志の 「^人 不レ！ ^は、 不二 妬 rJ 心匚 とい ふ 言葉 は、 古 傳說と 

の對 比に よつ て 大きい 意義 を發 揮して くるので ある。 

ふと まに 

宗敎的 信仰に 關 して は、 伎 人傳と 記紀と は 三つの 點に 於て 一致す る。 太 占 * ミソギ 及び 女に 

かむ 

現 はれた 神が かりが それで ある。 これらの 信仰の 奥に はま だ 明確な 人格 神 は 現 はれて ゐ ない。 


超人 力の 存在 は 強い 驚異の 心に よって 認められる。 さう して その 力の 現 はれ かたに も 方式が あ 

る。 しかし その 力の 主 體は形 を 得て ゐ ない。 木 も 草 も 野 獸も蛇 も、 およそ 心 を 持つ と考 へられ 

たもの は、 それが 人で ない 限り 不思議な 力の 所有者であった。 人に あっても- 常人に 見られな 

い 興奮 や 心理 を 見せた もの は、 驚異の 對象 となり 超人 力の 現 はれと 見られた。 この やうに 「祌 

の 姿」 は 漠然として ゐ るが、 その 力の 現 はれ かたは 現在に 於ても なほ 民衆の 間に 勢力 を 有する 

三つの ものである。 骨 を 灼て占 ふか 筮竹を 以て. HI ふか はとに かくと して、 占 ひがな ほ强ぃ 勢力 

を 持って ゐる こと は 何人も 疑 ふまい。 水で 洗 ふか 祈 禱で拂 ふか はとに かくと して、 厄よ け、 罪 

の淸 めな どの 信仰が なほ 一 般に存 して ゐる こと も 明かで ある。 神が かりに 至って は、 巫女の 信 

仰が 現代まで 續 いて ねる のみならず、 接 魂 術 や 千里眼と して 新しい 科學の 硏究對 象と さへ もな 

つて ゐる。 これら は 人間の 心に 共通な 神秘 感の現 はれであって、 運命の カゃ靈 魂の 不 減が 信ぜ 

られる 限り、 いつの 世に も 消えた 事の ない ものである。 しかし 偉大な 驚異に 生きて ゐた 上代に 

あって は、 それら は 人知の 全部 を 覆 ひつく す ほどに 優勢な 力 を 持って ゐた。 人 はた V この 祌 

感 に，； m 從 して 動いた。 それ を 妨げる 自然 科學 的な， 5 識は 全然 存 しなかった。 蛭 子が 生れても，：^ 
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ゝゝゝ た、 り  fev-nv  ふと まに 5 ら 

病が 流行しても、 それ は 何 かの 祟りで ある。 何の 祟で あるか を 知る ために 太 占に 卜へ て、 もし 

何々 の 神の 祟 だと 解れば、 (或は 何姬に 神が かって 何の 神の 心 だと 解れば、) それ はもう 絕對の 

眞理 であって 疑ふ餘 地がない。 疑へば 取り殺される。 その代り 神の 命令 を 守れば、 災禍 は實際 

に 取り除かれ るので ある。 

が 記紀に 於て は これらの 信仰の 他に なほ 種々 の 神の 祭祀が あり， その 祭祀が 一 定の 場所 や 神 

社に 於て 行 はれた こと を 示して ゐる。 然るに 魏志は これらの 神々 及び 神社に ついて 一 言 も觸れ 

て 居らない。 こ \ に魏 志と 記紀との 間の 輕視 する こ と の 出來な い 相違が あ るので ある。 

四 銅 鉢 銅 劎と銅 驛 

以上 我々 は、 邪 馬 裏の 所在地が 筑紫 地方より 水 行 三十日 陸行 一月 (或は 一日) の 遠方で ある 

こと を rf^ 認 しつ、、 魏 志の 記述 を 中心として 西紀 三 世紀 前半の 日本の 文化 狀態を 考察した e 筑 

紫 地方から 右の 如き 距離に ある 地方が 東方の 大和で ある こと は、 我々 のおの づ から 思 ひ 及ば ざ 


る を 得ない 點 である。 がかく 邪^ 秦卽ち 大和で あると 考 へる にしても、 それによ つて 魏 人の 邪 

馬 臺に關 する 記述が その ま、 事實 として 承認せられ 得る と 主張す るので はない。 自ら 直接に 經 

驗 したので ない 事態に ついての 異國 人の 聞き 書が、 如何に 誤 謹の 多い もので あるか は、 現代の 

如く 學 問の 發 達した 時代に 於て さ へも顯 著な ことで ある。 だから 我々 は 右の 記述 を 半信半疑の 

態度で 受け 容れ る。 が？ 一  つ、 と交涉 のあった 倭人の 國が旣 に 大和に ある 統治者の 下に 統 

一 せられて ゐ たとい ふ事實 は、 疑 を {«5： れる餘 地の ない ものと 認めなくて はならぬ。 

然るに 近來 著しく 發 達した 考古學 の 研究 は >  右の 事實を 非常 に 際どい 境 位に 立た しめる や う 

に 見える。 旣に 倭人 傳の 考察に 人る 前に 我々 は、 地中の 遺物が、 山陰 を 大陸への 門戸と する 近 

幾 中心 の 銅鐸の 文化と- 筑紫 を門戶 とす る筑紫 中心 の 銅 鉢銅劍 の 文化との 對峙を 示す こと を 見 

た。 この 銅鐸 や 銅 鉢銅劍 が、 梅-ゆ 小 末 治 氏の 說く 如く、 西暦 二三せ 紀 頃まで 行 はれて わたと する 

ならば、 右の 二 中心の 對峙 もまた w 紀： ： 三 世紀 頃まで 綾いて ゐ たと 認められなくて はならぬ。 

さう すれば >  三枚 紀 前半に 大和から 筑紫を 支配し、 大和に ある 統治者が 魏と 交通して ゐ たとい 

ふ事實 は、 右の 對峙が 消滅した 直後の 時代に 屬 するとい ふこと になる ので ある。 旣に說 いた 如 

四 銅 鉢 銅劎と 銅？ t  五 一 
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く、 支那の 史書に は 西紀 二 世紀 初頭の 倭國 王と 後漢 との 交 涉を揭 げてゐ る。 がそれ は 銅 鋒と 錦 

鉢 銅劎と の 對峙の 時代の ことで あり、 さう して 後漢 との 交涉 の門戶 である 筑紫 地方 は 銅 鋅銅劍 

の 文化の 中心地であった。 從っ てこの 際の 倭 國王は 銅 鉢銅劎 の 文化と は 結び つくが 銅鐸 の 中心 

地た る 大和と はどうしても 結びつかない。 然るに 三 世紀 前半に 於け る魏 との 交通に 際して は、 

鐵刀 らしい 五 尺 刀の 輸入 や 倭 錦の 輸出が 記されて ゐる。 それ は單に 大和と 魏 との 交通で あるに 

留まらず、 旣に銅 鋅銅劍 の 文化 を 超えて 古墳時代の 文化に 人って ゐる らしく 思 へ るの である。 

かく 見れば 二 世紀の 初めと 三 世紀の 初めとの 問に、 一 つの 飛躍的な 變 革が あつたと 考 へざる を 

得なくなる であらう。 

銅鐸の 文化と 銅 鉢 銅劍の 文化との 對 時が 消滅した とい ふこと について は * その いづれ が 他 を 

征服した かの 問題 を考 へ ねばならぬ。 それにつ い て 直ちに 思 ひ 浮べら れ るの は 記紀の 傳 ふる 古 

傳說 である。 我々 は そこに 鉢と 劎 とがし ば-^ 語られて ゐ るの を 見る。 男女の 二 神が 天の 浮 橘 

から 下界 を さぐろ 時に 用 ゐられ る もの は 「矛」 である。 高天原に 於け る 重大な 誓に 於て 用 ひら 

れる もの も 「劍」 である。 また 大蛇 退治の 說 話から r 劎」 を 省く こと は出來 ず、 矛 名に 負 ふ 


神 の 戀愛說 話 に も 生 太刀 が ある。 その他 劍に 重大な 役 HI をつ とめし む る 説話 は數 ふ るに 収 がな 

いが、 しかし こ、 で 最も 必要な こと は 矛 や 劎が崇 拜の對 象と されて ゐる ことで ある。 劍が 三種 

の 神器の 一 であるの みならず、 その他に も 祀られ る 劎は少 くない。 石 上 神宮の 佐士布 都の 神 は 

その 代表的な 例と 見られる。 もとより 自分 は これらの 矛 や 劎が銅 鉢 銅劎を 意味す ると 主張す る 

ので はない。 傳說 の內容 から 考 へて、 生 太 0 や 八 の 大蛇の 劎が鐵 の 刀劍を 意味す る こと は、 

ほ 確實 であらう。 自分が 問題と する の は 武器 を崇 拜の對 象と するとい ふ傳統 である。 我々 は 

>〕 の 傳統を 神話 傳說の 起る 根據 として、 神話 傳說 自身よりも 古き ものと 考 へざる を 得ない。 さ 

うして この 傳統を 銅 鉢 銅劎の 形式 上の 變； t 一と 對照 するとき、 そこ に 疑 ひ 難き 聯絡 點を 見出す こ 

とが 出來 ると 思 ふ。 最初 はま 那 から 輸入し、 或は その 形 を學ん で、 細く 鋭利であった 銅 鉢と 銅 

劍 とが、 後に は 異様な 大きさの ものと なり、 匁 は 武器と して 通用し 得ない ほど 幅廣 な； 111: 味 ある 

ものに 變 つたの は 何 を 語る であらう か。 武器が 1^ 器と して 實用 的で ない ものに 變 化し、 しかも 

それが、 多くの 鏡 型の 發見 によって 證 示せら る、 如く、 筑紫 地方に 於て 熟 心に 製造せられ たと 

すれば、 我々 は そこに 鋅ゃ劎 の 持った 精神的な 意味 を 推測し なくて はならない。 さう して それ 

四 銅 鋅銅劍 と 銅鐸  五三 
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が娥志 の 語 る よ り 以前 の 時代 卽ち 呪術の 信仰の 盛んな 時代の ことで ある とすれば、 その 精神的 

な 意味が 呢術 的の もので あ つたこと も. 1 めら れる であらう。 武器の 崇拜 はこ 、に旣 に 始まって 

ゐ るので ある。 そ こ か ら 古傳說 へ は 眞直 に 聯絡す る 。 

然るに 我々 は、 銅鐸に ついての .7 礼 憶 を 傳說の いづこに も發昆 する ことが 出来ない。 銅鐸の 用 

途は、 梅 原 氏が 推測す る 如く、 祭器で あらう。 これほどに 顯 著な- さう して 宗敎的 意義 を 持つ 

たに 相違ない 製作" i が、 古 傅. 說に 何らの， 痕跡 をも殘 さない とす わば、 古 傳說が 銅鐸 中心の 文化 

圏 .5: に 於て 發生 したので ない こと は 明かび あらう。 

こ、 に 於て 我々 は、 我々 の 古傳^ を 半-み 出した 文化圏- 卽ち三 世紀 以後の 大和 朝廷 を 中心と 

する 文化圏が、 銅 鋅銅劍 の 文化の 系統 を 引く もので はない かとの 推測に 達する ので ある。 卽ち 

筑紫 地方に 於て < ！, ャ激 に發展 した 勢力 —— 銅 鋅銅劎 を徵證 とすれば、 その 勢力 範圍は 朝鮮 南 IT 

四國、 中國 西部 を 含ん でんる —— が、 三 世紀よりも 前に、 東方の 大和に 移り、 そこ を 中心とし 

て關東 平野 以两 全部 を統 一 したので はなから うかと いふ 推測で ある。 自分 はこの 問題 を 更に 詳 

.1 に考 へて 見たい と 恩 ふ。  . 


. 五 國家統 一 と 考古學 的證跡  A 

大和 朝廷の 國象統 一 がいかに して 行 はれ たかは、 記紀の 古い 傳說 の內に その 痕跡 を殘 してね 一 

ると 思 はれる。 記紀の 上代 史が 神代 史 と共に 後 の 述作で あると いふ こと は- 津田左 右吉 氏に 一 

よって 古くから 主張 せられて ゐる ところで あるが、 たと ひ 一 つ の 構想に よって まとめられた 物： 

語で あっても、 その 村 料の 悉く をまで 穴..： 想の 所産と 見る こと は出來 ぬ。 ある 傳說 を扮 飾し、 訂ー 

正し、 他の 事件と 歷 史的に 結びつけ、 或は 全體の 構想に 適する やうに 意味 をつ け變 へる、 とい 一 

ふ 様な こと は、 或は 行 はれた かも 知れぬ。 しかし 何らの 傳說 もない ところに、 全然 頭の なか か 

ら 都合よ き 物語 を 造り 出す とい ふやうな 力 は、 とてもあった らしく 思へ ない。 だから 全 體の樺 

想 や、 一 つ/ \ の 物語の 間の 聯關 のつ け 方な どに 後代の 創意 を 認める としても、 各々 の 物語に 一 

は それん， \ 古い 民間 說 話ゃ歷 史的 傳說が 秘められて ゐ ると 見なくて はならない。 國家 統一 の 事； 

情 も、 さう いふ 意味で 神代 史ゃ 上代 史 から 見出せる であらう。  i 

五 國家 統一と 考古學 的證跡  五 五  」 
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大和 朝廷の 國家 統一 について は、 まづ， 神武 東征の 物語が 關係を 持つ。 津田氏 はこの 物語が そ _ 

のま、 に 歴史的 記述と 見られな いこと を、 進 軍路の 不合理 ゃ奇 廣ゃ筑 紫の 勢力の 閑却 や 日向 を 1 

.  一 

發祥 地と した， ことな どで、 證 明して ゐる。 さう して 神代と 人 代と を 結びつける 物語 は 特に 作者- 

の 著しい 潤色 を  受けた と 主張す る。  しかし 人名 や 地名 や 個々 の 事件な どを^と して、 「國家 を 一 

統一す る 力が 九州から 來た」 とい ふ 物語の 中核 は、 果して 作者の 作爲 であらう か。 大 八洲 を ま 一 

まれた ィザ ナギの 命の 降臨 地が 大和に 近く、 さう して その後に 天孫が 大 八洲 を 治める ために 天 一 

より 降られる とすれば、 皇室の 發祥地 を 最初より 大 八洲の 中央と 定める 方が、 物語の 構造と し； 

て遙 かに 自然で ある。 人間の ことで ない 天よりの 降臨 を、 しかも 悠久な 古の 出來事 を、 大和 か i 

ら 九州へ 移す ことによって、 どれほど 神秘的な 意味が 增 すだら うか。 殊に 大和に 都す る 皇室の _ 

ために は、 皇祖が 大和に 降臨せられ たと する 方が、 政治的に も遙 かに 意味 深い。 物語と しても 一 

反つ て その 方が 出 雲國讓 りの 事件 を 活かせる ことになる。 これらの 好都合 をす ベ て 無視して、 一 

H< 孫 を 九州に 降臨せられ たと し、 國家 統一 のために 神武 東征 を必耍 とする の は、 作者の 作爲と 

は 思 はれない。  一 


建國の 傳說が 何ら かの 形に 形成され て 行く の は、 建國 の事實 より は遙 かに 後の ことでなくて 

はならない。 國 家が 組織され て あり、 人々 がその 組織 を當然 のこと として 認める 樣 になって わ 

る 時代に、 起源 を 求める 心が 建國の 物語 を耍 求す る。 彼らが たづね て 間 ふの は 古老で あらう。 

しかし その 古老 は 同じ 要求 を いくらか 弱い 程度で 感じて ゐ たらう と 思 はれる。 さう して その 古 

老が 答へ 得た であらう だけの こと は、 彼が 若い 時に 彼よりも 一 暦 その 要求の 弱かった 先代の 人 

から 聞いた ので ある。 かくて この 要求 は 遡る ほど 渐次遞 減して 行く と 見なくて はならぬ。 建國 

の 當事者 は 彼らの 大きい 事業 を事實 的に 又 まとまった 形で 云 ひ傳へ ようとす る 樣な與 味 もな け 

れば又 能力 もなかった (この こと は遙か 後代の 物語の 原始的な 性質から も 察せられよう)" 彼 

らが 好んで 語らん と 欲した の は. こ の 大きい 事業の 途上に 於け る斷片 的な 挿話 以上に は 出な か 

つたで あらう。 それら を 語り 傳 へる 者 も、 その 歷 史的 事實の 如何 を問题 とせず、 た 彼らに と 

つて 與味 ある 挿話の 中味 を、 彼らの 興味の ま、 に 語った であらう。 かくして そこに 類 刑」 化され 

た 人物 を 主人公と する 簡單な 類型的な 說 話の 幾つかが 形成され たで あらう。 起源 を 求める 心が 

明白に 起って 來た時 古老が 答へ 得たら う もの はこ の 種の 說 話に 外なら ないで あらう。 しかし か 

五 國家 統一と 考古學 的證跡  五 七 
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くの 如き 事情に 際しても • その 建 國の當 事 者が 西の 國 から 來 たとい ふ 丈の ことが —— 卽 ち建國 

の 事業の 最も 簡單な 輪廓が 11 傳へ られ たらう と考 へ るの は、 根據 のない ことで ない。 古い 英 

雄傳說 がしば/ \ 一  つの 部族の 遷移の あと を 一 人の 類型的 人物に よって 語って ゐる事 を. 思へば 

我々 は 神武 東征 や 神 功 東征の 說 話に 十分の 意味 を 認めなくて はたらぬ。 もとより それら は それ 

を 物語った 時代の 地理 的 知識 や、 また 地名 傳說を 作る 如き 段階に ある 原始的な 想像力に よって 

肉づ けられて わる。 しかし それらの 肉 づけの 中核に ある 物語の 動機 11 西からの 人が 武器の 神 

.秘 的な 力に より、 或は 知力に よって、 大和に 勝った とい ふこと —— は 共通で ある。 我々 はこの 

物語 の 動機が 古傳說 に 幾度 か 繰 り 返されて ゐる點 を 注意す ベ きであって、 その 肉 づけの 如何に 

より 中核の 意義 をまで 見失って はならない。 建國の 物語に 於け る 地名 を 或 地に 考定 したと ころ 

で、 それ は 次々 の 時代の 地理 的 知識 を 探った だけの ことに 過ぎぬ。 かく 考 へれば 我々 は、 種々 

の 東征 物語に 於て 歷 史的 事實を 見出さう として はならない と共に、 また それらの 物語の 動機が 

指 一： 小して ゐる 一 つの 簡單 な歷 史的 事實を 認めなくて はならない。 

古傳說 から 見出され るの は、 この 簡單な 「東征」 とい ふ 一 事で ある。 しかし 我々 は 全然 異な 


つた 方法に よって、 卽ち先 史考古 學の證 示す ると ころに 從 つて、 この 問題 を 他の 方面から 眺め 

る ことが 出來 る。 

前節に 說 いた 銅 鋅銅劎 は、 九州 北部に 於て 前漢 鏡な どと 共に 甕 馆ゃ箱 式椅の 中から 見出され 

たが、 單獨に 地中から も 多く 發 掘され た。 いづれ にしても それ は 後の 高 塚 式 古墳と は 關係を 持 

つ 事が 少ない。 古墳の 含有す る 武器 は 主， こして 鐵 製の 甲胄 刀劍 であって、 明かに 銅 鋅銅劎 より 

は 進んだ 時代 を 示して ゐる。 從 つて 銅 鉢銅劍 に象徵 せられる 勢力と、 古墳の 證示 する 勢力 卽ち 

大和 朝廷の 勢力と は、 別 系統の ものと 考へ 得られぬ でもない。 そこで 我々 は これらの 武器と 忭 

出す る 他の 遣 物、 特に 鏡の 考察に よって、 刚 者の 關係 を迎 つて 見よう。 

九州北^gに於ては銅鉢銅劎が前漢ょり王莽前後に"^y!る時代の古鏡ゃ玉類と共に鹿松の屮から 

見出された。 この 事 實は西 13 一  せ紀 の 九州に 於て 鉸玉劎 の 三者が 旣に 宗敎的 意義 を 持って ゐ 

たこと を證 示す る" さう して この種の 古 鏡 は、 富！； 氏 (古 鏡の 研究、 二 九  一、 二 九 六、 三 一一 一 0 頁) 

によれば、 その 様式の 流行が 比較的. 水續 したと 思 はれる 二三の 種類 を 除いて、 悉く 九州に のみ 

發 見さる、 ものである。 然るに 畿 の 古- 坩" から 傻 見され た， ネ數の 鏡の 大部分 は， 一 一は 紀 以後の 
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支那に 於て 行 はれた 様式 或は その 模造であって、 その 最も 古き 鏡 も 後漢代 (西 唇 二 *i 紀) の あ 

まり 早から ざる 時期に 比定 される。 大和の 古墳 中 比較的 初期に 屬 すると 考 へらる 、佐 味 田寶塚 

及び 大缀字 新 山の 古墳に 於て 見出された 鏡 は、 梅 原 氏に よって、 古き は 三 世紀 極 初、 新しき も 

四 紀 初頭の 製作と 推定され て わる。 さう して これらの 古墳に 於て は 鏡と 共に 玉 類 及び 刀劎が 

副 葬 ni の 主要部 を 占める ことます/ \顯 著で ある。 こ、 に 於て 我々 は、 九州と 大和と が 鏡玉劎 

の 尊崇と いふ 一 點に ついては 同 一 の 系統に 屬し、 しかも 鏡の 年代に よって 證 示せら るる 如く- 

その 尊崇が 銅 鉢銅劎 及び 前漢 鏡の：^?.〕 "小と して 先づ存 し、 一 二せ 紀の 後に 鐵 の刀劎 及び 後漢 以後 

の 鏡の 尊崇と して 繼 綾して ゐる こと を 知る ので ある。 

なほこの 場合、 銅 鋒が 凝 及び 銅 劎と作 出した 例 も 顧みられなくて はならぬ。 大和 吐田鄉 から 

は 銅鐸と 共に 二 紐 を 有する 異様な 鏡が 出、 安藝 紀 伊から は鐸 と共に クリス 形 銅 劍細形 銅 劍が見 

出された。 前者の 様式の 鏡 は長鬥 及び 朝鮮 慶 州に 於て 銅 鋅銅劎 と 伴 出し， 比較的 古き 時代の も 

のと 考 へられる が、 しかし 後代の 鏡と は 聯絡 を 持たない。 また 後者 は その 發 見地に 於て 二つの 

文化の 接觸 した 事 を 推測させる が、 しかし その 銅劍 がま だ實用 的な 武器であって、 崇拜の 意味 


を 暗示す る 非實用 的な 武器に 變 化して 居らない 事 を 注意せ ねばならぬ。 從っ てこの 二 例 は、 銅 

鐸 と銅劎 とが 同時代に 屬 する こと を證 示す ると 共に、 また 古 填に 於て 顯 著な 鏡 玉劎の 尊崇が 銅 

鐸と關 係 薄 きもので ある こと をも證 〈小す るので ある。 

かくの 如く 高 塚 式 古 填の 示す 文化 は 銅 鉢 銅劍の 文化と 一 つの 點に 於て 時間 的に 聯絡す る。 然 

らば 何等かの 時期に 前者が 後者に 代った のでなくて はならない。 一般的に 云って、 高 塚 式古坡 

が 鐵の刀 劍を副 葬し 銅 鋅銅劍 を 副 葬 しないと ころから 考へ ると、 高 塚 式 古墳の 發生は 銅 鋅銅劍 

がすた つて 鐵 刀が それに 代って より 以後と 推定 せられる。 從 つて 武器に 於け る 銅が 鐵に 代った 

とい ふ 事と 高 塚 式 古墳の 發 生と は 密接の 關係を 持たねば ならぬ。 もし 何ら かの 方法に よって 鐵 

の 武器が 優勢と なった 事情 を 決定し 得れば、 古 境の 發生、 從 つて 大和 朝廷の 全國 統一 の 事情 も 

亦 明かに せられる であ ら う。 

魏志使 人 偉の 語る 所に よれば、 三ゅ紀 前半の 俊 人 は 兵器と して 矛、 桐、 木 尸フ" 竹箭、 鐵鏃、 

骨 鍵 等 を 使用して ゐた。 銅 鏃が畿 の 古墳から 鐵 の刀劍 と共に 發 見され るの を 見れば、 鐵 鍵が 

旣 に牟彌 呼の 時代に あ つた 事 は 注 n に 憤す る。 魏 より 舶來 した 五 尺 刀が 鐵 刀と 考 へ られ るのと 
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共に、 彌呼 時代が 鐵の 武器の 時代で ある こと は 認められねば ならぬ。 しかし 鐵鏃 と共に あげ 

られる 矛 は 何 を 意味す るで あらう か。 我々 は 銅鋅を 知って ゐ るが 鐵の矛 は 知らない。 もし この 

チ が銅绅 であるならば、 さう して それ を魏 人が：！ I 擊 したので あるならば、 三 世紀 前半の 筑 紫に 

はな ほ 銅 鉢が 行 はれて 居た ので ある。 然るに、 三 秕紀の 鏡 を 含有せ る 大和の 古墳 は、 決して 銅 

鉢 を 一： 小さない。 從 つて 筑 紫で 發 達した 廣 鋒の 銅 鋅は、 東方へ 遷移せ ず、 三 世紀 前半まで 筑 紫に 

殘存 してんた ことになる。 この 點を 捕へ て、 高 塚 式 古 坊の發 生 は 銅 鋅が抬 てられた 後 • 卽ち三 

吡紀 前半よりも 後で あり、 銅 鉢銅劍 に關聯 して 存 した 鋭 玉劎 の崇拜 は、 鐵 の刀劍 に關聯 せる 鋭 

玉劍の崇^^^：に變化した後に、 大和に 移った、 と考 へる こと も出來 よう。 その場合には、 大和の 

古 境から 多數に 見出された 三， 紀の鏡 は、 筑紫 地方から 大和に 運ばれた 後に 副 葬せられ たと 解 

すれば よい。 しかし 鐵の 武器が 使用せられ るに 至った からと 云って、 直ちに 銅 鉢が 影 を ひそめ 

たくて はならぬ とい ふわけ はない。 ？ 仇ん やそれ が數 世紀の 傳 統を帶 びた 寶物 である 以上、 武器 

として * る こと は 毫も その 寶物 としての 资格を 傷け はしない。 だから それが 己れ の 生れた 故鄉 

に 違く まで その 存在 を 保つ てんた としても、 さほど 不思議 はないで あらう。 かく 見れば 筑 紫に 


た ほ 銅 鉢が 尊崇 せられて ゐる 時、 旣に人 和に 於て 鐵の 刀劎が 尊崇 せられて ゐて も、. それによ つ 

て 銅 鉢銅劎 の 文化と 高 塚 式古坡 の 4?- 化と が異 つた 系統に 屬 すると 考 へねば ならぬ とい ふこと は 

ない。 だから 魏 人の 所謂 矛が 銅 鉢で あると 假定 しても、 高；^ 式 古墳の 發生を 三 # 紀 前半より 後 

と斷定 する こと は 出来ない。 まして 魏 人の 記 錄は筑 紫 人が 旣に鐵 の 武器 を 知って ゐ たこと を 明 

かに 示して ゐ るので あるから、 筑 紫に： 、ける 銅鋅の 尊崇が 三ゅ紀 にも 存し たか どうか は^だ 疑 

はしい ので ある。 

そこで 我々 は- 三 世紀 前半に 旣 に大， W に 於て 鐵の "劍を 中心とせる 鏡 玉劎の 尊崇が 起って 居 

り、 また それの 指示せ る 勢力が 筑紫を 支配して ゐ たこと を 認める。 それ は 旣に三 世紀 以前から 

銅鐸の 中心地 を その 本據 として ゐ たの ある。 然るに、 前述の 如く、 西 1; 第一 世紀 は 朱 だ筑紫 

に 於て 銅 鉢 銅劍を 中心 と し て 錯 -k  の 缘崇 の 行 は れ て ゐ る 時代 で ぁ つ た 。 さ うすれ ば、 ^ に" 劍 

の 尊崇の 傳統が 東方の 銅鐸の 中心地に.^ り 込んだ の は、 ま 、、つ • ： 世紀 頃の ことと 推測す る ほか は 

た い であらう。 

こ、 に 我々 は、 銅 鉢銅劍 の. V 化と 銅譯の 文化と が對 時し 接 觸し統 一 せられた 地盤と しての、 
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彌生式 文化 を 考察す る 必耍に 迫られる。 小 林 行 雄 氏 の 極めて 好 く 要領 を 得た 棕合的 叙述 に よ る 

と、 この 文化 は 東亞の 一角に 發 達した 磨石 器 文化の 一 支脈に 相違ない が、 然し また 純然たる 石 

器 時代の 文化で もな く、 青銅器 文化 鐵器 文化 を 重 的に 含んだ ものであって、 云 は^ 純然たる 

石器 文化と 鐵器 文化との 媒介 者に 他なら ぬので ある。 その 最も 著しい 功 接 は、 農耕 文化 を我國 

に 移し 植ゑ. 農具な どの 石器 を 渐次鐵 器に 置換して 行った ことであった。 初期に は 大陸から 輸 

人した 銅 利器 やそれ の 石へ の 模寫、 或は 陶隶を 用ゐて 技術的に すぐれた 美しい 彌生式 土器な ど 

が 見られる。 その 中心地 は いづれ も筑紫 地方であって、 瀬 戶內海 沿岸から 近畿 地方にまで 及ん 

でゐ る。 中期に は陶 車の 性能 を 極度に 發揮 せしめた 彌生 式の 犬 甕 や、 國產靑 銅 利 品の 鑄 造が 見 

られ る。 その 中心地 は 同じく 筑紫 地方で ある。 が 同じ 時期に は 大和 河內を 中心として 別種の 注 

、g すべき 土器 文様が 發 達して ゐる。 それ は陶 車の 利用に よる 大量 生產 的な 櫛 描文樣 である。 こ 

の 文様 は 銅 鋒の 文様との 聯關を 示唆す る ものであるから、 銅鐸の 鑄 造 を こ、 に 結びつけて 考へ 

て もよ いで あらう。 が この 時期に は 更に^ 種の 土器 文様が 關東、 信 濃、 北 越、 陸 前に 亙って 行 

はれて &る。 それ は 初期の 彌生 式と 繩紋 式との？^ 和した ものである。 從っ て 農耕 文化 を； 速に 


日本 全 國に擴 めた 彌生式 文化 は、 この 期に 三つの 地方 圏に 分れた と 認め 得る ので ある。 然るに 

後期に 至る と、 彌生式 土器 は 全國を 通じて 無 文の 土器に 統一せられ てし まふ。 さう して この 時 

期に 鐵 器が 全 國 的に 行き 亙って 來 たらしい ので ある。 この 大勢に 照らし 合せて 考へ ると、 銅鐸 

の 文化と 銅 鋅銅劍 の 文化との 對時 は、 丁度 彌生 式史 化の 中期の 出來 事で あり、 新來の 農耕 文化 

金屬 文化 を 消化して 己れ の ものと なした 時期に 當 るので ある。 さう して この 對： t の 消滅 は 丁度 

鐵器 普及の 時期 の 事件と 認め てよ い。 

考古學 に 於け る この やうな 證跡 は、 銅鐸と 銅 鉢 銅 劎の對 t- が 同じき 彌生式 文化 圈の內 部での 

出來 事であって、 決して 異 民族の 對峙 など を 意味す るので ない 事 を 示す ので ある。 勿論 それ は 

宗敎 的に、 或は 藝術 的に、 異 つた 形態 を 創作して はゐ る。 然し それ は 同じき 彌生 式の 土器、 或 

は 同じき 青銅 器の 製作 上に 於け る 上部の 相違 で あって、 文化 様式 や 文化 段階の 根本的 相違 で は 

ない ので ある。 根本に は 農耕 文化 を 受け 容れて 石器 を徐々 に變 革せ しめて 行く 同一 の 文化が 存 

して ゐる。 その 文化が 分裂 を經て 綜合に 達する 過程、 それ を 我々 は 彌生式 文化の 發展の 中に 見 

出す の である。 
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この やうな 考古學 的 事實を 前述の 『東征』 とい ふ事實 に聯關 せしめて 見る。 彌生式 文化 は筑 

紫 地方 を 中心として 東方へ 擴 がった のであって、 これ を 『東征』 と考 へても 何ら 差 支へ はない。 

また 武器 尊崇 は筑紫 地方から 起つ て 東方へ ひろがった のであって、 銅鐸 尊崇が そのために 消滅 

した こと を 『東征』 と考 へても- 同じく 差 支へ はない。 とにかく 新しい 文化 はいつ も 西から 始 

まつ て 東 を 征服した。 古傳說 の 中に 最も 强 力な モチ I フ として 東征が 語られる の も 故な きこと 

ではない であらう。 が 鏡 玉劍の 尊崇 を 重大な 特徵 とする 我々 の 神代 史の 立場から 見れば- 右の 

二つ の 東征のう ち 後者 こそ 中心的 意義 を擔 ふべ きものと 考 へられる。 尤も それ は 前者が 全然 無 

視 されて よいと いふ ことで はない。 前者に ついての 朧 ろな 記憶 も 恐らく 後者の 中に 吸收 せられ 

て殘 つたで あらう。 だから 我々 は 彌生式 文化の 渡來、 傳播- 分裂、 綜合の 全 過程 を、 丁度 ホメ 

I  口 ス の 叙事詩に 對 する ミケ I ナイ 文化の 位置に 置いて 考へ る こと も出來 るので ある。 

かく 見れば 魏 人の 記 錄 すると ころ は、 r. 度 彌生式 文化の 全 過程が 終つ た 時代に 屬す るので あ 

つて、 魏の 鏡が 多量に 古 境に 存 する ことによ つても 知らる、 通り •、 旣 に古坡 時代に 入つ てゐた 

と， 認めて よいで あらう。 


古 壤の遣 物 は、 一 般に 認められて ゐる 通り、 全國 的に 様式の 統 一 せられた ものである。 從っ 

て 我々 は 古墳の 遺物から して は 大きい 對立ゃ 葛藤 を 推測す る こと は 出来ない。 中で 最も 異 の 

あるの は、 九州に 於け る 装飾 ある 古墳で ある。 それに は 井寺 古墳の 方形の 石室、 弯藤 をな せる 

天井、 壁面の 装飾 模様な どの 如く、 筑肥 地方 以外に 類 を 見ない 特徵が ある。 然し 濱 田- 梅 原- 

島 田 諸氏 は、 この種の 槨が 漢文 化の 影響に よって 造られた に 相違な く、 また その 遣 物が 應神仁 

德陵 などの 遣 物と 様式 を 同 じくし、 しかも 键畫を 持つ た 高勾麗 時代 の 填 墓と 或 關係を 持つ らし 

く考 へられる ところから、 ほ f 六 世紀 頃の 所 造と 推定して ゐる。 異色 は 外からの 影響に よるの 

であって 內の對 立 を 示す ので はない。 それ を實證 する ものの 一は 鏡 を 現 はせ る圓 形文樣 である。 

日 奈久の 石槨 遣材 (東京 博物館) に は、 極めて 幼稚な 手法 を もって 三條の 同心 圓と、 中央の， 1 

座らし きものと、 外緣の 十七 角の 銀齒狀 文様と を 刻 描して ゐる。 これが 最も 單 純なる もので あ 

つて、 なほ 他に 幾分 浮彫ら しい ものに 變化 しかけて ゐ る鏡紋 はいくつ か 見られる。 彩色 校 様の 

うちに も 銀齒狀 文様 を 持たない 單 なる 圓紋 や、 八つの 放射 形が 彩られて ゐ る圓紋 などが 频 りに 

用ゐら れてゐ る。 この 模様の 解釋 につ いて は、 前者 を 鏡と し 後者 を 太陽と し- 單 なる § 紋を 
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「鏡の 簡單 化」 もしくは 「太陽 形が 連想に よって 鏡と 結合せ る もの」 とする 說が濱 田 氏 等に よ 

つて 提出 せられて わる。 鏡の 尊崇が 古くより 認められる 以上 墳墓の 神聖な 装飾と して 鏡が 用ゐ 

られ るの は 理解し 易い。 それが 太陽と 結合した とすれば それ は 太陽神の 神話が 成立した 以後の 

事で あらう。 ところで 我々 はこの 同じき 鏡紋が 装飾 墳と 甚だしく 技術 を 異にせる 東方の 古墳の 

柁に 於て 遙 かに 進歩した 手法 を 以て 刻まれて ゐ るの を 見る ので ある。 越 前足 羽 II 社 村 小山 谷の 

石棺 (東京^^物館) に は 八つの 鏡紋が 全然 浮彫と して 刻まれて ゐる。 更に 備 前お 久邶美 和 村 本 

坊 山の 陶 (同 K) にあって は、 鏡 紋の鍩 齒狀文 樣を變 化せし めたら しい 美しい 花瓣狀 (十六 

瓣) の 文様が 彫り 出されて ゐる。 漢 鏡の 直線 模様 を斷片 的に 寫し 出した 装飾 境の 幼稚な 試みに 

比べる と、 こ、 には遙 かに 進步 した 物の 摑み 方が 見出される。 石槨 や 壁畫は 两 方 文化の 影響に 

よって 作られ、 同時代の 東方の 古 境よりも 一 步 進んだ ものである としても、 文様に 於て は 東方 

よりも 遙 かに 原始的で ある。 それ はこの 文様が 幾內 中心に 發 達した ものであって、 それが 僻遠 

の 肥 後に 傳へ られ たと き粗雜 化した とも 解せられ ようし、 また この 古 境の 装飾 家 が 繪畫的 装飾 

の 興味に 傾き、 圓紋ゃ 鏡紋を 浮彫に すると は異 つた 動機に 動いて ゐた とも 解せられ よう。 いづ 


れ にしても この 様式の 異なった 古墳が 鏡の 尊崇の 傳統の 下に 立って ゐる ことに は變り はない の 

である。 

次に は濱田 氏の 所謂 直 弧紋が ある。 濱田氏 はこの 不思議な 文様 を、 組 物の 組 目形狀 より 變化 

した 原始 文様 或は 漢土 舶載の 色彩 華麗なる 錦 錢を寫 した ものと 解釋 した。 しかし 更に これ を 淡 

字の 印象から 作り出された 特殊の 文様と 解す る こと も出來 るで あらう。 大和 新 山 古坺 より 出た 

三面の 直 弧紋鏡 は、 支那に 於て その 例 を 見ない ものであるが、 しかし 構圖が 整って ゐる ために 

梅 原 氏 は 日本人の 手に なった かどう か を 疑った ほどで ある。 組 物から 出た 原始 文樣を これほど 

整った 構圖に まとめる ことが 日本人に 可能であった か、 或は 鏡に 於て あの 幾何 學 的に 精緻な 文 

様の 指導の 下に まづ 作られた 文様が、 鏡 を 離れて 亂 雑な 直弧紋 となった のか、 11 我々 は 後の 

推測の 方が 上代 人に 似つ か はしい と 思 ふ。 さう すれば この 文様 は 上代 人に 對 して 神秘的 印象 を 

與 へた 支那 文字の 表徵と L て 起った とも 解し 得られる。 ところで この 直弧紋 が、 九州の 古墳に 

於て は 槨號、 內壁、 石柁 蓋な どの 装飾と して 盛んに 用ゐら れてゐ るので ある。 こ、 でも それ 

は 備中加 茂 村 古坊槨 壁に 描かれた もの や、 應神 仁德陵 等の 坡 輪に 彫られた ものに 比べる と、 遙 
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かに 粗雜 である。 然し 大和に 於て 發 生し 何ら か祌祕 的な 權威 の象徵 として 用ゐら れた 特異な 紋 1 

様が、 こ、 に 盛んに 用ゐら れてゐ ると いふ ことに 變り はない。  二 

以ヒの 如く 古坡 時代の 遣 物が その 最も 異色 ある ものに 於て さ へ統 一 を 示唆し 對立抗 爭の跡 を _ 

示さない とすれば、 我が 神代 史の 主題と なって ゐる やうな 大きい 對 立ゃ抗 爭に關 して は， どう 

しても 彌生式 文化の 時代が 顧ら れ なくて はなら なくなる であらう。 

銅 鉢 銅劍の 分布 は、 九州、 中國、 四國、 紀伊 などに H つて ゐ るが、 その 分布の 最も 濃厚な の 一 

は、 筑紫 地方 を 初めと して、 對馬、 畳 後、 伊豫、 讚岐 などで ある。 それにつ いで は、 土 佐、 畳：； 

前、 肥 後な どが 著しい。 それに 對 して 銅鐸の 分布 は、 近 幾、 四國、 中國 から、 北 は 越 前、 東 は 

三 河、 遠. 江に 及んで ゐる。 その 分布の 濃厚な の は、 大和、 紀伊、 近， 江、 三； E、 遠 江、 土 佐、 讚， 

tt、  I： 波で ある。 これによ つて 見る と、 兩 圏の 接觸點 は、 讚岐、 土 佐に 於て 著しい。 その 次 は： 

紀伊 である。 土器の 分布に 於ても 大體に 同様の 傾向が 認められる。 

この やうな 對 立と 接 觸 との 間に 統一 の 力が 两 から 動いた とすれば、 そこに ォホ ナム. チ國讓 り 

の 傳說と 類似した 事件が 起ったら うこと は， 想像しても よから うと 思 はれる。 國讓り をす、 め- 


るた めの 永い 間の 交涉 とい ふ 如き こと も、 筑 紫と 大和との 間にあった かも 知れない。 その 11 に 

使者が 敵に 籠絡 せられて 味方 を 裏切った やうな 事件 もなかつ たと は 云 へない。 タケ ミカ ツチの 

0 

やうな 男 將が敵 を威壓 した 事件 も 恐らく は あ つたで あらう。 さう して その 爭鬪が 結局 安 協 的な 

降服 に 終り、 その 君主 が 自分 の 娘 を 征服者に 貢 つて 僻遠の 地に 退いた とい ふやうな 事 も 恐らく 

は 起った であらう。 或は 筑 紫からの 勢力が 瀬 戶內海 を 東航して 紀 伊から 大和 へ はいった とい ふ 

やうな こと も、 甚だ 推測し 易い ことで ある。 が それら は 恐らく 長期に 1 つて 行 はれた ことで あ 

らう。 統一 の 事業 は 一通りの 戰 勝の. み を 以て 完成 せられる もので はない。 曾て 征服せられ た國 

も その 半獨立 の 狀態 を 利用して 再び 古の 狀態 に歸ら うとす る 傾向 を 持 つたで あらう。 また 征服 

の 手の 加 へられない 地方への 徐々 た る 勢力 擴張も 自然 に必耍 となった であらう。 だから 東征 の 

事件、 或は 統一 の 事業 は、 數十年 或は もっと 長期に 互った 大事 件でなくて はならない。 この 時 

代の 人心の 興奮から 多く の 傳說が 生れたら う こと は 推測し 得ら れ るが、 しかし それら の傳； ^が 

正確な 史 實を傳 へて ゐ ようと は考 へられぬ。 たと ひ 銅器 ゃ鐵 器の 製作 技術 を 知り、 巧みに 陶車 

を 操る こと をな し 得た としても、 銅鐸の あの 原始的な 繪畫を かいて ゐた 人々 が、 右の やうな 大 
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き い 1^ 史的 事件 を 簡明 に まとめて 歷 史的 に 物語 ると いふ やうな こと をな し 得た とは考 へられな 

いからで ある。 しかし どれほど 素朴な 把捉の 仕方に もせよ、 これらの 時代の 心的 興 から 多く 

の 傳說が 生れた こと は 確かで あらう と 思 ふ。 

しかし 彌生式 文化の 時代に 於け る 右の 統 一 は、 銅鐸 文化圏と 銅 鋅銅劍 文化圏との 合 一 を 意味 

する のであって、 古 境 時代の 全國的 統一と は IeM 別され ねばならぬ。 曾て 原 勝郞氏 は濱名 湖から 

越後の 蛇足へ 斜線 を 引き、 これ を 長期に I る 境界線と して 主張した。 さう して 魏志 倭人 傳に所 

謂 狗奴國 を、 この 境界線の 東方なる 蝦夷の 國と 解した。 つまり 古墳時代 文化の 關 東への 擴大を 

两紀三 世紀 中頃 以後の 事實と 見た ので ある。 當 時の 關 東の 住民が 蝦夷で あつたか 否か は 別問題 

として、 濱名湖 あたりに 境界線が あつたと いふ こと は >  銅鐸 分布の 東端が 遠：：： i であり、 また 三 

河 遠. bd に その 分布が 特に 濃厚で ある ことから も、 是 認 せられ 得る と 思 ふ。 從 つて 銅鐸 文化圏 を 

合一 するとい ふ 事業と は 別に、 瑰の 文化な ど を 十分に 吸收 した 大和 朝廷の 勢力が、 改めて 關東 

地方 や 北 越 地方へ 進出した とい ふこと は， 卽ちこ 、に 第一 一次の 統 一 事業が 行 はれた こと は、 當 

然 認めねば ならぬ。 さう して それ は 三^紀 後半より 四め 紀へ かけての 事で ある。 この 時代の 心 


的輿套 から もまた 多くの 傳 說が發 生した に 相違ない。 崇祌垂 仁 景行諸 朝の 出來 事と して 傳へ ら 

れる 多くの 物語 は、 右の 如き 傳說と 認めて よいで あらう。 征服 事業の 記憶と して 景行 帝の 巡國 

や 日本 武 尊の 武勇が 物語られ、 政治組織改革の記憶として諸神の祭祀ゃ奇^^が物語られ、 社會ー 

組織 改革の 記憶と して 皇子 分封 や 祖先 神の 出現が 物語られ たので あらう。 

右の やうな 統 一 事業と 共に 政治的 組織 もまた 擴大 せられて 行った と考 へ られ るが、 その 政治： 

まつりごと  - 

は 祭事であって 單 なる 權 力の 支配で はな か つた。 この 事 を實證 する ものが また 銅 鋅銅劍 や 銅鐸！ 

なので ある。 これら ものが 實 用の 具で はなく して 神聖な ものであった こと は 今や ： 般に 認めら- 

れて ゐる ことと 思 ふが、  この 神聖な ものが 同時に それん \ の 文化圏の 統 一 を 示して ゐ るので あ ■ 

る。 小 林 行 雄 氏 は 鋒 部の 鈍い 銅鋅銅 劍の內 九」 ハ おが 墳墓 以外の 地から 單純 出土した こと、 及び 一 

銅鐸が 凡て 墳墓 以外 の 地の 單獨 出土 である ことから- その 埋藏が 公共 的 意義 を帶び る もので あ- 

まつり ご と 

り、 恐らく 祭りの 形態の 一 つであった らうと 推測し てんる。 卽 ちそれ は 祭事に 屬 して ゐ たので， 

まつり-ご 上 

ある。 しかも 武器と して 役立たざる^ 器に 神聖な 意義 を 認め、 これによ つて 祭事 をな した 一 つ 

の 勢力が、 地方 的な 神社 崇拜の 如き を 超えて、 筑 紫を屮 心と する 西日本の 祭事 的 統一から、 大ー 
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和 を 中心とする 中部 日本 及び 西日本 全體の 祭事 的 統一 に發展 して 行った ので ある。 この 發展の 

間に 鋭 玉 劎を 神聖 性の 象徵 とする 祭事の 統一が 明白に 出來 上った。 この 事 は、 宗敎的 意義 を 拾 

象して た 權カ による 國家 統一 をのみ 考 へる 立場から は、 理解せられ ないで あらう。 同様に ま 

た 國家的 意義 を 捨象し てた 神の 祭祀 や 原始 信仰な ど の 發達、 結合な ど をのみ 考 へる 立場 か ら 

まつりごと 

も 理解せられ ないで あらう。 政治 は 祭事で あるが、 しかし この場合に は、 何ら かの 神へ の 信仰 

まつりごと 

が 政治の 作用 をして ゐ たとい ふので はない。 祭事 を 行 はれる 者が その ま 、神聖で あつたの であ 

る。 卽ち 1K 皇の 神聖 性が 神々 の 祭祀よりも 上位に 立った ので ある。 

然し この 初 次の 統一 の 後に 更に 關東 北陸に 及ぶ 統一 の 事業が 行 はれる 頃に は、 地方 的な 神社， 

まつり rrt 

崇 isj: 11 これ もまた 地方 的な 祭事で あるが —— を 天皇 の 御手に 總攬 せられる とい ふ 事態が 實現 

せられ-たと 思 はれる。 卽ち 地方 的な 神々 もまた 天皇が 祭ら しめられ るので ある。 かくして 天皇 

は 全國の 政治 を總授 せら れ るに 至った。 11 この 經 過が 乖， 仁 崇神朝 の 神の 祭祀の 物語に 現 はれ 

てゐ るので ある。 疫病に よって 大物 主神が 大和 朝廷 を 脅かす。 皇子 を啞 にす る ことによって 出 

S 大祌が 大和 朝廷の？ J ヘル 敬を耍 求す る。 天 皇の 神聖な 權威 によって 統一 を 遂行した 大和 朝廷 も、 < 


奇 を 行 ふ 神にまで 打克っ こと は出來 ない。 さう して その 神 は、 ある 地方の ある 山 ある 土地に 

固着して、 その 土地の 氏族 或は 自らの 子孫の 祭事 を 要求す る。 大和 朝廷 もこの 點は讓 歩し なく 

て はならなかった ので ある。 

この 形勢 は 必然に 氏姓制度の 發達を 促した。 在來の 地方 的 集團の 首長 は、 より 大きい 組織の 

一要素と して、 全 體に對 する 位置 を 確立し なくて はならない。 それと 共に また 內 部の 結合 も、 

自然 的な 血の 關 係に 於て、 一層 緊密に せられなくて はならない。 統一 事業の 輿 奮の 後に は、 ，K 

和 朝廷の 一武 人であった もの も、 在來の 首長の 如く 土地 人民の 領主と なる。 大きい 豪族 は 土地 ■ 

を 裂かれ、 不穩な 豪族 は 土地 を沒 せられる。 比 铰的數 の 少なかった^ 來 の小國 が、 更に 小さく 

國造、 縣主、 別、 稻置 などの 領地に 分裂す る。 從 つて これらの 首長に 服屬 する 人民の 團體 もま 

た圑體 としての 意識 を 刺戟 せられて、 その 首長 を 固く 支持し つ 、、 より 小さく より 緊 1  おな 結合 

に 導かれて 行く ので ある。 皇子 分 財の 傳說の 如き は 後代 の 諸氏 が 貴い 祖先 を 欲す る 心 か ら 生 れ 

たに 相違ない が、 しかし そこに も 社會變 革に 作 ふ 氏の 意識の 發生は 察せられる。 彼ら は その 氏 

の 地位 を、 或は 祖祌 により、 或は 職業に よって 守らなくて はならぬ。 さう して 自己の 氏の 存^ 
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理^ を 他の 氏に 對 して 主 .f^ し 得なくて はならぬ。 この 努力が 幾 ゆ 代 かの 間に、 絶えず 氏の 問の. 

競爭を ひき 起しつ、、 結！ 15 血族 國 家と いふ 調和 的な 思想に 落ちつき， すべての 氏 を 神別皇 別と i 

して： つの 祖先に 屬せ しむる に 至った ので ある。 同時に 义 それ は、 祖先 や 血の 關係 などへの： yi 

意 を 喚起す る ことによって、 漸次 家族の 結合 を も 固う した。 ：义 系と 母系との 問に は ほとんど n: 

重の 差の なかった 前代の 狀 態から. 渐く 父系の 重視が 起り、 父に よる 血族の 統一 も 行 はれ 始め- 

た。  特に 父が 新しい 社會 組織に 於て 或 地位 或 特權を 所有す るに 至れば、 血族 は それ を 中心に 圑ー 

結す る ことになる。 こ の 傾向 は 氏姓制度の 成熟に 忭っ て 益々 强 まつ て； 仃 つたで あらう。 ， 

か-つい ふ： M 會 の 變 革が 宗敎的 信仰 を動搖 せしめた こと も 右の 事情に よって 明かで あろ。 國 家： 

統 一 前から 旣 に神祕 的な 權威を 持つ 君主の 崇； It は 起って わた。 この 神聖な 君主 は 死後に も 民衆 一 

の 崇敬 をつな いだ。 しかし それ は 切め 地方 的な 現象と して 始まり、 渐次 他の 地方 を 化して 行つ 

たので ある。 今や 國民 全體が この 神聖な 君主に 統治せられ るに 至った こと は、 この 君主の 神威： 

が、 地方 的から 國民 的に 發展 した こと を 意味す る。 天皇の 犬 殿の- s: に 祭られた： 大照 大祌ゃ 大和" 

國魂神 は、 こ、 に 於て 共 住 不安と いふ ほどに 神 勢を增 した。 さ. うして 大照大 神 は、 大和から i^^: 


,y 美 濃を經 めぐられた あとで、 五十鈴川 上に 鎮座 せられた。 しかし それによ つて 在 來の雜 多な 一 

原始 信仰が 淸 掃され たので はない。 一方で は 蛇で あると ころの 大物 主が 崇 liij: せられる。 地方 地 一 

方の 樹木 や 岩石 も 民衆の 信仰 をつな いで ゐる。 太 占、 1^: 女. 大赦 等の 呪術 的 满式は 依然として 一 

盛んで ある。 同時に 他方で は 知力の 發 達に 作って 外界の 現象に 對 する 客 觀 的な 認識が 開け 始め 一 

た。 それが 舊來の 信仰と 調和す るた めに は、 神 そのものの 性質が 變 化しなくて はならぬ。 その- 

第一 は 漠然たる 神秘 力であった 神々 が 特殊の 權能を 持つ 神々 に 分化す る ことで ある。 例へば 杭ー 

海 者の 多い 筑紫 地方の ス ミノ  H の 神が、 航海 者に 崇拜 せられる とい ふ 理由で、 海 を 支配す る 神 一 

として 祀られ る 如きで ある。 この こと はまた 神が 地方 的 色彩 を 失つ て 一 般 的な 神に 進化して 行- 

つ たこと を も 意味す る。  それに 從 つて 第二に は 火の 神、 農業 神- 太陽神の 如き 所謂 人文 神が 現 

はれて 來る。 これら はも はや 恐怖の 對 象た る祌 -.i 力で は な く 人間 生活 を 守 る 恩惠 の 神 で あ る。 

第三に は これらの 神々 が 人格 を 具へ た 人間的な 神と して、 具象的 幻視 的な 性質 を 得て 來た。 こ； 

れ は祌祕 的な、 君主 を その 死後に 於ても 神と して 崇敬す る 信仰が 國 民の 間に^ 速に ひろまつ たこ 

との 必然的な 結果で ある。 さう して この結果 は 信仰の 內容に 著しい 變動 を惹き 起す。 何故なら 
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つた 敍事 詩と もなら なかった とい ふ 理由で、 この 遠征 をた V 「政府の 外交 政策」 「國民 生活に 

關係 なき 官吏と 軍人の 事業」 と 見做して しま ふ 見解に は、 自分 は贊 同す る ことが 出來 ぬ。 關東 

以北 を 最近の 一 世紀の 間に 統 一 した 日本に 植民地の 必要が 果して あったら うか。 「百 餘國」 に 

分れて ゐた 日本 を、 一 つの 國 家に 統一し 緊密な 氏姓制度 を 造り上げ たとい ふ數 世紀に ¥; つた 大 

きい 事業 を さへ、 極めて 素朴な 皇室 中心の 神話と して 語って ゐる當 時の 日本人が、 朝鮮 遠征 を 

た 1- 愛らしい 新羅 征伐の 物語と して 語り 傳 へたと しても、 さほど 不 釣合と は 思へ ない。 事件の 

意義 はむしろ 前掲の 如き 遠征 そのものから 見出さるべき である。 當 時の 軍人と は耍 する に 一 般 

民衆と 變り のない 農 人で ある。 少數の 指揮者 を 除いて 大部分 は 平和な 農村の 生活 か ら 立 つ た 。 

それが 國. S: を 行軍し、 無數の 船舶に 乘り、 多量の^ 器 食糧 を たづ さへ て國 外に 押し出し、 さう 

して 重大な ことに は、 異 民族と 戰 つたので ある。 たと ひ百濟 王に 賴 まれた としても. た 政府 

の道樂 にこれ だけの 大事 を 始める わけ はたい。 團體 心が 強い 意義 を 持つ 時代に あって は- 國民 

の 間に 大きい 興 蜜がなくて どうして かう いふ 事業に 取り か、 れ よう。 朝鮮 中部まで 侵入した 日 

本人の 活動が 大が k りで ある だけに、 この 時代の 戰は 1： 視 する ことが 出来ない。 ロ本國 のこ 


の 後の 迅速な 發達 は、 むしろ この 征戰 のた まものと も 見られる。 この 意味から も、 民族 柊 住と 

同時に 起つ た 極東 民族 の 動^^ が 、 日本 國の t バ展 の 重大な 背景と なる の で あ る 。 

然 らば この 偉大な 國民的 活動が 何故に 詳しく 記憶せられ なかった か。 さう して 何故に 神 功， M 

1:,:: 新羅 征伐の やうな お 伽 断め いた 說 話の みを殘 した か。 それ は當 時の 日本人の 歷 史的 關 心に 關 

する 問題に 過ぎない。 前述の 如く、 說話 化の 素朴 さに 於て は 神武 東征 も 亦 新羅 征伐に 劣らない 

ので ある。 彼ら は事實 として 國家を 統一し 組織化した。 その 激動の 結果と して 信仰 を變へ 家庭 

生活 を變 へた。 それが 彼らの 記憶で ある。 かくの 如き 實際 上の 變 化の 他に、 知識と して 詳細に 

事件 を 保存す る 必要 を 彼ら は 感じなかった。 これ は 事件が 歷 史的に 複雑で あれば ある ほど t も 

な ことで ある。 朝鮮との 交 涉が單 純な 說 話に 化せられ たの も 同様な 事情に 基く であらう。 また 

後代に こ 說話を 受けつ いだ 人々 も、 その 説話の 歷史性 を 間 題と する やうな 歷 史家で はたか つ 

た。 更に また これらの 人々 の 書き 殘 した 材料 を 編纂した 書紀の 記者た ちと 雖、 批 1： 的で ない 點 

に 於て は 同様で ある。 彼ら は 古い 說話 を採錄 した あとへ、 それと 矛盾す る百濟 記の 記事 を平氣 

で 取り込んで ゐる。 例へば 祌 功紀 元年、 新羅 征 の 記事の 後に、 高麗 百 濟ニ國 王の 降服が 記さ 
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れてゐ る。 然るに 同紀 四十 六 年、 甲子 年に、 w 濟 王が 東方に 日本 國 ありと 開いて 朝 .「：凤 しょうと 

したと ある。 それによ つ て も 凡そ 歷 史的 關 心の 程度 は 知られる であらう。 

この 様な 事情の 下に、 四 世紀に 於け る 對韓關 係の 詳しい 事情 は、 それが 說話 化せられた 頃に 

はもう 忘れられて ゐ たらしい。 當 時の 英雄と しての 武 內宿确 は、 前後 數 代に： 立って 活躍して ゐ 

るが、 千 熊 S 彥、 木羅 斤資、 沙沙奴 跪と いふ や， つな 諸將 は、 說 話の 內に 何の 极 跡も殘 さず、 從 

つて 書紀の 編者に とっても 「不レ 知， 一 其 姓 人 一」 なので ある。 類型的 英雄が 多くの 實 在の 人物 を 

一身に 兼ねる と共に、 實 在の 人物 は その 姿を消し たので あらう。 然し 我々 は 種々 の 事情から 推 

して、 こ の說 話よりも 百濟 記の 記述の 方が 幾分 か 詳しく 事實の 記憶 を傳へ てゐ ると 認めねば な 

ら ない。 書 紀が千 熊 長き と 記す の は- W: 濟 記の 職 麻 那那加 比 跪 を鼸譯 した もので あらう。 他の 

將は 贓譯が 出来なかった と 見える。 木 羅斤資 は 特に 日本人ら しい 名で ない ので、 「百 濟將 也」 

と 分注して ある。 しかし 六十 二 年の 條 に：：；； 用した 百濟 記に は、 沙至比 跪が 美女 を赂 はれて 新羅 

征： t の 手 を ゆるめた 時 「天皇 犬れ r 卽遣 木羅斤 资、」 云々 と ある。 前後の 關 係から 見て 百濟の 

將とは 思へ ない。 なほ また 應神紀 二十 五 年の 條に、 大使 木滿 致が 濟王 母と 相娃 した 話が あつ 


て、 「百濟 記 云、 木滿致 者、 是木 羅斤资 討，； 新羅： 時 娶ニ其 國¥而 所， 生 3。 以 n 其 父 功 1 專，： 於 任 

那； 來人 ニ我國 一往 二 還 貴 國；」 と 分注して ある。 木 羅斤资 が 百 濟の將 ならば、 新羅の 女との？？ に 

生んだ 子が 大倭 である 害 はない。 

が 書紀の 編者に も 神 功紀に ついての 一 種の 解釋 はあった らしい。 それ は祌 功紀 を魏の 時代に 

あてはめ、 ^志 を 引用す るた めに 三十 九 年、 四十 年、 四十 三年の 三 項 を 設けて ゐる ことに 窺 は 

れる。 この 箇所の 分 註 は 前記の 木 羅斤資 ゃ木滿 致の 分 註と 共に 後人の 挿入と いふ 說も ある。 し 

かし 書紀の 記者が 丁度 さうな る 樣に紀 年 を揭げ てゐる こと は 動かせない。 編者た ちは魏 志の 

人傳 を讀ん で、 そこに 所謂 「倭 女王」 と 神功桌 一.：， の傳說 との 間に 暗示の 多い 一致 を 見出した の 

であらう。 がまた 神 功紀 以前に 諸國ぉ 伐の 物語 をなら ベ、 新羅 征伐の 初めに 神が かりの 話 を 置 

くと い ふ書紀 以前 の 舊記 の 筋 書 も、 旣 にもう 魏志 の 記事から 暗示 をう けて ゐ なかった と は 斷- 一一 r 

し 難いで あらう。 して 見れば、 魏 人の 所謂 「使ケ 王」 が 或は 祌功 皇后の 事^の 聞き 書で あるか 

も 知れぬ とい ふ解釋 は、 魏 志が 日本に 傳 つた 時から 旣に存 して ゐ たと 認める こと も出來 るので 

ある。 
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造り 出された こと もま づ /\ 認めて よい で あ ら う。 さう なれ ば武 S 宿繊 の 關 係す る 物語 は 、 或 

程度まで 四^ 紀 後半の 史實を 反映す ると も 見られる ので ある。 武 -s: 宿 糊 は これらの 物語に 於て 

洽 かも 大照大 御 神に 對 する 思 金 神の 如く、 智者と しての 類 刑 K 的 英雄と なって ゐる。 しかも 五队 

紀 六毋紀 に 於け る 有力な 氏の 殆んど 全部が こ の 英雄 の 後裔と せられる とこ ろか ら見 ると、 右 の 

物語が 國家統 一 事業と 密接に 關係 する こと は 疑がない。 

以上の 觀察 によつ て 第一 一次の 國家統 一 と 初期の 朝鮮 出征と が 一 枇紀 以上に 亙つ た 大きい 心的 

興 秦の發 露であった こと は 明か だ と 思 ふ。 

七 古墳の 遣 物 

右に 說 いた 時代の 後期 は應神 天皇の 治 I に屬 する もので あらう。 さう して 二の 應神 朝の 末期 

から 仁 德履仲 允恭の 諸 朝へ かけての 時代が， 卽ち五 世紀 初頭より 五 世紀 中頃に 至る 時代が、 朝 

«1 出征 後の 平和なる 建？， 乂 a 期と して、 新しい 組織、 新しい 生活 を 完成 させた 時代で あらう。 だか 


ら爭鬪 を表徵 する 武器の 類 は- たと ひこの 平和 時代の もので あつても- 寧ろ それ 以前の 時代 を 

示す と 見られる ので ある。 

古墳の 遣 物 は應神 仁德諸 陵の 遣 物 を 標準と して 年代 づ けられる。 從 つて これに 似た 遣 物の 多 

く は 五 世紀 以後の ものと 見られて ゐる。 歸化 人渡來 後- ェ藝の 上に 著しい 變化 があった とすれ 

ば、 これらの 遣 物 を 以て 直ちに 第一 一次の 國家 統一 や 朝鮮 出征の 時代の 文化 を 推測す る こと は 出 

來 ない。 が 韓人 及び 帶方 漢人との 接 觸は筑 紫に 於て 古くから あり、 國家 統一 後に も 3{;,t 頃に 旣 

に 百濟と の 交通が 開けて ゐた とすれば、 化 人の 影響 も 武器な どの 上に 根本的な 變化を もたら 

したわけ では あるまい。 だからが 胄刀劎 の 類 は- たと ひ 五 世紀 以後の 古 境から 出ても、 g: ，紀 

の 製作と 見る こと は 出來る ので ある。 

第二次の 國家 統一、 朝鮮 出征な どの 大化掛 な 事業 は- 前述の 如く- 傳說 として はた 1. 小さい 

挿話、 もしくは 內容の 乏しい 輪廓の みが 殘 されて ゐる。 然し 事業 そのものの 性質から 云へば、 

一 it 紀 以上の 年月に Ih- つて、 數十萬 或は 数百 萬の 人々 の 活躍した  >  國民 全體の 事件でなくて は 

ならぬ。 南史 載す る 所の 倭王武 (雄 略) の 上表に は、 
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a,i 昔 祖綱ー 擐，： ゅ胄； ー涉 m 川； 不レ遑 二 寧處； 東征 二 毛 人； 五十 五國、 西 服-一 衆 夷 一 六十 

六國、 渡 n 平 海 北； 九， 十五 國。 

と ある。 その 國數が 必ずしも； 止 確な 事實に 基いた もので ない こと は、 一見 明かで あるが、 しか. 

もな ほそ こに 維 略 朝より 遠から ぬ 時代の 長期の 征戰の 記憶が 藏 せられ てん はしない か。 さう し- 

て  この  征戰の  事實を より 現實 的に 我々 に 示す もの は、 古， 坩 か ら 見出 さ れ た 巾 胄刀劍 等の 興味 多 

い 遣 物で はない か。 これらの 武具が 五 * 紀 以後に 突如と して 出現した のでない K り， 我々 は そ- 

れに よって 四  紀の  征戰 を 如實 に 想像す る ことが 出來 る で あ ら う 。 

まづ から 始める。 上 總君津 淸川村 祇園 發 掘の (東京 博物 is) は、 塗 金が 鮮 かに 殘 つて- 

ゐる 點で舆 味の 多い ものである。 構造 は 古 境 時代の 他の 化と 同じく * 多數の 細い 鐵板 をた てに 

一 一 投に 並べ、 中部と 下邊 とに 鐵板 の針卷 をめ ぐらし、 鐵板 相互の 間 は 細かい 拱で つなぎ 合 は せ- 

て、  鉢 形の、 洽好 のい 、精子に 仕上げて ある。 正面に は模樣 しの 金 銅 薄板の ひさしが ある。 

細工 はかなり 精巧で あつ て 原始的な あと は 些か もない。 この 鐵 板の 表面 全體に は维： 金が 施して 

あったら しく、 今 もな ほ 大部分 は 残って ゐる。 殊に 中部の 鉢卷に は、 ^金の 上に 針で 畫 いた.， 9 


飾に 著し いのは 一 一 重 圓紋の 並列 

である。 これ は鋭紋 から 變 化し 

た模樣 だら うと 思 はれる。 その 

圓 紋が點 線で 出 來てゐ る こと も 

土 器 校 様と の 關係を 暗 示して 面 

白い。 もし この 變 化が 三 *1 紀の 輸入" i に 基いて 四 世紀 五 は紀の 間に；；！： はれた 

ので あると すれば、 四 世紀の 征戰 時代に はな ほ漢 式の 直模が 流行して ゐ たか 

も， 5? れ ない。 

そこで 我々 は 擐ニ 冑； 跌 -ー涉 山川 1 した 第二次 統 一 時代の 英雄 や、： 阜 船の 

あらみ た？ 

先頭に 「荒 魂」 をた てて 朝 tt^ 海峽を 押し渡った 外征の 英雄の 姿 を 想像す る こ 

とが 出來 る。 頭に は ひさしの ついた 鉢 形の 鐵精を かぶり、 體には 鋼の 細った 

曲線の 美しい 鎧 をつ ける。 劍は 刀， 鎖に よって 腰に つるす ので ある。 さう して 

そ れらの 武具 は 悉く 鮮 かな 金色に 輝き、 それら を 以て 武装した 軍將 の 姿 は <f ^人の 如く 美し い 。 
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もし 太陽が その上 を 照せば、 人目 眩い ほどに 光る であらう。 夜の 闈 さへ も その 超人的な 姿を隱 

す こと は 出来まい。 それ は 畢竟 漢文 化の 表徵 である。 が、 當 時の 日本人に とって は、 それ は 驚- 

異すべき 超人的な 威力の 表現であった。  この種の 金色の 英雄が 戰 場に 於て it 頭に 立ち、 甲胄 を 

知らなかった 東方の 日本人に 神の 如く 畏れられた とすれば、 そこに 現人祌 たる 天皇の 統治 せら ■ 

れる 大きい 統 一 的國 家の 成り立つ の も 自然で あらう。 また 天 皇 S 下に 立つ 多くの 武將 たちが、 

1M じく 金 人の 装 をして 吉 備に 向 ひ 丹 波に 向 ひ 越に 向 ひ 東海に 向つ たと すれば >  そこに 新しい. K 

化の 勝利が 到る ところ 實 現せられ たの も 不思議で ない。 吉備 地方、 丹 波 地方、 越 前 地方、 或は 

兩毛を 中心とする 關東 一圓に、 たと ひ 遣 物の 年代が より 新しい にもし ろ. 同 系統の 遺物 を 出す 

古墳が 少 くないと いふ 事實 は， 傳說に 所謂 四道將 軍の 如き も 2 の 事業 を證據 立てる ので あるか 

も 知れぬ。 また 海峡の かなた 朝鮮 南部の 古-坂が 武器 等に 於て 全然 同 系統で ある こ-こ を；： 小し. の 

みならず 直 弧紋を 有す る 刀 劍鹿角 装せ、 の 如き 全然 日本 起源 の もの を 出土した こと を考 へ れば、 

乏しい 記錄 によって 證據 立てられ てんる 朝鮮の 征戰は 確かに 右の 如き 武装の もとにむ はれた に 

相違ない-の である。 古 境に 見出さる 、坡 輪の 武人が いかにも 原始的な 形 をして ゐ ると いふ 理. 


で、 この 時代の 武裝 そのもの も 同様に 原始的で あ-つたと 考 へて はならない。 輪 は： 根で ぁハ 

て 偶像で はない。 また それが 示す のは當 時の 造形美術 的 技術が いかに 素朴であった かとい ふ 一 

-點に 過ぎぬ ので ある。 

四 紀 の征戰 がかくの 如く 支那 式の^ HS ハを 以て 行 はれた とすれば、 この 時代の 人 心 の 與^が 

いかに 漢文 化 の 刺戟に 負 ふところ 多い かとい ふこと は 理解せ ら れ る であ らう。 發 達の 段階の 

だしく 異 つて ゐる 漢文 化から 先づ 我々 の 祖先が 一 5>、 けた 影響 は、 精神的 文化の 方面に 於て ではな 

くして 實用 的な 技術の 方面に 於て であ つた。 その 刺戟に よって 呼び 起された 意志 生活の 異常な 

. 緊張と 努力と が， やがて 五せ 紀 以後の 神話 や： f;: 情 詩の 時代 を 作り出す 地般 で」 なった ので ある。 

我々 はこの 意味から 四 世紀 を 重大視せ ねばた ら ぬ 。 

が 以上に 於て 我々 の 取扱った 武 おは、 遗物，ニ，^ては主として五世紀以後の古域から見出され 

た。 とい ふよりも 我々 は、 ほ 四 〇〇 年頃と 推定され る應 神仁德 陵よりも 明かに 古いと 認めら 

るる 古墳 を 極めて 稀に しか 知らぬ ので ある。 大和の 佐 味 田 及び 新 山の 古墳 は その 稀な 例に 屬す 
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る ものであるが、 そこに 存 した 武具 は 破 殘參考 すべから ずと して 廢棄 された。 僅かに 殘れる 装 

身の #: 具 は、 それが 六 朝 初期 或は それ 以前の 支那の 製作 ni である こと を 示して はゐ るが、 しか 

し 他方で、 そこに 共存した 銅鏡 類に は、 明かに 我國に 於け る 模造品と 認めら る、 ものが ある。 

だから 武器が 輸入品であった か、 或は 我國の 製作：： i であつ たかは 容易に 推測し 難い。 か、 る 事 

情の ために、 せ 境の 遣 物に ついて 直接に 我々 が 窺 ひ 得る の は. 五 世紀 及び 六 世紀の 狀態 なので 

ある。 さう して それらの 古 境に 於て は、 〕s 述の 如く- 武器の 装飾に 支那 式 を 離れよう として ゐ 

る ものが 多く 見出される。 從っ て 我々 は 五， 紀 頃に この種の 武器が 曰 本に 於て 盛んに 製作され 

たこと を 推測し 得べ く、 また それが 全國 共通で あつ て 決して 地方 的な 特異な 發達を 見せて ゐな 

い 事 を も 認め 得る ので ある。 五六 世紀 頃の 古 境が 全國に 1 つて 數 多く 存在し、 それが 皆 その 構 

造の 大きさ や 副葬品 の璺 かさに よつ て 被 葬 者 の 權 成と 富と を 示して ゐる に拘 はらず * それらの 

逍物 の 形式が 大和 中心 であり、 そこに 表示す る 意味が 鏡 玉劎の 尊崇より 流れ出て ゐる こと は、 

この 時代 § 「まつりごと」 の 狀態を 指示して， Q ると 思 はれる。 全 画に 1 つての 古 填の 組織的な 

研究が 完成 すれば、 五六 世紀の 政治 狀態も 自ら 確定せられ るに 相違ない。 自分が 私 かに 推測す 


る 所では、 この 時代の 統 一 は 地方 的 權威を 有する 地方 的 君主が 宗敎 的に 大和の 中心的 權 成に 服 

屬 して ゐ たこと を 意味す るら しい。 從っ て 大和 朝廷の 權威は 主として 精神的な もので あつ て、 

未だ 經濟的 及び 武力 的な 統制に は 達して ゐ なかった らうと 思 はれる。 この種の 統治の 最盛期 は 

四 世紀 五 世紀で あり、 六 世紀に 至って は その 危機が 現 はれ、 そこで、 經濟 的な 中 4- 集權の 努力 

と、 危うく された 精神的 統一 への 反省 的 努力 (それが祌話傳：^^の組織化に現はれる) と を^び 

起した ので あらう。 

右に 關聯 して 武器 尊崇の 傳說 をもう 一度 顧みて 見よう。 前に ユ K 及した 如く、  ^土 傳來の 鋭 や 

玉 類が 尊崇 せらる k と共に 武器 類 も 亦祌寶 として 特殊な 尊敬 を 以て 語られる。 鏡が 荒 御 魂 和 御 

魂で あり 得た 如く、 劍 もまた 神靈 であり 得た。 例へば 神武 東征の 物語に 次の 如き 一節が ある。 

かれ はれび この 命、 そこより 猶り fc-,^ て 熊 野の 村に 到せ る 時に、 大熊 かみあら はれ 

ラ  か，. *1 やまと  、 ,  みいく さ  こや 

て卽ち 失せぬ。 こ、 に 神 倭い はれび このべ 叩、 に はかに をえ まし、 また 御 軍み なをえ て 伏し 

たかくら じ  た S  .^まっ.？.1- み 二  -ーゃ  と-一ろ  たてまつ  あまつ ^ 

き。 こ ハ時熊 野の 高 倉 下、 一 橫刀を もちて！ K 神の 御子の 伏せる 地に： ¥ 'て獻 ると きに 大神 
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の 御子 卽ち さめまして、 長 1^ しつる かもと. りた まひき。 かれ その 橫刀を 受取りた まふ 時 

,K  r  5  "  > 一  や  みいく さ 

に、 その 熊 野の 山の 荒ぶ る祌、 自 ら皆 W りた ふさえぬ。 こ、 にかの をえ 伏せる 御 軍 悉に 

あまつかみ み -ー  た ち  ； S- ゑ  たかくら じ 

さめたり き。 かれ 天神の 御子 その 橫 刀-を 確-つる 所 由 を 問 ひた まへば、 高 倉 下 答へ n さく 

おつれ  み-に-  たけみ かづち  C 

「己 夢に、 天照大神、 高木 神 二 柱の 神の 命 もちて、 建 御 雷神 をめ して 詔り たま はく  原 

の 中つ 國 はいたく さやぎ て ありけ り、 我が 御子た ち、 やくさみ ますら し。 かの 葦原の 中つ 

いまし ことむ  い.？.  くだ 

國は、 も はら 汝が言 向けし つる 國 なり。 かれ 汝建御 雷神 降りて よとの りた まひき こ、 に 

おつ む  fc ち  くだ  たち  さ -v_ 

答へ m さく、  ^降らず とも、 も はら かの 國 平け し橫刀 あり、 降して む。 (この 刀 名 は佐士 

ふ つ  ふ つ  ふつみ たま  たち 

. ^都の 神と いふ。 亦の 名 は 薬 布 都， の祌、 亦の 名 は 布 都の 御 魂。 この 刀 は.， J= 上 神宮に ます。) 

A- ち  く V.-  ま  くら  ^  ^  おと 

この 刀 を 降 さむ 狀は、 高 倉 下が 倉の 頂 を^ち て、 そこより 墮し 入れむ。 かわ、 あさめ よく 

汝 取り持ちて、 -大祌 の 御子に 獻れ とま をした まひき。 かれ 夢の 敎 のま、 に H: に 己が 倉 を 見 

れば、 ま， ことに 橫刀 あり。 かれ この^ パを 以て 獻る 耳。」 (古事記) 

明かに この 横 刀は靈 異な 力 を 以て 敵 を 征服した。 さう して それ は 「祌」 「御 魂」 として 神社に 

^られ た。 もし この 神 名の 「布 都」 が書紀 の， ！i す 如く 「飾」 に當 るなら ば、 それ は劎 によって 


物の 切られる 昔の 形容で ある。 建 布 都と は 「陶器が フッと 切れる」 とい ふこと であらう。 卽ちー 

名劎の 名が 神の 名と なり、 征 敵の 功に よって 神社に 祀られ たので ある。  一 

武器が 神寶 として 神社に 納められる 話 は、 石 上の 神寶、 出 石の 神寶、 出 雲の 神寶 などと 例が 一 

少 くない。 さう して これらの 祌寶は 多くの場合に 何ら か 傳說的 背景 を 持って ゐる。 石 上の 戴 布 

都 は 右に 說 いた 通りで あるが、 出 石の 神寶 は珠、 錢 と共に 夭 の 日 槍の 持って 來た 太刀、 , 槍 など 

であって、 輸 人品と しての 記憶が 傳說 化せられ たかに 見える。 出 雲の 神寶は r 武 日照の 命 义は！ 

天の 夷 鳥が 天より 將來れ る」 ものである。 かく、 尊貴なる 武器の 出 所が、 多く 「新羅」 とか 「高」 

天 原」 とかと せられる こと は、 これらの 武器が 鏡と 共に 漢 式の ものである 事實 を、 實に 面白く 

反映して ゐる の である。 

が 祌寶の 意義 は、 「祌 として 祀られ る」、 或は 「神 を祀 る」 とい ふだけ ではない らしい。 神社 一 

は、 (殊に 氏 祌の發 達し かけた 國家 統一 後の 時代に 於て、) 或 氏族の 團 結の 中心で ある。 そこに 一 

祌寶と して 武器が 納められる とい ふこと は、 平和な 時期に 於て 武器 を 貴 ぶ 所以で あるの みな らー 

, ず、， 一 朝 事が あった 時に 神威に よつ て 貴く された 武器 を 持ち出して 敵と 戰ふ とい ふ 特殊の 意義 一 
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を發 揮す るので ある。 英雄 日本 武の 尊が 神劎 をさづ けられて 東征の 途 につかれた 傳. 説 は、 この 

事實を 示す と 見られる であらう。 從 つて 神社 は、 武器の 捧安 所で あると 共に また 武器 郎 であつ 

た。 その 著しい 例 は 石 上 神宮で ある。 舊 事本紀 によれば、 この 神宮 は 鹿 布 都の 祌を祀 るた めに 

祟 5! 朝に 創立せられ たので あり、 新撰 姓氏 錄 によれば、 仁德 朝に 初めて 祀られ たので あるが、 

垂仁 紀に屬 する 傳說 によれば、 皇子 五十 瓊 敷の 命 は劍ー 千 口 を 作って 石 上 神宮に 藏め、 勒 命に 

よって 石 上 神 喪の 管理者と なられた。 五十 年を經 て、 

八十 七 年 春、 五十 瓊 敷の 命、 妹大 中つ 姬に 謂て：！： く、 我 老いぬ， 祌资を 掌る こと 能 はず、 

つ ど  いた ひ  た を やめ  あめ くら， r 

今より 後 は 必ず 汝 主 れ。 大 中つ 姬辭て I：： く、 吾 は 手 弱 女な り、 何ぞ よく IK の祌 ゆに 登ら 

チ くら  はし たて 

む。 命の 曰く、 神 庫 高し と雖. 我よ く神郎 のために 梯を 造む、 豈^！：に登るに頌ぁらむゃ 

かれ 諺に 「神の 神" 撖も梯 たての ま、 に」 とい ふ。 これ は その 緣 なり。 

しかし 姬 はこの ^rn を 物 部 連に 校 けられ、 その w 緣 によって 物 部 連 は 「今に 至る まで」 石 上 神 

齊 を管现 して ゐる。 武人の 家なる 物 部 氏が 武器^ を 管理す るに 不思議 はなく、 また その 武器が 

桓武 朝に 平安京に 移す 時單功 十五 萬 七 千 餘人を 要した ほどの 多量であった こと も、 武器 とし 


て は當然 であらう が、 もし 傳說 の傳 へる 如く この 武器 廊の 創立が 古い ことで あり、 また 古くよ 

り こ の 武器庫 に 諸家の 武器 を牧納 した もの で あ る とす れば  >  それ は 國家統 一時 代の 形勢 か ら 押 

して 意義深い 題目になる。 武器が 武 ii^ に牧 めら れ るの は 平和の 徵！； はであって、 內 征 外征に 忙が 

しい ra 世紀の 人心に 浮ぶ 問题 ではない。 もし その 事が あつたと すれば. それ は 崇祌紀 の 出 雲の 

振 根の 傳說に 於け る 如く、 或 不穏な 氏族の 武器 を沒牧 した ことで あらう。 振 根 は 自分の 留守の 

間に 弟が 出 雲の 神寶を 大和 朝廷に 渡した の を 怒って その 弟 を 殺した。 そのために 大和 朝廷の 軍 

隊 によって 攻め ほろぼされた。 これ は國家 統一 の 時代に ふさ はしい 傳說 である。 だから この 時 

代に も戰利 品を牧 める 意味の 武器庫 はあった であらう。 しかし 征服者 自らが その 武器 を 貯藏す 

る 神 庫 は、 姓氏 錄の傳 ふる 如く、 仁德 朝の 現象でなくて はならない。 さう して 仁德 朝に 於け る 

武器庫の 創^ は、 我々 が 武具の 觀 察に 於て 見當 をつ けた 如く、 これらの 武 r;_; が 翁紀の 精祌を 

現 はす ものであって 五 *1 紀の 精神 を 現 はす もので ない とい ふことの 一 證 である。 

なほ 石 上 神宮の 遣 物 中に 存 する 七 枝 刀 は * 銘文 を 有する 故に 注目 せられて ゐる。 銘文の 年號 

は 晋の泰 始四年 Gg) であって、 使 女王の 使が 洛 陽に 行った 後 二 年で ある。 この 七 枝 刀が 百濟 
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の 使者 久氏獻 上の 七 枝 刀と 同 一 物で あると すれば、 百濟獻 上の 品物に 支那 製の ものが あった こ 

と、 從 つて 百濟 から 傳 へた 文物が 主として 支那の ものであった らうと いふ ことが 示される。 が 

右の 比 定は當 つて ゐ なく ともよい。 晋 代の 武器が 直接に 輸入 せられて 大和の 石 上 神宮に 藏 せら 

れた としても、 些か も 不思議 はない からで ある。 いづれ にしても 神寶 として 尊崇せられ たもの 

の 中に 支那の 武器が あった ことに 變り はない。 

武具 を 通じて 見た 四 世紀の 歴史 は 右の通り である。 その 武具が 戰 場から 歸 つて 武器 扉の 中に 

捧 安せられ た 五 世紀に は、 また 新しい 生活の 推移が 起らねば ならぬ。 

A 朝鮮 出征 直後の 時代 

高 勾 跪に 收られ た 日本人が 半島に 於け る 勢力 を 幾分 失 t.- した こと は 確かで ある。 そのために 

新羅 も 日本の 威 壓を脫 したで あらう。 仁 德紀の 新羅 不 朝貢の 記事 は その 反映 かも 知れたい。 し 

かし 日本人の 任那 領有が 依然として 綾き、 百濟 も大體 日本の 勢力に 服して ゐた とすると、 闕貢 


の 都度 新羅 を 問責し 或は 討伐した とい ふ 記事 も、 また 事實の 反映で ない と は 云へ ない。 が大體 

の 形勢から 見て 五 f 紀 後半に 新羅 慈悲 王の 活動が 始まる まで は、 小さい 出來事 はとに かく- 大 

げ さな 出征はなかった であらう。 その 間に 百濟 との 平和な 接觸が 漸次 我國の 文化 を 高めた とい 

ふ こ と は 極めて 自然 の 勢で ある。 

百 濟は帶 方の 支那 人 を 領民と したの みならず、 四 世紀の 後半から 旣に南 支那との 交通 を 始め 

た。 支那 文化 吸收に 於て は我國 よりも ー步を 先んじて 來 たので ある。 だから 縫 衣 女 や 良馬 ゃ經 

典 や 博士な どの 貢獻 は、 百濟 による 支那 文化の 傳 達と 見られて よい。 なほ 弓 月 君の 人夫 百 二十 

縣ゃ 阿知 使 主の 黨類 十七 縣 等の 歸化 も、 韓 半島の 形勢から 見れば 事實 らしく， 從 つて それが 文 

化 促進 の 動機と な つ た こ と も 察せ ら れ る 。 

書 紀の應 神 朝 以後の 記事に は 政治的 意味 を 持つ ものが 少ない。 津田氏 は、 この 時代の 出來事 

の傳說 が、 祌功 皇后 以前の 時代に あてはめられ たこと を 推測して ゐる。 が この 時代に 屬 せしめ 

ら れてゐ る傳說 にも、 當 時の 社 會の狀 態 を 語る ものがない ので はない。 

この 時代の 傳說 は大刖 すれば 戀 物語と 皇位 繼 承の 物語と 池 溝 を 作る 話と で あ る 。 戀 物語 は 必 
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ずし もこの 時代に 限った もので はなから う。 しかし 平和の 徵に はなる。 皇位 繼 承の 物語 も、. 記 

紀編 霧の 目的から 考 へ れば この 時代の みの 特徵と は 思 へない が、 しかし 皇位が 爭の 種と なり- 

或は 皇子が， 位 を固辭 せられる とい ふやうな 點は. この 時代の 趨勢と 關聯 して 注意に 價 する" 

一 々の 物語が どれほどの 歷 史的 事 實を藏 する か は 別問題と して、 とにかく これ は 氏姓制度 によ 

る 政治 組織の 渐く 固まらう とする 時代の 現象で ある。 祭り 事の 統一 としての 宗敎的 意義が 顯著 

であった 初期の 國家 統一 時代に あって は、 この種の 爭は 比較的 稀れ であらう が、 今や 政治的 組 

織へ の轉 化に當 つ て は、 氏族 間の 競爭が この 決定 を W 難に するとい ふ 事情 もあった であらう。 

六 世紀に 入って 氏姓制度が 固まって しまった 後に この種の 問題の 起つ てゐ ない こと は 右の 觀察 

を 裏書す る。 なほ また 皇位 繼 承の 物語 は、 領地に 關 する 爭の 物語 や 氏 姓 を 正す クガ クチの 記事 

と共に、 家族制度の 發. 連 や、 氏 姓の 意義の 變遷を 示して ゐる らしい。 遠から ぬ 過去に 於て 「父」 

よりも 「母」 が 重んぜられて ゐ たこと は、 子が 父から 離れて 母と 同居す る 風習 や、 母の みが 「御 

祖」 と 呼ばれ 母の みが 子の 名 をつ けたと いふ 如き 物語に よって 察せられ るが、 しかし 國家 統一 

後に は 父系の 重視 も 始まり、 父の 權カ による 家族の 統括 も (恐らく は 政治 上 經濟上 の 理由から) 


行 はれ 始めたら しく 思 はれる。 政治的 變 化が 人民 團 結の 狀 況を變 へたら うこと は 旣に說 いたが 

その 變化は 新しい 社會の 秩序の 漸く 定 つて 來 るに從 つ て 氏族 や 家族の 上に 明かに 現 はれて 來な 

くて はならぬ。 「相 續」 が 問題と なり、 財産 (領地) が 論ぜられ、 氏 姓が 混亂 するとい ふ 如き 現 

象 は、 氏族 や 家族が 一 つ の圑體 として 民衆の 意識に 上り 始めた こと を 示す ので ある。 「氏」 「姓」 

などの 意義 を 見ても、 本 來は單 なる 名で あり 敬稱 であった ものが、 新しい 政治 組織 社會 組織の 

完成す るに 從 つて 或 圑結ゃ 階級 を 示す ものに 變 化する。 卽ち 「家族」 や 「家格」 についての 意 

義が渐 く 明かに 開けて くるので ある。 

次に 池 溝 を 作る 話 は、 農民の 生活に 於け る 重大な 變革 として 注目せられ なくて はならぬ。 こ 

の 種の 記憶が 後代まで も 消えないで 殘 つて ゐ たこと は、 當時行 はれた 開懇 事業 や 液漑. 法の 革新 

が、 農 を 主と する 國 民の 心に 大な 印象 を與 へた 證據 であらう。 尤も 池 溝の 話 は 崇祌垂 仁兩朝 

の 記事に も 見えて ゐ るが、 崇祌 朝に 作った 依 網の 池 を仁德 朝に も 作った (古事記) とい ふ 風に、 

記事 そのものが 瞹 味であって、 新羅 征伐 以後の 事件 を それ 以前の 時代に あてはめ たらしく 思 は 

せる ので ある。 韓人 池の 如き 名稱ゃ 傳說の あると ころから 考 へても、 この 革新 は歸化 人と 或關 
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係 を 持つ らしく- また 事業 そのものの 性質から 考 へても， 或 程度に 軍事的 動搖の 止んだ 後の こ 

とでなくて はなら す、 もし これ を 「時代の 大勢」 と 見るならば、 その 時代 は 四 # 紀 後半より 五 

世紀 前半 (卽ち 主として 應 神仁德 朝) と考 へられる ので ある。 

さて この 池. 溝、 堤防 等の 工事 はいかなる 土地に いかにして 行 はれた か。 池が 河水 を ひく こ 

と の 出來な い 高地に 液漑す る ためで あつた こと は 云 ふまで も あ るまい。 多く は 山の 水 を 麓に 貯 

へ て 下方の 斜面 を 水 m たらしめ るので ある。 この 方法に よつ て 曠原は 耕地に 化し 畑 は 田に も 使 

へる やうになる。 溝 もまた 液漑 のた めで あるが、 これ は 河水 を 上流から ひいて 下流の 郊 原に 注 

ぐので ある。 仁 德紀に * 

大 溝を感 玖に^る。 乃ち 石 河の 水 を 引いて 上ッ鈴 鹿、 下ッ鈴 鹿、 上瞥 ：？^、 下 畳 浦 四 處の郊 

原に 潤け、 以て これ を墜 りて 四萬餘 頃の 田 を 得たり。 故 其 虎の 百姓 宽 -ir 凶年の 患な し。 

と ある。 明かに 灌漑 法の 進歩と 郊原 開墾と が 並び 立って ゐる。 が この 時代の 河川 は、 我々 の 知 

る 如き 「一 つの 河" i£ に 押し込められた： E 川」 ではなかった であらう。 少しく 誇張して 云へば、 

河川 に^へ る 平地の 悉くが 河床であって、 ：！： 水 は その 欲する がま、 に 自由に その 路を變 へた。 


さう して 雨期の 度 毎に 夥しい 土砂 を 運び、 移し， 或は 堆積した。 かくして 作られた 平原 は、 雨 

期 毎に 浸水す るが 故に- 人間の 住 地と して は 不適 當 であった。 (殊に 河口 地方- 或は 平野の な 

かの 低. 地 か 一 面に 濕 地であって 葦な どの 茂 生に 便であった こと は、 豊 葦原の 水 槌の國 とい ふ 古 

い 言葉から も 察せられる。) しかし もし；！： 水 を 一 定の 河」 J£ に 押し込め 水 はけ を 好く す る こ とが 

出來れ ば， これらの 平原 は 美しい 人間の 件 所に 化する。 それ をな し 得る もの は 堤防で ある。 大 

河の：！；  口 地方に 於て 殊に この 現象が 著しい。 で 仁 德紀は 難 波の 平原に ついて 語って ゐる" 

今 朕 この 國を 視れ ば、 郊澤曠 遠に して 田圃 少し。 且 河水 横に 逝き、 流末駛 からす。 聊か 霖 

雨に^!:!!へば、 海 潮 逆上して 巷 里 船に 乘る。 道路 また 蟹 あり。 故に 群臣 共に 視て、 橫源を 決 

して 海に 通じ- 逆流 を 塞ぎて 田 宅 を 全 ふせよ。 

冬 十月、 宮の 北の 郊原を 掘り、 南 水 を 引きて 西の 海に 入る。 H て 以て 其 水を號 けて^:: d と 

： み  まむ た 

いふ。 また 北の 河 の^を 防がん として 茨田の 堤 を 築く。 

ひとばしら 

こ の 工事 は 困難であって 人柱 を 立て る 必要が あ つ た。 また この 時に 朝貢した 新羅 人 もこ の 工事 

に 使役 せられた。 (古事記に よれば、 秦 人が この 工事に 從 事した。) がそれ は傳說 である。 實際 
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の 工事 は 長年 月に 亙って、 幾度 かの 失敗の 後に 漸く 完成した もので あらう。 かくして 淀 河々 口 

の 平 源 は 漸次 耕地に 化し、 そこに 幾 十 幾 百 かの 村落 を 出現せ しめたの であらう。 

記 錄に殘 つて ゐ るの は 大和 朝廷の 周囤に 起った 事件の みで ある。 が 現在 日本の 農村 は、 それ 

が 平地に 存在す る 限り、 多く は 右の 如き 起源 を もって ゐる。 た、 くそれ が 三百 年 前の 開 築， 地で あ 

るか、 或は 六 百年 千年 千 五 百年 前の 開懇 地で あるか、 の 相違 を 持つ のみで ある。 だから もし 畿 

內 地方に 於て 應祌 仁德 朝に 盛んな 開墾 事業が 起った とすれば、 それ は 全國に 起った 開墾 事業の 

徴設と 見られなくて はならぬ" 當 時秦、 澳、 百濟 等の 移民 は、 各 萬 を 以て 數 ふる ほどの 多數で 

あった。 彼ら は 近畿の みならず、 遠國 にも 移される。 彼らが それ-. 或 土地に 落ちつく ために 

は 新しい m 畑が 必耍 である。 のみたら ず 國{豕 統一 後の 國 民の 新しい 活氣 は、 人口 增航の 率 を も 

な激に 高めた であらう。 この 大勢に 應 じて 新しい 開 地と 新しい 村落と が 盛んに 作られた の ほ 

當然 である。 

この 際 所謂 さ. alldwirrhaft が 行 はれたら うこと も 推測し なくて はならぬ。 武藏 野の 如き 土 

地に は、 (殊に 東京より 八 王子に 至る 地方の 如き は) • その 土の 異様な 黑 色に 於て 明かに 火 田の 


名殘が 認められる やうで ある。 この 火 田の 主 を 韓人と する 說が 正しいならば、 武藏野 開拓 もま 

たこ の 時代に 始まった ことと せられなくて はならぬ。 

この 大勢 は 村落 生活に 著しい 影響 を與 へたら しい。 新ら しい 部落の 瀕々 たる 出現- 開 事業 

に 於け る 共同作業 * その 結果と して 新しく 意識 せられた 團結 心" (もし 「部」 とい ふ 一一 一 t 葉が 漢昔 

「部」 の轉 じた ものである ならば、 氏姓制度の 根柢 をな す 部 民の 圑結 は、 この 時代 以後に 國民 

の 意識に 上った と 見られなくて はならぬ。) この種の 心的 變化は 前代に 始ま つ た 地方 豪族の 政 

な しろ 

治 的 變化を 益々 著しく 押し進める。 工業 的 部落 や 名代の 部落の 流行 もこの 機運の 現 はれと 見ら 

れ よう。 これらの 現象 は 正に 統 一 前の 古い 團體 を解體 して 新しく 村落と しての 小さい 圑體を 形 

成した とい ふ社會 組織 上の 變革を 語る ので ある。 

この種の 經濟的 社 會的變 化が、 祭事 的に 形成 せられた 國家を 政治的に 生育せ しめつ、 あった 

時代に、 支那 南朝との 交通 も 開始せられ たらしい。 倭 王 讚の 朝貢 は 三度 記されて ゐ るが、 もし 

•  さ ぎ 

讚が 大鹚鵜 の 昔 を 縮. M し たもので あるならば、 仁德 天皇 の 治世が 五 世紀 前半 の 注目す ベ き 時代 

であった こと は 疑の 餘地 を殘 さない。 當 時の 記 錄に現 はれる 俊 王 は 「使 持 節 都^ 傻百 新羅 任 
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那秦韓 慕 韓六國 軍事 安東 大將 軍倭國 王」 であって、 もはや 二 世紀 前の 單 なる 倭 王で はない。 な 

ほ 讚 死 弟 珍 立の 時代に も 遣 使の ことがあり、 五 世紀 中頃に は 倭 王濟が 再度 使を途 つて ゐる。 支 

那は拓 抜の 北魏 が：： d 北を統 一 して 渐く文 敎を輿 さう として ゐた 頃で ある。 日本の 交通した 南朝 

は， 柘 拔に壓 迫せられ て：： d 南に 退いて ゐ る活氣 のない 固有 漢人の 國 であった。 

文獻 によって 我々 の觀 察した 五 世紀 前半の 狀態 は、 古墳の 遣 物に よって 示された 狀 態と 何ら 

抵觸 すると ころ はない。 更に 五 世紀 後半の 雄 略 天皇 時代に 至れば 一 層 さう である。 對韓關 係 開 

始 以後、 韓人 及び 支那 人の 移住が 多く、 叉 その ェ藝の 技術 も 盛んに 傳 へられた。 さう して 古墳 

の 遣 物 は、 鏡玉劎 にと，. - まらず、 金製 耳 飾， 帶 金具、 銅釧、 金環、 鈴， 環 鈴、 指環、 その他 銅 

器 類、 馬具 類な ど、 六 朝ェ藝 とその 校 倣と を 示す 多數の 種類 を 含んで ゐる。 しかも さう いふ 古 

墳 は. 東 は關東 地方より 西 は筑紫 朝鮮まで、 卽ち當 時の 日本 全體に 亙る ので ある。 從 つて 古い 

物語が 大和 朝廷 を 中心として 物語る ところ は * 各地 方の 文化 を も 代表して ゐ ると 考 へて よい。 


九 六 朝 技術 攝 取の 時代 

百濟が 北魏と 交通 を 始めた の は 471—2 の 頃で ある。 (魏 §y 高 勾 歷は旣 に その 半 紀 前から 

北魏と 交通し、 新羅 は 十餘年 前から 新しく 活動 を 起して ゐた。 百濟 は北餽 との 交通に よって 高 

勾麗ゃ 新羅の 壓 迫に 對抗 する 力 を 幾分 かで も 得ようと して ゐ たに 相違ない。 任那を 領有す る 日 

本が この 形勢に 卷き 込まれる の は 當然の 勢で ある。  . 

雄 略 七 年に 吉備人 弟 君と 赤 尾が 新羅 征討 の だめ 派遣せられ たが、 國ッ祌 に 妨げられて 討伐の 

こと を果 さなかった。 當 時の 任 那國司 は、 その美し い 妻 を 奪 はれた 怨 のために ひそかに 自立 を 

計って ゐ る吉備 上道臣 田狹、 卽ち？ S 君の 父であった。 この 年 は 書 紀の紀 年 通りに 解釋 して 463 

である。 ところが 三國史 記に は 慈悲 六 年 (462)  二月、 倭 侵 一一 歃良 城； 不, 克而 去、 と ある。 兩者 

ノ ィ カル * 力 

の 間に 關 係が ありさう である。 繽 いて 雄 略 八 年に は膳臣 斑鳩 等が 高 疆軍を 破って 新羅 を 救 ふ。 

九 年に は 紀小弓 が 新羅 を时 つて 大勝す る。 ところで 右に 引いた 慈悲 王の 記事の あとに、 以，： 倭 

, 九 六 朝 技術 攝 取の 時代  一 一 一 
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層 侵 二 疆場ー 築 二 沿 邊ニ城 一と ある。 これ は歃良 城の 戰 以後に も * 俊 人が お 入した とい ふ 意味に 一 

解せられ ないで はない。 さう すれば こ の 間に も 何 かしら 一致が ある やうに 思へ る。 更に 雄 略 一 一一 

十 年に は 高麗が 百濟を 亡ぼし、 一 一十 一 年に は 日本が ク マ ナリ を與へ て W 濟を 再興す る。 47G—f 

年頃で ある。 分注の 百濟 記で 見ても これ は事實 らしい。 慈悲 二十 一年 077) 倭人 舉， 兵、 五 ま 

來ぉ、 竟無 レ功而 還と ある 新羅 本 記の 記事 も、 こ、 に 何か關 係が ありさう に 思へ る。 かう いふ 一 

いくつかの 記事 は 史實の 正確な 記錄 ではない かも 知れない。 しかし 事實に 基いた ものである こ 一 

と は 疑が なから う。 

雄 略 天皇 は 新羅 親征を 企てられ、 神に はぐ まれて 思 ひ 留られ たとい ふ。 この 傳 說は當 時の 對ュ 

韓關 係に 就て 一 つ の 暗示 を 投げる。 この 時代の 人心 は 朝鮮 出征に 就ても はや 前 f 紀の やうな 興 一 

奮 や 緊張 を 持たなかった ので ある。 祌 意と はこの 時代に もな ほ全體 意志の 表現であった。 たと： 

ひ 任 那府を 中心とする 幾度 かの 征戰 があった としても、 それ は 高 勾 匿の 勢力 を墜 迫して 百濟 の- 

滅亡 を 救 ふとい ふ やうな 活氣 の ある もので はない。 百濟 再興と いふの もた 王族 を 救 ひ 小さい 

土地 を與 へたと 云 ふ 程度に 過ぎぬ。 この 後一 一世紀に I 一る 對韓關 係 は、 主として 任 那府の 「維持. i 


が 目的な ので ある。 

雄 略 朝に はまた 吳 との 交通が ある。 (朱書、 昇 明 三年 戌 午 G78) 南史、 東夷 傳、 昇 明 二 年。」 そこに 

記された 倭 王武の 上表 は 立派な 漢文で、 歸化 人の 作らし いと 云 はれて ゐる。 その 翌年 (.50 に 

も 遣 使の 事が 記されて ゐる。 (南 書、 建 元元 年 巳 未。) この 時代の 南 支那との 交通 は、 旣に 半世紀 

間歸化 人の 影響が 蓄積 せられて ゐ ただけ に、 前代よりも 遙 かに 多くの 意味 を 持ったら しい。 \^ 

ス H テ ヒト 

末才 伎の 輸入が その 事實を 語って ゐる" 

雄 略 朝の 物語に この 一才 伎が 重要な 地位 を 占めて ゐる こと は 注目に 價 する。 當 時の 貴族が 一 般 

に歸化 人の 才伎 を寵 用した こと は、 西漢 才伎歡 S 知 利が 天皇の 側に したと か、 臣連 等が 秦民 

〈タメ サ ケノォ モト 

を 欲の ま 、に驅 使した とか、 或は 秦 酒 公 その他の 歸化 人が 愛寵 せられた とかと いふ やうな 話 

で も 解 る が 、 た ほ そ の 才伎 を韓國 に 求め 、 K に 求める に 至 つて は、 當時 の 貴族 の 風俗 がいかに 

急激に 變 化した かがう かが はれる の で あ る 。 前代 に 於て 治水 液漑等 の 農耕 改良に 用 ひられた 力 

は、 今や ェ藝 の發展 のために 用 ひられた。 養蠶の 獎勵、 絹慊の 尊重， 吳の 織女 縫 女の 優遇， な 

スヱック^«-*へ クラック やべ ェカキ  一一 シゴリ ヲ サ 

ど はこの 大勢の 一 端で あらう。 韓 から 連れて来られた 陶 瓤、 鞍 部、 畫部、 錦 部 * 譯語 等の 
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名が、 吳の卞 伎女と 共に 特に 記憶せられ たとい ふの は、 これらの 才 伎が 單に 貴族 を 喜ばせた の 一 

みならす、 また その 手 末の 技巧 を當 時の 民衆に 傳 へる ことによって、 社 會全體 に强ぃ 刺戟 を與 

へたた めでない と は 云へ ない。 考古學 的 遣 物が 示して ゐる やうに、 旣に彌 生 式 文化の 時代に あ 一 

つても、 新しい 技術に 對 する 感覺は 極めて 鋭敏であって、 その 習得、 傳播 はかなり 迅速な ので 

ある。 .從 つて この 時^の 民衆が 新しい 手 末の 業 を 素早く 學び 取った と考 へても、 大した 誤り は！ 

ないで あらう。 

然し 雄 略 朝より 武烈 朝に 至る までの 諸傳說 は、 主として 狩獵 や、 美女 や、 实樂 や、 凶暴な 官； 

能 的快樂 や、 または 神怪 奇異の 興味に 關 する ものであって、 前代の 傳說と は 著しく 相違した 性 

格 を 示して ゐる。 皇統に 關 する 物語で 云へば >  前代の 諸 皇子 は 多く 溫 順な 心情の 持主で あるが 一 

この 時代の 天皇 や 皇子 は その 正 反で ある。 穴穗 天皇 は 大泊瀨 皇子 (雄 略) のために 幡梭姬 を 得！ 

むとして 姬の 父で あり 皇后の 先夫で ある 大草杏 皇子 を 殺された。 さう して 皇后が 曾て 大草 香皇！ 

まみ  一 

子に よって 產 まれた 眉 輪 王の ために 弑 せられ 給うた。 大泊瀬 皇子 は 「朝に 見 ゆる 女 を 夕に 殺し 一 

夕に 見 ゆる 女 を 朝に 殺す」 とい ふ 凶暴な 君主で、 皇位 を繼 ぐた めに は その 兄 君 を も 殺された。 . 


淸寧 天皇 卽 位の 際に は 天皇の 御兄弟 一 一人と 義理の 御 母と を燔 殺せられ ると いふ 事件が 起った。 

武烈 天皇 に 至って は 支那の 暴 王の 如くに 凶暴で ある。 前代に 於 て辭 退す べき もので あつ た 皇位 

が 何故に 血 を 以て 得らるべき ものに 變っ たか。 その 理由 は 豪族 間の 競 爭と云 ふ 事 實で說 明 せら 

れて來 た。 淸寧卽 位の 爭は吉 備臣の 勢力と 大伴大 連の 勢力との 衝突で ある。 武烈 卽 位の 爭は、 

淸寧 朝から 政府の 實權を 握って ゐ た 大伴大 連と 平 群 大臣と の 衝突 である。 さ う 見れば 政治 組織 

が 完備す るに 從っ て 權カ爭 奪の 烈しくな つた 形勢 も 理解せられ ると いふので ある。 しかし 何故 

に 日本で 珍ら しい 凶暴な 君主が 頻々 として この 時代に 現 はれ たかは、 こ の說 明で は 解らない。 

こ の 疑問 を 抱いて 書紀の 記述 を 幾度 か讀み 返して 見る と、 我々 は そこに これらの 記述の 村 料と 

なった ものの 異質 性 を 感得 せざるを得ない。 卽ち これらの 記述の 裏に は、 前代に 於け る やうな 

素朴な 傳說 が あるの で たく. さう いふ 傳說を 語る 素朴な 上代 人と は異 つた 心 を 持った 人々 の 書 

いた ものが ある で あ ら うと 推せ られ るので ある。 これ を 前述 の 如き 急激な ェ藝 の 發 達と 照ら し 

合せて 見る と、 丁度 この 時代に 歸化 人の 文字 使用の 技術が 利用せられ 始め、 老 敗した 漢人の 心 

を 以てする 記錄が 作られ 初めたら うこと に 思ひ當 るので ある。 さう 見れば、 支那 式の 凶暴な 君 
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主が この 時代に 現 はれ 初めた ので はなく、 さう いふ 君主 を 想像し また 君主 を か \ る ものと して 

解釋 する 記者が、 この 時代に 現 はれ 初めた ので ある。 

この こと は戀 物語に 於ても つと 著しい。 前代の 戀 物語 は 深い 感情の 籠った 美しい ものの みで 

カルノィーフ^-ヌ  乂， トリノ ミコ  ゾト オリ ヒメ  ノォ ナカ ッ ヒメ ィ f  ノ ヒメ 

ある。 輕 郞 女 や 女 鳥 王の 悲戀、 衣通姬 のしめ やかな 愛情 * 忍 坂 大中姬 や 石姬の 嫉妬の 悲し 

み、 それら は 多く 眞情 流露の 叙情詩 を 入れて 巧みに 物語られて ゐる。 然るに この 時代の 物語 は 

海柘榴 市の 歌 ぽ 一の 物語 を 除いて、 他 は ほとんど 皆 詩の ない、 時には 淫靡な， 「事件の 報吿」 で 

ある。 雄 略 天皇 は 女に ついての 多くの. 物語の 中心として 記されて ゐ るが、 しかし その物 語に は 

r 戀愛」 は 現 はれて ゐ ない。 童女 君 一夜 娠の 話、 百 濟の貢 女 池津緩 > 姦淫の 故に 四 眩 を 木に 張ら 

れて焚 殺せら る、 話、 采 女が 天皇の 怒を鎭 める 話、 栲幡 皇女が 姦淫の 讒 のために 自殺す る 話， 

天皇 田 狹の妻 を 奪 はれる 話、 胸 方 神 を 祀る采 女が 赛淫の 故に 殺さる k 話、 伊勢 采 女が 庭に 倒れ 

て^1^}^の疑をかけられる話、 11 すべてた f 性的 興味 を 主と する ものであって、 愛の 感情 は 現 

r  ノク クミ  マネ 

はれて ゐ ない。 特に 代表的な の は、 木工 猪 名部眞 根が 斧 を 使 ふ 手練 を 誇った ため、 その 前に 采 

女 を 集め 裸 桕撲を 取らせて 眞 根の 手 を 誤 まらせ た 話、 及び 一夜 娠に ついての 物 部目大 連と 天皇 


との 問答で ある。 こ、 にこの 物語 記者の 肉感的な 舆 味が 實に 明白に 示されて ゐる。 この 記者な 

らば 鈸豐靑 皇女の 獨 身の 理由と か、 武烈 天皇 淫虐の 行と か、 さう いふ 珍奇な 事件 を 誇大し 或は 

S 想す る こと は 極めて 自然で ありまた 容易であった らう。 

(1) 雄 略 紀元 年。 朕與 一-お 而服、 雍女殊 常、 ^是生 疑、 大連 曰、 然則丁 W 喚 幾 廻 乎、 天皇 E、 七 廻 喚 

之、 大連 曰、 …… E 聞 易產腹 者、 以揮 觸體、 卽便 懐、 況與 終. 竹、 而妄生 疑 也。 

(2) 淸寧紀 三年。 飯璺 皇女 於 角 刺 宮與夫 初 交、 人 曰、 一知 女 道、 又 安； 5- 異、 終 不願交 於 3f -。 

(3) 武烈お 八 年 春 一一 一月。 使 女 躲形坐 平 根 上、 牵馬就 前 遊牝、 觀文不 ls、 沾濕者 殺、 不濕 者沒爲 官婢。 

奇事 異聞 を 集めた の も か k る 記者の 興味に あるら しい。 仙女と 戯れた 浦 島の 話 や、 き 田 陵の 

土 馬が 1^ 馬に 化して 人を乘 せた 話 や、 三 諸の 神なる 大蛇 を 捕 ふる 話 や、 一事 主神が 天皇と 共に 

遊獵 する 話な ど は、 た 單 なる 好奇心で 物語られ るに 過ぎぬ。 古代 日本人に 特有な 神秘的な 感 

受は現 はれず、 漢人の {4; 想に 似つ か はしい 祌仙 思想と 怪異の 好の みが 現 はれて ゐる。 

雄 略 朝に 於け る歸化 人の 重用 は 著しい 現象で ある。 彼ら は 宮廷に 於て 文書 を 司り、 日常 祕書 

の^をつ とめた。 だから 彼らが 自らの 觀察 により 自らの 解釋を 以セ當 時の 出來事 を 記錄し た と 
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いふ 事 はあり 得ぬ 事で はない。 或は また 歸化 人の 間に 傳 はった 啤話を 後代の 歸化 人が 签想を ま 

ャ マト アヤ ノッカ ノアク ヒ 

じ へ て 書きし るした とい ふ 事 もあった であらう。 雄 略 天皇が 大伴室 屋と東 漢； i 直 とに 遣 詔 

せられた とか、 秦酒 公の 諫止に よって 采 女の 命 を 許された とか、 或は、 天下 辨 りて 大惡 天皇と 

ァヲ ハカ トコ 

いふに 拘ら ず、 靑、 博德 等の 歸化 人に は 非常にお 優しかった とかい ふ 如き 話 は、 どうも 歸化人 

から 出た ものと しか 思へ ない。 傳說 全體に 漢人の 趣味の 現 はれて、 ゐる こと は 前に 說 いた 通りで 

ある。 さう なれば 舊記 編纂 當時 にこの 時代の 史料と して 用 ひられた ものが 主として 歸化 人の 私 

記であった とい ふこと は 推測して よから う と 思 ふ 。 

この 點 について は 古事記が 有力な 證據 になる。 古事記の 傳 へる 雄 略 朝の 傳說 は、 ^vの叙情的 

ワカ クサ 力 

な 美し さに 於て 書紀の それと 全然 別物で ある。 話 そのもの も ほとんど 皆 喰 違って ゐる。 若 日 下 

ぺ メミコ  め  をと め 

部 王 をつ まど ふ 歌 も、 婚 されず して 老いた 赤 猪 子 を 憐れむ 歌 も， 吉 野の 童女の 舞 を 讚美す る 歌 

ノ  あ わ まち  た- 

も、 或はまた三重采女の過を；？^^びる歌も、 皇后の 天皇 を 讚 えられる 歌 も、 皆 感情に 充 ちた 率直 

な もので * 肉感的な 好奇心に は 斌 はされ てゐ ない。 これ は歸化 人の 心 生活と 關係 なく 日本人の 

間に 傳 へられた 話で ある 證櫞 であらう。 


さう 考 へて 行けば、 支那. 一 ハ朝 文化の 攝 取が 先 づ 技術 を先駄 とし、 未だ 文藝ゃ 思想にまで は 及 

んでゐ なかった ことが 察せられる。 

がその 後 間もなく 形勢 は變 化した。 それ は 書紀の 書き方が 繼體紀 から 急に 改まり、 古事記の 

記事が 仁 賢 朝 以後 系譜 のみと なって ゐる ことか ら も 察せ られ る。 記紀の この 變化 は大體 繼體朝 

2^ 前が 傳說の 時代で あり、 以後が 記錄の 時代で ある こと を 示す に 過ぎぬ が、 しかし 或 時代から 

詳しい 記 錄が殘 り 始めた とい ふこと は その 時代の 或る 變革を 背景と せずに は考 へられない。 

ー〇 佛 敎渡來 前後の 時代 

六化紀 初頭の 繼體 朝より 同 世紀末の 佛敎 興隆に 至る までの 時代 は、 實を 云へば 我々 の觀 察の 

正面に 來 るべき ものである。 記紀の 神話 傳說に 現 はれた あらゆる 思想 * 風俗、 感情， 藝術等 は 

主として この 時代の 理想に よりこの 時代の 解釋 によつ て 我々 に殘 されて ゐ るので あつ て、 その 

理想 や 解釋が 重大な 意義 を 持つ 限り、 我々 の 記紀 傳說 研究 はこの 時代の 文化 研究に 他なら ぬり 

一 〇 佛 敎波來 前後の 時代  一一 九 
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に 上代の 國 民的產 物が、 11 單に 貴族の 生活の みならず， 國民 全體の 生活 を 反映す る 物語が、 

—— 現 はれ 出る ので ある。  - 

だから この 時代の 歷史は 神代 史上 代 史の北 fi^D^ として 明白に 知られなくて はならない。 がまた 

逆に、 この 時代の 文化 を 示す もの は 神代 史上 代史 である。 文化 観察の 村 料と して、 想像力の 產 

物が 官府の 記錄 よりも 遙 かに 重大で ある こと は、 云 ふ を またない。 然 らば この 書の 目指す 研究 

そのものが この 時代の 解明と して 役立ち 得る。 こ 、に はたぐ 上代 史概觀 を 完結す るた めに 簡單 

た 觀察を 下す に 止めよう。 

尤も 祌代 史上 代史は この 時代の 文化 をのみ 示す ので はない。 それの 成立が 古く 彌生式 文化 の 

時代に 始まり、 三 四 世紀の 心的 興奮に 於て 高潮し、 五 世紀の 心的 發 達に 養 はれ、 六 世紀の 心的 

成熟に よつ て 完結した とすれば、 それ はまた これらの 時代 全體を 示す とも 見られる ので ある。 

だから これらの 時代 全體の 精神的 特徵を 描き出す こと もまた こ の 書の H: ざすと ころで ある。 

書紀に 於て 紀 年が ほ 確實 となった の は、 欽 明朝 中期 以後 元嘉 唇に 基いて からで ある。 それ 


以前 の 紀 年に ついて 書紀の それが 信ずべ からざる ものである こ と は 古くから 說 かれた が、 そ の 

更正に ついては 方針が 一 定 して 居らない。 更正の 根據 とせられ るの は、 古事記の 記せる 干支 及 

び 天皇 在位 年數、 法王 帝說の 記せる 戊 午佛敎 渡來. •  支那の 史書の 倭に 關 する 記載、 朝鮮との 外 

交關 係、 などで あるが、 その いづれ も斷片 的であって 種々 の 解 釋を容 る、 餘 地が ある。 佛敎渡 

來の 年の 如き も 戊 子の 讀み 誤りと 主張す る 人 も あれば、 叉 庚 午の 誤りと 見る 人 も ある。 左に 書 

紀、 古事記 >  原 勝郞氏 更正、 久米氏 平 子 氏 更正な どを對 照して 見よう。 これらの 更正の いづれ 

を 取る としても、 雄 略 朝 を 中心とする 時代に 對 して 欽 明朝 を 中心とする 時代が 對峙 する こと は 

明かで あらう。 我々 は それ を佛敎 受容 以前の 文化の 最後の 相 を 示す 時代と 考 へたい。 

欽明 前後の 時代の 記錄に 著しく 現 はれた 特徵 は、 大臣 大 連の 執政と 外交 關 係と である。 大連 

大臣の 重用 は 旣に雄 略 朝に 始まって ゐ るら しいが、 それによ つて 造られた 政務 執行の 組織 は- 

雄 略 天皇 崩に よって 明かに その 形 を 見 はして 來た。 天皇 は厦々 皇嗣な く、 皇位 繼-^ のために 遠 

國 より 皇族が 探し出され ると いふ 事件が 起った が、 旣に 貴族に よつ て 固められた 政治の 組織 は 

こ の 危機 を も 容易に 切りぬ ける ことが 出來 たので ある。 こ の 際 注目す ベ きこと は- 大速 大臣の 

1〇 佛 敎渡來 前後の 時代  ニー 一一 一 
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類が 專制 的に 事 を 行 はずして、 貴族 間の 合議に より 事 を 決した とい ふ 調和 的な 素 風の 存在す る 

ことで ある。 大 伴の 金 村 は 雄 略 朝 以来の 最高 位の 家に 生れ、 武烈 朝に 於て は 天皇の ために 大臣 

平 群 を誅滅 した 人で あるが、 繼體 天皇 を 擁立す るに 當り、 物 部. 許 勢 >  その他の 臣 連と 合議せ 

ずして は 何事 も 行 はな かつ た。 たま/ \ 百濟 との 外交に 於て 臣 連の 同 意を得ない 政策 を 決行す 

ると、 大 伴の 大連百 濟の賂 をう くと いふ 流言が 起る。 明ら さまに その 失策 を 指摘 されれば、 大 

連 は責を ひいて 職を辭 せようと する。 これらの 政策が 悉く 詔勅に 基いて 行 はれた に拘ら ず、 そ 

の 責任が 常に 大 連に 歸 せられ、 諸臣 また その 政策 を 批評 するとい ふこと は、 政務 運行の 實 際の 

1 〇 佛 敎渡來 前後 9 時代  1 二 五 
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動力が 賣族間 の 全體 意志 にあった こと を 語る ので ある。 だから 平 群の 大臣の 如く 專横 の 振舞 あ 

る もの は、 やがて 他の 貴族に よって 打ち 碎 かれなくて はならない。 この 樣な 政治 狀 態に 於て は 

天皇の 神聖な 權威は 常に 政爭を 超越す る。 武烈 紀 等に 描かれた やうな 專制 君主 は 決して 天皇の 

御 姿で はたい。  - 

任那 問題 はこの 時代の 記錄の 殆んど 全部 を 覆うて ゐる。 任那 問題が 困難と なった の は 主と し 

て 新羅の 與隆 によるの であつ て、 必ずしも 金 村の 失策と は 云 へない と 思 ふが、 しかし 書 紀の記 

事に よれば、 それ は 半島の 形勢に 暗い 金 村の 外交的 失策で ある。 幾度 かの 征討 軍 も 領土の 割讓 

ゃ囘 復に關 する 外交 談判の 紛糾に よって その 力 を； K ふこと が出來 なかった。 さう して 結局 は 日 

木の 勢力の 失塑 となった。 

この 問題の 詳細な 記述の- s: で 最も 我々 の 注意 を 引く の は、 國民的 意識の 稀薄と 混血の 夥多と 

である。 任那 問題の 發端 として 記された 住那の 四縣の 割讓に 於ても、 その 地の 國 守であった 德 

積 臣押山 は、 百濟 人の 利益の 爲に代 辯し； 白 濟の臣 の 如くに 报 舞って ゐる。 貿！^ の 要路た る加羅 

の 多 沙の津 を さへ も百濟 に割讓 すべく 說 いた。 また 一 方で は任那 確立の ために 幾度 か 新羅 遠征 


軍が 送られ、 任那復 建が 日本 政府の 外交 方針と して 確定して ゐる 間に、 他方で は 安羅の 日本 府 

の河內 直， 阿 賢 移 那斯、 佐 魯麻都 等が 計 を 新羅に 通ず とい ふ 事件 も ある。 さう して これが 任那 

復 建の 最も 大きい 蹈 である。 

それ 任那は 安羅を 以て 兄と なし、 た その 意に 從ふ。 安 羅の入 は 日本 府を 以て 天と なし、 

、， く はつおみ き び C. おみ かふち C あた ひ 

ただ その 意に 從ふ。 今、 的臣、 吉 備臣、 河內直 等、， みな 移 那斯、 麻 都が 指揮に 從ふ のみ。 

移 那斯、 麻 都、 これ 小 家の 微者 といへ ども、 專ら 日本 府の政 を 擅に す。 もし 二人 をして 安 

羅に 在り、 多く 奸俊を 行 はしめば、 住那 建る こと 難し。 請 ふこの 二人 を 移して その 本處に 

還 さむ。 佐 魯麻都 はこれ 韓腹 なりと 云へ ども、 位大 連に 居り、 日本 執事の 間に 交 はり、 榮 

班 貴 盛の 列に 入る。 しかるに 今 反って 新羅の 奈麻禮 の 冠 を 著く。 卽ち 身心 他に 歸附 する こ 

と 照し 易し。 

以上 は 百濟の 上表と して 記された ところで あるが、 たと ひそ こに 或 外交的 策略が 藏 せられて 

ゐる としても、 とにかく 日本 府の 官吏と 大和 朝廷との 間に 意志の疏通 を缺 いて ゐた 事實 は、 こ 

^によって 明かに 示されて ゐる。 さう して これらの 官吏 は. 混血 兒 である もの もな ほ 日本の 貴 

.  一 〇 怫 敎渡來 前後の 時代  一 二 七 


.  第一章 上代 史槪觀  一 二八 

族と して 日本に その 「本 處」 を 有して ゐた。 卽ち 彼らが 日本 政府に よって 任命 せられた 者で あ 

る こと は 疑がない。 然 らば これらの 日本 府の 官吏 は、 fn 本の 利益 を 代表すべき 位置に ありな が 

ら- 日本の 利益 を 眼中に 置いて ゐな いので ある。 この 事 實は當 時 朝鮮に あった 日本人の 國民的 

意識に ついて 或 1= 一； 小 を 投げる。 曾て 國家 統一 の 心的 興奮が 存在した 時代に は、 韓人に 對 する 日 

木 人と しての 自覺が 起って ゐ たやう に 見える が、 旣に國 家が 統 一 せられて 數 世紀の 年月 を經た 

時代に 於て は、 日本人 はも はや 對 外的 緊張 を 感じなかった。 その 大勢に 應 じて 在外の 日本人 も 

超國民 的な 自由な 心 持 を 獲得した らしい。 この 現象 は、 私人 的に は、 混血に よって 激 成せられ 

たと も 見られる。 佐 魯麻都 は 日本の 官吏で あつたが 故に 日本 國民 としての 意識に ついて 云爲せ 

られ る、 がし かし 麻 都と 同じく 日本人の 血 をう けた 混血 兒は， 必ずしも 日本の 臣民で あると は 

限らなかった。 紀の臣 が韓の 女に よって 生んだ 紀臣彌 麻沙は 百濟に 仕へ て奈 率と たり、 百濟の 

も C- つべ し とく ま か 0  むら じ  よ-つか た 

使と して 日本の 官吏と 折衝して ゐる。 その他 物 部の 施德麻 智牟、 物 部の 連 奈率用 歌 多、 物 部の 

奈率歌 非、 許 勢の 奈率歌 麻、 など も、 日本の 氏 姓を稱 する 百 濟の臣 であって、 日本との 外交の 

衝に當 つてね るので ある。 もし これらの 混血 兒が、 曰 本名 族の 出で ありながら 百 濟の臣 となる 


こと を恥ぢ なかった とすれば、 同じく 混血 兒 である 麻 都 等が 新羅の 臣 となる こと を 望んだ の も 

不思議 はないで あらう。 當時 混血 兒の 多かった こと は、 六 萬の 兵 を ひ きゐて 任那に 行った 近：： d 

の 毛 野の 臣が、 一 一三 年 その 地に 留まって ゐる 間に、 「日本人と 任那 人と 瀕に兒 .リ^ を 以て _ぴ 訟」 し 

たとい ふ 記事に よっても 察せられる。 混血 兒を 意味す るた めに 韓 子と いふ 言葉が あり. 韓子を 

つくる のが 必ずしも 貴族の みでなかった とすれば、 任那 地方に 於け る 日本人の 少なからぬ 救が 

紀臣彌 麻沙ゃ 佐魯麻 都な どと 同じ 心 持に なって ゐ たこと も 認めなくて はなるまい。 

t もこの 混血 は、 人種的に は 重大な ことで はなさ さう である。 當 時の 日本人と 南 朝鮮人と は 

人種と して はかなり 近く、 殊に 任那 地方に は 古くより 「倭人」 と 呼ばれる ものが 住んで ゐ たら 

しい。 重大な の は 混血に よる 風俗 言語の 混成であって、 そこに 民族的 E 別 を稀簿 にす る 有力な 

原因が 存 して ゐる。 

日本に 於て 朝鮮からの 歸化 人が 重大な 役目 をつ とめて ゐた 間に、 朝鮮に 於ても 亦 日本からの 

歸化 人が 重大な 役目 をつ とめて ゐ たこと は、 見の がして はならない 現象で ある。 かう いふ 現象 

の 反映 は 上代の 傳説 の內 にも 少な か らず 認め ら れ ると 思 ふ。 

一 〇 佛 敎波來 前後の 時代  一二 九 
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なほこの 時代の 注目すべき 現象と して は、 屯 倉の 創設 を擧げ ねばならぬ。 これまで は 子 代 名 

代の 部 民 を S くこと によって 皇族の 領地 を 新しく 開いた ので あるが、 こ の 時代 は 主として 貴族 

の 領地た る 旣墾の 土地 を 朝廷の 直 篤に 變更 する ので ある。 その 方法 は- 記錄 によれば、 罪 を 得 

たる 貴族が 罪 を 贖 ふために 領地 を獻 ずる 場合が 最も 多く、 また 朝廷の 意志に よって 貴族が 領地 

を獻 上させられる 場合 も ある。 これらの 屯 倉の 記事 は繼體 安閑 宣化欽 明の 諸 朝 を 通じて 非常に 

多い。 それ もた ぐ 近畿 地方の みのこと ではなく、 關 東より 九州に I つて あらゆる 地方に 行 は X- 

たので ある。 

この 現象 は國 家の 組織が 單に 政治的に のみならず 經濟 的に もまた 完備して 來 たこと を 示 すら 

しい。 中.^ 政府 はこれ によって 經濟 的の 實カ を增 した。 さう して その 中.^、 政府 は- 自ら 領主と 

して 一定の 土地 人民 を 統率して ゐる 多くの 貴族の 組織的 勢力 を 意味す るので あった。. この 形勢 

が椎古 時代 以後に 明かな 形と なって 現 はれて くる。 屯 倉の 增加は 土地 國 有の 可能性 を 自然に 導 

き 出し- 政治的 權 力の 組織化 は 中央 集 權の實 現 を 自然に 將來 した。 これらの 改革が 支那 文化の 


刺戟に よって 促進せられ たので あると しても、 その 刺戟が 果實の 多い 結果 を 可能 

旣に內 に 於て 右の 形勢が 熟しつ、 あつたから である。 推 古 時代に 理想が 提示せられ、 白 鳳 時代 

に それが 實 現せられ たと ころの 「日本 國の 法制 的 完成」 は、 旣に 繼體欽 明の 時代に 於て 準備せ 

ら れてゐ たと 見られなくて はならぬ。 

かう いふ 狀 勢の 下に 遂に 佛敎 が傳 へられて くるので あるが、 それが 百濟 から 偉 へられ f{ とい 

ふ 理由に よって 百濟を 一 概に 先進 國と考 へる の は、 誤解 だと 思 はれる。 國家統 一 の 事業れ 如き 

は、 日本が 三韓に 先立って ゐる。 支那 文化 を 咀嚼す る 能力に 於ても、 日本 は 三韓よりも 優れて 

ゐた" た その 地理 的 相違が、 文化 傳 達の 通路に 於て 先 後の 關係 を、 文化 傳 達の 時に 於て 數十 

年の 前後 を、 造り 出した に 過ぎぬ。 

佛敎 傳來に ついても 同様で ある。 こ の 時代の 支那の 影響が 前代に 比を見ない 力 强さを 以て 朝 

鮮と 日本に 及んで 來 たこと は、 これらの 諸國の 文化が この頃に 渐く 深さ を增 して 來 たとい ふ 事 

情に もよ るで あらう が、 主として は 支那 そのものの 質的 變 化に 基く らしい。 南方に 餘喘を 保つ 

た 漢人の 文化 は、 海 東の 諸國と 古い 交通が あつたに 拘ら ず、 さほど 著しい 影響 を與 へる ことが 

1〇 佛 敎渡來 前後の 時代  ニー 二 
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出來 なかった。 しかし 民族の 混融 によって 新しく 興された 北方 異 民族の 文化 は、 その 若々 しい 

活氣を 以て 海 東の 若い 國 民の 心に 喰 ひ 入って 來る。 その 文化 は 古い 漢人の 文化 を 新しい 血に よ 

つて 生かせた 意味に 於て、 確かに 新生の 文化で ある。 そこに は 西域の 文化が、 印度の 文化が、 

異様な 新 «1 さ を 以て 融け 込んで ゐる。 高 勾 麗に佛 敎を傳 へたと 稱 せられる 前 秦の符 堅 は 西域 を 

平定し 鳩 摩羅 什 を 招聘した 氏族の 王で ある。 符 堅の 治世 は 短 かかった が、 やがて 起った 拓拔の 

北诚 にも 高 勾麗は 少なからぬ 影響 をう けた。 高勾麗 古墳に 殘存 する 驚 B| すべき 壁畫 は、 漢 式の 

線と 西域 式の 彩色と を 以て、 この 時代の 末の 異様な 心的 緊張 を 語って ゐる。 百濟に 怫敎を 傅へ 

たと 稱 せられる 魔羅 難陀も 西域の 倂 であって， 民族 混 亂の北 支那 を 通って 來た。 その後 一世紀 

の 問に Ki: 濟が 最も 多く 影響 をう けたの は、 fl5 物に よって 明かな 如く、 北 魏 の 文化で ある。 さう 

して この 北魏の 文化が、 若々 しい 活氣を 以て 漢文 化の 改 il を 敢行し 始めた の は、 五 世紀の 後半 

.§ ち 我國 の 雄 略 朝に 當る 時代 であった。 特に その 孝 文 帝が 漢文 化 の 大膽な 復興 を 試みた の は 五 

ゅ紀の 末で あり、 次で 立った 官： 武 帝が 佛敎 を獎勵 して 「^徒の 西域より 來る もの 三千 餘人， 佛 

閣の數 一 萬 三千 餘」 に 及んだ とい ふの は 六 世紀の 初頭、 我 國の淸 寧 武烈 朝に 當る 時代で ある。 


次で かの 孝 明 帝の 時代、 卽ち 太后 胡 氏が 朝に 立って 石 窟寺永 寧 寺 等の 大 土木 を 起した 時代が 來 

る。 石 筒 寺の 偉觀は 今な ほ 遣 跡に よって 忍ぶ ことが 出來 るが、 全 高 千 尺の 九 服 木造 建築た る 永 

寧寺大 塔に 至って は、 空想に よって 再建す る さへ も 容易で ない。 太后 はまた 宋雲慧 生 等に よつ 

て ガン ダ I ラの 文化 を も 輸入した。 これらの 事件が 我繼體 朝に 起った ので ある。 だから 三韓に 

於ても、 佛敎渡 來が四 世紀末の ことと して 傳 へられる に拘ら ず、 その 佛敎の 興隆 は 北魏の 形勢 

を うけ た 六 世紀 前半 のこと であらう。 少 くと も古韓 彫刻 の 遺物 はこの 事實を 語って ゐ るので あ 

る。 從 つて 欽 明朝に 於け る 戊 午の 年 538 の佛 敎渡來 も、 北魏 文化の 影響 をう ける 意味に 於て、 

百濟 より さほど！ i れてゐ る わけで はない。 た 地理 的關 係の 故に 百濟, 経て 日本に 渡來 したと 

いふまで である。 

あ。 - 

機體 朝に 於け る五經 博士 殷揚爾 及び 漢の高 安茂の 渡來 も、 畢竟 百濟を 通じて 來た 北魏の 影響 

を 示す のであって、 百濟の 影響と 見るべき ではな からう。 これらの 支那の 學者は 五 世紀末より 

六 世紀 初頭に 1 る 孝 文 帝 宣武 帝の 漢學獎 勵の產 物に 相違ない。 百濟 が殷揚 爾を獻 じた 後に、 高 

安茂 を 以て これに 代 へむ こと を 請うた とい ふやうな こと は、 百濟 自身が いかに この種の 學者を 
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出來 なかった。 しかし 民族の 混融 によって 新しく 興された 北方 異 民族の 文化 は、 その 若々 しい 

活氣を 以て 海 東の 若い 國 民の 心に 喰 ひ 入って 來る。 その 文化 は 古い 漢人の 文化 を 新しい 血に よ 

つて 生かせた 意味に 於て、 確かに 新生の 文化で ある。 そこに は 西域の 文化が、 印度の 文化が、 

異様な 新 Si さ を 以て 融け 込んで ゐる。 高 勾 麗に佛 敎を傳 へたと 稱 せられる 前 秦の符 堅 は 西域 を 

平定し 鳩 摩羅 什 を 招聘した 氏族の 王で ある。 符 堅の 治世 は 短 かかった が、 やがて 起った 柘拔の 

北饿 にも 高 勾麗は 少なからぬ 影響 をう けた。 高勾歷 古墳に 殘存 する 驚 B| すべき 壁畫 は、 漢 式の 

線と 西域 式の 彩色と を 以て、 この 時代の 末の 異様な 心的 緊張 を 語って ゐる。 百濟に 佛敎を 傅へ 

たと 稱 せられる 摩羅 難陀も 西域の^で あって， 民族 混 亂の北 支那 を 通って 來た。 その後 一世紀 

の 間に 百 濟が 最も 多く 影響 をう けたの は、 造 物に よって 明かな 如く、 北魏の 文化で ある。 さう 

して この 北魏の 文化が、 若々 しい 活氣を 以て 漢文 化の 改禱を 敢行し 始めた の は、 五 f 紀の 後半 

卽 ち我國 の 雄 略 朝に 當る 時代 であった。 特に その 孝 文 帝が 漢文 化 の 大膽な 復興 を 試みた の は 五 

世紀の 末で あり、 次で 立った 官： 武帝 が佛敎 を獎勵 して 「^徒の 西域より 來る もの 三千 餘人， 佛 

閣の數 一 萬 三千 餘」 に 及んだ とい ふの は 六 世紀の 初頭、 我 國の淸 寧 武烈 朝に 當る 時代で ある。 


次で かの 孝 明 帝の 時代、 卽ち 太后 胡 氏が 朝に 立って 石 窟寺永 寧 寺 等の 大 土木 を 起した 時代が 來 

る。 石简 寺の 偉觀は 今な ほ 遣 跡に よって 忍ぶ ことが 出來 るが、 全 高 千 尺の 九 服 木造 建築た る 永 

寧寺大 塔に 至って は、 空想に よって 再建す る さへ も 容易で ない。 太后 はまた 宋雲慧 生 等に よつ 

て ガン ダ I ラの 文化 を も 輸入した。 これらの 事件が 我繼體 朝に 起った ので ある。 だから 三韓に 

於ても、 佛敎 渡来が 四 世紀末の ことと して 傳 へられる に拘ら ず、 その 佛敎の 興隆 は 北餽の 形勢 

をう けた 六 世紀 前半 のこと であら う 。少 くと も古韓 彫刻の 遺物 はこの 事實を 語って ゐ るので あ 

る。 從 つて 欽 明朝に 於け る 戊 午の 年 538 の佛 敎渡來 も、 北魏 文化の 影響 をう ける 意味に 於て、 

百濟 より さほど 遲れ てゐる わけで はない。 た 地理 的關 係の 故に 百濟 轻て 日本に 渡來 したと 

い ふまで である。 

あや 

繼體 朝に 於け る五經 博士 殷揚爾 及び 漢の高 安茂の 渡來 も、 畢竞 百濟を 通じて 來た 北餽の 影響 

を 示す のであって、 百濟の 影響と 見るべき ではなから う。 これらの 支那の 學者は 五 世紀末より 

六せ 紀 初頭に 1 る 孝 文 帝宣武 帝の 漢學獎 勵の產 物に 相違ない。 百濟 が殷揚 雨を獻 じた 後に、 高 

安茂 を 以て これに 代へ むこと を 請う たし」 いふ やうな こと は、 百濟 自身 がいかに この種の 學者を 
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珍重して ゐ たかを 示す ので ある。 卽 ちそれ は 百濟に 於ても 寶 物であった が、 曰 本より 任 那の四 

縣の地 を K つたお 禮 として、 それ 丈の 土地に. 匹敵す る價値 ある ものと して、 日本に 寄越した の 一 

であらう。 欽 明朝に 於け る 釋迦佛 金 銅像、 經論 等の 獻上も * 翳 博士， 易 博士、 七 磨 博士 等の 百 一 

濟 よりの 交代 勤番 も、 新羅の 勢力に 壓 迫せられ た百濟 が、 日本より 援助 を 得よう ための 重大な. 

意味 を 含んで ゐ るので ある。 云 は 5^ 武と 文の 貿易で ある。  一 

十五 年 春 正月 …… -s: の 臣勅を 奉じて 答 報して：：：、 卽ち 助軍數 一千、 馬 一 百疋， 船 四十 隻をー 

遣らし めむ。 二月。 百濟 * 下部 扞率將 軍 三 貴、 上部 奈率物 部の 烏 等 を 遣して 救 兵 を 乞 ふ。 一 

仍て德 率 東 城 子莫古 を. 貫り、 前の 番奈率 東 城 子 言に 代 ふ。 五經 博士 王 柳 貴 を固德 馬丁 安に. 

代へ I  ま^ 等 九 人 を 肘 道 深 等 七 人に 代 ふ。 別に 勅 を 奉じて、 易 博士 施德 王道 良、 曆 博士 一 

固 德王保 孫、 醫 博士 奈卒王 有 悛陀、 採 薬師 施 德潘量 畳、 固德丁 有陀、 樂人 施德三 斤、 季德ー 

、 、 、  、 、  、ゝ  たてま  一 

己 麻 次、 季德進 奴、 對德 進陀を 貢つ る。  一 

これらの^<那人は恐らく百濟に於て官位の制定ゃ律令の修撰に參與し， また 佛敎の 興隆 ゃ漢 

學の敎 校に 從 事した ところの、 新 知識の 代表者で あつたので あらう。 百濟に 於け る この 革新が.； 


五 世紀末の 北 魏孝文 帝の 時代に 始まった と假定 すれば， 我欽 明朝の 時代に は旣に 半世紀 間の 成 

熟 を 見て ゐた 事になる。 曰 本 はこの 種の 支那の 知識 を 熱望して ゐ たために、 軍 衆と 武器との 價 

に 於て、 これらの 學者ゃ 惯侶を 借り出し たので ある。 

かくて 日本人の 受けた 影響 は 何で あつたか。 文字の 術に その 徵證を 求む るなら ば、 書 紀の記 

述の 繼體朝 以後に 於け る 著しい 變化を 指摘し なくて はなるまい。 これによ つて 日本人 は、 (も 

しく は 日本に 歸 化した 秦 漢人 は、) こ の 頃から 璺 富な 記 錄を殘 し 始めた と 認められ るので ある。 

くが たち 5 け ひ 

またもし 知力 開明の 程度に その 徵證を 求む るなら ば、 この 時代に 至って 探 湯、 誓の 如き 在來の 

信仰 形式の 破れ 始めた ことが 指摘せられ なくて はなるまい。 人 は 熟 „| に 手 を 入れる ことによ つ 

て 混血 兒の親 を 確かめる ことの 出來 ない の を 悟った。 僞を云 はない 者の 手 も、 熱 „ぉ には燒 かれ 

ラけひ 

る 0 無實の 罪に よって 責められる 者に も、 誓が その 罪を證 する ことがある。 1K 文ゃ醫 術の 知識 

の 輸入 はこ の 風潮の 力強い 刺戟と なった ので あらう。 

かう いふ 大勢の 內 に佛敎 は、 幾度 かの 試練 を 受けつ 、も、 根強く はびこって 行った。 そこに 

開け 始める 新しい 生活 は、 佛 敎渡來 後の 文化の 發端 として 觀 察せら るべき ものである。 が この 
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新しい 生活の 開始と 時 を 同う して、 古い 生活の 美しい 果實 もまた 成熟し 切った。 その 果實を 我 

我 は 後 章に 於て 靜 かに 味 はう とする ので ある。 


第二 章 漢文 化の 日本化 過程 

一 漢文 化の 運搬 者と しての 歸化 人の 痕跡 

奈良 朝に 於て は 歸化人 はもう 完全に 日本人に なり 切って ゐる。 歸化 人と しての 唯一 の 疫跡は 

新撰 姓氏 錄 によれば、 固有の 日本人が 「天 御中 主命の 後 也」 「神武 皇子の 後より 出づ」 などと 

稱 する に對 して、 「秦始 皇帝の 後 也」 「百 濟國都 慕 王の 後 也」 などと 稱 する 點 のみで ある。 始皇 

帝 も 都 慕 王 も 夭 御中 主命と 同じ 意味の もの であって、 「萬 方 ま 民、 陳ご 高貴 枝葉 一」 の 一 種に 過 

ぎない。 がまた、 「三韓 蕃賓稱 二日 本之祌 胤； 時 移 人 易 * 罕ニ知 而言匚 であった とすれば、 さう 

して そが 爭の 種と なり、 氏族 志 撰述 を 促す 理由の 一部 をな したと すれば、 右の 「唯一 の 痕跡」 

さへ も あまり 明確な もので あつたと は 云へ ない。 混血に よった か 或は 自然の 適 塵に よつ たかは 

1 漢丈 化の 運搬 者 としての 歸化 人の 痕跡  一三 七 
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別問题 として- とにかく 彼ら は 言語 風俗と もに 固有 日本人と 區^ し 難い ものに なって ゐ たので 

ある。 從 つて 彼ら は 官吏と しても 武人と しても 固有 曰 本人に 變らず 重用 せられる。 才幹に 從っ 

て國 守と なり 將 軍と なリ、 或は 高位 高官に 叙せられ て國 政の 枢機に 參與 する こと も出來 た。 か 

うい ふ狀 態に 達すれば もはや 民族の 差別 は 問題で ない。 

にも拘らず、 彼ら はな ほ 系譜 上外國 人であった こと を 標榜して ゐ るので ある。 新撰 姓氏 錄は 

不幸に して 京都 畿內 在住の 貴族 をし か 記載して ゐな いが * それによ ると- 平安京 奐都 後間 もな 

い 時代に 於て は， 皇 別と 稱 する 貴族 三 五 七， 神 別と 稱 する 貴族 TO: 四 九に 對 して * 三 七 四の 多數 

な 貴族が 外國人 の 後裔で ある こと を 標榜して ゐた。 たと ひその 系譜 の 大部分が 出錢 目に 過ぎな 

いにしても、 とにかく 彼らの 間に 「祖先 は歸化 人であった」 とい ふ 主 が存 して ゐ たこと は 疑 

へない。 

然 らば これらの 歸化人 は 主として どの 時代に 移住した ので あるか。 

姓氏 錄 によると 河內の 如き は 全 氏族 數の四 割が 歸化 族で ある e さう して その 歸化 族の 內の三 

分の ニは漢 種で ある。 彼ら 自らの 稱 すると ころに よれば、 秦、 漢、 魏 等の 名 族の 後で ある。 が 


歸 化の 年代 は應神 仁德朝 等の 半ば 傳說 的な 時代であって、 その 確か さは 書紀の 記事の 確か さ以 

上に 出で ない。 

姓氏 錄の歸 化 姓 全部 を通覺 しても、 その 半 數は漢 種であって、 京都 在住の 少 數な隋 唐人の 子 

孫 を 除く ほか は、 すべて 同じく 秦漢魏 等の 名 族の 出で あり、 また 同じく 半 傳說的 時代の 移住に 

基いて ゐる。  ， 

漢種以 外 の 歸化姓 の內 三分の 二 は 百濟種 で あ る が 、 そ の 多く も 百 濟名族 の 後と 稱 する のみで 

移住の 年代 を 明かに しない。 百濟 人の 移住に は 比蛟的 新しい ものが 多く、 殊に 天 智紀に は百濟 

滅亡の 際の 大擧 移住 を傳 へ、 「百濟 百姓 男女 四百 餘人を 近江國 神前 郡に 居く」 とか、 「百濟 男女 

二 千 餘人を 東國に 居らし む」 とかと 記して， Q るが、 畿內 在住の 百濟人 はさう いふ 新しい もので 

はない らしい。 

その他の 高麗 人 新羅 人任那 人な どの 內に は、 欽 明朝に 衆 を 率 ゐて投 化した ことな ど を 明かに 

語る もの も あるが、 多く は傳說 的な 祖先 を擧 げてゐ るに 過ぎない。 

これらの 事實 によって 推測す ると、 京畿 在住の 歸化族 は 大體に 於て 半傳說 的の 時代に 移住し 

1 漢文 化の 運撖 者と しての 歸化 人の 痕跡  ニー 一九 
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たもので ある。 比較的 新しい 移住 民 は、 份尼才 伎の 如き 特殊の 者の ほか は- 多く 畿內 以外の 遠 

國に 居住した ものら しい。 がその 遠國 にも 旣に 古くからの 歸化 人が 散在して ゐ なかった と は 云 

へない。 遠國に 居住す る 古い 歸化 族が 表 を 上って as 位 を 乞 ふとい ふ 事件 は奈良 朝の 記錄 にしば 

しば 現 はれる ところで ある。 推測の 步 をー步 進めて 云へば、 奈良 朝に 於け る歸化 人の 多 さは 全 

國に 1 つて 京 幾と 同様であった かも 知れぬ。 た 京畿の ものが 最も 古く、 從 つて 最もよ く 同化 

し て ゐ たと 見ら る ベ き で あらう。 

推 古 時代より 藤 原 京 時代へ かけて 漢人が 政治 上に 活躍した こと は 明かな 事實 である。 壬 申の 

亂 に天武 天皇 方に 加 はった 漢人の 如き は 夥しい 數に 上って ゐる。 もし この 時代の 文化が 飛鳥 地 

方と 離し 難い ものである ならば， 飛鳥 檢前 地方に 蔓延して 全住民の 八 九 割 を 占めて ゐ たとい ふ 

^人の 諸氏 族 は 見遁し 難い 意義 を 持つ ことにな らう。 が 彼らの 意義 は それだけに 留まらない。 

彼らが 旣に 傳說の 時代より これらの 土地に 住み、 一一 一一 n 語 風俗に 至る まで 日本人と 同 一 に 化した と 

いふ こと は、 幾ゅ紀 かに 1 る 民族の s^.i を、 從っ てまた 日本人の 變化 を、 語る ので ある。 奈良 

朝に 於て は それ はもう 過去の ことであった。 しかし 奈良 朝よりも 二三 百年 前の 時代、 日本人が 


新しい 國民 生活 を 始め、 文字 を 習 ひ、 傳說 を記錄 した 時代に 於て は、 それ は？^ 淛 たる 現前の 事 

象に 他なら なかった。 

混融の 結果 は 奈良朝 末の 狀態 によって 明かで ある。 こ 、に は その 混融の 徑路を 明かに しなく 

て はならぬ。 

二 漢人 移住の 傳說 

日本に 於け る 最古の 文書が 歸化 人に よって 書かれた こと は 疑がない であらう。 宋 書に 記され 

た 倭 王武の 上表 文が もし 歸化 人の 書いた ものである ならば * 雄 略 朝に 於て は 彼らの 間に 立派な 

文章 家が 存 した こ と を 認めね ば ならぬ。 しかし 彼らの 或 者が 文章 を 綴り 得 るの はこの 時に 始ま 

つたこと ではなく， 旣 にこの 國 土に 移住す る 以前からの ことに 相違ない。 日本人 は 彼らから 文 

字を敎 はり、 それ を 政治 上の 事務の ために 實用 的な 符徵 として 使用し 始めた。 その 意味で 諸國 

に 書記官 を 置いた の は、 履 仲 天皇の 時であった。 しかし 文字 を敎 へた 歸化 人に とって はも はや 
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文字 は單 なる 符徵 ではなく して 思想 表現の 手段で ある。 歸化 人の 或 者が 記録の 目的 を 以て 或 事 

件 或傳說 を 書き 殘し て 置いた こと も 恐らく はあった であらう。 雄略紀 及び それ 以前 の 記事 に か 

うい ふ 記錄の 含まれて ゐる らしい こと は 何人も 氣附 くと ころで ある。 

歸化 人の 記錄が 古くから 存 したと すれば、 彼らの 渡来に 關 する 記事 もまた 古い 根據を 持つ も 

のと 見られねば ならぬ。 

秦氏、 漢氏、 百濟の 阿直岐、 王 仁 等の 歸化 は、 應神紀 十四 年より 二十 年の 間に、 まとめて 記 

されて ゐる。 秦 氏に ついては 十四 年の 條に、 

弓 月の 君百濟 より 來り 奏して 曰く、 臣 おのが 國の 人夫 百 一 一十 縣をひ きゐて 歸 化せん とす。 

然れ ども 新羅 人の 拒に よって、 皆 加 羅の國 に留れ りと。 ここに 葛 城 襲 津彥を 遣して- 弓 月 

の 人夫 を 加羅に 召す。 然れ ども 三年 を經 るまで 襲津 奄來ら ず。 

十六 年の 條に、 

八月、 平 群の 木菟の 宿禰、 的の 戶 田の 宿 禰を加 羅に遣 はす。 仍て、 精兵 を 授けて 詔して 曰 

く、 襲津彥 久しく 還らず。 必ず 新羅 人の 担に よって 滞れる ならむ。 汝等 急に 柱いて 新羅 を 


撃ち， 其 道路 を披 けと。 こ、 に 於て 木菟の 宿 踊 等、 精兵 を 進めて 新羅の 境に 滞む。 新羅 王 

驚いて その 罪に 服し ぬ。 乃ち 弓 月の 人夫 を ひ きゐて 難津彥 と共に 來れ り。 

然るに この 襲津彥 は、 書紀の 記す ところに よれば， 八十 年 前の 神 功紀 五 年に も 新羅 討伐に 向つ 

た。 

た- -ら つ  つ わらつ さし  と B- こ 

乃ち 新羅に 至り、 蹈 輪 津に 次いで _5:H 維城 を拔 いて 還る。 この 時の 俘 人 等 は、 今の 桑原、 佐 

あわ ひと 

糜、 高宫、 忍 海、 すべて 四邑の 漢人ら の 始祖な り。 

新羅 を 討 つて 漢人 を 俘と す る の は 神 功紀 に 於て は 少し 變 であるが、 弓 月の 君の 傳說と 結び つ 

ければ 當然 のこと になる。 更に この 襲津彥 は、 神 功紀 六十 二 年に も 新羅 を 討った と 記されて ゐ 

さち ひ < 

る。 さう して そこに 引いた 百濟 記に よると、 壬 午の 年 (38 ど に r 沙至比 跪」 とい ふ 武將が 新羅 

征討に 向 ひ、 新羅に 美女 を赂 はれて 反って 加羅を 討った。 加羅國 王の 妹が それ を 大！^ に訴 へた 

ので、 天皇 は 犬に 怒られ、 「木 羅斤 资」 を 遣して 加 羅を復 せられた。 sa-tihiku が sctuhiko で 

あ る こと は書紀 の 記者の 比定 した 通りで あらう から、 襲津豫 の 活動が 三 八 一 一年 頃 であった こと 

は、 疑がない。 また この 百濟 記の 記事に は、 「三年 を經 るまで 嬰津 彥來ら ず、 卽ち 木菟 宿輔を 
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遣した」 とい ふ 應神紀 の 記事と 筋 書に 於て 類似した ところが ある。 なほ 襲津 は、 弓 月 君渡來 

より 六十 六 年後の 仁德紀 四十 一 年の 條 にも 現 はれて 來る。 祌 功紀 五 年の 新羅 出征の 時から 數へ 

ると 百 四十 六 年 目で ある。 この やうに しば/ ヽ 繰り返されて ゐる ところ を 見る と、 「襲 律. st!^ と 

いふ 武將が 四 世紀末の 或 時期に 漢人の 移住に 努力した」 とい ふ傳承 はかなり 根づ よい ものと 認 

めねば ならぬ。 

當時 は百濟 新羅 高 勾 丁 M の いづれ も國 家を統 一して 間の ない 頃で ある。 殊に 高 勾 魔と 百濟 との 

接衝 によって、 昔の 帶 方の 地 は 戰亂の 4^ になり か k つて ゐた。 前漢 以來數 百年 その 地に 平和 を 

樂 しんで ゐた 漢人の 或 者が、 變 族の 践属 する 本國へ も歸れ ず、 自然に 東方に 遷移して 日本に 渡 

來 しょうと したの は、 極めて 當然の 勢で ある。 

弓 月の 人夫が 百 二十 縣 であった とい ふ こ とも 秦人 の 戶數七 千 五十 三 戸と いふ 欽明紀 の 記事 か 

ら 推して 確かで あるら しい。 百 二十の 部落の 移動 は、 日本軍の 朝鮮 出征と 同じく、 當 時の 大事 

件で あつたに 相違ない。 試みに その 有様 を 想像して 見る と、 先づ 彼等 を 運ぶ ために は 幾 Ifi かの 

船舶が 必耍 である。 航海に 費す 日が 多いた めに 食料 もまた 多量でなくて はならぬ。 たと ひ 生活 


が簡單 であった としても、 夜の 爽ーさ をし のぎ その 日の 食物 を 調理す る だけ の 衣類 や 道 丑 ハは缺 く 

わけに 行かない。 かくして W らは米 やその 他の 食料品 或は 嵩高の 衣類 包を负 ひ >  女ら は 鍋釜 を 

携へ 或は^ 呑兒を 抱き 小さい 子供の 手 を ひいて， ぞ ろ/ \ と 船へ 乘 りこんで 來る。 幾 十 家族 か 

が 小さい 船の 中に 雑然と して 群がる。 食事時に も なれば 炊事の 烟は濛 々として 立ち上り、 子供 

らは 泣き叫び、 母親ら はの、 しり 騒ぐ。 さう いふ 船が 幾 十 か、 或は 幾 百 か、 海を複 うて 押し 寄 

せて くるので ある。 陸に 上れば また 彼ら は 各々 の 荷物 を 負 ひ 各々 の 子供 を携 へ、 參々 伍々 に 群 

れ 立って- ぞ ろ/ \と 繰り出して 行く。 夜に なれば 恐らく 森林の なかに 急造の 小屋 を 造って、 

炊事 道具 を 並べ、 衣類 を ひろげ、 一夜の 圑 變を樂 しむので あらう。 一つの 部落 は 一つの 森に、 

他の 部落 は 他の 森に。 かくして liw  二十の 部落 は、 徐々 として 大地 を 這って 行く ので ある。 

あ ち C おみ 

大擧 移住の 傳說に はな ほ 阿知 使 主の 十七 部落の 渡來が ある。 これら も皆帶 方の 漢人であって 

恐らく 同じ 理由から 同じ 時代に 渡來 した もので あらう。 こ の 氏族の 後裔と 稱 する 坂 上の^ 田 麿 

(田 村. li- の 父) がー 族の 陞^ を 願 ひ 出た 上表 文に よると • 彼らの 祖 阿智 王 は 後漢靈 帝の 曾孫で 

あって、 後 淡が 亡び 餽が與 つた 時に、 神 牛の 敎 によって 帶 方に 移住し、 宮城の 如き 形の 費 it 端 
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もく まみち  ， 

彥を 討ちに (或は 救 ひに) 行った 木 羅斤资 は、 同じく 新羅の 女を娶 つて 木 滿致を 生んだ。 木滿ー 

致 は 任那に 勢威 を ふる ひ、 百 濟の王 母と 通じた。 これらの 代表的な 例 は、 當時 朝鮮に 往來 した 一 

數 多い 5^ 卒の 間の 雑婚の 流行 を 暗示す る もので あらう。  一 

應祌 朝に rsK」 の 縫工 女 を 求めし めた 話 は、 津田 氏に よると、 雄 略 朝の それと 同じ 事件 を 意 一 

味す るら しい。 また 應神朝 以前の 天日 槍の 來朝 は、 純然たる 物語であって、 そこから. &<實 を 透 一 

ひ 二  た S ま もり  - ； 

見す るの は 難 かしい。 曰 槍の 系統に 常世の 國へ 使した 田 道 間 守が あり、 神 功 皇后 も その 血統と 一 

だ ぢ ま も り 

なって ゐ るが、 これらの 傅說 は、 歷 史的に 證 明の 出來る もので はない。 田 道 間 守 を 卑彌呼 女王 

の 臣難升 米に 比定 する 說は、 これらの 傳說の 材料と なった 事實を 探究す る 上に、 或 暗示 を 投げ 一 

る。 日 拾の 傳說 もまた 古い 移住の 話の 轉 化した もので、 それが 新羅の 王子と された の は 新羅 征  1 

討 以後の ことで あると しても、 移住の 事實 はもつ と 古くに あつたか も 知れない。 また 日 枪來朝 i 

の 由来 話に 現 はれた 「女と 日光と 玉」 の 話が その ま 上 咼勾麗 祖先の 傳 說に存 して ゐ るの を 見る 1 

と、 51^ の傳說 は、 fn 濟 人の 持って 來た 「女と 玉」 の 話が、 或 移住の 話と 結びついて 曰 本で 

長した ものである かも 知れない。 いづれ にしても 移住と は關 係が あるが、 しかし その 移住の 時 一 


代 は 明かで ない。  ， 

應神朝 以後に は 仁德紀 五十 三年の 條に 上ッ毛 野の 君 田 道が 新羅 を 討って 「四 邑の 人民」 をき 

にして 歸 つたと ある。 この頃に はま だ 襲 津彥が 百 七十 歳 以上の 年齢で 生きて 居り、 製津 の 娘 

が仁德 厂" として 履 仲 天皇 を 生み 奉った ほどで あるから、 こ の 「四 a の 人民」 も 百 五十 年 前の 「四 

邑の 民の 始祖た る 俘 人」 と 同じ やうな ものである かも 知れない。 この 時代の 百 五十 年 はま づま 

づ 同一 時代と 認めて い、。 その後 雄 略 朝に 至る まで は 集圑的 移住の 記事 は 見えない。 雄 略 朝に 

て ひと  つど 

至って 百濟 の. 才伎 を徵發 する 話が あるが、 これ はや、 多 救であった らしく、 「大 島の 中に 集へ 

あ つ 

聚 める」 とか、 「病み 死す る もの 多し」 とか、 その 殘餘を 「上 桃 原、 下 桃 原、 W 神 原の 三 所に 

遷し お らしむ」 とかと 記されて ゐる。 

む に はしかし 

個人的 移住に ついては、 允恭 紀に 新羅の 醫者を 召す 話が あり、 雄 略 紀に百 濟の慕 尼 夫人の 女 

え はし  て ひと あやはと りくれ はとり きぬぬ ひ え ひめお とひめ 

「適稽 女郎」 や、 sK の才伎 r 漢織 nJK 織. r 衣 終 「兄嫒 弟 緩」 など を f« される 話が ある。 ^織、 

あすか きぬぬ ひべ 

吳織、 衣 縫 等 は， 後の 飛鳥の 衣 縫 部、 伊勢の 衣 縫 等の， 祖先と せられて ゐ るので、 彼らが 雜婚に 

よって 榮ぇ たこと は 明かで ある。 なほ 韓 土との 交通が 引續 いて 行 はれて ゐ たこと を考へ ると、 
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記 錄には 殘らな いまでも， 多くの 個人的 移住 はあった に 相違ない。 

漢人 及び 韓人 の 移住 の 傳說 は大體 以上 の 通りで ある。 我々 は それが 軍なる 傳說に 過ぎぬ と は 

考 へる ことが 出來 ぬので ある。 

三 氏姓制度 

然 らば これらの 歸化人 は 日本人の 生活に いかに 關 係した であらう か。 

かばね 

奈 朝に 於て は 「姓」 は 爵位 を 意味して ゐる。 しかし 上代に 於て は、 それ は單 なる 位で は 

なくして、 「氏の 名」 を も 意味した ので ある。 「うづ まさ」 とい ふ 姓 を 給 ふ、 「小 子 部の 連」 と 

ん- ばね  うぢ かばね  かばね うち 

いふ 姓 を 給 ふ、 とい ふ 如き 例に 於て は 氏と 姓の 區刖は 見出せない。 この 姓と 氏が 氏姓制度の 發 

達に 作って 漸次 明確な 1^ 別 を 得た ので あると すれば、 その E 別の 確立 は秦 漢人の 渡来よりも 後 

でなくて はならぬ。 然 らば 「氏姓制度」 なる ものに も歸化 人の 影響 は 認められぬ であらう か。 

上代 史概觀 に 於て 述べた 如く、 國家 統一 以前に 國 民が 小團體 に^れて ゐ たこと は， 初 次の 統 


一 後に もな ほ 三十 國.， 九十 五國と い ふ 如く 國內に 更に 國々 が數 へられて ゐ たこと によって 察せ 

られ る。 第二次の 統一 事業が 進む につれ て、 中央の 權カ は增大 し， 地方の 團體は 反って 小さく 

なった。 か、 る團體 は、 曾て は 民族 學に いふと ころの 『氏族』 或は 『部族』 であった かも 知れ 

ぬが、 氏姓制度の 關 する 限りに 於て は， それ は國家 的な 組織の 內 部に 於け る 地方 的集圑 であつ 

て • 國家統 一 が 進む につれ その 團體 としての 自覺を 高めて 來 たもの なので ある。 

元來 この種の 地方 的集團 は， 舊來の 統率者 を その 核と して 緊密に 圑 結して ゐた。 彼ら は 同一 

の 土地に 住み 共同の 生活 を續 けた 永い 年月の 歴史に よって、 共同の 祖先 を 有する と 信ずる やう 

な 團體に 化して ゐた。 彼らが 圑 結す るの は 制度に よって 强 要せられ るからで はなく して、 自然 

的に 心情の 事實 として 親しみ を 感ずる からで ある。 彼らの 統率者た る國造 も， 單に 人民から 祖 

稅を とる ばかりで はなく > 外に 向って 人民の 利益 を 代表す る。 國 造が 地名に よって 呼ばれる の 

は  >  た その 土地に 居住 するとい ふ 意味で はなく して， その 土地の人 民 全體の 統率者た る こと 

を 意味す るので ある。 

が これらの 古い 團體 に對 して、 四 世紀 前半に 全 0. を 統一した 勢力が、 無數の 新しい 團體を 創 
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ぺ  とも  とも 

造した。 「部」 「伴」 によって 現 はされ る 人民の 圑转 がそれ である。 「作」 とい ふ 言葉に よって 

明かな 如く、 それ は 友情 的圑 結であって 血族 的團 結で はない。 その後の 共同生活 や 結峤關 係に 

よって 結お 「共同の 祖先」 を 有する と 信ずる に 至った としても、 最初 は全國 統一 の 功業に 參與 

した 人々 の 新しく 造った 團體 であらう。 同一 職業 或は 同一 職務 を 有する 人々 の團 結、 例へば 中 

臣部、 忌 部、 土 部の 如き は、 全國的 統一 が實 現せられ た 後の 大きい 社會 組織に 於け る 「分業」 

の 開始 を 語る ものであって、 それ 以前の 社 會には 未だ 存 しなかった らしい。 また 子 代の 民、 名 

代の 民の 類 は、 明かに 全國 統一 の 英雄が、 その 名のた め、 或は その 勢力の ために、 新しく 創" れ 

した 團體 である。 更に 歸化人 や 俘廣を 以て 組成した 「部」 が、 四 世紀末 以後に 屬 する こと は 云 

ふまで もない。 「むら」 (村) とい ふ 語 さへ も韓語 だとい はれて ゐる。 韓 土の 地名に 附 せられた 

牟羅 から 來 たと 見る ので ある。 これに は 反 對說も あるが、 とにかく この 言葉が 日韓 共通で あつ 

たこと は 疑がない。 

いみべ  いみ 

これらの 新しい 圑體も 伴 造 を その 統率者と して 舊來 の圑體 に對抗 する。 忌 部の 連 何某と は 忌 

部と いふ 圑體の 統率者 何廿 水の 意で ある。 


かう いふ 大勢に 於て 相 1^; の 刺戟 が 益 々圑體 の 發達を 促し、 それに 伴って 圑體と しての 意識が 

益々 成長す るの は當然 である。 丁度 この 際に 移住し 來 つた 秦漢 民が、 沸き のぼりつ、 ある この 

圑體 意識に 對 して、 知識 的に 明確な 形 を 诞に へたと いふ 様な こと も、 想像され なく はない。 殊に 

秦漢民 移住に 伴って 盛んに 起った 池 溝の 開鑿 や 荒 地 開墾の 事業 は、 民衆の 共同作業 を 刺戟し、 

或は 新しき 村 を 出現させる ことによって、 民衆の 圑體的 生活に 著しい 影響 を與 へたで あらう。 

例へば 一 村の 人民が 活氣 立った 數 ヶ月の おん 働に よって 一 つの 大きい 池 を 掘る。 そこに 滿々 たる 

水が^?«!ぇられる。 その 水の 與 へる 幸福 も 憂慮 も 村人の 心に 於て は 一 つで ある。 池 は 共同の 心 G 

表徵 とならざる を 得ない。 或は また 新 村の 經營が 新しく 燒き拂 はれた 郊 原に 行 はれる。 村 主の 

象 や 守護神の 祠が 中心と なって その 周 園に 村民の 人家が 並ぶ。 彼らの 心 はこの 經營に 於て 結び 

ついて ゐる。 天災が あれば 神に 祈る 心に 於て 彼ら は 一 つになる。 收 種が あれば 神に 感謝す る 心 

に 於ても また 彼ら は 一 つで ある。 かくして 守護神 は 圏體の 祖先 神と なり、 村民 は その 神から 出 

たものと して 共同の 祖先 を 信ずる に 至る ので ある。 かう いふ 心的 變遷の 時代に、 新 來の歸 化 人 

が 同じく 開墾 事業 を營 み、 同じく 新しい 村 を 建設す る。 檢 前の 村の 如く 大和の 最も 古い 土地に 
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さへ も歸化 人の 村 は 現 はれて ゐる。 その 場合 歸化 人の 知 識 が， 彼らの 村落 生活に より， 具 體的ー 

に 新ら しい 例設 となって 日本人の 前に 現 はれ- 日本人に 強い 影響 を與 へたと いふ こと は * 當然ー 

起らなくて はならない 現象で ある。  . 

固有の 地域的 W 體 としての 村々、 新ら しく 創說 せられた 部の 民、 歸化 人に よって 經營 せられ 

る 新ら しい 村- 11 これらの 種々 の團體 が歸化 人の 刺戟 を 受け 新興の 活氣を 以て 發 達して 行く. 

間に、 その 国體の 統率者 も 亦 政府に 於け る 位置 を 確保し なくて はならぬ。 そこに 氏姓制度の 形； 

成される 所以が 存す るので ある。 彼ら は その 土地の 名に より、 或は 職業 職 r おにより、 或は その， 

I,  . ：  一 

統率す る 部の 名に よって、 各々 その 個人的な 名の 上に 被せる もう 一 つの 「名」 を 持って ゐる。 

この 名に はト— テム を 思 はせ る 痕跡 は 全然ない。 物 部、 忌 部の 如き は、 職業的 圑體を 意味す る 

一一 一一 〔葉で あり、 物 部の 連 はこの 圑體の 統率者 を敬稱 によって 呼んだ ものである。 ^3?城、 蘇 我：^; 寸は 

地名であって、 その 土地の 地域的 團體 を指レ 示して ゐる。 これらの 「名」 は 配下の 人民の 團結： 

,  一 

が 緊密で あるに 從 つて、 或傳統 的な、 ひいては 血統 的な 意義 を瘦 得する。 多數 であるべき 共同- 

の祖先が  一 人の 祖先に よって 代表せられ、 その 祖先に よって 「名」 の 重さが 生ずる ので ある。 . 


おみ むら じ お ふと あた ひ あがたぬ し いなき 

然るに 彼らが 統率者と して 受ける 敬稱に は、 臣、 連、 首、 直、 縣主、 稻 置と いふ 如く 多 數の種 

類が ある。 これらの 敬稱 は、 白鳥 庫吉 氏に よると- 皆 純 粹の曰 本 語であって、 その 意義の 間に 

尊卑の 差が ある わけの もので はない。 「おみ」 omi は 漢字 「臣」 に當る もので はなく して、 「み 

み」 mimi 「もり」 mori 「いみ」 hiii などと 共に 尊貴 高 上 を 意味す る m;i とい ふ 一一 IC 葉の 發 達し 

たもので ある。 「むら じ」 imiraji も 亦 それと 同様であって、 連の 字 を あてた の は歸化 人の 仕事 

に 過ぎぬ。 「お ふと」 oputo  ol-ito は 秀出を 意味す る 「ほ」 1)0 が轉 化して 接頭語と 結びついた 

ものであって、 太 puto 人 pit-> と 相 通 ずる。 「首」 字 はこの 敬稱が 首長た る 統率者に 用 ゐられ 

る 故の 意譯 に. 過ぎぬ。 「主」 は 「いなぎ」 iun-gi と共に 高 上 を 意義す る m, iie,  ui などの 

開展 した 形であって、 110 が 價値を 意味し ani,  auo 等が 敬稱 であると 同じく 統率者に 對 する 敬 

稱 語に 外なら ない。 もし これらの 考察が 是認 せらる ベ きもので あるならば. これらの 敬稱 語の 

間に 高下の 差別が ついた こと は、 その 語 自身の 性質に よるので はなく、 各々 の 敬稱を 常用した 

おみ むら じ 

團體 統率者の 政治的 地位に よると 見なくて はならない。 卽ち五 世紀 以後に 於て 臣 連の 敬 稱を以 

て 呼ばれた 統率者が 優勢であった 故に 臣連は 高貴な 姓 を 意味し、 縣主稻 置 等の 敬 稱は權 力の 少 
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ない 統率者に 多く 用 ゐられ た 故に 卑しい 姓 を 意味す るに 至った と 解す るので ある。 かくして 單 

たる 「名」 と 「敬 稱」 とが それん \ の團體 及び その 統率者の 地位 を 現 はす 特殊の 語に 進化した 

徑路 は、 氏 姓 制度 が 組織と して 完成して 行った 徑路と 平行 的に 說 明せられ るで あ ら う 。 

かう いふ 變遷が 實際行 はれて ゐた 時代に、 歸化 人が 「氏」 「姓」 の 如き 言葉 或は 概念 を 傳へ， 

さう して それが 現實 の圑體 にい かに 適用せられ るか を 示した。 そこで 本來は 支那の 氏 姓と 異 つ 

たもので あつ， た 我 國の名 ゃ敬稱 が、 何時と もな くそれ に 結びつく に 至った と考 へられる。 

その 著しい 證據は 言葉で あ る。 「うぢ」 と い ふ 言葉 は 「氏」 と い ふ 漢字の 朝鮮 昔に 接頭語 「う レ 

を 加へ たものと 云 はれて ゐる。 また 「かばね」 とい ふ 言葉 は、 新羅に 於て kyalr-i  (族の 義) の 

昔 を 現 はすた めに 用 ゐられ た 「骨」 とい ふ 字 を- その ま、 日本語で かばね と讀ん だものと 云 は 

うぢ  かばね 

れてゐ る。 (官 崎せ」 一一 一郎 氏 說)。 然 らば 「氏」 「姓」 は 共に 朝鮮 傳來の 言葉で ある。 がか、 る こと 

おみ  むら じ 

は單に 「氏 姓」 の 二 語に 留まらない。 「臣」 は大、 貴 等 を 意味す る韓語 「…一 より 出で、 「連」 の 

連 字 は  <>im  (主長) を 現 はすた めに 用 ゐられ たもの を その ま \ 借用した。 否、 これらの 一一 一一 口 葉 

のみに 留まらない。 姓 制度 そのもの も韓國 よりの 輸入で ある。 (中 田 蒸氏說 y 


もとより これらの 說に對 して は、 同じく 言語の 研究に よって 反 對說も 提出せ ら れてゐ る。 

かぶ 

「かばね」 kabano はなる ほど 骨で ある。 然し この 言葉 は 「株」 kpbu などと 同じく 「根本」 を 

意味す る ものであって、 「かみ」 kami と 語源 を 同じう して ゐる。 ^なる 「かばね」 が 姓なる 

「かばね」 に轉 化する の は、 幹宽を 意味す る 「から」 k ヨ.； ド が 宗 族 を 意 味す る 「うから」 ££1 に， - 

に轉 化する の 類に 過ぎない。 國 語に 於て は 通有の ことで ある。 また 「おみ」 が韓語 ^-ョ と關係 

の ある こと も 疑がない。 しかし 語源と して 見れば 6m は卽ち 日本語の ma である。 同一. 系統 

に屬 する 言語が 語源 を 等しう する の は 不思議で ない。 た ^ が 韓國に 於て 開展 して 種々 の韓 

語と なり、 ma が 曰 本に 於て 開展 して 種々 の 日本語と なって ゐる 以上、 さ S と onii との 相違 

は韓 語と 日本語と が 各々 獨 立した 言 語と なって 相違して ゐ るのに 等しい。 旣に 古い 時代に ョ n 

が ma- と 別れ、 その ma からして omi が 生じた。 Oiu を 直ちに omi と關聯 させる の は正當 

でない。 (白鳥 庫吉 氏說) 

が 語源 は いづれ であるに しても、 「うぢ」 や 「かばね」 はもと 團體の 「名」 であって 「氏 姓」 

ではなかった。 その 「名」 が， i 統 的な 意義 を 獲 i して 「氏 姓」 となった の は.？^ 人渡來 後の 事件 
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である。 當 時の 社 會に はこの 變遷を 生むべき 實 際の 事情が あった。 そこ へ 漢人が 姓氏と いふ 如 

き 言葉と 概念と を 傅へ た。 實際 に 起 りら、 あつ た變化 はこの 一 百 葉と 思想と によって 明瞭な 形 を 

得た。 しかし 氏 も 姓 も 最初 は 著しい 區 別の ある もので ない。 共に 血統 を 示す 名で ある。 た 姓 

は 天， M より^ は る と い ふ や うな 意味 で 氏より も 多く 公式 の 意味 を 持 つ た。 この 點が 在來 の敬稱 

と 結びつき、 敬稱の 差別 的 意」 故が 生ずる に從 つて >  血統よりも むしろ 家格 を 示す 語に 轉 ずる。 

かくして 姓 は 漢字 「姓」 の 意義から 離れて 純粹に 爵位の 如き ものに 變 化して 行った ので ある。 

この 變化 は； S 化 人が 「姓」 の 概念 を傳 へた 後に 起った。 各 氏族 間の^ 級 的 組織 も， 血族 國 家の 

思想 も、 その 根抵 として は 血統 的團 結の 意識が 必要で ある。 さう して その 意識の 發達 或は 具體 

化に カ强ぃ 助力 を 致した もの は、 「氏」 「姓」 とい ふ 如き 言葉と 概念 を傳 ベた M. 化 人でなくて は 

ならぬ。  • 

以上の 觀察を 要約 すれば、 「かばね」 制度が 韓國 よりの 輸入で あると 斷肯 する こと は 出来な 

いが、 とにかく 氏姓制度 や 血族 國 家の 思想が、 その 發 達の 初期に 於て 著しく il 化 人の 刺戟 を受 

けた こと は 疑へ ない。 祌代史 に 現 はれて ゐる故 を 以て これらの ものが 非常に 古いと 考へ るの は 


間違 ひで ある。 

四 字 の 習 得 

日本人 が 漢字 に 接した の は 古く 彌生 式 文化の 時代の 事 で ある 。模造 鏡 が そ の事實 を 明か に 示 

して ゐる。 西紀 三 世紀に 日本人が 漢字 を 使用して ゐ たこと も、 魏 志の 記錄 によって 推 側せられ 

る。 然し 漢字 を 日本化し たの は、 朝鮮との 交涉 以後の 事に 屬 する らしい。 文字に 對 する この や 

う た 態度の 變化 は、 知力に 對す る 態度 の 變化を 示 咬す る。 然る に 丁度 その 問題に 答へ るかの 如 

くに、 全國 統一 の 事業 を 背景と する らしい 諸傳說 に は、 「知力の 尊重」 が 著しく 現 はれて なる。 

日本 武 尊の 武 fe- 譚は、 「女装」 と 云 ひ 「木 P のす り換 へ」 と 云 ひ 「草 難ぎ」 と 云 ひ、 すべて 狡 

智と 機智の 物語で ある。 英雄 武內 宿禰は 恰も 天の 安の 河原に 於け る 思 金の 神の 如く， 或は ト 

ャに 於け る ォデュ セ ウスの 如く、 武力の 英雄で あるよりも むしろ 知力の 英雄で あるら しい。 こ 

の 種の 知力の 尊重 は、 これらの 傳說が 形造られつ、 ある 時代に、 いかに 智慧が 珍ら しくまた 驚 
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異 すべき もので あつたか を 示して ゐる。 奸計 も、 詐欺 も * 優秀な 知力 を 現 はす 意味に 於て は、 

讚美すべき ものであった。 虚偽 を 卑屈と して 斥ける やうな 心 持 は、 旺盛な 知力 讚美の 心 持に 覆 

ひ隱 されて ゐ たので ある。 ところで これらの 諸傳說 は、 その 强 度の 說話 化から 推測す ると * 統 

一 の 事業 や 三韓 出征の 事件から かなり 年月， を經た 後の 時代に 形成され たに 相違ない。 卽 ち秦漢 

人 渡来 後の ことと 考 へられる ので ある。 從 つて 漢字 渡来に 關 する 傳說に は、 幾分 かの E; 實が含 

まれて ゐ るで あらう。 

「漢字」 の 習得 は、 第一 に 「話される 言葉」 から 「書かれた 言葉」 へ の 推移 を 意味す る。 第 

二に それ は單 なる 書 の發 明で はなく して 旣に 千年の 文化 背景 を 持 つ 象形文字 の 飜譯 で あ る。 

寫昔 文字 を 輸入 して 固有の 言語 を寫す のみなら ば、 その 影響 はま だ輕 い 。 が 旣 に 複雜な 內容 を 

持 つ た 象形文字 を 或 日本語 にあて はめる とい ふこと は 同時に その 日本語に これまでなかった- 

容 を 陚與す ると い ふ こ と である。 そ の 影響 は 思想 內容 に 深く 立 入 ら ざ る を 得ない。 

第一 の 場合に 就て は、 日本人が 實用的 nn 的の ために 漢字 漢文 を用ゐ たとい ふこと と、 漢字 を 

日本語の 表現に 用ゐ たとい ふこと とを嚴 密に區 別し なくて はならぬ。 前者 は 旣に三 世紀に 行 は 


れてゐ たこと であり、 日本人への 影響 も 少ない。 重大な 意味 を 持つ の は 後者で ある。 「昔」 に 

よって 現 はされ る 言葉が 「字」 によって 現 はされ る 言葉と なること である。 不斷に 流動す る 生 

命と 相應 じて 自由に 環境に 適應し 得る 言葉が、 話される 「人」 から 離れて、 一 つの 不思議な 獨 

立した も のになる。 響に よ つ て活 きた 言葉が 沈默し 凝固し つ 、 しかも 或 働き を 有する 別種の 存 

在に 變 ずるので ある。 最初 は 恐らく 國名 地名 人名の 如きが 主として 書かれた ので あらう が、 こ 

れらの 名 も、 書かれる ことによって 固定の 趣を强 めた に 相違ない。 氏 姓の 固定の 如き は それに 

關 係が あるで あらう。 國 名が 何ら か直觀 的の 意味 を 持つ 「言葉」 であった に 拘らず * 漢字の あ 

て 字に よって 固定され るに 從ひ， 純粹に 不動の 「名」 となり 切った 如き も、 こ、 に 原 を 持つ 

て ゐ る で あ ら う。 更に 時代 が 進んで 或 傳說ゃ 或 歌謠が 書き つけられる ことになると. そこに は 

話される  一一 葉 によって 傳 へられた もの を 永續 的な 不變の 形に 結晶 させよ うとす る 要求 が 見ら れ 

る。 不斷に 流動す る 直觀の 世界の 上に 一 つの 變ら ざる r 考へ 出された 世界」 を 築かう とする 企 

てが 起った ので ある。 だから 我國の 上代に 於て は 文字 使用の 發 達と 傳 說の發 達と は 平行して 進 

んでゐ るの である。 
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が 第二の 意味の 文字の 刺戟 は 結果に 於て 更に 重大で ある。 「やま」 とい ふ 言葉 を 「邪 馬」 と寫 

さずに 「山」 と 書き、 「か は」 とい ふ 言葉 を 「珂 波」 と寫 さずに 「河」 と 書く 爲に は、 旣に視 

覺 形象と して の 漢字と 日本語と の 結合がなくて はならぬ。 この 事 は 世界に 稀れ な 漢字 の 性質に 

基く もので あり， 從っ てこの 結合 も 世界に 稀れ な 文化 現象で ある。 山と いふ 文字 そのもの はサ 

ンと いふ 言葉 もャ マと いふ 言葉 も. 或は mount とい ふ 一一 一一 n 葉 を も、 自. m に 現 はし 得る 視覺 形象 

なのであって、 漢語に 固着した もので はない。 漢字の この 性質 を 鋭敏に 捕へ、 それ を自國 語の 

表現に 用ゐ 始めた のが 日本人な ので ある。 か、 る こと は 他の いかなる 國 にも 起らなかった。 然 

しそれ も 直観的な 物象に 限られる 問 は 大した ことで はない.。 更に 進んで 抽象的な 首 葉 を 飜譯す 

る ことになると- 日本語の 直観的 傾向の 多い 點と澳 字に 表現され た 漢語の 抽象的に 優れた 點と 

が、 不：； 應 なしに 交叉し なくて はならぬ。 例へば 「かみ」 とい ふ 言葉で ある。 それが 「上」 r 髮」 

「狼」 などに よって 現 はされ る 場合に は、 問題 はない。 が 同じ 語で ありながら も 「かみ」 なる 

言葉に は 驚歎 畏敬の 念 を 現 はす 敬稱 としての 意味 內容が ある。 それに あてはめる ために 「神」 

とい ふ 文字が 用 ゐられ る。 そこで 問题 が複雜 になる ので ある。 「祌」 とい ふ 文字に よって 現 は 


された 漢語 は 確かに 「かみ」 なる： W 葉と 交叉す る點を 持つ。 しかし 「かみ」 が 「上」 や r 髮」 

の 方へ 連絡す るに 反して， 「神」 は 超人的な 力 や もの の 方へ 連 終す る。 敬稱 である 「かみ」 に 

は本來 「超人的な もの」 を 意味す る 傾向 はない が、 旣に 漢語の 「神」 と 結びつき、 さう して 上 

代 信仰の 對象 たる 畏敬すべき 神聖な ものの 敬稱 として 常用 せられる 以上 は、 そこに 漢語 「神」 

の 有する 超人的な 意味が 自然に 滲透して 行かずに はゐ ない。 かくして 「かみ」 は 眞實に 「祌」 

となる。 しかし 直觀 的な 日本人が 漢人の 意味す る ま、 の 「神」 に 落ちつく：^ はない。 そこで 

「神」 は 漢人の 意味す るよりも 遙 かに 具象的な 「人間 神」 に變 化する。 こ \ に 於て か 祌代史 の 

語る 如き 「神」 の 概念が 可能に なって 來 るので ある。 

同じ 例 は 「あま」 「あめ」 を 「天」 によって 現 はした ことに も 認められる。 「あま」 とい ふ 言 

あま  あま 

葉に 廣大 或は 高大の 原義が ある こと は、 それが 「海」 であると 同時に 「天」 である ことによ つ 

あめ ひ ぽこ 

て 明かで あるが * それと 關聯 して 尊崇 或は 歎美の 意味 を 含んで ゐる こと も 「天の 日检」 とい ふ 

如き 人名の 例に 於て 明かで ある。 ところで この 言葉が 漢語 「天」 に 結びついた となると * そこ 

には單 なる 蒼 空 或は 歎美の 意義 以上に、 宇宙 萬 物 を 支配す る 力と いふ 如き 抽象的な 意義が 加 は 
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つてく る。 それが 日本人の 直觀 的な 心に 生かされ ると、 高天原と いふ 如き 超 人間的な 世界の 空 

想に 變 じて 行く ので ある。 美稱 として 人名 地名に 附 加せられ た 「あま」 が 今や 超人的 意義の 指 

あ SO.A ぐ やま  、やま  あめ わか ひ こ 

檫 となる。 天 香 山と は 天上の 國 土に 存 する 香 山で あり 天の 若 日子と は 天上の 國 土に 生れた 超人 

若 日子で ある。 

なほ また 「あて 字」 の 使用に よって 在来の 言葉が 全然 新しい 內容を 得る こと も ある。 「やく」 

とい ふ 言葉に r 燒」 を あて、 「つ」 とい ふ： 一一 一 r 葉に 「津」 を あてる の は、 單 なる 漢字の 日本語 化 

であるが、 「や きづ」 とい ふ 地名に r 燒津」 を あてる に 至って は、 純然たる 借 字に 過ぎたい。 し 

かも この 「や きづ」 は 「燒 津」 と 書かれた が 故に、 日本 武尊 東征の 物語に 現 はれた 如き 地名 傳 

說を 生み出し たので ある。 「あづま」 を 「吾^^|0 とかき. 「あづま はや」 の 傳說に 結びつけ たの 

も， また 同じ 例で あらう。 三輪 山傳說 もさう 見て よい。 これら は、 象形文字 がその 固有の 性質 

によって、 日本語の 意味 を變 へたの みならず. また 日本人の 空想 を も 刺戟した とい ふことの 有 

力な 例證 である。 

かくの 如き 例 は！ ；三. に 留まらたい。 が 自分 はこの 種の 漢字の 刺戟に よっての み 日本の 神話 や 


傳說が 生れた と 云 ひ 切る ので はない。 そんな 見方 は 誇張で ある。 神話 や 傳說の 開 展には 想像力 

の 活動に 於け る それ 自身の 動機が あるで あらう。 こ、 に 明かに したいの は、 漢字の 輸入と 消化 

とがい かに 日本人の 知力 的 發達を 助けた か、 從 つて それが いかに 神話 や 傳說の 関展を 容易に し 

たか、 とい ふ點 のみで ある。 

が もし この種の 漢字の 使用が た 歸化 人の 社會に 於ての み 行 はれた としたら どうで あらう。 

漢字の 學 習の 內に 日本 文化と 漢文 化との 混融を 認める 企て は根抵 から 覆へ され はしない か。 

そこで 一 應 上代 記錄の 成立 を. 撿査 して 見なくて はならぬ。 

五 上代 日本 文の 成立 過程 

上代に 於け る韓 語と 日本語と が、 旣に^ 種の 國語 として 發 達して ゐ るに 拘ら ず、 なほ 同一 語 

系と して 多くの 類似 を 持って ゐ たこと は 疑ない。 書かれた 言葉と して 明確に 區 別の ある もの も 

話される 言葉と して は殆ん ど區训 のない 場合が ある。 「ひこ」 とい ふ 言葉 を百濟 記が 「ひく」 
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と寫 して ゐる とすれば、 實 際の 發 昔は兩 者の いづれ にも 聞き取られる 物で あつたに 相違ない C 

mill と nuira の 如き もまた さう いふ ものであった らう。 次に 日本語に 於け る發 昔の 變化 も考 

へなくて はならぬ。 「祝 ふ」 とい ふ 言葉 を 我々 は i\vo もしくは iwiiii と發 昔す る。 しかし それ 

が 「いは ふ」 とい ふ 假名の 示す 如く、  iluihii と發 昔せられ たこと は 明かで ある。 こ、 に 於て 

「はふり」 とい ふ 言葉に 「祝」 字の あて、 ある 所以 も 明かになる。 が 更に 一歩 を 進めて ハ行の 

昔が パ行に 響いた となると、 發  ー-?|= の 上で は 上代 曰 本 語 はかなり 我々 の 言葉と 異 つてく る。 がそ 

れ だけ 韓 語に 近かった とも 推測 せられて ゐる。 (白鳥、 全渾、 宫崎 諸氏の-説)。 もし さう であるなら 

ば、 上代の 歸化 韓人 は 比-お 的 容易に 日本語 を 習得す る ことが 出來 たで あらう。 

允恭 天皇 崩御の 時に H? 使と して 大和に 來た 新羅 人が、 歸途琴 引 坂に 到って、 「うねめ はや、 み 

5 ね 6 

みは や」 と 云った と 云 ふ 話が ある。 それ を 聞いた！ B の 飼 部が 新羅 人采 女に 通じたり として 大泊 

みやこ 

瀬の 皇子に 訴へ、 皇子が 新羅 人 を 捕へ て 推 問して 見る と、 采女を 犯した ので はなく、 都の ほと 

りの 「耳 成 山 畝 傍 山」 に對 して 別れ を惜ん だの だと 解った とい ふので ある。 この 話が その ま X 

歷 史的 事實 であるか 否か は 別問題と して、 とにかく この種の 話の種になる 「言葉の 訛り」 とい 


ふこと は、 事實 として 存 したで あらう。 從っ てまた 外來 人が、 日本に 來れば 日本の 言葉 を 使 ひ 

たがった とい ふこと も、 察する に 難くない。 同 樣に韓 土に あって 韓人と 密接な 關係を 持った 日 

本人が、 (特に 韓人との 間の 混血 兒 が)、 自由に 兩國語 を 使 ひ 得た こと は當然 である。 さう いふ 

言語 上の 自由 を 推定し なければ 韓 土との 外交 關係は 理解し 難い。 さう して こ の 事 實は歸 化 韓人 

の 言葉が 容易に 日本化し 得た ことの 證據 ともなる ので ある。 

が 秦漢の 歸化人 はどうであった か。 數 世紀の 後に は • 彼らの 內の 代表者の みならず、 歸化人 

村落の 住民の 悉くまで が、 全然 日本語 を 話す 民と 化して ゐる。 彼らが その 村落 生活に 於て 固有 

の 言語 を 保存しょう とせず、 自然に 日本人の 言語 に適應 して 行った こと は 疑がない。 しかし 歸 

化當 時には 彼ら はどうい ふ 言葉 を 持って ゐ たか。 百濟の 治下に 費した 一 世紀の 年月 は 彼らの 言 

語 を百濟 化して ゐた であらう か。 或はな ほ 漢人と しての 言語 を 保存して ゐた であらう か。 韓語 

は 日本語と 同じく 「てにをは」 によって 連結され、 動詞の 語尾が 變 化し、 格に よる 言葉の 位置 

も單 純で あるが， 漢語に 於て は 「てにをは」 がな く、 動詞が 變 化せず、 た £ーーー 口 葉の 位置の 變化 

と發 昔の 抑揚との みに よって 意味の 變 化が 現 はされ る。 もし 漢語から 一 躍して 日本語に 轉 ずる 
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とすれば， その 變化 はかなり 難 かしい が、 旣 に百濟 化して ゐた とすれば、 その 變化 はさ ほど 困 

難で ない。 

これが いづれ であつ たかは 今日 決定し 雑い 問题 である。 百濟に 於け る 一世紀が 彼らの 言語 に 

影響し なかった と は 信じられない。 がまた 彼らが 母國 一語 を 悉く 忘れ 切った とも 信じられない。 

で その 中 問 を 取って 彼らが 二 つの 國語を 使用し 得た と 想像す る。 こ の 想像が 許されるならば、 

彼らが 日本に 來て 努めた こと は、 韓語を 日本語に 置き 換へ る ことで ある。 それ は 一 代 目に は 幾 

何 かの 努力 を 要した かも 知れない が、 二 代 目 以後 はさ ほどの 困難 もな く 成就した であらう。 さ 

うして それが 完全 に 行 はれる に從 つて. 母國 語た る 漢語 は 自然に その 勢力 を 失 つたで あらう。 

右の 如く 彼らが 歸化當 時 語 を 知って ゐ たと 假定 しても， 少數 者の 他 は 必ずしも 漢文 字に 通 

じて ゐ たと は考 へられない。 日本に 於け る漢學 の敎師 として、 百 濟人王 仁 及び 阿直岐が 傳 へら 

れてゐ るの は 這般の 消.：：.) を 語り はしない か。 百濟に 於ても 帶方 以来の 漢人 は 多く 住んだ。 しか 

し 彼らの すべてが 學問を 持って ゐる わけではなかった。 彼らの 間 に 新しく 學問を 起す ために は 

新しく^ 本土から 敎師を 連れてく る 必要が あった。 がそ こで 最もよ き 生徒と なる もの は 帶方以 


來の歸 化 人でなくて はならぬ。 王 仁、 阿直岐 等 はさう いふ 人々 であった かも 知れない。 同様に 

日本に 於ても、 王 仁、 阿直岐の 如き 敎師に 學んだ 生徒の 內に は、 多数の 歸化 人が あり、 また こ 

の 歸化 人が 最も よき 生徒で あつたと 想像され る。 これ は 政治 上 の 事務 を 整理す る 書記官と し て 

多くの 歸化 人が 使用せられ たのに 見ても 根據 のない 想像で はない。 が これらの 歸化 人と 雖> 

字 漢文 は學 問と して 日本の 統治者 のために 學ん だのであって、 彼ら 自身 の 日用の 必要に よるの 

で はなかった。 これ は 注目すべき ことで ある。 何故なら 歸化 人が 漢字 漢文 を學 ぶの も 日本人が 

そ れを學 ぶの も 根本に 於て は變 りがない からで ある。 

もし 歸化 人が 漢語の 記憶 を 持って ゐた とすれば、 漢字 漢文 の 學習は 日本人よりも 容易で あつ 

たで あらう。 しかし 彼らが 文字 を 以て 日本人の 役に立つ ために は、 何よりも 先づ 日本語に 通ず 

る ことが^ 要で ある。 その 意味で 彼ら はま づ日 本人と して 立たねば ならなかった。 かく 見れば 

歸化 人の 漢文 學習 も. 日用の 言語から 離れた 「學 問と しての 學習」 であり、 從 つて 「日本人と 

しての 學習」 である。 たと ひ 文字の 使用が 歸化 人の 間にの み 限られて ゐ たと 假定 しても、 それ 

はもう 日本 文化と 無關 係で はない。 
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古 い 文書 か ら 推測し 得る 限 り では. 初期の 文字 使用 は單に 漢語 を 書き 記す ためで はなく 日本 

語 を 表現す るた めであった。 倭 王武の 上表 文の 如き 堂々 たる 漢文 も殘 つて はゐ るが、 あれ は 支 

那 人に 當 てた ものであって 日本人の 用 に^した もので はない。 國. s: に 於て はや はり 「日本語の 

音譯」 と 「漢字の 日本化」 とが 主要な 問題であった。 それに 努めた ものが 主として 歸化 人で あ 

つたと しても、 仕事 そのもの は 「日本人と しての 让事」 である。 殊に 漢字の 日本語 化 は、 この 

後 千 五 百年の 日本 文化と 深い 關係を 持つ ところの、 「特に 日本的な」 仕事で ある。 

この 化 事が いかにして なされ たかを 檢 する ために、 まづ 古事記 を觀 察して 起點を 定め、 そこ 

から 溯つ て 源 を 探つ て 見よう。 

古事記 は， 太の 安 萬 侶の 序文が 信ずべき ものである ならば、 和 銅 五 年 (712) に 5^ 錄 せられた。 

秦 漢人の 移住の 時代から は 三 世紀 以上の 年月 を距 て、 ゐる。 廣 との 直接 交通が 始まって から も 

旣に  一^紀 を經 過した。 漢語 漢文の 學 習が 官吏の 必須 條件 として、 大 學國學 によって 廣 めら れ 

てから も. 旣に 相當の 年月 を閲 した。 だから 古事記 製作の 時代に 於て は • 初期の 漢字 使用 は旣 


に 前代の 遺風と して 「幾分 解し 難い もの」 に 化して ゐ たので ある。 天武 天皇が 「諸家の 裔らせ 

る帝紀 及び 本辭」 の 虚偽 多き を 愛へ、 「帝紀 を撰錄 し舊辭 を討穀 して、 僞を 削り 實を 定めむ」 

こと を 企て 給うた 時に、 先づ 取り か、 ら ねばならない 仕事 は、 「帝皇 の日繼 及び 先代の 舊辭」 

とい ふ 如き 古書 を- 「誦み 習 ふ 一 ことであった。 さう して この 仕事の ために は- 「目に 度れば 口 

しる 

に誦 み、 耳に 拂れば 心に 勒す」 とい ふ 如き 特に 聰明な 人 (稗 田の 阿禮) が 必要であった。 然ら 

ば こ の 古書 はこ の 時代の 人に さへ も かなり 讀み 難い もので あつたと 認められなくて はならぬ。 

太の 安 萬 侶の 仕事 は、 阿禮の 誦習した 右の 如き 古 窨を當 時の 時 風に 書き改める ことに 他なら な 

かった。 彼 自らの 言に よれば、 

すで 

「上古の 時、 言 意 並に 朴 にして、 文 を 敷き 句 を 構 ふること、 字に 於て 卽ち 難し。 已に訓 に 

こと ぱ こころ 

よって 述べた る もの は、 詞 心に 逮 ばず。 全く 音 を 以て 連ねた る もの は、 事 趣 更に 長し。 是 

を 以て 今 或は 一 句の 中、 昔訓を 交へ 用 ひ、 或は 一 事の 內 全く 訓を 以て 錄す。 卽 ち辭理 見え 

がた  くさ か 

巨き は 注 を 以て 明す。 意況 解り 易き は 更に 注せず。 また 姓の 日 下に 1^ 沙珂と 云 ひ， 名の 帶 

の 字に 多羅 斯と いふ、 かくの 如きの 類 は 本に 隨て 改めず。」 
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明かに 安 萬 侶 は、 漢字の 古い 使用法 を 新しい 使用法に 變 へたと いふ だけであって、 「僞を 削り 

實を 定める」 とい ふ 如き 大事 業の 苦心 を 語って ゐ るので はない。 彼が 僅々 四 ヶ月 を 以て 古事記 

の 製作と 淨 書と を 仕上げた ことから も、 彼の 仕事が 輩に 文字の 改作に 過ぎなかった こと は 察せ 

られ るで あらう。 

古事記の 文章 は 「假名 まじり 漢文」 である。 日本語に あてはまる 漢字が 見出せない 時には 萬 

葉 假名で 書き、 漢字が 頭に 浮べば、 それ を 日本語 訓み にして 使 ふ。 この やり方が 奈 朝 時代の 

普通 文 であった こ と は 正倉院 文書 によって 明かに せられて ゐる。 古事記 もまた 當時 の 普通 文に 

はしら みこと 

よって 書かれた。 「二 柱の 尊」 とい ふ 如き 言葉 も、 當 時の 往復 文書に は 明かに 「御兩 人様」 の 

意味で 使って あって、 古 傳說に 限られた もので はない。 が この こと は、 古い 書の 言葉が 奈良朝 

の 一 W 葉と 大差なかった こと を 示す のみであって、 古事記が 「言葉」 をまで 新しく 變 へたと いふ 

證據に はならない。 だから 古事記 製作の 主な 理由 は， 讀 みにくい 古書の 文字 を讀み 易い 普通 文 

の 文字に 書き改め ると いふ ことに 靈 きて ゐ るので ある。 

では 安 萬 侶の 取扱った 舊辭の 類 はどうい ふ 書き方の もので あつたか。 昔、 訓 ともに 用 ゐられ 


てゐ たと ころから 見る と、 漢字と 假名の 混合であった こと は 疑ない。 「已 に訓 によって 述べた 

る もの は >  詞 心に 逮 ばず」 とい ふ 「巳に」 の 一句から 判ず ると， 訓 によって 述べる こと は 後代 

の 流行であって >  古い 書に は 比 絞 的 珍ら しい ことであった らしい。 「全く 昔 を 以て 連ねた る も 

の は 事 趣 更に 長し」 とい ふ 批評 は- 假名の み を 以て 書かれた 部分が 多かった こと を 暗 一： 小して ゐ 

る。 で 安 萬 侶の 仕事の 主要部が 「音訓 を 交へ 用 ひ」 或は 「全く，" を 以て 錄す」 とい ふ 二 事に 盡 

きるならば- 舊辭の 類 は 古事記よりも 遙 かに 假名の 多い、 從 つて 音と 訓 との IeM 別の つきに くい 

もので あつたと 見られねば ならぬ。 

古事記よりも 半 f 紀 近く は 古から うと 思 はれる 文書に、 「上 宮聖德 法王 帝說」 が ある。 これ 

は. 侶の 書いた もので、 地の文 は大體 漢文で あるが、 中に 記された 固有名詞 は 音と^と を 統一 

あな 

なく 用 ゐてゐ る。 例へば 「蘇 我 伊那 米 宿禰」 とも 書き r 宗我稻 目 足 尼」 とも 書く。 一方に 「穴 

* あ ベ C はし ひと さ とみ たちばなつ とよ ひ  とよ 

德部 人」 「佐 富」 「橘 豐 日」 とい ふ 様な 訓で 記した 名が あるかと 思 ふと， 他方に は、 「止 余 

美 氣加志 支 夜 比賣」 「阿 米 久爾於 志 波 留支廣 庭」 とい ふ 様に 主として 音で 記した もの も. ある。 

これら は 右に 云った 舊辭の 性質に 幾分 適合す る ものと 認めて い 、であらう。 なほこ の 書に は 推 
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古 時代の 佛 像の 銘ゃ繍 帳の 文 も集錄 せられて ゐ るが、 それ は 現存の 遺品が 證明 する 通り、 間違 

ひなく 推 古 時代の 文章であって、 古事記 以前の 文體を 知る ための 貴重な 材料で ある。 天 壽國曼 

陀 『雜 の 文に 曰く、 

斯歸斯 麻宮治 n 天下一 天 皇、 名 阿 米 久爾意 斯波留 支 比 里爾波 乃彌己 等、 娶 ニ巷奇 大臣 名 伊奈 米 

すくね  きたし  >め0 みこと  たち はなと よ ひ Q みこと  とよみ ー1 か 

足；！^ 女、 名 吉多斯 比彌乃 彌已等 ー爲， 一大 后； 生， 一名 多 至 波 奈等已 比 乃彌已 等、 妹 名 等 已彌居 加 

しきい ひめ C みこと 

斯支移 比 彌乃彌 己 等？  . 

これらの 假名 は 前に 舉 げた 假名と 比較しても 著しく 違って ゐる。 卽ち音 を 現 はす 字が 一 定 して 

ゐ なか つたこと を 示す ので ある。 1 例 を あげて 並べ て 見る と、 

等 已彌居 加斯支 移比彌 

止 余 美 氣加志 支 夜比賣 

である。 これが 古事記に 至って 訓を 交へ、 

とよみ け かしき やひ め 

畳 御氣炊 屋比賣 

に 進化し、 更に 書紀に 至って-  』 


璺御氣 炊屋姬 

となる。 同様に 他の 名 も、 

阿 米 久爾意 斯波留 支 比 里爾波 

阿 米 久爾於 志 波 留支廣 庭 

天 國押波 流 岐廣庭 

あめく におし. にらき ひろに は 

天國排 開廣庭 . 

とい ふ 風に 短縮す る。 がまた 一方で は、 

, 多 至 波 奈等已 比 乃 彌己等 

橘 璺日命 

の 如く 一  躍して 訓 のみと なる もの も あり-、 

吉多 斯比彌 

支 多 斯比賣  . 

岐多 斯比賣 
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きたし ひめ 

堅 獲 緩 

の 如く 書紀に 至って 渐く訓 を 利用す る もの も ある。 が 大體に 於て 推 古 時代— 法王 帝說— 古事記 

の變遒 は、 訓 讚の 利用、 卽ち 漢字の 日本語 化に 他なら ない ので ある。 

しかし 文章 はどうで あつたか。 天 毒 國繡帳 文の 一節 を 引いて 見る と、 

我 大王 所 レ吿、 世間 虚假、 唯佛 是眞、 玩， 一味 其 法； 謂、 我 大王 應， 生， 一 於 天？； t 國之 中； 而彼國 

之 形， 眼 所：， 叵， 看、 Igw 二圖 像； 欲， 觀， 1大 王 往生 之狀？ 

これ は 純然たる 漢文で ある。 もし 古記が すべて この種の 澳 文であるなら ば、 阿 禮ゃ安 萬 侶の 苦 

心 はいらない。 が 推 古 時代に は^ 文 以外に 變 態の 文章 も 存在した。 推 古 十五 年 作" 法隆 寺藥師 

三 尊の 光背 銘に 曰く、 

池 邊大宮 治，； 天下, 1K 皇， 大 御身 tc,^ 賜 時 、歳次 w 午年、 Rn,, 於 大王 天皇 與，； 太子 1 而 誓願 賜、 我 

大病 大平 欲， 坐、 故將二 造， 寺 薬師 像 作 仕 奉 1 詔、 然當時 崩赐、 造 不レ堪 者、 小 治 田大宮 治， 一天 

下 1 大王 天皇、 及 東宮 聖王、 大命 受 賜而、 歲次丁 卯年 仕 奉。 

この 文章 は、 明かに、 純 粹の漠 文で はない。 漢字の 間に 「てにをは」 を 補 ひ、 訓を 以て 讀む他 


お ほみ みや  C  お- *- みこと 

に 讀み方 はない。 r 大 御身 勞み賜 ふ 時」 である。 「薬師 像 を 作り 奉れと 詔る」 である。 「大命 受 

け 賜 はりて」 である。 さう して これらの 「賜」 「奉」 「受 賜」 等の 漢語 は、 「たま ふ」 「たてまつ 

る」 「うけた ま はる」 等の 日本語に ー應 あてはま るに は 相違ない が、 しかし 右の 如き 敬語 的な 

用法に 於け る 意味と は 全然 緣 がない。 こ、 に 用 ゐられ てゐる 「うけた ま はる」 は 「拜 承」 の義 

であって r 受賜」 と 意味 を 異にし * 「たま ふ」 「たてまつる」 は單に 敬語であって 「賜」 「奉， 一 の 

字義に は 合 はない。 だから 右の 文章に は旣に 漢字の 日本語 化に 次いで その 轉 用まで も 行 はれて 

ゐ るので ある。 

この 文章 は 訓の發 達に 於て 古 察 記と 殆ど 同等の 程度に 達して ゐる。 「池 邊大宫 治 二 天 ドー 天皇」 

いけべ  みや  あ to したしら 

は、 古事記の 「坐 二 池 邊宮； 治 二 天下 1」 を 「池 邊の宮 に まし/ \ て 天が下 治す」 と 瞬む 如く、 

お ほみ や  しら すめら みこと  、ゝ  、 ， 

「池 邊の 大宮に 天が下 治す 天皇」 と讀 むべき もので あらう。 「崩り 賜 ふ」 r 勞み賜 ふ 時」 とい ふ 

やうな 場合に は、 古事記 は 多く 「天皇 崩 後」 「天皇 幸 行 之 時」 とい ふ 如く 「賜」 字 をせ い て 記 

いらつ め を さ たま  み うたお く 

して ゐ るが， しかし 時には 「八 田の 郞女を 治め 賜 はず」 「御 歌 遣り 賜 ふ」 と い ふ 如く 「賜」 字 

を 使用した 場合 も ある。 かく 描 古 時代の 文章が 古事記と 同じ 程度に 達して ゐ ると すれば、 安 萬 
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侶の 書きな ほした 舊辭 は- これらの 文章よりも 更に 古い 書き方の ものでなくて はならない。 安 

萬 侶の 古事記 序が 嘘と 認められない 限り • これ は 當然の 推 溯で ある。 然し また 一方で 固有名詞 

の 書き方が 渐次變 1  一して 行った こと を考 へる と、 推 古 時代 以後 文體に 於て 或 推移がなかった と 

は 信ぜられない。 だから 右に 擧 げた 藥師三 尊 光背 銘の 文章 は奈良 朝の 普通 文の 先驅 であって、 

この 流 風が 行 はれる と共に それ 以前の 文體 は. 漸次 魔 れて 行った と 認む ベ きで あらう。 安 萬 侶 は 

こ の 種の 普通 文に は 慣れて ゐ たが、 それ 以前の 古い 書き方に は惯 れてゐ なかった ので ある。 

古事記の 村 料と なった 帝 紀舊辭 の 類が 推 古 時代よりも 古い ものである とすれば， 推 古 時代の 

遗文 は當然 それよりも 新しい 書き方 を 示す： iTin である。 が 天 靡 國繍帳 の 文に 現れた 系譜の 書き方 

だけ は、 古事記の 系譜の 書き方よりも 更に 古めかしく、 古い 帝紀 の拔萃 ではない か を 思 はせ る 

ものである。 で 我々 はこの 點を 古事記 自身の 含んで ゐる 古い 痕跡と 比較して、 推 古 以前の 古い 

文章 を推测 して 見よう と 思 ふ。 

古事記に 於ても 歌謠は 全部 假名で ある。 それ は 奈良朝 初期の 歌謠が 假名で あると 同じく、 朗 

唱 せらるべき 貢 葉 を寫す 場合の 一 つの 惯 習であった らしい。 だから 安 萬 侶が 手 を 加へ たの は 主. 


として 地の文で あらう。 が 地の文に 於ても、 安 萬 侶が 書き改める ことに 困難 を 感じた 箇所 は、 

なかった と は 云 へない。 例へば 古事記の 發 端に， 

くらげな す ただよへ る 

久羅下 那洲多 陀用幣 琉之時 

5 まし あしかび ひ-一 ぢ 

宇 麻 志 阿斯. M 備比古 Si 神 

みな ひとりが みなりまして  あめ- 0 とこた ち つかみ  •  .  t  - . 

の 如き 書き方が、 「並 獨祌成 坐而」 「天 之 常 立 神」 の 如く^に よって 讀 ませる 文章の 間に はさま 

つて ゐる。 前者 は 安 萬 侶の 所謂 「意趣 更に 長き」 書き方であって、 當然 彼の 改造 を受 くべき 害 

の ものである。 それ を 彼が 書き改めなかった の は、 適當 な訓譯 字が 見つからなかった ためとし 

か 思へ ない。 さう して これらの 言葉の 書き方 は、 夭 溝國繡 帳の 系譜と 極めて 類似した もので あ 

ナ めら みこと お ほ 

る。 あの 系譜に 於て は 「ひめの みこと」 と 云 ふ 如き 一一 一一 C 葉が 假名で あるかと 思 ふと 「天 皇」 「大 

&1」 r 大 后」 など は旣に 漢語 を 利用して ゐる。 右に 舉 げた 古事記の 書き方が 「意趣 更に 長き」 

とき かみ 

もので ありながら 「時」 「神」 の 如き 漢語 を 利用して ゐ るのと 同様で ある 

かう い ふ 比較が もし 舊辭の 文體を 明かに し 得るならば、 古事記の あらゆる 部分 は その 村 料 を 

提供す る だら う。 例へば 右に 引いた 例の すぐ あとに、  . 
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於是 IK 神 諸 命以、 詔 …… 二 柱 神， 修理 固成 是多陀 用幣流 之國、 賜 夭 沼 矛而、 言 依 賜 也、 故 

1 一 柱 神 立 夭 浮 梳而、 指 下 其 沼 矛以畫 者、 鹽許袁 呂許袁 呂邇畫 鳴而、 引 上 時、 自其矛 末垂落 

之鹽 累積 成嶋、 是淤能 呂嶋。 

と ある。 大體に 於て 藥師三 尊銘と 同じき 文體 であるが、 しかし 一方に 「修理 固成」 「累積」 とい 

ふ 如き 漢語 を 用 ひ、 他方に 「多 陀用幣 流 之國」 r 盥許袁 呂許袁 呂邇畫 鳴而」 と い ふ 如き 假名 書 

きの 简所を 保存す る こと は、 たと ひそれ が當 時の 普通 文に 通有の ことで あっても、 なほ 我々 に 

對 して 古い 痕跡 を i: 小さずに はゐ ない。 普通 文に 於て 假名 を 交へ るの は 適當な 漢字が 思 ひ 出せな 

いからで ある。 今 安 萬 侶 は 舊辭を 書きな ほして ゐる。 文字に 移されて ゐ ない 曾 葉 を 初めて 文字 

に 移さう とする ので はなく、 旣にー つの 文字に 移された 言葉 を 他の 文字に 移さう とする だけで 

ある。 從 つて 適 當な澳 字 を 思 ひ 出さない 場合に 彼のな すべき こと は、 旣に 舊辭に 書かれた 假名 

を その ま、 寫し 取る ことで ある。 然ら ば 古事記 の 假名が きの 部分 は舊辭 の 文體の 痕跡でなくて 

はならない。 こ 、に 於て、 

しほ  な 

感こ をろ こ をろ に畫き して 引き 上ぐ る 時 


とい ふ 一 化 は、 舊辭の 文體の 一 つの 標本と 認められ るので ある。 ところで この 1 句が 描寫 する 

ところ は、 澱粉 を賓 固める 時の 光景の 如き を 海水に あてはめた 空想で ある。 「こ をろ」 は 凝固 

の 意で あらう。 「しほ」 は 潮であって 鹽 ではない。 「かきな す」 は授き 成す であって 畫鳴 ではな 

い。 鹽ゃ畫 鳴の 漢字 は、 旣に 日本語 化せられた ものが 更に 新しく 轉 用せられ たので ある。 さう 

して 安 萬 侶の 所謂 「詞 心に 逮 ばざる」 の 現象 を呈 したので ある。  . 

以上に よって、 古事記の 材料と なった 奮 辭が推 古 時代の 文章よりも 古く、 また  一^ 漢文から 

遠ざかった ものであった こと は 明かで ある。 がまた 漢字の 日本語 化が、 旣に 著しく 成功して ゐ 

たこと も 明かで ある。 もし 舊辭の 編纂が 繼體欽 明朝に 行 はれた とすれば、 その 頃に は旣に 主要 

かみ あめ すめら みこと あめがした みや ら 

な 漢字 は 日本語 を 表現す る 文字と なって ゐた であらう。 例へば 祌、 天、 天皇、 天下、 宮、 卜、 

內、 ！t、 名の 如きで ある。 しかし この種の 漢字の 日本語 化 は、 舊記編 暴の 時代に は 旣に或 程度 

まで 出來 上って ゐ たのであって、 それが 實際 化成せ られつ、 あった 時代 は、 それ 以前の  一 紀 

間でなくて はならない。 卽ち應 神仁德 朝の 顷 より 雄 略仁贤 朝の 頃に 至る までの  一 f 紀で ある。 

さう して この 時代 はまた 歸化 人が 日本化して 行く についての 最も 意義深い 時代な ので ある。 
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文字の 使用が 最初 政治 上 或は 經濟 上の 實用 のた めであった とすれば， 諸國の 書記官に よって 

書かれた 文字 は、 主として 地名 人名 等 を 現 はす ものであった らう。 その 際まづ 音譯、 卽ち 漢字 

の寫音 文字と しての 使用が 試みられ * それ を輕便 化する ために、 絕 えず 繰り返さる- - 部分の 訓 

譯が行 はれ 始める とい ふこと は、 極めて 自然の 徑路 である。 天 扉 國繍帳 文の 系譜が 示す 如く， 

固有の 名の 訓譯は 比較的 發 達して ゐな いが、 その 下に 附 せらる、 共通の 敬語 は • 天皇、 大臣な 

どの 如く 旣に 意譯 によつ て 現 はされ てゐ る。 同じ やうに、 「國」 「山」 「川」 「池」 などの 如き 固 

有の 名に 附 せられる 文字 は、 S 々繰り返される ものである だけに、 早くより 音 譯の假 字に 代つ 

て 用ゐら れた であ らう。 さう い ふ點 に なると 漢字 は 象形文字 の 性質に よつ て 人 を 自分の 方 へ 引 

きつける ので ある。 旣に或 字 の 原義 を 知つ てゐる 人に 取って は、 たと ひそれ をた 三 昔の ために 

借 字と して 使用して わる 場合に も、 なほ その 原義の 力に 對 して 無關心 である ことが 出来ない。 

例へば 「池」 の 字 を 「いけ」 として 頭に 入れた 人 は、 「多 池 波奈」 と は 使 ひにくい。 卽ち 池の 

字が 象形文字の 性質に よって 寫音 文字 たる こと を 拒む ので ある。 かくして 漢字の 理解の 廣 まる 

につれ 自ら 漢字の 日本語 化が 起らずに は ゐられ ない。 然 らば 舊記 編纂までに 出來 上つ てゐ た漢. 


字の 日本語 化 は、 日本人の 漢字 理解の 問題に 歸着 すると も 見られる であらう。 

そこで 振 返って 出發 點へ歸 る。 そこで は歸化 人が 日本へ 來 てから 漢字 を 學んだ ことに 注意 し 

た。 また 彼らの 學^ が 日本人と しての 學 習であった ことに も 注意した。 彼ら は 漢語の 記憶 を 保 

存 して ゐ たか も 知れない が、 しかし 日本語に も 通じて ゐ たに 相違ない。 さう いふ 人た ちが 漢字 

を學 ベば， こ の 漢字 は 彼らの 記憶す る 漢語と 新しく 覺 えた 日本語との 結な C 點 になる。 例へば 彼 

らは 「せん」 とい ふ 漢語 を 知って ゐる。 さう して それが 日本語の 「やま」 に當る こと を も 知つ 

てゐ る。 そこで 「山」 とい ふ 漢字 を 習 ふ。 彼らに とって は 「山」 は 同時に 「せん」 であり 「や 

ま」 である。 かくして 歸化人 は 漢字の 理解と 漢字の 日本語 化と を 同時に やった。 かう なれば 日 

本人 が そ れを學 び 始めない 苦 はないで あら う 。漢字が 歸化 人の 獨占 であった と 見る の は. それ 

が 異國の ものと して 近づき 難いと いふ 理由に 基く。 旣に歸 化 人が それ を 近づき 易い ものに 變じ 

て くれた 以上 は. もはや その 理由 は存 しない。 つまり 上代の 日本人 は、 我々 が 子供の 時代に 漢 

字 を 習 ふのと 大差の ない 方法 を 以て、 漢字 を學ん だので ある。 卽ち 「山」 はやまであって 音 を 

「せん」 とい ふと 敎は つたので ある。 この場合、 「神」 「天」 の 如き、 直ちに 日本語に 適應 する 
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ものの ない 漢字 は、 一部分の み接觸 する 「かみ」 「あめ」 などに あてはめられる。 しかし 曰 本人 

が 支那の 文章 を (例へば 論語 を) 學ぶ とすれば、 この種の 漢字 はた ゾ在來 の 「かみ」 「あめ」 の 

意味の みで は 理解が 出來 ない。 そこで 「神」 「天」 等の 含む 抽象的な 意味が 說 明せられ る。 それ 

をき いた 日本人に とって は 「かみ」 「あめ」 等の 日本語 は內 容に變 化を來 たす ので ある。 

明かに これ は 日本人の 仕事で ある。 しかし それ を 可能なら しめた 者 は 漢語と 日本語と に 共に 

通じた 歸化 人でなくて はならない。  . 

こ \ で 前節の 終りに 提出した 疑問に 答へ る ことが 出來 る。 たと ひ 漢字が 歸化 人の 社會 のみに 

行 はれて ゐた としても， 古記 錄の 示す 漢字の 日本語 化 は、 「日本人と して 仕事」 である。 しか 

も 漢字が 日本人に 學 ばれなかった とい ふ證據 はない。 だから 古記 錄の 示す 漢字の 日本語 化 は， 

歸化 人と 固有 日本人と を 問 はず、 とにかく 日本人の 仕事で ある。 從 つて 漢字の 學 習の 內に 文化 

混融を 認める の は 誤りで ない。 


六 歸化 人と 技藝 

歸化 人に 關 する 傳說の 多くが 才伎 才藝に ついて 物語る ところ を 見れば、 上代 日本人が 歸化人 

から 受けた 最も 大きい 印象 は、 その 巧藝の 技術で あつたに 相違な. い。 さう して この 巧 藤 は、 曰 

本人 の 美意識に 影響す る と こ ろ少 くないの である。 

歸化 人の 技藝は 衣食住 の 全面に 1 つて 居り、 食に ついて さへ 獸肉料 理 人の 團體 たる 「害 人 部」 

の 創設が 物語られて ゐ るが、 最も 著し いのは 何と 云っても 衣に 關 する ものである。 養 蠶業は 古 

くから 日本人に 知られて ゐ たが、 しかし その 發 達に は歸化 人の 貢獻 すると ころが 多かった らし 

い。 百 二十 縣の弓 月 移住 民 は、 養蠶の 業に 最も 長 じて ゐ たらしく. 親 鎌 を租稅 として 獻 じた 故 

に 朝廷の 眷顧を 受けた と 云 はれて ゐる。 恐らく 同一 の 理由で 彼ら は 移住 以後 諸方の ぼ 連に 幼 略 

おもと 

せられ、 秦 氏の 部下に 殘る もの 僅かに 十分の 一 にも 足りなかった。 で 雄 略 朝に 秦" 酒 V 公の 願に 

よって 召集せられ、 九十 二部 二 萬 八 千 六 百 七十 人が 集まった。 これらの 秦民 はやが てまた 桑に 
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よき 國々 に 散らし 遷 して 養 意に 從事 させられる。 朝廷 は 彼らが 租稅 として 獻 ずる 絕 鎌の 故に 彼 

らを 愛護す るので ある。 九十 二部 落の 國 s: 移住。 老幼 男女 二 萬 八 千 人が 幾 十 組 かに 別れて 山野 

に寢 ねつ 、旅行す る。 それが 養！！ のた めで あると すれば、 その 狀 態から 刺戟 をう けた 一般 日本 

人が 養 に對 して 或 興味 を 起さずに ゐ たと は 思へ ない。 殊に 諸 國の臣 連に 劫略 せられた 歸化人 

の- s: に は、 混， m により、 或は 他の 事情に よって、 自ら そこに 留まる こと を 欲した もの も あるで 

あらう。 もし それらの 歸化 人が 養蠶の 法に 長 じて ゐた とすれば、 それら は 日本人の 村落 內 にあ 

つて その 才藝の 故に 尊重せられ たに 相違ない。 かくして 歸化 人の 養 蠶の拔 術 は， 一般 民衆の 間 

に廣ま つ て 行つ たので ある。 

そこで 畳 富に 產 出せられ 始めた 銷糸 は、 織って 紹嫌 とたし * 縫って 衣裳と される。 その 織り 

た ち * す ゑ-, て ひ と あ や.' 1 i り くれに と り  きぬぬ ひえ ひめ 

方 縫 ひ 方 等の 進步 もまた 歸化 人の 刺戟に よったら しい。 手 末 才伎漢 織、 織、 及び 衣 縫 兄嫒， 

弟 緩 を から 輸入した 傳說 は、 この間の 消息 を 語る ので ある。 これらの 女の 名 は、 勿論 日本に 

來 てから その 才藝の 故につ けられた もので あらう が、 (或は 傳說 と共に 後に 至って 作られた も 

ので あらう が、) とにかく 織 終に 巧みな 歸化 人が あり、 その 名の ドに 幾つかの 「部」 が發 達し 


たこと は 事實 で あ ら う。 さう なれ ば 才 伎女 の傳說 は， 織 縫の 技術の 社 會的發 達 を 意味す るので 

ある。 家庭に あって 織 終 を 日常の 職業と した 當 時の 女 は、 11 卽ち當 時の 「働き 得る 人」 の 半 

數 は- 11 新しい 妓術 によって 強い 刺戟 を 受けざる を 得なかった であらう。 女は戀 愛の 故にい 

かなる 時代に も 美と 關聯 する。 より 美しく 自ら を 飾らう とする の は、 彼らの 本能で ある。 更に 

また 愛人の ために 衆に すぐれた 美 衣 を 造らう とする の は、 戀 する 女の 自然の 情で ある。 この 女 

の 心に とって、 旣に 久しい 願望の 對 象であった 漢土の 美しい 織物 衣服 を 自ら 造り 得る 技術 は、 

みおす ひ 

情熱 的な 校 做の 對 象たら ずに はゐ ない。 貴族の 女 さへ も 機に 坐して 愛人の ために 「御 襲が ね」 

みおす ひ 

を 織った 時代で ある。 もしくは その 宮殿に 於て 女 どもに 「御衣が ね」 を 織らせた 時代で ある。 

衣 縫 部の 出現が 家 毎の 織 縫工 藝に强 い 影響を及ぼ すの は 當 然 で あ ら う 。 

歸化 人の 才藝が 右の 如き 意味 を 持った とすれば、 雄 略 朝に 新しく 百濟 から 輸入 せられた 漢人 

ノ_2 き C あや 

もまた 注目すべき ものである。 新漢 として 名前の 記された の は 五 人で あるが、 然し これらの 

ナゑ つくりべ  くらつくりべ  ゑ かきべ  にしごり  を メ  P  ：  >  - 

人々 I 陶 部 高貴、 鞍 部 S 貴， 畫部 因斯羅 我、 錦部定 安那 錦 譯語卯 安^ 11 は 备々 一 

つの 部の 代表者で あり、 從 つて 各々 一 つの 圑體を 意味す るら しい。 彼らが 桃原眞 神の 原な どに 
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居住せ しめられ たとい ふこと は. そこに 陶器 製造 や、 鞍 製造 や、 或は 装飾 文様の 製作、 錦の 織 

り 出しな ど を專 門と する 職工 の 部落が 出現した こ と を 意味す る の で あ ら う。 これら は 専門的 技 

術 を 必要と する だけに 一般 民衆の 模倣 を 引き起し たと は 思へ ない が、 しかし この種の 術に た 

づ さはる 者に 對 して は、 強い 影響 を與 へたで あらう。 

齋 《凡が 朝鮮 傳來の 土器 様式で ある こと は 遣 物の 比铰 によって もはや 疑の 餘地 を存 せない。 朝 

鮮に 於ても もとは 彌生 式に 似た 土器 を 造ったら しいが、 漢式 土器の 影響が 加 はるに 及んで、 か 

の 齋瓮を 製作す るに 至った。 それが 日本に 傳 へられた の は 恐らく 三 世紀で あり、 さう して 最初 

はた i.- 神聖な 場所に のみ 用 ゐられ たので あらう。 1K の 香 山の 土 を 以て 嚴瓮を 造り 天神地祇 を祀 

つたと いふ 神武 紀の 傳說 は、 かう いふ 初期の 齋瓮 使用 を 暗示す る もので ない と は 云へ ない。 が 

齋免 の 流行 は 朝鮮 移民 の 渡來後 であって、 彌生式 土器の 製作者 も 漸次 齋瓮 の 製作に 移ったら し 

い。 この 際 日本人 は 窯 法 を 彼らから 學ん だのみ ならず、 土器の 形 ゃ文樣 をまで も 模倣せ ずに は 

ゐ なかった。 もし 日本風の 特徵が あると すれば、 それ は 模倣の 努力の 間に 知らず くに 現 はれ 

るので あって、 强 ひて 自ら を 現 はさう とした もので はない。 だから 遺物に 卽 して 云へば、 齋費 


なる もの は、 日本 土器に 朝鮮の 影響が 加 はった とい ふよりも、 むしろ 朝鮮 土器に 日本の 影響が 

加 はった と 見ら るべき ものである。 

齋瓮 についで 影響の 著し いのは 建築であった らしい。 播磨白 國の家 形坡輪 (東京 博物館) に. 

見ても 支那 風の 樓閣が 建てられ たこと は 明かで あるが、 傳說 によれば この種の 建築 は當 時の 人 

-ー たくみみ つげ み fc 

心に 一 種の 驚異の 念 を 起させた ので ある。 雄略紀 にい ふ、 木工 の 御田が 初めて 樓閣を 起し 

た 時、 伊勢の 采女は 樓上を 疾走す る 御田の 飛行す る 如き 姿に 驚いて 庭 上に 倒れた。 宮女 でさへ 

もさう であった とすれば 一 般の 人民 は猶更 のこと であらう。 それだけに また この 影響が 一 般の 

建築に 及ばなかった こと も考 へられる が、 しかし 家 形 坡輪ゃ 石-お、 古坊 などに 徴 すると、 上古 

の 建築に は 旣に四 注 造 や 入母屋 造 (類似) が 行 はれて ゐ たのであって、 楝梁軒 等の 構造に 於て 

も かなり 進んだ ものが ある。 しかも これらの 墙輪ゃ 古墳 は關 東より 九州に 到る まで、 あらゆる 

所に 見出され るので ある。 たと ひそれ が 貴族に 限られた ことであった としても. とにかく 「日 

本 全國」 にこの 種の 發 達した 木造 建築が あった こと は 認めねば ならぬ。 さう して これ は 恐らく 

歸化 人の 傳 へた 支那 木造 建築の 影響で ある。 雄 略 紀に傳 へられる 猪 名 部の 眞根は その 巧妙な 木 

六歸化 人と 技藝  一 八 九  一 


笫ニ章 漢文 化の 日本化 過程  一 九 0 

ェの技 を 以て 天皇 を 驚かせ 奉った ので あるが、 さう いふ 木工が 少なからず 存在して、 在 來の建 

築に.？ -激な 改良 を 加へ た こ と は 疑 ふ餘地 がない • 

七 傳說 歌謠に 於け る 外 來的耍 素 

造形 術に 於け る歸化 人の 影， は 以上の 通りで あるが、 次に は傳 說歌謠 等に 於け る 影響 をも觀 

察して 置かなくて はならぬ。 

天の 日 槍の 傳說が 他の 古傳說 と共に 上代 史の內 にあみ 込まれて ゐる こと は、 傳說 と歸化 人と 

の 關係を 暗示す ると ころが 多い。 この 傳說は 古事記に よると、 

新羅の 國に 一 つの 沼 あり。 名 を あぐぬ まとい ふ。 この 沼の ほとりに 或る 賤の女 晝寢 したり 

き。 こ、 に 日の ひかり 虹の 如 その 陰 を 指した る を、 また 或る 賤の 夫、 その さま を異 しと 思 

をん な おこな ひ  をん, |< 

ひて つねに その 女の 行 を 伺 ひけり。 かれ この 女、 その 晝寢 したりし 時より 姙 みて、 赤 

玉 を 生み ぬ。 こ、 に その 伺へ る 賤の夫 その 玉 を 乞 ひとりて、 jrol に a みて 徑に つけたりき。 


た ^；：と  くら ひも；：： 5 し 

こ の 人、 田 を 谷の 間に つくりければ、 耕 人 どもの 飲食 を 一 牛に 負 はせ て、 谷の 中に 入り、 

て. _1 まし  ひ ぼ こ  な いまし くら ひも つ 

その 國 主の 子 天の 日 矛に 逢へ り。 かれ その 人に 問 ひけら く、 佝 ぞ汝飮 食 を 牛に 負せ て、 谷 

ひとや 

へ は 入る ぞ。 汝 必ず この 牛 を 殺して 貪 ふなら む。 卽 ちその 人 を 捕へ て 獄囚に 入れむ とす。 

： 、  た びと くら ひも Q  C み 

その ス 答へ けらく， 吾 牛 を 殺さむ とに は あらず、 唯 田 人の 食 を 送る 耳。 然れ どもな ほ赦 

-- にきし  たてまつ  しづ を 

さ ざり ければ、 その 腰の 玉 を 解きて、 その 國 主の 子に 幣 りぬ。 かれ その 賤の 夫を赦 し， そ 

うつく  や-とめ  まぐ は ひ  むかひめ 

の 玉 を もち 來て 床の 邊に 置きし に、 卽ち 美麗し き孃 子に なりぬ。 かれ 婚 して 嫡妻と した 

り。 こ、 に その 壞子、 常に 種々 の 珍味 を 設けて、 その 夫に 食 はしむ。 かれ その 國 主の 子、 

め  0  をみ な  われ  いまし め  を みな  *  * おや * 

心 表り て 妻 を 音れば、 その 女 言へ らく、 凡 吾 は、 汝の 妻になる べき 女に あらず、 吾が 祖の 

國に 行なな む。 卽ち ひそかに 小船に のり、 逃げ 渡り 來て難 波に 留 りぬ。 (こ は 難 波の 比賫 

紫 曾の 社に ます 阿加 流比賣 とい ふ祌 なり。) 

日 矛 はこの 女の あと を 追うて 日本に 渡來 する ので あるが、 日チが 明かに 新羅の 王子と せられて 

ゐる に反して、 その 妻 は 日本 を 「組の 國」 と 呼び、 日本に 於て 神に 祀ら れてゐ る。 しかも 彼女 

は 新羅の ー賤 女に よって 生れた ので ある。 然 らば 彼女が 日本 を 「k の國」 とする 所以 は、 彼女 
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の 母が 「曰の 光」 によって 娘んだ とい ふ點 になくて はならない。 

ところで この 話 は、 高勾麗 祖先の 傳說と 同一 の 起源 を 有する もので はない かと 論ぜられて ゐ 

る。 魏書高 勾歷傳 によると、 夫 余 王の ために 室 中に 閉ぢ 込められて ゐた 河怕の 女が、 日に 照ら 

され、 身 を 引いて これ を 避けても 日影が また 逐ひ來 つて、 遂に 孕んだ。 そこで 生れた のが 五 升 

大の 卵であった。 夫 余 王 はこれ を棄 てて 犬に 與 へたが、 犬 は 食 はずして 棄 てた。 豚に 與 へたが 

膝 も 食はなかった。 王 自ら 割らう としても 割る こと は出來 なかった。 で 結局 その 母に 還し. 母 

親が 物に 包んで 暖 所に 置く と- 中から 一男が 生れた。 それが 高 勾麗の 先祖 朱 蒙で ある。 この 話. 

の 卄子は 「日に 照らされて 卵 を 生んだ」 とい ふ點 であって、 魏志扶 余傳の r 橐離國 王の 侍婢が 

鶴 子の 如き 氣の 夭 より 下れる に 感じて 姙ん だ」 とい ふ 話と 幾分の 類似 を 持つ。 扶餘 の傳說 とし 

て 古くから 存し たもの らしい。 百 濟の歸 化 人の 上表 文に、 「百 濟の 太祖 都 慕 大王 は、 日 神靈を 

降し * 扶餘 を^ ひて 國を 開き、 天帝 錢を 授け 諸 韓を惚 ベて 王と 稱 せり」 と ある。 (續 紀、 延略九 

年 七月： >  或 方法で この 傳說が 日本に 偉って ゐ たこと も 確かで ある。 もし この 考證が 信ずべき で 

あるならば、 日 矛の 赛の話 は 韓人の 傳へ たものに 相違ない。 


古事記の 說話も 韓地傳 來の疽 跡 を 示して はゐ る。 しかし 日本に 於ての 變化は 更に 著しい。 そ 

れが 「新羅」 の 話と なって ゐる こと は、 新羅 征討の 刺戟 を 強く 受けて ゐた 日本人の 心理の 無意 

識 的な 働きに 相違ない。 扶餘は 日本人に とって 無意義で ある 故に その 影を沒 したので あらう。 

河 伯の 女が 沼 のほとりに 黉寢す る 農婦と 變 つたの も、 牧歌的な 日本人 の 心の 作用に 基く と 見ら 

れる。 日光に ほと を 照らされる 描寫 も、 「曰 隆が 逐ひ來 る」 とい ふより は遙 かに 直観的で、 日 

本の 他の 諸 傳說に 現 はれた この種の 描寫と 一 致す る。 生れた ものが 卵でなくて 赤 玉で ある こと 

も 同じく 直觀 的な 心に ふさ はしい。 卵から 生物が 生れる とい ふ 知識 的な 聯想 を かりる よりも、 

美 玉が 直ちに 生命 を 得て 人に 化する 方が、 彼らに とって 自然な ので ある。 天照大神の 勾玉から 

夭 の忍穗 耳の 尊が 生れ、 -i^ の邊に 置かれた 丹 塗の 矢が 美しき 男子に 化する とい ふ 風の 考へ方 は 

上代 人の 好む ところであった。 だから 一方で 卵が かへ るまでの 無趣味な、 知識 的な 話が 物？^ S ら 

れる 間に、 日本で は 赤 玉の 行方に ついての 農 人らしい 詩趣 ある 話が 物語られる。 卵 は 結局 ni^ 

めら れて辨 る」 ので あるが、 赤 玉 は 「王子の」 i£ の邊に 置かれる 時」 美しき 女に 化して 王子と 婚 

する ので ある。 これらの 諸點 から 見ても， この 話 は 明かに 日本人の 心 を 通過して ゐる。 更に そ 
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の 結末に 至って、 「日光」 の 子で あるが 故に この 女が 日本 を 「祖 國」 と 呼ぶ の は、 純然たる 日 

本 的 想像 でなくて はならない。 

かく 見れば 歸化 人が 與 へたの は 知識で あり 材料であって、 想像ではなかった。 が 日本人の 想 

像 力の 作用 は、 歸化 人が 傳 へた 知識の 故に、 反って 活潑に 動き 出したら しい。 

こ の關 係が 古い 傳說 の內 にどれ ほど 迄 見出せる か は 難 かしい 問题 である。 しかし それが どれ 

ほどの 程度に 見出せた としても * 歸化 人が 日本人の 想像力 を 刺戟し 發 達させた とい ふ 以上の 影 

響は存 しないで あらう。 

た,. 一 つ こ、 に 注意すべき は- 雄 略 天皇が 一言 主の 神に 逢 はれた とい ふ 話で ある。 古事記に 

よると、 

すめら みこと  いで ま  - r-  A  ,  きぬ  き 

天 皇葛城 山に 登り 幸せる 時、 百官の 人ら- 悉く 紅 紐つ ける 靑摺の 衣 を 給 はりて 服たり き。 

その 時に 向 ひの 山の 尾より 山の 上に 登る 人 あり。 旣に 天皇の 鹵簿に ひとしく、 また その 装 

ひ  ひと ども  み わらし  たま は  われ 

束の さま， 及び 人 衆、 相似て わかれず、 こ、 に 天皇 望て 問 はしめ 曰く  • この 倭の 國に吾 を 

お  きみ  i を  *. ま  みこと 

除きて また 王 は 無し。 今 誰人ぞ かくて 行く。 卽ち 答へ 曰せ る狀 もまた、 天皇の 命の 如くな, 


や さ  も、 つかさ  1 一と 》4.\ 

りき。 こ、 に 天皇 大に 怒らして、 矢 刺した まひ、 百官の 人ら も 悉に 矢 刺しければ、 その 人 

たま は  お C もお の もな の 

らも また 皆 矢 刺せり。 かれ 天皇 また 問 はしめ 曰く、 然 らば その 名 を吿ら せ、 各 名 を吿り 

はな  ま を  まが 二と ひと 

て矢彈 たむ。 こ. -に 答へ 曰 さく、 吾 まづ問 はれ たれば、 吾まづ 名のりせ む。 吾 は 惡事も 一 

こと よ ごと  こと さか  かしこ ま をし た ま は かし-一 

言、 善事 も 一 言、 言 離の 神、 葛 城の 一 言 主の 大神 なり。 1K 皇こ k に 長み て 曰 く、 恐し 我 

まさ  さと  まやした まひ  も- 1 つかさ 

大神、 「うつしお み」 有む と は覺ら ざり き， と 白 て、 大御刀 及び 弓矢 を 始めて、 百官の 

け  きぬ  おろが たてまつ 

人ら の 服せ る 衣を脫 がせて、 拜み 獻 りき。 かれ その 一 言 主の 大神， 手打ちて その 捧げ物 

を 受けた まひき。 かれ 天皇の 還ります とき. その 大神、 滿 山の 末、 長 谷の 山の 口に. 送り ま 

つりき。 かれ 一言 主の 大神 は、 その 時に 顯 はれませ るな り。 

書紀 はこの 物語 を 次の 如く 傳 へて ねる。 

天皇 葛 城 山に 射獵 す。 忽ち 長 人 を 見， 來 つて 丹 谷に 望めり。 面貌 容债、 夭 皇に 相似たり。 

いづく  きみ  あら ひ. M かみ 

天皇 これ 神な りと 知れ ども 翁 故ら に 問 ひて 曰、 何 慮の 公ぞ。 長人對 へて II：、 現 人の 祌ぞ- 

みな な 0  い  ゎ-^-たけ みこと  ヒっ 

先づ 王の 諱を 稱れ、 然る 後に 道 はむ。 天皇 答へ て 曰、 朕 はこれ 幼武の 尊な り。 長 人 次に g 

かり feo  かりお  ±i 

りて 曰、 僕 はこれ 一 事 主の 神な り。 遂にと もに 遊 田 を 盤し み、 一 鹿 を驅逐 ひて、 箭を發 つ 
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ゅづ  くつ わ  かり 

こと を相辭 り、 轡を 並べて 馳騁 す。 言 詞 恭恪。 有， 若， 一 逢 仙？ こ、 に 曰 晚れて m 罷み、 神 天 

か は 

皇を侍 送して 來 目の 水に 至る。 是時 百姓 咸 言く， 有德 天皇 也。 

あら ひとが み 

この 二つの 物語 は その 著しい 相違に 拘らず 現 人 神の 出現に 於て 一 致して ゐる。 さう して この 現 

人祌の 出現 は、 神代 史の 神々 に 於て ほとんど 見られない ところで ある。 神々 は その 意志 を 神が 

かりや 太 占 や 夢 やな どに よって 人間に 傳へ る。 しかし 自ら その 姿 を 人の 前に 現 はし はしない。 

た 一  つ 例外と して 大物 主神の 美女と 婚 する 話が あるが、 しかし この 神が 主として 活動す るの 

は 神代 史の 外に 於て であり、 また その 出現 も 祌と婚 する 美女に のみ 現 はれる のであって 一 言 主 

の 神と 同様で ない。 前者 は. 蛇が 美女と なって 人 或は 神に 婚 する 話と 共に、 上代 說 話中の 一 形 

式に 過ぎない が、 後者 は 明かに 支那の 神仙に 類似 を 持ち、 上代 傳說 中に 唯一 の ものである。 だ 

からこれ を歸化 人の 影響と 見る こと は 不 -g^ 當 ではな からう。 雄 略 朝の 奇事異 M の 類に 歸化 人の 

傅へ たらしい ものの 多い こと は 旣に說 いた。 人の 心に 深く 浸み 入って ゐる 神仙の 思想が それ 

らの 場合に 活らき 出さなかった と は 思 へない。 もし  一 一一 i 一口 主の 話 を その 徴證と 認め 得るならば、 

そこから また 神仙の 思想が いかに 日本人の 直觀 的な 空想 を 刺戟した かも 考へ る ことが 出來 る。 


次に は歌謠 であるが、 特に 記紀の 長歌に ついては. 支那 文藝の 影響の 著しい ことが 說 かれて 

ゐる。 卽 ち修辭 的に は 支那 文藝に 多い 「對 句法」 が楨 做せられ、 形式的に は r 規雜 的に 語を排 

列す る こと」 を學ん だと 見る ので ある。 が 支那 文藝の 影響 は 日本人の 歌謠を 刺戟し 發 達させた 

とい ふまでで あって、 「校 做、」 「舉 習」 と 呼ばれる ほどの ことで はない。 日本語の 根本の 性質 を 

考へ、 古い 民 誰に 現 はれた 自然の 雜動を 味へば、 長歌の 雜格 にも 確かに 或 必然性が 見出せる。 

音數の 問題 も 母音の 多い 多 綠の國 語と 子音の 多い 單 綴の 支那 語と では 同じ 意義 を擔ふ もので は 

あり 得ない。 支那の 詩賦に 於て は 言葉の 響きと 音の 抑揚と が 推 格の 根本 をな すが、 日本の 歌に 

於て は、 音數と 呼吸の 關 係が それに 代る。 音 數の少 い 一 句が 輕く、 多い  一 が 重く 感ぜられる 

の は. この 理由に 基く ので ある。 そこで 輕重 高低が 音數 によって 鹽 梅せられ * 心情の 律動 も そ 

れ によって 現 はされ る。 記紀の 歌に 於て は 音數の 定まらぬ 多くの 民謠 の： r にも こ の 種の 動の 

現 はし 方が 一貫して 用ゐら れてゐ る。 この 率直で 自由な 形式が 何故に 音數の 定まった 雜格 とな 

つ たかは、 あらゆる 藝 術が 形式の 完成に 進んで 行く と 同じき 理由に よって 說 明せられ るで あら 
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う。 郎 ちそれ CT 身の に存 する 雜 多な もの を 整 《しょうと する 耍求 によるの である。 この 耍求 

は 支那の 詩陚の 整然たる 形式に 刺戟 せられて 起った かも 知れない。 しかし その 要求が 實 現した 

ところ は、 あくまでも 自らの 內 から 出た 開展 であって、 知識 的な 模倣で はない。 修辭 法に 於て 

もさう である。 繰り返しの すきな 日本人が、 心 生活の 複雑さ を 加 ふるに つれて この 繰り返しに 

r 變 ^」 を 求め * 對 句に 似た 句法 を 自然に 造り 出す とい ふこと は 恐らく はあった であらう。 

繰り返し そのものが 旣 に音樂 的に は 均辦を 意味す る。 日本人 はこの 流れ 行く 前後の 均衡 を 愛し 

て、 一句 毎に 繰り返し を 用ゐる こと を 好んだ。 

AAA  、、、A 厶、 、、、 

いざ 子ども、 野び る つみに ひる つみに、  

つぎね ふ 山 代 川 を、 宮 のぼり 我 のぼれば、  

か厶厶 △<} 厶 、、、、、、、 厶厶 △  攀攀厶  、、、、、、、 

す k こりが 醜み しみき に、 我れ 醉 ひに けり、 ことな ぐし ゑ ぐし に、 我れ 醉 ひに けり。 

<| 厶 △ 厶 、、、  厶 <"△、、、 

人に ありせば 太刀 はけ まし を、 衣き せまし を 

かう いふ 跺り 返しに よって 上代 人 は その 感情の 横溢 を 現 はし 得た と 感じた ので ある。 だから そ 

れが 一歩 進む と、 この 繰り返し そのもの を 基調と する 歌が 生れなくて はならぬ。 記紀の 長歌が 


それで ある。 右に 舉 げた 一句 づ i の 繰り返し は、 こ、 では 全篇に 押し ひろげられて ゐる。 この 

場合 繰り返し 句の 前につ く 曾 葉が 一 々變 へられて 行く 間に、 偶然 反對觀 念を對 立させる こと も 

起る わけであって， 必ずしも それが 知識 的に 作爲 せられた わけで はないで あらう。 

、ヽ、 ゝ、、 、、、、  <1 厶、、 、、、、、、、、  <1 ゝ、、 、ゝ、 ム  <1 厶  、、、 

さかし め を ありと 聞かして、 く はしめ を ありと 聞 こして、 さよば ひに ありた、 し、 よば ひ 

、 、、厶 厶厶厶  厶厶 厶厶、 ゝ、 ゝ、 厶厶 <-、、*»、、、 厶厶 

にあり かよ はせ、 太刀が 緖も 未だ 解かず て、 おす ひ を も 未だ 解かねば、 ぉとめのま^^ゃ板 

<1 厶 厶、、 、、、、、、、  A 厶 厶、、 、、、、、、、 

戶を、 おそ ふら ひ 我が 立た せれば、 ひ こづら ひ 我がた K せれば 

の 如き、 反 對觀念 を對立 させた ところ はない。 强 ひて 云へば 最後の 「押す」 「引く」 の 二 語が そ 

れに當 るで あらう が、 これら も 他の ものと 同じく 繰り返しの 必要から 直觀 的な 形容 或は 物象 を 

並べた のみであって、 對 句の 形式 を眞 似た と は 云へ ない。 旣に 繰り返し を 日本人の 趣味と 認め 

る 以上 は、 これらの 長歌 は その 著しい 現 はれと 見られなくて はならぬ。 

歌謠に 於ても し 漢人 の 影響が 認められる とすれば、 モれは 心 生活 全般に 於け る^ 人の 影響の 

結果に 過ぎまい。 歌謠 そのものの 藝 術 的 特性に 於て は、 この種の 影響 は ほとんど 認められない 

と 思 ふ 。 

七 傳說馱 諮に 於け る 外來的 要素  1 九九 
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第三 章 古事記の 藝術 的價値 

一 古事記の 成立 年代  , 

古事記 を 史料と し て取极 ふために は嚴密 な 本文批評 を 先立 てねば ならぬ。 しかし これ を 想像 

力の 產物 として 鑑赏 する つもりな らば、 語句の 解釋の 他に さほど 多くの 準備 は 要らない。 しか 

も 古事記が その 本來の 意義 を發 1^ する の は、 後者の 場合に 於て ではないだら うか。 

津 E 左 右吉 氏 によると、 古事記 の 原形が 製作 せら れ た の は繼體 朝より 欽 明朝に 至 る 時代 で あ 

り、 その 製作の 目的 は 皇室の 由 來を說 明す るに ある。 しかし 古事記の 如き 一 つの まとまった 作 

品が、 (しかも その 幻想に 於て 明かな 統一 を 持つ 作 口 川が、) 政治的 必要の みに よって 作爲 的に 製 

作せられ 得る もので はないで あらう。 たと ひ 外的の 動機が 右の 如くであった としても、 製作の 


根本の 力 は 說明を 要求す る 驚異の 心から 出た 想像力の 活動でなくて はならぬ。 さう して この種 

の 活動 は、 まづ 個々 の說 話に 於て 古くより 行 はれ、 漸次 それ を 統括す るより 大きい 努力に 轉じ 

て 行った ものに 相違ない。 だから 古事記 成立の 年代 は、 非常に 長期に 1 ると 認められ ねばなら 

ぬ。 たゾ それ を 最後の 形に 結晶 させた のが 繼體 朝より 欽 明朝に 至る 時代 だと 云 ふこと に は、 同 

意せ ざる を 得な いと 思 ふ。 

自分 は 「最後の 形」 とい ふ。 然 らば 欽 明朝 以後 一 世紀 半の 間に 或變 化の あった こと は 認めな 

いので あるか。 また 天 武朝ゃ 太 安 萬 侶の 仕事に よって 何の 變更も 起らなかった と 見る ので ある 

か。 左樣、 大體に 於て さう である。 その 理由 は、 前章の 『上代 日本 文の 成立 過程』 に 於て 述べ 

たと ころに 旣に 示されて ゐる。 もし 安 萬 侶が 何ら か 手 を 加へ たと すれば、 それ は從來 離れて ゐ 

た帝皇 日繼と 先代 舊辭と を 混合した ことに 過ぎない であらう。 この 兩者は 現在の 古事記に 於て 

明かに 辨 別せられ る。 古事記 を藝術 品と して 見る ときには、 右の 混合 は 全體の 統一 に對 する 最 

も 不幸な 障碍 である。 然 ら ば 安 萬 侶 は 舊辭の 藝術的 價値を 減殺す る 以上に 內容 的に は 何事 を も 

しなかった わけになる。 舊辭の 作者が 想像力に よって 製作した もの を、 安 萬 侶 は 歷史編 募 者の 

1 古 1^ 記の 成立 年代  二 〇 一 
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知力に よって 整理した。 彼 は それ を 以て 形式 を 整へ る 所以と 解釋 した かも 知れない。 しかし 實 

は 藝術的 形式 を破壤 した に 過ぎぬ。 でもし 我々 が 現在の 古事記から 帝 皇日繼 と 先代 舊辭と を 分 

離す るなら ば、 (卽ち 誤 ま つて 混合 せられた 系譜と 物語と を、 —— 散文的な 現實の 記錄と 想像 か 

ら 出た 詩的 叙述と を、 11 自然主義 的 記述と 理想主義 的 記述と を、 分離す るなら ば、) そこに 

現 はれた 先代 舊辭 こそ は、 繼體欽 明朝に 最後に 結晶した 一 つの 藝術的 記念碑な ので ある。 

日本書紀の 內容 から 察せられる 如く、 上古の 舊辭の 類 は 古事記に よって 傳 へられる 先代 舊辭 

のみではなかった。 傳承を 多少 づ、 異にする さまん \ の舊辭 が、 11 恐らく は 十 を 以て 數 ふべ 

き 異種の 舊辭 が、 先代 舊辭の 他に も 存在した。 書紀の 記者 は それらの 材料 を 出来るだけ 多く 活 

かせよう としたら しいが、 安 萬 侶の 古事記 撰錄に 於て はた、、、 一 つの 先代 舊辭を 採用した のみで 

ある。 かく 先代 舊辭 が多數 の舊辭 類の 中から 特に 選拔 せられた の は 何故で あるか。 それが 「宮 

廷に傳 へられた 舊辭」 であった 故 だと も 解せられ ぬで はない。 が 書紀の 容 から 考 へても、 宮 

廷に傳 へられた 材料が この 一 本のみ であった と は 認められない。 だから この 一 本のみ が 特に 重 

用せられ たの は、 この 一本が もろ/ \ の舊辭 の內の 最も 優れた ものと 考 へられた 故で あらう。 


さう して それが 優れて ゐる とせられた 所以 は、 それが 他の 舊辭 よりも 後に 現 はれて それら を 合 

糅し、 從 つて 物語と して 4„f も體 をな して ゐ たとい ふ 點に存 する であらう。 この 見解が 正しい な 

らば、 我々 は 古事記に 於て 上代の 代表的 作品 を 認める ことが 出來 るので ある。 

以上の 考を 要約す ると、 種々 の異 つた 舊辭類 を 巧みに 綜合した 先代 舊辭が 繼體欽 明朝の 頃に 

作られ、 それが 奈良 朝の 初めに 古事記と して 書き改められ たとい ふこと になる。 これ は 初めに 

異說を 置き 後に その 綜合 を考 へる 點に 於て、 津 m 氏の 說と 丁度 逆になる。 津田 氏に よれば、 繼 

體欽 明朝に 製作せられ たの はもろ/ \ の 舊辭の 原形であって、 それが さま-^ の 異體に 分れた 

の は 推 古 朝 以後 の 改作に か、 るので ある。 然し 諸種 の 異說の 間に 共通の 骨格が ある 故 を 以て、 

その 骨格が 或 時期に 突如と して 製作せられ、 その後に 徐々 として 異 つた 肉 をつ けたと 見る こと 

は、 この種の 作品の 製作 過程と して どうも 穩當 でない やうに 思 はれる。 何人も 承認す る だら う 

如く、 舊辭の 中心 興味 は 神話 傳說の 類に ある。 さう して これらの 神話 傳 說は遲 くと も 古墳時代 

の 初 頃より 徐々 として 國 民の 心に 結晶して 來 たもので ある。 繼體欽 明朝の 頃に これらの 神話 傳 

說の 間に 種々 の 異説の 存し たこと は當然 であらう。 たと ひこの 時期に 神話 傳說の 全 體を總 括す 

一 古事記の 成立 年代  二 0 三 
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る 構想が、 「宮廷に 於て」 作られた と假定 しても、 その 棒 想に よって 統 一 せられる 村 料が 異っ 

てゐる K り、 そこに それ-^ 異 つた 舊辭が 生れ 出る の は 不思議で ない。 況ん やその 種の 構想 は 

旣に古 境 時代の 初めに 起り 得た ので あり、 從 つて 神話 傳說の 類 は 初めから か、 る 構想に 支配せ 

ら れてゐ たか も 知れぬ ので ある。 さう なれば、 舊辭の 異本の 間に 共通の 骨格の ある こと は、 材 

料に 內存 する 構想が 一 つであった こと を 示す に過ぎないの である。 

推 古 朝 以後の 改作 を證據 立てる ために は、 古事記の 歌謠の 中に 形式の 新しい ものの ある こと 

が 指摘され てゐ る。 しかし 繼體欽 明朝の 歌 謠が或 形式で たくて はならない とい ふこと は確證 せ 

ら れてゐ ない。 だから 逆に 古事記の 歌謠が 權體欽 明朝の 歌の 絕ほを 示す ものと 見る こと も出來 

るで あらう。 法王 帝說 等に 傳 へる 數 首の 推 古 朝の 歌 は、 古事記の 最も 進歩した 形式の 歌に 比し 

て • 一歩 萬 葉の 歌に 近づいて ゐる。 例へば、 

いかるが のとみ の 井の 水い かなく にたぎ てまし ものと みの 井の 水 

いかるが のとみ の 小川の 絶えば こそ わが 大君の 御名 忘らえ め 

の 如きが それで ある。 それら は 必ずしも 古事記 中の ■ 名歌より 優れて ゐ ると は 云へ ない。 が 推 古 


朝に 於て は、 特に 歌人で ない 人 さへ も、 右の 如き 歌 を 作り 得た。 然 らば その 前の 時代の 或す ぐ 

れた 作家が、 すぐれた 歌 を 作った ことに 不思議 はない。 

が 我々 は、 古事記に 關 して は、 推 古 朝 以後の 改作 どころ か、 その 全體を 平安朝 初期の 製作と 

する 說の ある こと を 忘れて はならぬ。 中 澤見明 氏 は その 『古事記 論』 に 於て、 太 安麻 呂の 古事 

記 序が 僞撰 なること、 古事記 本文 も 日本書紀 を 村 料と して 弘 仁の 頃に 松 尾、 下 鴨、 日 枝 神社 系 

統の或 神主の 手に 成った ものである ことな ど を論證 しょうとして ゐる。 その 揭げ てゐる 論據に 

はかなり 愼 重に 考究 せらるべき ものが ある。 がそれ に對 して は、 古事記 序の 漢文の 文體が 平安 

朝の 初期の もので あり 得ない こと、 また 古事記の 用ゐる 假名の 中に 日本語の 古昔が 保存せられ 

てゐる こと、 などに よって、 論駁せられ るで あらう。 また 書紀 の. 列記せ る 諸 異本 を 古事記が 合 

糅 して ゐ ると いふ 點も、 書紀の 成立 後でなければ 起り 得ぬ ことで はない。 特に 古事記 ほどの 作 

品 を 一 人の 手， で僞撰 するとい ふこと は、 よほどの 天才で ない 限り、 不可能と 思 はれる。 古事記 

に關 して 中澤 氏の 提出した 疑問の 中には、 容易に 解き 難い もの も 少なからず 存 して ゐ るが、 然 

しその 結論 は尙 早と いふべき であらう。 

1 古事記の 成立 年代  二 〇 五 
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二 文藝的 作品と しての 構 園 

古事記から 帝紀を 取り去って 舊辭 のみ を殘す こと は、 神武 天皇 以後に 於て は 極めて 容易で あ 

る。 然し 神代 史に 於て は、 系譜と 物語との 特殊な 關 係から、 異 つた 見方 をし なくて はならぬ。 

卷首 及び 卷尾の 系譜が 遊離し 得る ものである こと は 明かで あるが、 その 間に はさまった 皇統の 

うが や ふき あへ す 

正系、 卽ち天照大御神ょり雜^：^^草^^^不合の尊に至るまでの系譜は、 物語の 進行に 何らの 障碍 を 

も與 ベない ほど 簡單 であり、 また 調和 もして ゐる。 ィザ ナギの 尊の 生 產目錄 はかなり 冗長で あ 

つて 問題と ならない でもない が、 創造の 物語に 被 創造物の 名 を 列舉す るの は 止む を 得な いこと 

とも 見られよう。 明かに 問題になる の は、 た スサ ノヲの 尊の 系譜で ある。 物語の 構造から 見 

れば、 スサ ノヲの 尊の 後の 十七 世の 神々 とその 母 神の 名 を列舉 する こと は、 必ずしも 必耍 でな 

い。 況ん ゃスサ ノヲの 尊が 大 年の 神、 宇迦の 御 魂の 如き 自然 神 を 生み、 大 年の 神が 更に 十六 柱 

の 自然 神人 文 神 を 生む こと はィザ ナギの 尊の 創造に 對 して 重複で ある。 だから スサ ノヲの 尊の 


系譜 は 神代 史の 暗礁と 見られなくて はならぬ。 (中 澤見明 氏が 古事記 偽 撰 論の 支點 としたの は 

こ の 系譜で ある。) しかし 帝 皇日繼 が ス サノヲ の 尊の 系譜 を 含まな か つたこ と は 明かで あり、 

從 つて 安 萬 侶が この 混合 を 行った のでない こ とも 認め られ る。 然 らば こ の 1 "確 は 先代 舊辭 の 內 

に旣に 含まれて ゐ たので ある。 が この 點の 詳しい 考察 は祌 話の 研究に 譲る ことと して、 こ、 に 

はた i -、 これらの 系譜が 純粹の 系譜 で はなく 半ば 想像力の 產物 であ る こ と を 注意す るに.^: めよ 

う。 我々 にと つて 單に 「名」 に過ぎない 祌々 も、 これらの 物語が 作られた 時代に 於て は、 現前 

に 生きて ゐる 祭祀の 對 象で あつたと 思 はれる。 その 生きた 神々 の 間の 血統の 關係を 考慮す る こ 

と は、 或 神秘的な 感動な くして は 出來る ことで ない。 

古事記の 內の 先代 舊辭を 右の 如く 確定し 得る とすれば、 こ、 に 我々 はこの 作品の 全體の 構造 

を觀 察する ことが 出來 る。 

最初に 來る もの は 化成 神話で ある。 國土は 流動して 形 をな さず、 日月 未だ この 土 を 照さない 

混沌の せ界 に、 男女の 二 神が 現 はれて 天上の 浮 橋から 下界 を 探る。 その 矛先から 滴下す る 潮 は 

二 文藝的 作品と しての 構圖  二 〇 七 
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自 ら 凝って 島と なった。 それが 二 神 生 航の靈 場で ある。 こ、 に 男女の 交購が 極度の 無 邪氣さ 

を 以て 描かれる。 日本の 國土 のみならず、 海神 風神 その他の 數 多き 神々 は、 この 交媾の 結果と 

して 生れる ので ある。 が、 生殖の 裏に は 死が 現 はれねば ならぬ。 女神 は 火の 神 を 生んだ が 故に 

ほと を燒 かれて 死んだ。 男 神 は その 枕 邊に句 ひ足邊 に^うて 慟哭した。 造化 祌 である 故に この 

際に さへ もな ほ 神々 を產 む。 しかし 死に 打 勝つ こと ゅ出來 ない。 女神 は 黄泉 國にゐ る。 男 神 は 

愛妻 を 連れ 房す ために 後 を 追うて 黄泉にまで 行った が、 「見るな」 とい ふ禁を 犯した ために、 

途にニ 神の 中 は 爭鬪に 終った。 かくて 女神 は 曰に 千 人の 死歿 を 誓 ひ、 男 神 は 曰に 千 五 百 人の 出 

生 を 誓った。 

つくよ み 

神 はみ そぎに よって さま/^ の 神を產 む。 その 最後に 來る ものが 天 照大御 神、 月讀の 命、 

須佐之 の 命、 の 三 神で ある。 それ を きっかけに 物語 は 高天原に 移る。 發端は 海原 を 治らす ベ 

き 須佐之 の 命の 「青山 を 枯らし 河 海 を 乾す」 とい ふ 壯大な 慟哭で ある。 その 原因 は 母なる 女 

神の 根の 堅 洲國に 行かむ とする にあった。 父なる 神 は 怒って その子 を 「この 國」 より 放逐し 


た。 で 須佐之 sf^ の 命 は、 暇 乞の ために、 山川 國土を 描り 動かせつ、、 姉の 大 神の ゐ ます 高 B< 原に 

あが 

上って 來る。 天 照 大御神 は その物 音に 驚き、 「我な せの 命」 の 高天原 を 奪 はむ とする を 疑うて、 

うけ ひ 

武装して 出で て迎 へられた。 須佐之 男の 命 は 異心な きを 證 する ために 「誓て 子 を 生む」 こと を 

うけ ひ  參 

申出で、 天 安河に 於て 互に 誓 を 立てた。 須佐之 男の 命の 劍 から は 三 柱の 女神が 生れ、 大御 神の 

勾玉から 五 柱の 男 神が 生れる。 「女 を 生む」 こと は 心の 淸き 證據 である 故に、 誓 は 須佐之 男の 

命の 勝と なった。 勝に 乘 じた 須佐之 男の 命は畔 放ち 溝 埋め 等の 亂暴を 行 ひ、 遂に 大 神の ゐ ます 

いみ はたや  1  き  参 

忌服 屋に逆 剝の馬 を 投げ入れる。 こ K で大御 神の 石屋 戶 籠りと なり、 鏡と 玉と による 祭祀 や、 

ふと 祝詞 や、 宇 受賣の 踊な どが 描かれる。 大御神 は 鏡の 力に よって 石屋 戶 から 出て 來られ るの 

である。 この 事件の 結果と して 須佐之 男の 命 は、 八 百 萬の 神の 決議に より、 千 位置 戶を負 はさ 

れ 手足の 爪を拔 かれて、 高天原から 放逐 せられた。 

おろち 

こ. < からまた 舞 臺が變 つて 出 雲 神話になる。 ま づ須佐 之 男の 命の 蛇 退治で ある。 前^に 於て 

た f 我儘な 亂 暴な 神であった 須佐之 男の 命 は、 こ \ に 至って 美女の ために 冒險 する 英雄と なつ 

二 文 藝 的 作品と しての 構 H  二 〇 九 
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たのみ ならず、 三種の神器の 一 として 後代に 遣った 草 薙の劍 が こ、 に 現 はれ、 明かに 後代の 民 

衆に よって 愛唱せられ たらしい 「やく も 立つ」 の 歌が こ、 に 結びつけられる。 さう して この 婚 

姻 から、 後代の 諸國に 祀られ てゐる 農業 神 r 大 年の 神」 や、 稻の 魂であって 或は 稻荷 神社の 本 

う か み たま 

尊 かも 知れない 「宇迦の 御 魂」 が 生れて ゐる。 また 英雄 神の 系統 を 引いた 方で は、 古事記 神代 

史 中の 最も 美しい 部分の 主人公で ある 大國 主の 祌が現 はれて くる。 天孫の 統治 權を 明かに する 

のが 神代 史の 目的であった としても、 この 書の 作者 自身 は 出雷祌 話に 對 して 滿 幅の 同情 を 注い 

でゐ るので ある。 

大國 主の 神の 物語 は 「稻 羽の 白 鬼」 を 以て 始まる。 大國 主の 神 は 兄弟 八十 神と 共に 稻 羽の 八 

上姬を 得む として 稻 羽に 行く 途上 氣 多の 崎で 裸晃に 逢った。 隠岐より 本島に 渡らう として 「わ 

に」 を 欺いた ために、 怒った 「わに」 がその 衣を釗 いだので ある。 前に 行った 八十 祌は 「潮 を 

あびて 風に 吹かれろ」 と 云った。 その 敎に從 つた 白 鬼 は、 赤裸の 肌の 痛みに 堪えかねて 泣き伏 

かま Ctl な 

して. Q た。 あとから 來 た大國 主の 祌は溫 い 同情 を 以て 淡水と 蒲 黄と により 白 兎の 膚を 癒えさせ 

た。 そこで 白见 は大國 主の 神 を 祝福して 「八 上姬を 得た ま はむ」 とい ふ C 果して その 通りに な 


次 は大國 主の 神の 受難の 物語で ある。 八 上姬に 失， S した 八十 神た ち は、 大國 主の 祌を 殺さう 

として， 赤 猪 を 捕へ させる と稱 して 燒石を 抱かせた。 我 子の 殺された の を 見た 母の 祌若姬 は、 

かみむ す び  き v> が ひ  - 「むぎ 

哭き 患へ て 高天原に 上り、 神產巣 日の 命に 請うて、 一直 貝姬と 給貝姬 との 助力 を 得、 遂に 我 子 を 

蘇生 させた。 そこで 八十 神 はまた 欺いて 山に 連れ込み、 大木の 裂 ほに 挿み 殺した。 母の 祌はそ 

れを 探し出して 再び 蘇生 させ、 將來の 危難 を脫 る、 ために 木の 國に 逃れさせた。 

そこから また 大國 主の 神 は 須忤之 男の 命の 根の 堅 洲國に 行く。 この 物語 は 伊邪那岐の 命の 黄 

泉下り とかな り 著しく 類似した ものであるが、 たと ひ 同 一 源泉から 出て ゐる としても 旣に 別種 

の說 話に 分れて ゐる。 「見るな」 の禁 はこ、 に はない。 かれは 戀 愛の 破綻に 終る が、 これ は戀 

愛の 成功に 終る。 その 中心の 興味 は、 須佐之 男の 命の 殘 酷な 試み を 切り抜けて その 娘 を 奪 ひ 去 

わかで  やた ま 

ると ころに あるら しい。 蛇の 室、 吳 公と 蜂の 室、 及び 八 m 間の 大 室の 苦難 は、 須 勢理姬 の心づ 

くしに 救 はれ、 燃 ゆる 野の 苦難 は 鼠に よって 救 はれた。 さう して 遂に 須勢 理姬 のみならず、 生 

だ ち  いく； § みや  C りこと  よもつ ひ ら 

太刀、 生 弓矢、 天の 詔 琴 をまで も 奪って 逃げ出す ので ある。 黄泉 比 良 坂まで 追 ひ 出で た 須^ 之 

二 文藝的 作品と しての 構圖  二 一 一 
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男の 命 は、 遙 かに 望んで 「おれ 大國 主の 神と なれ」 と 呼ぶ。 大國 主と は 國土を 統治す る 君主の 

謂で ある。 そこで 須佐之 男の 命の 言葉の 如くに、 大國 主の 神の 統治が 始まった。 

次に は大國 主の 神の 戀 愛が 物語られる。 八 上姬は 嫡妻 須世 理姬の 嫉妬 を 恐れて 稻 羽へ 歸 つた 

が、 大國 主の 神 は その 嫉妬 を 恐れず して 高 志の 沼 河姬を 愛した。 「八 千 矛の 神」 の 戀愛を 歌 ふ 

長歌が こ V に 引かれて ゐる。 又 その あとに 須世 理姬の 嫉妬と 愛情と を 歌 ふ 美しい 長歌 も ある。 

これらの 長歌 はもと 獨 立して 語られた ものに 相違ない が、 舊辭の 作者 は 歌詞の 緣を迎 つて 大國 

主の 祌の 物語に 編み 込んだ ので あらう。 編み 込み 方 は 巧みと は 云へ ない。 しかし これ ら の 歌の 

柔らかな， 美し さに よって、 徐々 に高まって行く出^！；：^神話の律動は、 最も 望ましい 預點に 達する 

ので ある。 

長 欲の あとに 系譜が 來る。 その あとに 神產 日の 子少名 *i 名の 出現 や、 海原 をて らして 寄り 

か み C ふね  ひむ し 0かは き も G  よりく 

来る 神の 出現が 物語られる。 前者 は 天の 羅摩 船に のり 皮 を 衣服に して 歸來る 神であって、 大 

國 主の 神と 共に この 國を 作り 堅めた 後に 常世の 國に 去った。 後者 は 自ら 「倭の 靑垣東 山」 に； 1 

み もろ  ) 

られる こと を 望んだ 御 諸の 神であって、 その 幽暗な 薩は 人間的な 英雄 神と 著しい 對照 をな す。 


の 神から 生れた 農業の 神、 竈の 神、 その他 十數， 神の 名が 列 ねられて ゐる。 

出 雲 神話の この 結末 は、 その 薄暗い 低調に よって、 一種- 1 渺 たる 感じ を與 へる。 そこに 突如 

みづほ 

として 新しい 高天原の 物語が、 —— 「水 穗の國 は 我 御子の 知ら さむ 國」 とい ふ 天 照大御 祌の宣 

言に よって 開かれる 物語が、 —— 始まる ので ある。 この 場面の 轉換は 確かに 注目に 惯 する。 最 

初の 造化 神話の 舞臺は 地上であって、 それが 第二 段の 高天原 神話に 移る 際に は、 その 間の 楔と 

して 須佐之 男の 命の 上天が 物語られた。 次で 第三 段の 出 雲 神話に 移る 際に も、 同じく 須： 之 男 

の 命が 校と なって 地上へ 降りて 來た。 然るに 今や 第 四 段に 移る に 際して 何らの 楔 もない。 地上 

の國に は大國 主の 神の 如き 優れたる 神が 君臨す るに 拘ら ず、 天上に 於て は、 何のき つかけ もな 

く、 新しい 地上の 君主が 指名 せられる C 地上の 國には 愛と 信仰と に充 たされた 平和な 生活が あ 

るに 拘ら ず、 地上に 降 さるべき 夭つ 御子 は、 天の 浮 橋に 立って、 「水 德の國 はいたく さやぎ て 

ありけ り」 と報吿 せられる。 明かに この 物語 は 新しく 始まる ので ある。 さう して 伊 邪， 那岐の 命 

の 物語が 天神の 命と 天の 浮 橘と によって 始まる 如く、 こ の 物語 もまた 大御 神の 命と 1K の 浮 橋と 
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第三 章 古事記の 藝術 的惯値  ニー  四  一 

によって 始められて ゐる" この こと は、 もし 作者の 唯一の 目的が 皇室の 統治 權の 正當性 を立證 

する にあった とすれば、 かなり 大きい 破 錠でなくて はならない。 何故なら 大國 主の 祌を 極度の- 

同情に よって 描いた あとで は、 非常に 强ぃ 理由が 楔と して 存し なければ、 この 神 を 斥ける 企て 一 

は 正當と 感じられない からで ある。 が 單に藝 術と して これ を 見れば、 この間に 楔の ない こと は 一 

反って 效果を 高める 所以と 見られる であらう。 天と地との 關係 はこれ までに も 幾度 か 描かれた 一 

伊邪那岐の 命 は 最初の 「創造」 に失收 して 相談の ために 天への ぼる。 その子 を 高天原の 主神と 一 

する。 須^ 之 男の 命 は 地に 降った 後に も 草 薙の劎 を 高 IK 原に 捧げて ゐる。 大國 主の 神の 母 祌はー 

その子 を 助ける ために 天 へ のぼって 神產 se^ 曰の 神の 助力 を 得る。 神 産 2 鬼 日の 神 は その子 を 大國ー 

主の 神の ために 地上に 降して ゐる。 これらの 關 係に 於て 天と地と はかなり に 親しい。 が 地上に： 

は旣に 天 照 大御神 の 子孫で ない 神が 美しい 國を 立てて ゐる。 その 國 に 天 照 大御祌 の 直系が 君， M 

さるべき であると すれば、 —— それ はこの 物語の 語られる 時代に 於ての 事實 であった、 —— そ 一 

の 場合に は： 刚 者の 問の 斷然 たる 結合が 試みられなくて はならぬ。 さう して それ を 作者 は藝 術と 一 

して 試みよう とする ので ある。 そこで これらの 物語 を 貫いて 流れて 來た^ 動が、 次に 現 はるべ： 


き 大きい 律動 を 際立た せる ために、 一瞬の 間、 停頓し なくて はならない。 その 停頓が この場合： 

の 場面 轉換に 現 はれて ゐ るので ある。 出 雲 神話 を 冷遇し 省略した 書紀に 於て こ の轉換 が：：： 立た 

ない に拘ら ず、 大國 主の 神の 傳說に 一 つの 顶點を 置いた 古事記に 於て この 轉換が 著しく： ：！！ 立つ 

の は、 作者が 無意識に やった 右の 如き 技巧の 結果で あらう。  ： 

天 照大御 神の 宣言に よって 始められた 高天原の 物語に は、 ま づ八百 萬の 神の 會議が ある。 犬- 

御 神の 勾玉から 化生 せられた 天つ 御子 は、 地上に 降され る 途上、 「水 穗の國 のさ やげ る」 を 見 _ 

て、 天の 浮 梳から 引返された。 水 穗の國 の征定 は、 君主 自らで なくして、 力 ある 他の 何人 かが 

おも ひかね  ほ ひ  I 

試みなくて はならぬ。 そこで 八 百 萬の 祌の會 議は思 金の 神に 指導 せられて、 天の 菩 比の 神の 1^ 

遣 を 議決した。 が この 祌は 地上に 降る ゃ大國 主の 神に 媚びつ いて、 三年に 至る まで 復命し なか 一 

あめ C わか ひ-一 

つた。 再び 會議が 催されて 天 若 日子の 派遣が 議決 せられる。 然るに 若 日子 も大國 主の 神の 娘 下 

照 姬と婚 して 八 年を經 るまで 復命し なかった。 こ、 に 於て 若 日子 を 中心とする 一 つの 挿話が 物 

き し なきめ 

語られる。 若 日子の 俺留 を問题 とする 會議 は、 雜の鳴 女 を 問責 使と して 地上に つた。 維 は 若！ 

日子の 門なる 楓に とまって 天神の 命 をのべ る。 若 日子 は 天の 加 久矢を 以て その 維 を 射殺す。 矢 
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たかみ む ナ _ 

は 維の 胸 を 貰いて 逆さまに 夭 上なる 安の 河原まで 飛んで 行く。 そこに は 天 照大御 神、 高御產 

日の 神が 諸 神と 共に 會議に 坐って 居られる。 高 御產巢 日の 神 は その 矢が 若 日子の 矢で ある こと； 

を 認め、 諸 神の 前に 誓 ひつ、 矢 を 投げ返された。 矢 は 胡 床に 寢 たる 若 日子の 胸に 當る。 そこで. 

夫の 死 を 悲しむ F 照 姬の聲 が 風に 送られて 天上まで 聞え てく る。 それ を 聞いた 若 日子の 父と 妻 

、 、  、  ヒ-M ざ..； -*(  そに どり み 一 

子 は、 地上に 降りて 若 日子の ために 喪屋 をつ くり、 河臈を キサリ 持に、 驚 を 掃 持に、 翠鳥を 御 一 

けび とヽ  、 なきめ  ぁぢ しき 

食 人に、 まを碓 女に、 雉を哭 女に と 定め、 八日 八 夜の 遊び をした。 この 時下 照 姬の兄 阿 治 志！ * 

高 日子 根の 神が；？ ひに 來て、 その 容姿が 若 日子と 酷似す る 故に、 遗 族に 取りつ かれる。 高日于 

根 は據き 死人と 間違 へられた の を 怒って 喪 屋を蹴 壌して 飛び去って 行く。 それ を 見送って 下 服 

ふた わた  -  一 

姬が 「み 谷 二 亙らす、 ぁぢ しき 高彥 根の 神ぞ や」 と i5| ふ。  一 

.At! かみ 

一方 天の 安河 原の 會議 では， そこに 出席した 諸 祌の內 に 適任者が なく、 途に 安河の 河 上に 立- 

あ め を はば 5  た 1： み， --づ ち  ， 

てこ もった 天の 尾羽 張の 祌を勸 誘して、 その子 建 御 雷 を 派遣す る ことになる。 こ、 でい よ/ \ 

つかつつ るぎ 

大國 主の 神との 國ゅづ りの 談判が 始まる ので ある。 建 御 雷 は 「十 掬 劎を浪 の 機に 逆さまに 立て 

その 劎の 先に 跌 坐して」 大國 主の 神に 對 した。 r 汝が 統治る 葦原の 中つ 國は、 我 御子の 治ら さ 


む國と 言よ さし 賜へ り。 汝が 心い かに。」 大國 主の 神 は 決 答 を その子に 讓 つた。 事 代 主 は 直ち 

たけみ な かた 

に 0 讓りを 承諾す る。 しかし 建 御名 方 は 千 引 石 を 手 末に 差 上げつ 、、「誰 ぞ我國 に來て 忍び/、 

かく 物 一 K ふ、 然 らば 力競べせ む」 と 決鬪を 挑む だ。 さう して 建 御 雷の ために 「若笋 "の 如く」 つ 

したぬ す は 

かみ ひし がれ 科 野の 洲 羽の 海まで 逃げて 降服した。 そこで 大國 主の 祌は 葦原の 中つ 國を獻 じ、 

あまつかみ 

己が 祀ら るべき 社 を 「天神の 御子の 天の 御 m」 と 同じく 造られむ こと を 乞うて 退隱 する。 

葦原の 中つ 國が 平定 せられた 以上 は、 そこに 天つ 御子が 降臨せられ なくて はならぬ。 が 天つ 

たかみ むす ひ 

御子 は その 役 n を 高 御產！ s^, 日の 神の 奴に よって 生んだ 己の 子に 譲られた。 そこ で 天孫の 降臨と 

なる。 從ふ 者に は 「手 弱 女 なれ どい むか ふ 神に おも かつ 神」 なる 天の-: チ受賣 の 神以： ト五 作絲、 

お も ひかね 

及び 勾玉、 鏡、 劍、 思 金の 神な どが ある。 鏡 は 天 照大御 神の 御 魂で あり、 思 金祌は 「政 を爲 す，' 

い-にくら 

ものであって、 共に 高天原の 神威 を象徵 する。 かくて 天孫 は 「天の 石 位 を 離れ、 天の 八重た な 

雲 を 押 分け、 いつのち わきち わきて、 天の 浮 橘に 浮き じ まり、 そり 立た して、」 日向の 高千德 

たけ 

のく じふる 峰に 天降られ るので ある。 
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こ、 で 物語の 舞臺は 九州に 移る。 しかし その 移動 は單に 「舞薹 」 のみならず 物語の 與味 その 

ものに 於ても 認められる。 天地交^^^の段に現はれた政治的興味は、 天孫 降臨と 共に 消失した リ 

大國 主の 神を壓 迫して 獻 上させた 原の 中つ 國も、 九州 神話に は無關 係で ある。 今や 興味の 中 

心 は戀と 魚貝の 説話に か 、つてん る。 曾て 天孫 降臨の 際に 「上 は 高天原 を 照らし 下 は 茶 原の 中 

や ちまた  V るた ひ 二  すな どり 

っ國を 照らして」 天の 八 衢に現 はれた 雄大な 稷田 SiJ 古の 神 も、 漁して ひらぶ 貝に 手 を はさまれ 

そのために 海 潮に；^ 溺 した。 或は 海魚 を 悉く 集めて、 天つ 御子に 仕へ まつる か 否か を 問うた。 

fo-- き あら か 

また 笠沙の 崎に 街 殿 を 造られた 天孫に ついても、 その 新しい 國 土の 統治の 物語 はなく、 たぐ 美 

われい まし まく あ ひ 

女との 婚姻の 物語の みが ある。 天孫 は 美しい 「木の 花 くや 姬」 を 見て、 「吾 汝と目 合せむ と 

忍 ふはい かに」 と 云 はれる。 姬の父 は 姉 娘なる 醜い 「石 長姬」 を 副へ て 奉る。 天孫 は 姊姬を 返 

して 妹姬 とのみ 姘 せられる。 そのために 天孫の 壽は 「木の 花」 の 如く 散り 易くなる。 また 天孫 

は 木の 花 くや 姬が 一夜に して 娘んだ の を 疑うて 「そ は 我 子に 非 じ、 必ず 國っ 神の 子なら む」 

とい はれる。 姬は 誓に よって 身の 潔白 を證 する ために、 戶 なき 八 殿に 火 をつ けて その 中で 產 

をす る。 火が 燃え 上って から 衰へ るまでの 間に、 三人の 御子が つ、 がな く 生れられる。 


九州 神話の 大部分 を 占める 「日子 穗々 手 見の 命の 物語」 も 同じ 調子の ものである。 この 命 は 

さちひこ  さちひこ 

「山の幸 彥」 として 狩 獵に從 事せられ たが、 兄なる 「海の幸^^!-」 に、 その 幸 を 易へ て用ゐ むこ 

と を 三度 乞うて 斷られ た。 が 漸く その 望 を 達せられた 時には、 一尾の 魚 も 釣れない のみならず 

つり ぱり  やま さち お Mj ち/^ 

兄の 命の 鈎 をまで も 失 はれた。 兄の 命 は 「山 幸 も 己が 幸々、 海 幸 も 己が 幸々」 と 云って 夠の返 

還 を 求ら れ る。 兄の 强徵 に對 して 弟の 命 は、 十 掬の 劍を 破って 五 百 鉤千鉤 を 作って 惯は うとせ 

しほつ ち  ま 

られ たが、 許されなかった。 で 海邊に 出て 泣いて ゐられ ると、 鹽椎の 神が 「間な しかつ まの 小 

ひろこ  つ) と  わたつみ 

船」 に乘 せて、 「が^ 鱗の 如つ くれる 海 の 神の 宮」 へ の 道を敎 へて くれる。 命 は その 宫 門に 至つ 

かつら 

て 井の 傍なる ゆつ 1^ 木に のぼられた。 海神の 女 璺玉姬 の 侍女が 玉 器 を 持って 水 を 汲みに くる。 

，が は 水 を 乞うて その 玉 器に 頸の 珠を 吐き 入れられる。 珠は玉 器に ついて 離れない。 それ を 見た 

うる 11  みめで まく あ ひ 

畳：， f; 姬は、 自ら 門に 出て、 木の 上なる 「歴 しき 男」 を 見 感て目 合する。 海神 もまた 許し、 八 

重に 敷け る 海驢の 皮の 墨 維疊の 上に 請 じて 歡待 する。 かくて 三年の 月日が 經 つた。 或 日 命 は 夠 

の 事 を 思 ひ 出して 長嘆 せられる。 姬 がそれ を氣 にして 父 神に 告げる。 命 は 事情 を 打ち 開けられ 

つ n- ばり  た  ひ つりばり 

る。 海神 は 大小の 魚類 を 悉く 召集して 鈎の 詮議 をす る。 赤海鯽 魚が 鈎 をのんで 病氣 して ゐるこ 

二 文藝的 作品と しての 構圖  二 一  九 


第三 章 古事記 9 藝術 的！ « 値  ニニ 〇 

.  S  I  ,  しほみ つた まし ほ； S るた ま 

とか 解る。 鉤を取 返された 命 は、 海神から 兄 を 苦しめる 策 をさづ かり、 鹽盈 珠鹽乾 珠を携 へ、 

1 尋和邇 の 頸に のって 上つ 國へ 歸られ る。 11 こ 、まで は 描寫が 極めて 詳細で ある。 しかし 兄 

の 命 を 苦しめて 遂に 滿 干の 珠を用 ゐられ るに 至る 件 は、 殆んど 省略した と 云っても い 、ほどに 

簡單 である。 明かに 作者の 興味 は 海宮を 背景と する 戀愛譚 にあって 兄？ S の 爭鬪に はない。 從っ 

てこ の 物語の 末尾に は 畳 玉姬の 愛が また 詳しく 物語られて ゐる。 已に姙 身と なって 產 時に 臨ん 

だ 海神の 女 は、 海原に 於て 天つ 御子 を 産むべき でない と、 夫の 命の 後 を 追って 陸上に 來た。 さ 

うして 海 邊に賴 の 羽 を 以て 一お いた 產殿を 造らせた。 その 屋根が まだ 「葺き 合へ ぬ」 內に 姬は旣 

に 產氣づ いて 來る。 そこに 「見るな」 の 禁が現 はれる。 が 物語に 於て は 常に この 禁は 破られる 

ので ある。 夫の 命は姬 が八尋 和邇 とな つてと ぐろ を卷 いて ゐ るの を 見て 驚いて 逃げ出された。 

姬 はこの 辱 かしめ を 憤って、 產れ た兒を 置き去り にして 海宫に 去る。 しかし 後に は戀 心に 堪え 

ずして 妹姬 により 戀歌を 送って 來た。 夫の 命 も 畳 かな 感情 を 以て その 歌に 答 へられた。 この 二 

つの 歌が この 物語の 結末で ある。 

赤 玉 は緣さ へ 光れ ど 白玉の 君が よそ ひし 貴く ありけ り 


沖つ 鳥鸭 つく 島に 我が ゐ ねし 妹 は 忘れ じ 世の こと/ に 

明かに これらの 歌 は、 後に 附 加せられ たもので あるら しい。 殊に 「鴨つ く 島」 の 歌に は、 實感 

より 出で た 詠嘆と しての 感情の 直接 さが ある。 「か^ 鳞の 如き 宮」 の 空想と 同質の 敍情 詩で はな 

い。 しかし この 兩 者の 結合 は 舊辭の 製作よりも 古い ことで あらう。 書紀の 一 書に もこの 歌 は 出 

てゐ るが、 その 使 ひ 方 は 古事記と かなり 違って ゐる。 古事記の 方が 心理的に 見て 遙 かに 自然で 

ある。 卽ち、 同一 の 材料 を 用ゐた 物語で ありながら、 古事記 は文藝 的に 優れて ゐ るので ある。 

うが や ふき あへ す 

海神の 女に よって 生れられ た鵜葺 草せ ft 不合 の 命 はた、 く 名のみ であるが、 この 命が また 海神の 

女に よって 神 倭い はれ 彥の命 を 生まれる。 こ 、で 物語 はこれ まで 二つ に^れて ゐた 政治的 興味 

と戀 愛の 興味と を 合流す る。 舞臺 もまた 九州から 倭へ 移る。 

この 命の 物語 は 三 段 に^れて ゐる。 第一 は の 征服で ある。 東征の 議 とその 途上と に 極めて 

簡單に 語られ、 物語 は 直ちに； 1； 內 から 始まる。 先づ ながす ね彥 との 收戰が ある。 そこで 軍 は 南 

へ 廻って 熊 野に 行く" - 熊 野 山の 祌は その 毒氣を 以て 命の 軍勢 を 無力に する。 天 照大御 神と 高木 
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の 神が 高 1K 原から 建 御 雷の 劍を 下して 危難 を 救 はれる。 次で 熊 野から 吉 野へ 出る についても、 . 

高木の 神が 天より 下された 八咫 烏の 助力が ある。 いよ/ ヽ 大和 へ はいると そこに は 「尾 ある 人」 _ 

が 住んで ゐる。 宇陀の 兄う かし 弟う かしへの 勸降 使に 立った の は 人ではなくて 八 S{ 烏で ある。 ， 

係の 征服 はま づ かう いふ *1 界 の出來 事と して 物語られて ゐ るので ある。  - 

大和に 入って からの 征戰は 歌謠と 結びつけて 物語られて ゐる。 兄う かしが 敵 を 欺き 殺さう と： 

r, し  つち 

した 押 機に よって 自ら 殺された あとに は、 饗实に 於て それ を 嘲笑す る 歌が ある。 また 尾 ある 土 

や そ かし はで  - ： - - 

ぐ も を 討つ 時には、 天つ 御子の 歌に 從 つて、 八十 膳 夫が 劎を拔 くので ある。 とみ 及びし きの 

征伐に 至って は、 た 歌の みが 記されて ゐる。 これらの 歌 もまた その 詠嘆の 直接 さに 於て 物語 

と 同質で ない。 た V 同じき 地名が 現 はれて ゐる 故に、 或は 物語の 比喩と 見ら るべき 一 つの 一一 =cjii 

が 含まれて ゐる 故に、 或は また それが 軍歌で あり 爭闘を 歌った ものであるが 故に、 何時と もな- 

くこ、 に 結合した もので あらう。 もしくは 古くから 歌 はれた これらの 歌畔 i が、 逆に 物語の 動因 

となった とい ふこと も あり 得る であらう。 作者 は旣 にかく 結びついた 村 料 を 取扱った ので あつ 

て、 こ、 に は 前段の 如き 歌と 物語との 渾融は 見られない。 た，. -征戰 の 物語の 間に、 「みつ/ \ 


し久 米の 子ら」 「うちて し 止まむ」 「え、 しゃこし や」 とい ふ 如き 比 的 強剛な^ 動 を 響き 出 

させる こと は、 歌の 意味が 何で あらう とも、 とにかく 一種の 强ぃ效 果を與 へる ので ある。 

第一 一段の 戀 物語に 至って は、 むしろ 歌が 物語 を從 へて ゐる。 序と して 物語られる 神 婚傳說 も 

歌の 氣 分と 合 はなく はない。 美 和の 大物 主の 神 はせ やた &ら姬 の 美 を 愛して、 丹； & 〔-: の 矢と なつ 

て その 富 登 を 突いた。 姬は r 走りい すすぎ」 て、 その 矢 を 床の 邊に 置く。 矢 は 美男に 化して 姬 

と婚 した。 その子なる 「ほと たたらい すすぎ 姬」 が、 今 七 人の 乙女に 交って 高 士 野に 遊んで 

お ほき さき 

ゐる。 姬を大 后に 推薦しょう とする 大久 米の 命 は， 神楼 いはれ 彥の 命に 向って gi ふ、 

やまとの 高位 士野を 七 行く 乙女 ども 誰 をし まかむ 

いはれ 亲の 命の 答 歌、 

かつん \ も いや 先 だてる え をし まかむ 

さう して 先頭の 乙女が 「神の 御子」 なる 姬 であった。 大久 米の 命が 大命 を傳 へる ために 姬に近 

さける とめ 

づ くと、 姬 は大久 米の 黥 利 目 を 見て 歌 ふ、 

あめつ  >- ちどり ましとと 何 ど さける とめ 
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大久 米の 答 歌、  一 

た ,  . 

乙女に 直に 逢 はむ と 我が さける とめ  *  1 

ひ-こよ みね  C ち  まゐ  1 

かくてい はれ 彥の命 は姬の 家に 一 宿御寢 ます。 後 姬が宫 內に參 つた 時の 命の 御 歌、  〕 

兼 原の しけ こき 小屋に、 菅疊 いやさ やしきて、 わが 二人 寢し  一 

• か うい ふ 物語に なると 古事記の 作者 はいつ も確實 である。 さう して さう 云 ふ 場合に は 常に 歌 ま 

が 中心の 力と なって ゐる。  一 

第三^に はい はれ 彥の命 崩 後の 皇位 爭 奪の 亂が 物語られる。 日向の 女に よって 生れられた 1^ 

皇子 は、 」 お 母なる いすす ぎ 姬を娶 つて その 腹なる 三 弟 を 殺さむ とせられた。 姬の患 苦の 歌、 一 

うねび やま  < 

さゐ 川よ 雲た ち 渡り 畝 傍 山 木の葉 さやぎ ぬ 風 吹かむ とす  一 

畝 傍 山晝は 雲と ゐ 夕され ば 風 吹かむ とぞ 木の葉 さやげ る  一 

この！^ をき かれた 皇子 は」 お 兄の 殺意 を さとって 逆に.^ 兄 を 攻め 殺された。 —— こ、 にも 歌 は^! 

意で ない らしい 比喩の 意味に 使 はれて ゐる。 しかし この 歌が もと 單 なる 叙景の 歌で あり、 また 

敍景の 歌と して 寓葉 集中の 傑作に 比肩し 得べき ものである こと は 明かで ある。 その 形式の 整！^ 


して ゐる點 からこれ を 古事記 中の 最も 新しい 暦と 見ても 不 當 では あるまい。 が 前に 云った 如 i 

く、 推 古 朝 以前に この種の 優れた 歌が 作られなかった とい ふ證據 はない。 もし 我々 にして 舊辭ー 

の 作者の 才能 を 信じ 得る とすれ、 は、 この種の 歌 は 作者 自身の (もしくは 作者と 等しい 才能 ある 一 

抒情詩 人の) 作と 見る こと も出來 るで あらう。 然 らば 右の 二 首の 歌 は、 人皇 初代の 物語 をカ强 j 

い 律動に よって 結ぶ ために、 作者が 敢て揷 入した ものと 解して よいので ある。  一 

右の 物語 は 九州 神話と 同じき 神話 的 氣分を 以て 始められ、 末尾に 到る に從 つて 漸く 人間的 傳 

說の氣 分に 移って 行く。 がま だ その 移行 は 完全で ない。 次に 現 はれる 御眞木 入日 子の 命の 物語 一 

おきなが たらし ひ： C  I 

もな ほ 強く 神話 的氣 分を殘 して ゐる。 それ は 漸次 滅 少しつ、 も 息 長 帶姬の 物語まで は 消失し な i 

いので ある。 

御眞木 入日 子の 命の 物語 は 大體に 於て 神 倭い はれび こ の 命の 物語に 現 はれた 三つの 主題の 繰 

り 返しと 見られる。 その 第一 段 は 「人民 を 疫病から 救 ふための 祭事の 物語」 である。 人民の 死 

滅を 憂へ つ、 神牀 にます 命の 夢に、 大物 主の 神が 現 はれて、 「こ は 我が 御 心ぞ、 お ほた 、ねこ， 
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をして わが 御前 を 祭らし めば、 國 安から む」 とい ふ。 お ほた、 ねこ を 採し 出して 見る と、 それ 

は 大物 主の 神の 後裔であった。 そこでお ほた、 ねこが 三輪の 神主に される。 また その他の 諸 神； 

の 祭祀 も 盛んに 起される。 第二 段 はお ほた、 ねこが 神の 子で ある 所以 を說く 三輪の 神 婚傳說 で！ 

いくた まよ りひめ  - 

ある。 曾祖父の 母なる 美女 活玉 依姬は 夜毎に 倏忽 として 現 はれて 來る 美しい 男 を 愛して やがて 

姙身 となった が、 男の 名 は 知らなかった。 で その 父母の 入 智慧に 從 つて、 或 夜 ひそかに 麻糸 を！ 

つけた 針 を 男の 据に 刺して 置いた。 朝に なって 見る と 麻糸 は 鉤穴を 通って 外へ 引いて ゐる。 そ； 

れを迎 つて 行く と 三輪 山の 神社へ 出た。 この 時 麻糸が 姬の 室に 「三 勾」 殘 つて ゐ たので、 「三 

^」 とい ふ 地名が 出來 たとい ふので ある。 第三 段に はまた 歌謠を 交へ て 御眞木 入日 子の 命の 庶; 

たけ  こ し  やましろ  一 

兄 建 はに やすの 反亂が 物語られる。 その 歌 は 高 志 征伐に 向った 大彥の 命が 山 代の へら 坂に 於て； 

.  i 

「1^ 装つ けたる 少女」 から M くので ある。 

こ はや、 御眞 木； k 曰 if はや、 御眞木 入日 子 はや、 己が 命 を、 盜み弑 せむ と、 後つ 戶ょ、 い 一 

& たが  5 かが 

行き 遠 ひ、 前つ 戶ょ、 い 行き 遠 ひ、 窺 はく、 知らに と、 御眞木 入日 子 はや。  j 

この 歌に よって 反亂は 暴露され、 武殖安 は 攻め 殺される ので あるが、 明かに この 歌 は 「さゐ 川： 


よ」 の 歌よりも 形式が 古く、 また 物語の 中核 をな して ゐる 趣が ある。 

これらの 三つの 主題 は實 によく 神 倭い はれ 彥の 命の 物語と 似て ゐる。 第一 一段の 如き は 同じ 三 

輪の 神 婚傳說 が 用ゐら れてゐ るので ある。 だから 御眞木 入彥の 命が 「初 國 知らし し御眞 木の 犬 

皇」 と稱 へられて ゐ るの も、 故な きこと ではない とい ふ 印象 を與 へる。 

更に その後の 物語 も 同じ 主題 を 繰り返して ゐ るので は あるが、 しかし それ は 同じ 調子 を 以て 

進んで 行く ので はない。 政治的 背景の ある 戀 愛の 物語、 戀 愛の 挿話に 充 たされた 英雄の 傳說、 

英雄的 行爲を 輪廓と した 神秘的 信仰の 物語、 とい ふ 風に、 政治的 興味 を 主にした 一方の 流れ は 

戀 愛の 興味 を 主にす る 他方の 流れ を絕 えず 伴奏と しつ i も、 渐，？ 高潮に 達して、 遂に 新羅 出征 

とい ふ 如き 一 つの 頂點に 行きつ く。 そこで これまで 伴奏であった ものが 漸次 力強く 表面に 現 は 

れ、 旣に 極度まで 高まった 雜動 をば、 全然 異 つた 旋 調の 內に、 卽ち 愛らしい 抒情 的な さま.，^ 

の 物語の 內に、 弛緩させる ことなく 押し進めて 行く ので ある。 が應神 仁德兩 朝の 物語 を 過ぎる 

と 二つの 流れ は 再び 短 かい 波長 を 以て 交錯し 始める。 そこで 初めの 主題が 交互に 繰り返されつ 

つ 漸次 律動が 低ま つ て 、 遂に 音な く 消えて 行く の で あ る。 

二 文藝的 作品と しての 構圖  ニニ 七 
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いくめ いりび こ の 命の 御 后 さほ 姬 の， 物語 は 高ま り 行く うねり の 最初 の 徴候と して 現 はれる。 

き を  いろ や， -  は 

佐 保姬が 后と なられた 時、 兄の 佐 保 は 「夫と 兄と いづれ か 愛しき」 ときいた。 この 情熱 的な 

おもと  いろせ は 

襲 迫が 悲劇の 核で ある。 姬は 「かく 面 問 ふに 勝たず して」 「兄ぞ 愛しき」 と 答 へられた。 兄 は 

夫の 命を弑 しまつれ と 迫る。 夫に 愛 を 捧げられる 姬は、 己が 膝に 枕して 寢 ねます 夫の 命の 上に 

兄^ 校け た 小刀 を 三度 ふりかざしながら、 さめ，^ と 泣かれた。 その 涙が 夫の 命の 御顔に か、 

り、 御 眠 を さます ことになる。 姬は 遂に 兄の 叛意 を白狀 せられた。 が 夫の 命の 軍に よって 攻め 

殺されよう とする 兄 を も 忍び かねて、 懷姙の 身なる にも拘らず、 後門より 逃れ出て 兄の 稻 城に 

入られる。 夫の 命 は 御 后と 御子と に對 する 愛の 故に 攻迫の 手 を ゆるめられる。 やがて 姬は稻 城 

の- S: に 生れられた 御子 を、 「もし 大君の 御子と 思 ほしめ さば、 を さめた まへ」 と 申し出られた。 

夫の 命 は 御子 を 連れて 出られた 姬を 御子と 共に 奪 ひ 取らう と 企てられる。 が 死 を 決した 姬は、 

髮を 刺り 衣 を^ら せて、 拙へ ようとす る 者の 手から すり 拔け、 將に燒 かれむ とする 稻 城へ 歸ら 

れた。 さう して 御子に ついては 母ら しく、 夫の 命に 向って 妻ら しく 振舞 ひながら も、 遂に 兄と 

共に 死につ かれた。 


こ れ は 皇位 の爭を 背景と する 戀愛 の 物語で ある。 が 戀愛 の 心理 を これ ほど 複雜 に描寫 した も 

の はこの 物語 以前に は 現 はれなかった。 その 意味で こ k に 話 勢 の 上昇が 感ぜ られ るので あ る。 

右の 物語に はも はや 神話 的氣分 はない。 三輪 山の 神 婚傳說 の 直ぐ あとに 來る 物語と して は 非 

常な 變 化に 見える。 が 前に も 云った 様に、 神 功 皇后 の 物語 ま で は祌 話的氣 分が 全然な く な る こ 

と はない。 难仁 朝の 物語と しても 佐 保姬の 悲劇に ついで 佐 保姬の 御子の 祌話 的な 物語が ある。 

むな  くち  ふ とまに 

稻 城の 內に 生れられた 御子 は 「八 束 鬚 胸 さきに 至る まで」 口 をき かれない。 それ. は 太 占に よつ 

て 出 雲の 大 神の 祟と 解った。 そこで 「うけ ひ」 が 語られる。 この 大神 を拜ん で眞實 に驗が ある 

ならば、 「この 驚巢の 池に 住める 驚、 うけび 落ちよ」 とい ふと、 鶯は 地に 落ちて 死んだ。 で 出 

くち 

雲に 行. つて 大神 を拜 まれる と、 歸途 から 口 をき かれる やうに なった。 また 御子 は 出 $H に 於て 一 

夜 肥 長 姬と婚 せられた。 ところが その美 人 を竊み 見る と、 それ は 蛇であった。 御子 は 驚いて 逃 

げ 出された。 姬は 患み て 「海原 を 照らして」 追って 來た。 御子 は 益々 驚いて 船 を 山 越させて 逃 

げられ た。 これら は 明かに 神話 的な 物語り 方で ある。 

二 文藝的 作品と しての 構 圖  ニニ 九 
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次の 景行 朝の 物語 は、 全然 小 確の 命の 英雄 傳說 によって 充 たされて ゐる。 書紀 の採錄 せる 如 

き 種々 の 小話に は、 一顧 をも與 へて ゐな いので ある。 

まづ 最初に 小 確の 命と その 兄なる 大 確の 命との 關 係が 物語られる。 大碓の 命 は 天皇の 愛され 

あした： e ふべ お ほみ け  、 ， ， 

た 女 を 横取りした。 この 大碓の 命が 「朝夕の 大御 食」 に 顔 を 出さない ので、 天皇 は，^ 碓命 をし 

て さとさ しめられた。 小 確の 命 は、 朝；！ に 入って ゐる 兄の 命 を 捕へ て、 「つかみ ひしぎ、 その 

枝 を 引き 闕 き、」 こもに 包んで 投げ捨てられた。 

この 様な 「たけく 荒き」 情の 故に、 小 碓の命 は 熊 襲 征伐に 派遣 せられる。 その 頃 命 は 髮を額 

X  くま ーて たける 

に 結って 居られた。 で 姨俊姬 の 衣裳 をつ け、 その 額の 髮を 少女の 如く 梳き 垂れて、 熊 曾 建の * 

樂の 日に、 女人の 中に 交り、 建の 寵愛 を 得つ、、 宴酣の 時に 劎を 出して 胸 を 刺し通された。 颜 

J^- まとた ける  - つめ  くま そた ける 

死の 建 は 命に 「倭 建」 の 名を獻 ずる。 命 は 「熟る ffi:」 の 如く 报 りさいて 熊酋建 を 殺された。 さ 

うして 還り 路に は、 山の 神、 河の 祌、 穴 戶の神 を征定 せられた。 

次 は I 出 雲 建の 征伐で ある。 命 は 出 雲に 到って まづ 建と 友情 を 結ばれる。 それから 木刀-を 佩い 

て 共に 肥の 河に 水浴に 行き、 河から 上って 自分の 木刀 を 出 雲 建の 劍と 取り 換 へられる。 そこで 


決闘して 打ち殺され るので ある。 そこに 引かれた 歌、 

-., づも たける  た ち つづら  さ み 

やつめ さす 出 雲 建が 佩け る 太刀 黑葛 さは 卷き眞 身な しに あはれ 

とい ふの は、 この 傳說 と共に 古い もので あらう。 

すめら み-一と 

次で また 東方 征伐が ある。 命 は 伊勢に 至って 倭姬に 「天皇 早く 吾 を 死ねと や 思 ほ すらむ」 と 

嘆かれた。 姬は草 薙の劍 と 囊を賜 ふ。 そこで 尾 張に 到って 美 夜受姬 と婚を 約し、 山河の 神 を 平 

定 しつ \ 相 模の國 まで 行かれた。 こ、 の 國造は 命 を 欺いて 野火で 殺さう とする。 その 危難 は 倭 

きさき 

姬の囊 に 入って ゐた火 打と 草な ぎの 劍と によって 救 はれた。 次で 走 水の 海の 難航の 際に は、 后 

弟 橘 姬が 自ら 進んで 犠牲に なられる。 その 后の 辭 世の 歌 は、 過去の 危難の 際の 心の 結合 を 思 

ひ 出した 惻々 たる 愛情の 表白で ある。 

さがむ を ぬ  ひ ほ なか ，  ， ， 

さね さし 相 模の小 齊に燃 ゆる 火の 火中に 立ちて 問 ひし 君 はも 

この 愛情に 對 して は 足 柄 峠に 於け る 命の 「あづま はや」 の 長嘆が ある。 が この、 濕 やかな 心情 

の 流 1^ と對 照す るが 如くに、 やがて 次に は 美 夜 受姬の 愛が 語られて ゐる。 その 中心 をな す もの 

は 極めて 感覺 的な 月經 の 歌で ある。 作者 は 確かに この 戀に 於て 英雄の 運命 の 破綻 を 示 さ う と し 
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たらしい。 何故なら こ、 に 作者 は、 r 姬と合 ふ」 こと、 「草 薙の劎 を姬の 許に 殘す」 こと、 及び i 

「伊吹山の 神 を 徒手に て弑 さむと する」 こと を、 書紀に 於け るよりも 遙 かに 意味 深く 連結して 一 

ゐ るからで ある。 のみならず また 作者 は、 傾いて 行く 英雄の 運命 を いくつかの 短い 地名 傳說 に.. • 

一 

よって 与 I 調に 語り、 國し ぬび 歌に よって その 悲哀 を 力強く 響かせた 後に、 死の 床に 於け る 英雄 

の 哀歌と して、  -  一 

をと め  ， つるぎ た ち  - 

乙女の 床の 邊に、 わが 置きし 劍の 太刀、 その 太刀 はや  ュ 

と 歌 ふ。 美夜受 姬 との 戀が この 英雄から その 寶劎を 11 卽 ちその 幸運 を —— 引き放した * とい 一 

ふ 風に 作者が 見た とい ふこと は、 こ、 に 於ても う 疑の 餘 地がない。 

この 英雄の 最後 を 飾る 數 多い 歌 は、 短 かく  <.;5- 調に 歌 はれて ゐる。 歌 自身 は國 しぬ び 歌に しな 一 

片歌 にしろ、 また 葬の 歌に しろ、 本來 この 物語と 關係 ある もの ではなく、 舊辭 製作の 時代に 一 

「天皇の 大雜に 際して 歌 ふ 歌」 として、 或は 「望鄕 の 歌」 として、 民衆の 間に 行 はれて ゐ たも 

のと 思 はれる が、 それ を 英雄 の 最後に 結び つ け 悲哀 の 情の 表白と して 極め て 有效に 使った の は 一 

恐らく 作者の 腕前で あらう。 小 確の 命の 物語 を 一 つの 全體 として 見る とき、 この美し い 結末 は 


書紀に 於て は これらの 物語 は、 强 ひて 史書の 體裁を 作った ために、 極めて 散 1^ 雜駁な ものと 

なって ゐる。 しかし 舊辭に 於て は 一 つの 美しい 全體 である。 この 傾向 は 仲哀神 功の 物語に 於て 

更に 甚だしい。 書 紀が仲 哀紀神 功紀 を 別ち、 年と 月と を擧げ て、 .雜 多な 材料 を 羅列して 行く に- 

おきなが たらし ひめ 

反し、 古事記 はた 一  つの 「.„n-^ 長 帶姬の 物語」 を 物語る のみで ある。 

たけし ラち  Vf に は 

姬には 「神が かり」 の 力が あった。 熊 曾 征伐の 際、 天皇が 琴 を ひかれ 建內の 宿禰が 「沙 庭」. 

に ゐて神 命 を 請 ふと、 姬は 神が かりして 「西方の 國を歸 服 させよう」 と 語られる。 天皇 は 「西 

の 方に はた 大海の みが ある」 と 答 へられ \詐 をい ふ祌 だと 思し 刀 ：！ して 琴 を やめられた。 祌はー 

みまし  みまし ひとみち 

怒って 「この 天の下 は汝の 知らすべき 國 にあらず、 汝は 一道に 向 ひませ」 とい ふ。 この 呪の 

曾 葉 は 勿論 姬のロ を 通じて 傳 へられる ので ある。 そこで 建內の 宿禰が 「恐し、 我 天皇、 なほ そ 

の 大御琴 を あそばせ」 と 申 上げる。 天皇 はな まくに 琴 を ひかれる。 やがて 琴の 音が 絶える。 

火 を 舉げて 見る と旣に 崩ぜら れてゐ る。 

一 
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大祓の 後に また 建 內の宿 纏が 「沙 庭」 に ゐて神 命 を 請 ふ。 姬は叉 神が かりして 先の日の 如き 

みこと 

神 命を傳 へ、 「凡そ この 國は汝 が 命の 御腹に ます 御子の 知ら さむ 國 なり」 と 語られる。 神の 名. 

そこ つ、 つ を 

を 問 ふと、 天 照大御 神、 底 筒 男 中 筒 男 上 筒 男、 の 名が 答 へられる。 さう して 西方の 國を 征定す 

る 方法、 . I 天地 山川の 諸 神に 幣帛 を 奉る こと、 神の 御 魂 を 船に まつる こと、 眞 木の 灰 を 入れ 

ひさ-ご 

た 瓠ゃ箸 やひら で を 多量に 海に 浮べる こと、 11 が敎 へられる。 敎 のま \ にして 軍船 を乘り 31 

すと、 大小の 海魚が 悉く 集って 船 を 負 ひ、 順風が 犬に 起り、 遂に 船の 波が 新羅の 國の 半ばまで 

み ま かひ  わた みやけ 

押 上がる。 その 國主は 直ちに 降服して 服 從を誓 ふ。 卽ち姬 は 新羅 を 御馬 飼、 百濟を 渡の 屯 家と 

定め、 杖 を 新羅 王の 門に つき 立て、 墨 江の 大 神の 荒 御 魂 を國守 神に 祭って 凱旋せられ る。 

これ は 新羅 征討の 物語と いふよりも 寧ろ 息 長 帶姬の 奇踪談 である。 だから 作者 はこの 征討の 

餘談 として 姬が產 時 を 延ばす ために 裳の 腰に 石 を 纏 はれた こと、 裳の 絲を拔 き 取って 魚 を 釣ら 

れ たこと など を 物語る ので ある。 

新羅 征討の 終った 後に は r 汝が 命の 御腹に ます 御子の 知ら さむ 國」 とい ふ祌 命が 實 現されな 

か  一 さ. A  4<； しくま 

くて はならぬ。 そこで！^ 坂 王 忍 熊 王の 反亂 とその 征定が 物語られる。 ま づ喪船 を 仕立てて 敵 を. 


欺き、 次に 弓弦 を髮に 隱し詐 つて 降服して 敵の 虚を 突く。 かくて 遂に 忍 熊 王 を 近 江の 海に 攻め 

みそぎ  つぬ が 

殺す。 太子 は建內 の宿禰 と共に 購 のために 角 鹿に 行き、 そこの 大 神の 寵 をう けられる。 

太子が 建內 と共に 倭に 歸られ ると、 そこに は 息 長 帶姬が 待 酒 を 醸して 待って 居られる。 そこ 

さ. A ほが ひ 

で 奔放な 力強い 「酒 樂の 歌」 が、 姬 と建內 との 間に 唱和 せられる ことになる。 この 結末 もまた 

嘆美す ベ きもので ある。 

こ、 で 物語の 流れに 一 つの 轉 向が 始まる。 神話 的な 物語り 方 はこ、 から 消えて 行き、 戀 愛が 

物語の 主题 として 漸く 勢 を 得て 來 るので ある。 奇踌 的な 誕生の 傳說を 負 はれる 「ほむ だ 別の 命」 

も、 こ、 ではた 人間的な 戀 愛の 主人公に 過ぎない。 

ま づ矢河 枝姬と の 戀 愛が ある。 さう して 戀 人との 酒宴に 歌 はれる 長い 歌が ある。 

おほさ. -ぎ 

次に 髮長姬 を 太子 大 雀の 命に 譲られる 話が ある。 四つの 美しい 歌が こ k に 結びつけられ てね 

る。 書紀が 同じく この 歌 を 引きながら その 解釋を 異にして ゐる ところ を 見る と、 歌 は 古くより 

田 別の 命 や 大^の 命に 歸 せられて ゐ たが、 この 物語 は 必ずしも 古く から 確定して ゐ たもので 

二 文藝的 作品と しての 構圆  ニー 一一 五  ， 
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はない らしい。 歌の 解釋 やそれ によって 試みられた 主人公の 心理 描寫 は、 古事記の 方が 遙 かに 一 

面白い。 

なほ 戀 愛の 他に 大^の 命の 劎を 讚美す る 歌 や、 酒を獻 ずる 歌な ども ある。 その あとに 部の 制， 

定、 池の 築造、 濟 との 交通の 如き 公的 事件が 簡單に 記され、 また 歸化 人に して 醯 酒に 巧みな： 

「す、 こり」 の 酒 を 讚美す る 歌 も ある。 これら は 前の 懸愛 歌よりも 確かに 輕く 取扱 はれて ゐる 9 

しかし 眷 田の 命の 崩 後の 反亂 は、 戀愛談 に 劣らぬ 熱心 を 以て 物語られる。 ち この種の 說話は 一 

まだ 作奏と はなり 切らないの である。 

ところで こ、 に 突然 「天の 日 矛の 物語」 と 「春 山 秋 山の 物語」 とが 揷 まれて わるの は 何故で 

あるか。 それ は ril::! の 話」 とせられて 居る。 しかも 三輪 山 傳說に 於け る 如く 物語 中の 人物と 何； 

ら かの 關 係が あるので もない。 だから それが 神話 的で あるに 拘ら ず、 神話 的 分子の 消滅と い. V 

物語の れの 大勢 を ひ 留める 力 はない。 が この、 出雲祌 話に でも 揷 まれて 然るべき 物語が、 ^ 

何故に かく 新しい 部分に 揷 まれなくて はならなかった のか。 思 ふに それ は 起源 を 異にする 傳 Isl^; 

^として、 これまでの 物語の 流れ Q いづく にも 挿入し 難かった ためで あらう。 書紀に 於て は Kj 


日 槍の 渡 來は歷 史的 事實 であるかの 如くに 垂仁紀 三年の 條に 記されて ゐる。 さう して 玉 や 女の 

つ 0 

說話は 角 ある 王子 「つぬ が あらし」 に 結びつけて、 二 年の 條の割 註に 編み 込まれて ゐる。 編者 

が 挿入の 場所に 苦しんだ こと は 同様で ある。 しかし いづれ にしても 遊離した 趣 を 消し 得ない と 

すれば、 旣に 新羅 征討 や 韓人の 渡來が 物語られた あとに、 全然 聯絡の ない 揷話 として 何の 細工 

もな くそれ を 記した 舊辭の 作者の やり方の 方が、 書紀の それよりも 遙 かに 巧妙 だと 云はなくて 

はならぬ。 殊に 古事記に 於て は、 天の 日 矛の 傳說の 如き は、 その 村 料が 韓土 傳來の ものである 

に拘ら ず、 旣に 日本人の 想像 を 通って 來た 一 つの 渾然たる 物語に 出來 上って ゐ るので ある。 

が この 二つの 物語が こ.. に揷 入せられ たの は、 た 韓土關 係が 物語られた 機會を 利用した と 

いふ 計りで も あるまい。 作者の 興味が 漸く 戀 愛の 强 調に 向って 來た 場合と して は、 この さまよ 

へる 傳說群 を こ、 に 取 入れる こと は、 最も 好ましい ことで あらう。 日光に 肌 を 照され るせ 平お の 

女、 玉が 化して 成る 美女、 夫の 虑遇 のために 逃走す る 妻、 11 これら は 正に 舊辭の 作者の 愛好 

する 题村 である。 更に 「春 山 秋 山の 物語」 に 至って は 上代の 戀愛說 話の 一 つの 類 とも 見られ 

る であらう。 
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あめ  ひ S  、づし をと め  した 

天の 日 矛の 娘に is 石 乙女と いふの が ある。 八十 神が 得む として 皆 失 股した。 こ、 に 秋 山の 下 

が 男、 春 山の 霞 男と いふ 兄弟の 神が あって、 兄の 秋 山が 弟に いふに は、 出 石 乙女 は 手に 合 はな 

い、 汝 これ を 得る ことが 出來 るか。 弟 は 容易に 得ようと いふ。 兄 は 衣服、 酒、 及び 山：！： の物悉 

ふ；： -づら  きぬ はかまく つ 

く を 賭ける。 弟 は それ を 母に 告げる。 母 は 藤 葛 を 以て 二仅の 間に 衣禅沓 弓矢 等 をつ くり、 それ 

を 子に 翁 用 させて 乙女の 家に やる。 衣襌も 弓矢 も 悉く 藤の 花になる。 霞 男 は、 その 藤の 花に た 

つた 尸 フ矢を 乙女の 厠に 置き、 乙女が 驚異して それ を 持ち 行く 時に、 藤の 花に^ まれた 自分 もま 

た あとに 從 つて 家に 入った。 さう して 乙女 を 得た。 しかし 兄 は 賭けた 物を與 へたい。 また 母に 

告げる。 母 は 竹の 葉と 键と 石と を 以て 兄 を呪吡 する。 兄 は その 吡 のために 病 枯 して、 憐れみ を 

乞 ふ。 母 は 呪 を 解く。 

それ は 「應神 1K 皇紀」 を 結ぶ 記事と して はふ さはし くない。 しかし 奇 if によって 生れられた 

御子の 戀 物語 を 結ぶ も のとして はまこと に ふさ はしい。 

大 後の 命に よって 統括 せられる 次の 物語 群 は、 美しい 抒情詩に よって 充 たされて ゐる" 旣に 


髮長姬 の 物語に 於て 大崔の 命 は 作者の 强ぃ 同情 を 得て ゐ るので あるが、 こ、 でも また さまぐ 

の 抒情詩が この 主人公の 上に 注がれる の で ある。 

物語 は まづ大 の 命の 溫 い 心情 を 示す ため に 三年 免稅 の 話 を 以て 始められる。 次に は それと 

お ほき V. きい は 

謝 照す るが 如くに 大后 石の 姬の 激烈な 嫉妬が 非常な 熱心 を 以て 語られて ゐる。 命の 戀は 常に こ 

の 嫉妬と 交錯す るので ある。 吉備の 美人 黑姬は 后の 嫉妬 を 恐れて 鄕國へ 逃げ 下った。 それ を 追 

ひかけ る 情緖は 歌に よって 現 はされ てゐ る。 更に 自ら 吉備へ 忍び 下られる と、 そこに また その 

愛情が 美しい 歌に よって 語られる。 別れの 時の 姬の 歌、 

に し  くもば な 

やまとへ に 西風 吹き上げて 雪 離れ そき 居りと も 吾 忘れめ や 

たつ ま  した  たつ ま 

やまと へに 行く は 誰が 夫 こもり づの 下よ は へ っ& 行く は 誰が 夫 

の 如き は、 やまとへ やる 夫に 戀を誓 ふ 歌と して、 また その 夫の 愛情 を 深く 感じ 得た 女が^ 離 を 

共に 悲しむ 歌と して、 それ 自身 獨 立した 價値を 持って ゐる。 しかし こ、 に姬の 歌と して 利用せ 

られ ると、 この 歌の心 持の 內に は、 后の 嫉妬が 背景と して カ强 くはいって くる。 離 居 を 必要な 

らしめ る もの は 后の 嫉妬で ある。 「下よ はへ つ k 行く」 のも^ 離の 悲しみの ためより は 寧ろ 后 

二 文藝的 作品と しての 構圜  ニー 一一 九 
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の 眼 を 忍ぶ ためで ある。 かう して 作者 は 歌の 內容 を變へ つ 、この 歌の 利用に よって 物語 をカ强 

いものに 高めて ゐる。 

わ きいら つめ  . 

八 田の 若郞 女との 戀に 至って は、 11= の 嫉妬に よって 中斷 せられる とい ふよりも、 寧ろ 后の 嫉 

妬の 物語の 火線と なって ゐる。 卽ち 后 は、 GI 分が 饗宴の ための 柏 葉 を 取りに 木の 國へ 行った 

留守に 夫の 命が 八 田の 若 郞女を 愛せられ ると 聞き、 怒りの あまりに 船に 載せて 來た柏 葉 を 海に 

投げ 扮 てて、 難 波の 宮 へ歸ら ずに、 山城から 大和の 方へ と 行って 了 はれる。 それ を 聞かれた 夫 

レ-： れリ  レ. り やま  くち- I 

の 命 は <$C 人の 鳥 山 をして 后 を 追 はせ、 また 次いで 口 子の 臣を 派遣 せられる。 遂に は 自ら 后の 避 

難所へ 出向いて 行かれる。 それが 恐らく 民謠 であった らしい 六 首の 「志 都 歌の 返歌」 を 中心と 

して 語られて ゐ るので ある。 中で も、 

やましろ  と り わ ま  あが li 

山 代に いしけ 鳥 山い しけいし け 吾 愛し 妻に いしき 遇 はむか も 

の 如き は 非常に い k 效果を 見せて ゐる。 

八 田の 若郞 女との 戀 はかくして 后に 距 てられる。 そこで 二人の 戀人は 離れつ、 物 を 思 ふ。 

ひと もと すげ  こ も  たち 

八 田の 一本 其：；： は、 子 持たず 立 か あれな む、 あたら 背 原、 こと を こそ Ka: 原と 云 はめ、 あたら 


ナが め 

淸し 女。  、 

八 田の 一 本菅 は、 ひとり 居りと も、 大君し、 よしと きこ さば、 ひとり 居りと も。 

明かに これらの 歌 は 八 田の 美女の 運命 を 詠嘆す る 民 謠と思 はれ るが、 しかし 右の 如き 物語に 編 

み 込まれても 極めてよ く I 欣 まって ゐる。 それ はこの 作者の 腕で ある。 書紀の 物語で はかう は 行 

力た， > 

め ど り A  -  ^  み 二 

次に 物語られる 女 鳥の 王の 悲戀 にも また 石の 姬の 嫉妬 は關 係す る。 何故なら 女 鳥の 王が 大後 

の 命の 戀を 斥けた の は、 r 大后 の强 によりて 八 田の 若 郞女を も 治め 賜 はず、 故 仕へ まつら じ」 

,. へ， 二  はやぶ-; ^わけ 

とい ふ 理由 だからで ある。 女. お の 王 はかく 命 の 戀 を 斥ける と共に 媒 となつ た 速 總刖を 愛した。 

さう して 大崔の 命が 自ら 彼女の 許に 行き、 機に 坐した 彼女に 向って、 

わがお ほきみ  お  はた  かね 

女 鳥の 吾大 君の、 織ろ す 服 誰が 料ろ かも。 

と 問 か.^ た 時、 決然と して、 

はやぶさ わけ みおす ひ 

高 行く や 隼 別の 御 襲が ね。 

と 答へ た。 大 後の 命に 對 する 女 鳥の 反抗 心 は 更に 女 鳥 をして， 

二 文藝的 作品と しての 構圜  二 四 1 
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，ばり  はやぶさ  V.  二ぎ 

雲^ は 天に 翔ける、 高 行く や 隼 別、 « 取ら さね。 

ひき  くら 

と 歌 はしめ るに 至る。 ために 大丧の 命に よって 攻め 殺されよう とする。 そこで 女 鳥 を 率 ゐて倉 

はし 

梯 山に 逃げ 上った はやぶさ 別 は、 

はした て くらにし  气か 

梯 立の 倉梯山 を險 しみと 岩 かき かねて 我 手 取らす も。 

梯 立の 倉梯山 は嶮 しけ ど 妹と 登れば： g しく も あらず。 

と 歌 ふ。 實に 美しい 歌で ある。 物語 全體 もまた 美しい。 もし 最後の 二 首が 様式 上 雲银の 歌より 

も 新しい とすれば、 こ 、にも また 作者の 腕 を 認めなくて はならぬ。 

女 鳥 は 大«1 の 命に 反抗して 殺された。 石の 姬の 同情 は 女 鳥に 集まらなくて はならぬ。 或 饗宴 

たまく しろ  まと 

の 曰に 姬は 自ら 柏 葉 を 取って 氏々 の 女に 酒 を 賜うた。 その 時 女 鳥の 玉釧を 手に 纏うた 女 を 見出 

して、 女 鳥の 「肌 も？ J かい 內に 玉釧 を！： いで 來た」 その 夫 を 死刑に 處 せられた。 こ、 に 石の 姬 

はいかに も 石の 姬 らしい 感情の 激し さ を 見せて ゐる。 八 田の 若郞 女の 場合と 對照 する ために も 

この 物語 は必耍 である。 然るに 書紀 は、 同じ 物語 を採錄 しながら も、 その 時の 后 を 八 田の 若郞 

女と して、 石の 姬には 結びつけて ゐ ない。， 物語の 心理的 聯絡に ついて 全然 無關 心で ある。 この； 


點 についても 古事記の 方が 遙 かに 藝術 的に 高い。 

ほ ぎ 5 たし つ 5 た 

全然 抒情詩 的な 右の 物語 群 は、 雁 や 琴 を 歌 ふ 本 岐歌志 都 歌 を 以て、 靜 かに 終って ゐる。 さう 

して 次に は 反亂の 話、 反亂と 殺戮との 話、 戀 と实樂 との 話、 とい ふ 風に 交互に 他の 主题を „1 り 

返し つ 、 、 遂に 皇位の 絕 えようと す る 話に 至 つ て 物語 の 流れ を 止める ので あ る。 

すみ C え なか A 

まづ 物語ら れる 反亂の 話に 於て は、 皇位 を 得む とす る 墨 江の 中つ 王が 難 波の 宮 に 放火す る 。 

わけ みこと 、  あ ち あたへ 

饗实の あと 酒に 醉ひ 臥して 居られた いざ ほ 別の 命 は、 歸化 人なる 阿知の 直に 助け出され、 馬に 

乘 せられて 使の 方へ 落ちられる。 丹 比 野に 至って 醉が 醒め、 阿知の 直に 事情 を 聞かせられて、 

たぢひ 野に 寢 むと 知りせば 立薦も 持ちて 來ま しもの 寢 むと 知りせば。 

と 歌 はれる。 坡生 坂に 至れば 難 波の 宮の火 はな ほ 赤く 見えて ゐる。 そこで また、 

はに ふ ざ かわが た 

墙生坂 吾 立ち見れば かぎろ ひの 燃 ゆる 家 むら 妻が 家の あたり。 

と 歌 はれる。 かくて 命 は 武器庫で ある 石 上の 神宮へ 入られた。 ところで 右の 歌 は、 明かに この 

種の 反亂の 歌で はない。 あはた しい 逃走の 途上 r 寢 むと 知りせば」 と 歌 ふの が を かしい 如く 

二 文藝的 作品と しての 構阖  二 四 三 
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燃 ゆる 宮殿 を 見て 「かぎろ ひの 燃 ゆる 家 むら」 と 歌 ふの も を かしい。 寧ろ それ はた ぢひ 野の 夏 

の 夜の 戀の 詠嘆で あり、 また 植生 坂の 春晝 のの どかなる 戀 心の 表現であって、 全然 情調 を 異に 

した ものである。 さう いふ 歌を强 ひて 反亂の 物語に 編み 込む ところに 作者の 氣禀が 現 はれて ゐ 

る。 彼 は 爭鬪の 叙述 を も 抒情詩 的に しなければ 氣 がすまない ので ある。 さう して さう いふ 企て 

の ために Ii« 々失敗して ゐ るので ある。 

f  A づは  みこと 

墨 江の 中つ 王 の 反亂は 寧ろ 散文的な 後半に 於て よりょく 物語られて ゐ る。 卽ち 水齒^ の 命 か 

中つ 王の 単 人 を 欺いて、 その 隼 人に 主人 を 殺さ しめられ るので ある。 が この 描寫 にも これまで 

の やうな 强ぃ 空想的 香氣は 漸く 失 はれ かけて ゐる。 

か る み 二  いも-つと  そと ほし み-一  お ほいら つめ 

次に 物語られ るの は輕の 太子と その 妹の (美しき が 故に 衣 通の 王と 呼ばれる) 輕 の大郞 女と 

の戀 である。 同 母 兄妹の 戀は 最も 忌むべき ものであった。 然し 戀は危 險を冒 かさせる。 危險の 

ひなぶ 9 あまお 

故に 情熱が 高まる。 かくて 輕の 兄妹の 歡 喜と 悲痛と に 緊張した 戀愛 は、 しらげ 歌、 夷 振、 天 田 

板な どの、 恐らく 民衆に 愛せられ たらしい 數 首の 歌 を 以て、 —— 自分の 見る ところに よれば、 

古事記 中の 絶 である 六 七 首の 歌 を 以て、 . I 極めて 情 熟 的に 物語られ るので ある。 戀を 遂げ 


た 太子の 苦痛に 充 ちた 歡喜を 歌 ふ 歌に は、 

したび わし  した どひ あが  いも  したな き  こ 

あし ひきの 山 田 をつ くり、 山 高み 下 樋 を 走せ、 下聘に 吾と ふ 妹 を、 下 泣に 吾 泣く！^ を、 今 

曰 こそ は 安く 肌 觸れ。 

さ、 4  ??: ,  ,  ゐね  ひとは か  うる  さね さね 

小 竹 葉に、 打つ や あられの、 たしん \ に 率 鍵て む 後 は、 人議 ゆと も、 愛 はしと 眞寢 し眞寢 

てば、 ^こもの 亂れば 亂れ、 眞寢 し眞寢 てば。  . 

民衆に そむかれて 捕 へられた 太子が 妻の 悲しみ を 思 ふ 歌に は、 

天 だむ 輕の 乙女、 いた 泣かば 人知 りぬべし、 はさの 山の 鳩の、 下^きに 泣く。 

更に 伊豫の = に 流される 途上 で は 、 

たづ ね 

犬と ぶ 鳥 も使ぞ 鶴が 聲の問 こえむ 時 は 我 名 問 はさね 

そ. -」 ほし 一 

夫 を 思 ふ 衣 通の 王が その 女らしい 愛情 を 歌った 歌に は、 

夏草の 相寢の 濱の蠣 In- に足路 ますな 明かして 通れ 

が 赛は戀 慕に 堪 へずして 流された 夫の 後 を 追 ふ。 その 悲しい 歡 びが 二つの 長い 歌に よって 歌 は 

れる。 さう して：； 人 は 自殺す る。 

二 文藝的 作品と しての 憐 圇  二 四 五 
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これらの 歌が 歷 史上の 人物と しての 輕の 兄妹の 自作で あるか 否か は 知る 由がない。 たと ひこ 

の 戀が實 際の 出來 事であった としても、 さう して 右の 歌が こ の戀を 歌った ものであった として 

も、 歌の 作者 はこの 戀に 感激した 或 他の 人で あり 得る からで ある。 我々 に殘 された もの は 勿論 

詩人 の 空想 を 通した 物語 であって 史實 ではない。 そこで はすべ ての 歌が 主人公の 感情 の 詠嘆 で 

なくて はならない。 さう して こ の 物語で は それが 完全に 出 來てゐ る。 その 意味で この 物語 は 古 

事 記の 戀 物語 中 の 絕 M である。 

この 絕 _m が大 雀の 命の 物語 後の 短 かい 交錯の 間に 現 はれた こと は、 古事記の 終末 を 極めて 

まよ. につみ-一  お ほ はっせ み 一一 

效果 ある ものにする。 何故なら 次で 物語られる 目 弱 王の 弒逆 ゃ大長 谷の 王子の 强暴は 緊張した 

^動 を 以てする 力の 强ぃ 物語で あり、 その 次に 來る大 長 谷の 若 建の 命の 戀 愛と 实樂 との 話 は、 

(多くの 歌 を 以て 美しく 物語られ るに 拘ら ず、) 寧ろ 平和な、 靜 かに 落ちついた 感情 を 響き 出さ 

たび 

せた ものであって、 一度 鋭く！ 115 揚 した 律動 をば ゆるく 大きく うねらせつ、、 最後の 低調に 手際 

よく 流し込む からで ある。 

わ.？ i.  .h ベ み- -  あかん -- 

若 建の 命の 戀 物語 は、 若 日 下部の 王 をつ まど ふ 話に しろ、 赤 猪 子の 老 ゆる 話に しろ、 また 春 


曰の 乙女が 岡に 隱れる 話に しろ、 すべて 歌 を 以て 物語られて はゐ るが、 しかし 戀 とも 云へ ぬ ほ 

どに 淡白な、 感情の 乏しい ものである。 狩 獵の話 も 同じく 歌 を 以て 語られながら、 同じく 感情 

に 乏しい。 さう して これらの 話の 間に は 何らの 聯絡 もない。 た 1- 最後の 宴 樂の 話の みは、 天皇 

あま 二とう たう き うた 

の 尊貴 を 讚美し、 或は 酒 实の樂 しさ を 歌 ふ 天 語 歌 宇岐 歌 等に よって、 これまでの 物語に 現 はれ 

たかった 一 つの 感情 を 流露 させて ゐる。 がそれ も 情熱 的で はなく た 5. 畳 かに 長 M である。 

かくていよ/ \ 最後の 「をけ、 お ほけ 兄弟の 命の 物語」 にたる。 天皇の 讚歌が 豊かに 響いた 

わら. -, - 

あとで、 こ、 に は 天皇た るべき 王子た ちが 庶 人の 家の 火た き 童と して 見出された 話が 物語 ら れ 

てゐ る。 針 問の しじむ とい ふ 人の 新 室の 宴に、 火た き 童 もまた 舞 を 舞 はされ、 そこで をけ の 命 

が 詠 をして その 名 を 名のられ、 臨席した 國司を 驚かす ので ある。 がかくして 見出された 王チ 

は臣の 子の 侮り を 受けられる。 をけ の 命が？^" されむ とした 美女 は 歌 垣に 於て 志 の 臣に手 をと 

られ た。 そこに 鬪 歌の やりとりが 始まり、 しかも それが 戀 のみならず 天皇の 權威 にか、 はって 

くる。 志 の 歌 ひかけ た 歌、 

はたで すみかた ふ 

大宮の をと つ 鰭 手 隅 傾けり 

二 文藝的 作品と しての 構圜  二 四 七 
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と は 皇室の 衰微 を 嘲け るので あらう。 それに 對 して をけ の 命 は *  二 

お ほた くみ をぢな 

大匠 拙劣み こそ 隅 傾けれ 

お ほおみ  し び  一 

と 答 へられる。 皇室の 衰微 を 大臣ら の 貴に 歸 せられる ので ある。 次に 志 昆は襄 から； g つて、 ， 一 

ゆら おみ  しぼ かき  „ 

大君の 心 を 寬み臣 の 子の 八重の 柴垣 入り 立たず あり  .. 

と 歌 ふ。 大君なら ば 大君ら しく 臣下の 戀の 邪魔 はせ ぬ もの だとい ふので ある。 そこで 命 は 答に 一 

^して 「しび」 とい ふ 名 を 嘲笑 せられる。 

しほせ  な f  しび ほた で 

潮瀬の 波 折 見れば 遊び 來る 鮪が 緒 手に 妻 立てり 見 ゆ  ：； 

明かに これ は 「魴の 緒の 傍に 女が 立って ゐて 滑稽 だ」 とい ふ單 純な 嘲 篤で ある。 志 見 もまた 怒 一 

つて 單 純に 「大君の 柴垣」 を 「切れむ 柴ほ •、 燒 けむ 柴； 5 に と 篤る。 王子 は 遂に、  一 

大^5;ょし鲍っくぁまょ其が荒ればぅら#,しけむ前っく節  一 

と 歌って、 翌朝に は 志爲を 攻め 殺される。 それ はこの 物語の 歸結 として 當然 のこと である。 一 

右の 闘 歌の 順序 は 古事記の ま、 で 意味が 通る。 本 居，："： 長の 如く 順序 を 變へ歌 ひ 手 を變へ る必 

要はない。 が この 歌お 一の 物語 は、 書紀に 於て は、 た.. 一首の 他 悉く 異 つた 歌に よって 語られて. 一 


ゐる。 さう して その 方が 或點 では 美しい。 だから 刚書を 通じて 「一 つの 史實」 を 見出し 得る と 

考 へる 人 は、 書紀の 物語の 方へ 古事記の 物語 を 近づけて 行かう と 企てる ので ある。 〈：n; 長 も その 

一 人で あらう。 しかし この 兩樣の 物語が 或 材料 を異 つた 想像に よって まとめた ものである 以上 

さう いふ 企て は 無意義で ある。 寧ろ この 物語の 低調な ことが 古事記の 末尾と して ふさ はしい と 

も 見られる。 

次に こ の をけ の 命が 父 王の 骨 を 求め、 また 父 王の 仇なる 大長 谷の 天皇の 陵を壞 たうと せられ 

る 話が ある。 前者に 於て は 父の 埋葬 所 を 知って ゐた淡 海の 老 姐が 非常な 恩寵に ぁづ かる。 後者 

に 於て はお ほけ の 命が 「父の 仇に は あれ ど 天の下 治らす 天皇な り、 天皇の 陵 は 破るべからず」 

として、 陵邊を 僅かに 掘る だけに 留められる。 さう して これが 古事記の 物語の 終末で ある。 

以上 我々 は、 古事記 中の 舊辭を 構成す る さま，.，^ の 物語と その 問の 聯絡、 及び その 聯絡 を 通 

じて 流れる 律動の 變化、 從 つて 「一 つの 叙事 作品」 としての 舊辭の 樺 造を觀 察した。 明かに こ 

こに は、 たと ひそれ が 幾人 かの 手 を經て 完成せられ たもので あると しても、 結局 はつ 一つの 心」 

二 文藝的 作品と して 9 構圜  二 四 九  一 
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から 出た に 相違ない 統一 が 認められる。 その 素材が 等しい 故に 書紀と 同視して はなちない。 

三 文藝的 作品と しての 特徵 

古事記の 中から 一 つの まとまった 作品 を 見出し 得るならば、 我- は その 作：： i を 頁く 想像力 を. 

問 とする ことが 出來 る。 まづ 取り上げら るべき は、 その 想像力の 特異な 性質で ある。 

一 

想像力と は 何で あるか を 嚴密に 規定す る こと は、 頗る 面倒な 仕事で ある。 こ、 ではた f 單純 

に、 官能の 知覺 によって 生じた 數 多の 表象 を聯 結して、 そこに 自由に 新しい 表象 群 を、 一 つの； 

全 體 として 造り 出す 力と して 規定して 置かう。 それ は單 なる 再現で も 聯想で もな く、 1 つの 新 一 

しい 全體に まとめ 上げる 力で ある。 だから 想像力 は 思惟 作用の 根柢に も 認められ、 その 方面 か 一 

ら は 感性 的經験 を 範疇に 則って 綜合す る 構想 力と し て捉 へられて， Q る。 作" i の创 造に ぁづ かる 

想像力 は、 その 産み出した ものが 常に 直觀的 表象で ある 點に 於て、 認識 作用た る 構想 力と 區別 

せられる が、 しかし この 直觀 的な 想像力 も、 「統括し 構成す る 力」 として の 根本の 性格に 於て 


は、 同じ ものな ので ある。 思惟 作用の 發 達しない 狀 態に 於て は- 想像力の 構成す る 力 もまた 弱 一 

い。 從 つて 一 つの 全體に まとめられた 個々 の 表象の 各々 に 引 きづら れて、 その 全體の 統括が 凝 

うくされ る。  一 

我 上代 人の 想像力 は 正に この 狀態 にあった。 思惟の 力の 未發達 は、 その 想像力の 矛质 した 活 一 

動 を 許して ゐる。 例へば いざな ぎの 命の 黄 泉下り の 話で ある。 いざな ぎの 命が 愛妻 を 慕うて iSiC 一 

泉に 下り、 見るな の禁を 破った ために、 よもつ 平 坂まで 追 ひか けられた、 とい ふ 話の 筋に は. 一 

とまりが ある。 しかし 第一 段 を說く 時には、 その 場面 だけに 引 きづら れて、 第二 段 を 忘れて，^ 

る。 いざな ぎの 命が 黄泉に 下る と、 いざなみの 命 は 「殿より 戶を あげて 出で 向 ふ」。 これ は 上， 

代の 女が 戀人 を迎 へる 光景で ある。 思惟 の 力の 制御 を 受けな い 想像力 は、 この 方向 に 走ら ね ば 一 

I  y  うつ-く  あ  も  みこと あれみ まし  .-ま  を 

ならぬ。 そこでい ざな ぎの 命 は 「愛しき 我がな に 妹の 命、 吾汝と 作れり し國， 未だ 作り 竟へざ 

れば， 還り まさね」 と 呼びかける。 いざた みの 命 は それに 答へ て、 「悔しき かも、 速く 來 まさ 

、 、 あ よもつ  5 つく あ ，  みこと  t  二 

すて- 吾 は 黄泉へ ぐ ひしつ。 然れ ども 愛しき 我がな せの 命、 入り 來 ませる こと 恐ければ、 還リ 

つばら よもつ かみ あげつら 

なむ を。 まづ 具に 黄泉 神と 論 はむ。 我 をな 視 たま ひそ」 と 云って 殿の 內に 還り 入る C これ は 明 

三 文藝的 作品と しての 特徵  二 五一 
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かに 戀の 場面 を 頭に 浮べた 描寫 である。 いざな ぎの 命の 言葉の 內、 「黄泉へ ぐ ひしつ」 と 「黄 

京 神」 との 一 一個 所 を 消す か變へ るか すれば、 それ は その ま、 に 現在に 於ても 通用す る 愛の 表白 

となる であらう。 —— しかし 第二 段 はまた 「見て はならない 黄泉の 光景」 を 描く ことに 引ずら 

よもつ くに 

れて、 第一 段の 描寫を 全然 忘れて ゐる。 第 一 段に於ては黄^：水國は閽の國ではなぃ。 いざな ぎの 

命 は 殿の 外にあって、 殿より 出向った 美しい いざなみの 命 を 直ちに 認めた。 然るに 第二 段に 於 

て は、 殿の. e: は 闇で ある。 さう して いざなみ. の 命の 體は、 「蛆 たかれと ろ、 ぎて、」 1^ つて ゐる" 

これ は 墓場と 屍體 とに よって 黄泉 を 想像した ための 必然の 結果で ある。 が 更に、 第三 段になる 

と、 この 據ぃ 描寫 がまた 忘れられる。 第二 段に 於て は いざなみの 命 は裸體 で、 しかも その 體は 

つて ゐた。 「見るな」 の禁を 活かせる に はこれ で 十分であった。 しかし 第三 段に 於て は、 怒つ 

よもつ ひら さか 

たいざな みの 命 は 自ら 黄泉 平 坂まで 追 ひかけ て、 いざな ぎの 命に 向き 立って 問答す る。 その 有 

樣は第 一 段に 相應 する ものである。 

上代 人の 想像力 はかく 部分的の 深入りの 故に 全體を 忘れる。 複雑な 事件 或は 長年 月に 1 る 事 

件の 描寫に 於て は屢々 この 現象が 現 はれて ゐる。 例へば 天地 交涉の 段の 如き、 地上の 事件が 興 


味 深く 物語られる 故に、 高天原の 會議は 常に 同じ 所に 停止して ゐる 様な 感じ を與 へる。 また 火 

遠理の 命の 海宮行 も、 そこに 興味が 集められる 時には、 最初 9 動機た る 釣針が 閑却せられ、 一一 一 

年後に 主人公 を歸國 させる 必要の 生じた 時に 至って、 「此頃 釣針 を 飲んだ」 とい ふ 鋼が 漸く：；^ 

き 出されて くる。 また 畳 玉 姬の產 についても、 「見るな」 の禁を 活かせる ために、 「本 國の 姿」 

とい ふこと を 重大な 意味に 使 ふが、 その 時には、 火 遠理の 命が 姬の本 國に行 きそ こに 三年の 間 

姬と 暮らされ たこと を 忘れて ゐ るので ある。 この種の こと は 人 代の 物語に 於ても 同様に 見出さ 

あか ゐ -. 

れる。 雄 略 天皇が 赤 猪 子と 婚を 約せられ る 物語 は、 「召し出されぬ 內に 乙女が 盛り を 過ぎた」 

とい ふところに 興味の 中心 を 置く 故に、 乙女 をして 「八十 年の 間」 空しく 待た しめて ゐる。 

かう いふ 傾向 は 物語 全體の 構圔の 上に も 見られる。 出 雲國讓 りの 物語が 熱心に 物語られた 後 

に 夭 孫が 九州に 降られ、 旣に讓 られた 苦の 統治 權を 確立す るた めに 再び 神武 東征が 物語られる 

如き、 その 最も 著しい 例で ある。 

が、 この やうな 弱點 に拘ら ず、 なほ 物語 全體に は、 一 つの 明かな 統一 が ある。 上代 人の 想像 

力 は、 いかに 部分的 表象に 引ずられて 行っても、 この 統一 を 破る ほどで はない。 それ は 想像力 
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を 動かして ゐる 動機が、 現在の 內に 生ける 「過去」 に對 する 驚歎の 感情で あり、 その 過去 を 知 

らむ とする 熱烈な 要求 だからで ある。 あらゆる 表象 は、 いかに 不 釣合に 結合せられ てんる とし 

て も、 とにかく 同じ 方向に 結合 せられて ゐる。 さう して その 方向 は 過去の 說 明と いふ 一 點に歸 

着す る。 こ、 に 於て 思惟の 力の 不足 は、 驚歎の 感情の 强さ によって 補 はれる ので ある。 

こ の こと は 個々 の 説話の まし 一め 方に 於て 旣に現 はれて ゐる。 或 事件の 結果と して 生じた とせ 

られる 地名、 人名、 儀式、 或は s 然 的な 現象 は、 物語られる 時には 結末で あるが、 然し 實は物 

ち ひと  ちい ほひと 

語の 動機な ので ある。 例 へ ば、 「こ 、を 以て 一 曰に 必ず 千 人死に、 一 曰 に 必ず 千 五 百 人生る 、 

なり」 とい ふ 現象 は、 いざな ぎの 命 黄泉： ト りの 結果と して 物， 語られて ゐ るが、 實は 上代 人が 驚 

異の情 を 以て 眺めて， Q た 人の 生死の 現實な ので あり、 そこ か ら こ の 物語が 生み出さ れ たの で あ 

る。 また 「ほと た、 らいす すぎ 姬」 と い ふ 人名 や、 「み わ」 と い ふ 地名 は、 大物 主の 神の 戀の 

結果と して 物語られて ゐ るが、 これ も 同じく これらの 物語の 動機であって、 想像力の 活動 はこ. 

こから 出發 したので ある。 古事記 中に 無 數に存 する 地名 傳說 は、 すべて この種の ものでなくて 

はならない。 更に 著し いのは、 歌謠を 中心とする 物語で ある。 ， 歌 *i は 自然に 流露す る 詠嘆と し 


物語に 關係 なく 生れる が、 それ を 歌 ひついだ 後代 人 は、 その 歌の 背景と して 何ら かの 事 A を 

想像せ ずに は ゐられ なかった ので ある。 

かくして まとめられた 說話 は、 その 動かし難い 核心の 故に、 ぃかに岐路に入って物：^！^られる 

としても、 なほ 素朴な 統一 を 失 はない。 さう して この種の 多くの 說 話が、 一 つの 系列に 並べら 

れる 場合に も、 同じく また 核心と なるべき 题 目が あり、 それに 對 する 驚歎の 感情が ある。 その 

題目と なった もの は、 皇室に 神聖な 權 威が あり、 諸々 の 伴 や 部が それによ つて 調和 的に 机 織せ 

ら れてゐ ると いふ 現前の 狀態 である。 これらの 狀態は 古事記に 物語る 如き 事情に よつ て 生じた 

ので はなく、 寧ろ 古事記 全體 の構圖 が、 これらの 狀 態から 生じた ので ある。 あの 多數な 物語が 

比 if 的混雜 なく 並べられて ゐ るの は、 この種の 「歴史 を 要求す る 心」 から 出た 想像力が、 付 料 

を 「歷 史的」 に 排列す ると 云 ふところに、 その 主要な 力 を^った 故で あらう。 

こ K に 於て 我々 は 上代 人の 想像力の 特 徵を擧 げら ことが 出來 る。 彼らの 想像力 は 合理的な 統 

一 に缺 けて ゐ るが、 しかし 素朴な 驚歎の 感情に よる 統 一 を 持って ゐる。 驚歎の 感情 は 一 種， ぱ渺 

たる 氣 分の 統一 を 造り 出す。 それ は 素朴な 原始 藝 術の 美し さで ある。 
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第三 章 古事記の 藝術 的價値  二 五六 

この やうな 古事記の 美し さは イリ ァ ス の 美し さと 比せら るべき もので ない。 ィ リア ス にも 神 

神の 事蹐が ある。 その 祌はサ モト ラゲの 山の 上から 地 響 を 打た せ つ 、數步 を 以て ト n ャ まで 駛 

け て來 ると いふ 風で ある。 しかし ィ リアスに は、 極めて 顯 著な 合理的 統一が ある。 いかなる 神 

の描寫 も、 神 を 人し- 區別 する 注意深い 用意 を缺 いて はゐ ない。 祌祕の 世界 は 常に 神秘の *1 界で 

あり、 人の 世界 は 常に 人の 世界で ある。 さう して その 各々 の^ 界 がそれ/ 自らの 立場に 於て 

極めて 合理的な ので ある。 のみならず、 その 合理的な 世界 を 描く に當 つて、 古い 希 職人 は素晴 

らしい 藝術的 表現の 力 を 見せた。 時、 所、 心理的 推移、 などに 於け る 厳密な 統一。 事件 全體を 

總括 する 構圖の 力強い 確か さ。 急所の み を擇ぶ 巧妙な 衬 料の 取 拾。 描寫の 誇張な き 素直 さ。 言 

葉の 簡素。 すべて これらの 精練 せられた 技巧 は、 我々 の 股に も 驚歎に 惯 する。 この 偉大た 藝術 

品の 美し さは、 「原始的」 から は遙 かに 距 つて ゐる。 然るに 古事記の 美し さは、 なほ 「原始的」 

から 脫 して はゐ ない。 たと ひ 或 部分に， I 例へば 神々 の 性質 や 描寫の 直観的な ところに —— 或 

類似が 認められる としても、 「藝術 品」 として は 非常に 異る ものである。  ， 


上代 人の 想像力 は 統一 の 作用に 於て 弱く、 從 つて 大きい 複雑な 世界 を カ强く 浮彫に するとい 

ふこと は出來 なかった。 しかし それ は直觀 的な 豊か さ を 持たない とい ふこと ではない。 古事記 

の 描寫は 「畳 富な 直觀を 弱い 統一 力に よって まとめた」 とい ふ 印象 を與 へる。 想像力が 「形象 

を 以てする 思惟」 であると 云 ひ 得られるならば、 こ K に 働く 想像力 は、 「横溢せ る 形象 を 以て 

する 力弱い 思惟」 であると も 云 はれよう。 その 描寫は 確かに 大 いさに 於て 缺 けて おる。 しかし 

その 直觀 的な 新鮮さに 於て は實に 捨て 難い 美し さが ある。 例へば、 

うき あぶら  あしかび  も 

國 わかく 浮 脂の 如くして、 くらげな す 漂へ る 時に、 聋 牙の 如萌ぇ あがる ものに よりて 成り 

ませる 神 …… 

とい ふ 描お に は、 水よりも 遙 かに 濃厚 であって し かも 固體と ならない 浮 脂の ど ろくした 感觸 

や、 形あって なきが 如き，^ いくらげ の 水に 浮いた 感じ や、 また 沼澤 地の 泥の n から 勢よ く萌ぇ 

出て くる i 清の 芽の 力強い 生の 感じな どが、 極めて 巧みに 用ゐら れてゐ る。 天地創造 前の^ 界の 

おもて 

狀態 を これ ほ ど感覺 的に 鮮 かに 描いた 例 はない 。「大地 は 形た く 空虚であった。 その 深みの 面に 

おもて 

は 闇が あった。 さう して 神の 靈が 水の面に 動いて ゐ た。」 これ は 創せ 紀卷 頭の 創造 前の 世界の 
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描. であるが、 しかし それ は 大地から 形と 物と 光と を 捨象した 消極的な 描寫 であって、 積極的 

に 沌の 世界 を 描いた もので ない。 希獵 人の chaos は それより は 具象的であった。 彼ら は 地 

と 海と 空との 渾融 した、 固形で もな く 流動 體 でもな く 透明で もない 海然 たる 狀態を 想像した。 一 

しかし それ も 思想 的な 有で ある 點に 於て 創 世紀と 變ら ない。， 支那 人に 至って は、 書紀 がその 卷一 

頭に 引用した 「一は 沌如雜 子」 の 如く 全然 思想 的な 比喩 を 以て 語って ゐる。 これらに 比して 古事 一 

記の 描. 3； おは、 とにかく 最も 具象的な、 最も 鮮やかな ものである。  一 

しかし これが 創造 說と いふ 立場から 見て 優れた 描寫 であると は 何人も 思 ふまい。 天し 一地との 一 

大 なる s§ 形 を 描く に 浮 ii とくらげ は 適切で ない。 上代 人 は 確かに そ の 直接 經驗 を 以て その 空想 一 

を 語った。 がそれ は實に 愛らしい、 小さい 形象であって、 天地の 大 いさを 現 はすに 足りな かつ 一 

た。 全局 を 見渡す 力が 足りない。 釣合 をと る 力 も 足りない。 この 弱點は 大きい 場面 を 描く 場合， 

に a? 々現 はれて ゐる。 例へば 彼ら は 多數の 神々 の 騒擾 を 描く に、  " 

よ tc づ  1 

ず h の 神の 聲は、 さ螂 なす 皆 わき、 

とい ふ。 さ蠅の り 騒ぐ 有様 は、 その 感觸に 於て 確かに r 騷擾」 を 現 はすに 足りる。 しかし 1K 


地に 滿ち 1 つた 萬 神の 騷擾を 現 はすに は適當 でない 


右の 一 一例 はた ま/ \ 比喩に のみ 傾いて ゐ るが、 或 事件 全體の 描寫に 於ても この 事 は 云 へ るで 

あらう。 例へば 國土 創造 を 物語る ために 男女 二 神の 交合 を 描く。 「創造」 とい ふこと を これ ほ 

ど 生の 力に 卽 して 描いた 例 は、 他に はない。 が 同時に それ は國土 創造と いふ やうな 大きな 出來 

事に は 不向きに なって ゐる。 また 天と地との 交涉を 描く に 際して、 兩 者の 關係 をた 一本の 矢 

によって 現 はす 場合が ある。 地上から 射た 矢が 天の 安河 原に 屆く。 高木の 祌 がその 矢 を 同じ 穴 

から 突き返す。 これ は 確かに 「服に 見える 様に」 描かれて ゐる。 しかし それ は 天と地との 間の 

大き い 交 涉を表 はすに はふ さはし くない。 この種の こし」 は荚 雄の 事蹟 を 物語る 場合に も 同様に 

認められる。 曰 本 武の尊 は、 童女に 扮 して 熊 曾 を 討 たれる 時 も、 燒津の 野で 火攻めに 逢 はれる 

時 も、 常に 一 人で 勸 いて 居られる。 また その r 一  人」 とい ふ 所に 物語の 核心が あるので あって 

もし 軍 衆が 共に あれば、 これらの 說話は 成立し ない。 卽ち 語り手 はた 英雄の 一身に のみ 注意 

を 集めて、 その 事 接の 含む 大きい 意味 や、 その 事践の 背景と しての 軍 衆の 行動な ど を、 全然 眼 

中に 置かない ので ある。 
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この 弱 點が殆 んど現 はれて 來な いのは、， 戀愛を 描く 場合の みで ある。 そこで は 事件が 私人 的 一 

であるた めに 全局 を 見渡す 力 はいらない。 從 つて 釣合の 破られる 怖れ もない。 上代 人の 直 觀のー 

力 は、 外なる もの を 直ちに 內 なる ものと する その 單純さ を 以てしても、 なほ 戀の 心理 を 知り！^ |3 

すに 十分であった。 だからす ベての 戀 物語 は、 心理的な 統一に よって 璺 富な H 觀を まとめて ゐ！ 

る。 古事記の 最も 美しい 部分が 戀 物語で あるの も 不思議 はない。 前に 舉げ たいざな ぎの 命の 黄 一 

泉下り の- s: の 「殿より 戶を あげて」 いざなみの 命の 出向 はれる 場面の 如き は、 あれ だけ 離せば 

美しい 描寫 である。 その他 大國 主の 神の 關係 する すべての 戀 物語、 天孫 を 中心とする 二つの 戀ー 

物語、 また 三輪の 神 や 天の 日 矛 や 春 山 霞 男な どの 戀 物語 は、 すべて 皆 美しく 描かれて ゐ ると 云 一 

つてい、。 人 代の 戀 物語に 至って は 云 ふまで もなから う。 殊に 佐 保姬、 石の 姬、 女. い！ の 王、 鯉 一 

の郞 女、 など を 女 主人公と する 物語 は、 上代 人の 想像力の 最も 美しい 結 品で ある。  一 

こ k に 上代 人の 直觀の 特徵が ある。 彼らに 於て 感覺 的に 知覺 せられる もの は 同時に 心の 現 は 一 

れを 意味した。 從 つて 彼ら は 心 を 描く ために 感覺 をお いた。 その 際 彼ら は、 最も 多く 心情の わ 一 

ななき を 含 ん だ感覺 を擇び 出す 故に、 簡單な 描寫を 以て 長い 內容 を 暗 示す る こ と- が出來 る。 例； 


すめら みこと  はかりごと  きさき み ひ-ざ まくら  み ね  き V き  - 

天皇 その 謀 を 知らさず て、 その 后の 御 膝 を 枕き て御寢 ましき。 こ、 に その ur 統 小刀； 

み くび  ふり あ  かな  こ V ろた 

を 以て、 その 天皇の 御 頸 を 刺さむ と、 三度 舉 げたれ ども、 哀しき 情に 忍えず、 頸 を 刺し 得 

み おも  一 

ずて、 泣く 淚御 面に 落ちな がれき。  一 

の 如き、 后の 愛に 信賴 せられる 天皇の 御 心と、 二つの 愛に 迷 ふ 后の 心と は、 「后の 御 膝 を 枕し 一 

て 眠られる」 とい ふ 姿と、 「小刀 を 振り あげ つ k 悲しみの 淚を 流す」 とい ふ 姿と によって、 極 

キ J さ 

めて 明かに 現 はされ てゐ る。 また、 反逆者に 從 つて 燒 かるべき 稻 城に 入られた 后に 對 しての 愛 

著 も、 

みまし  を ひも  一 

汝の 堅めし み づの小 佩 は 誰か も 解かむ。  一 

とい ふ 如き 一語に、 實にカ 强く現 はされ てゐ る。 これらの 描寫 はた その 瞬間の 心 を 現 はすの 一 

みならず、 また その 愛の 心の 過去の 經歷全 體をも 暗示す るので ある。  ■  _ 

たまく しろ 

愛に 關聯 する 描寫に はすべ てこの 種の 特徵が ある。 女 鳥の 王の 殺戮の 際に、 そ. の 手の 玉 釧をー 

奪掠した 男 は、 皇后 石の 姬 から、  一 
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やつ 二  はだ あた- *  め 

それの 奴 や、 己が 君の 御手に まかせる 玉釧 を、 膚も 塩け きに 刹ぎ 持ち 來て、 己が 妻に 與へ 

つ 

み -ー  まみ 

と 罵られる が、 この 「膚 も媪 けき に」 の 一語 は 若く 美しい 女 鳥の 王の 血に 塗れて 横た はった 酷 

い 姿 を 思 はせ ると 共に、 その 女. =1 の 手から 玉 釧を奪 はう とする 男の 冷酷な 心に 對 する 强ぃ 憎み 

を も 感じさせる。 特に この 一語 を擇び 出した 上代 人の 描寫 能力 は輕視 せらるべき でない。 

古事記 の 慎 値 を 技巧の 方面 か ら 見れば 、右の 如き 點に その 頂上が 認めら るべき であらう。 

古事記の 評價に はな ほ 他の 視點が ある。 氣 品の 高下、 內容の 深淺、 などで ある。 

古事記の 調子に はお 伽噺 的な 無 邪氣な 愛らし さが ある。 透明で、 朗 かで、 子^の やうに 罪が 

ない。 最初に 描かれる 原始 性交の 如き さ へ もさう である。 

その 鳥に 天降まして、 天の 御 柱 を 見立て、 八 尋殿を 見 立つ。 こ、 に その^ いざなみの 命に 

汝が身 は 如何に なれる、 と 問 曰へば、 吾が 身 は 成り 成りて 成り 合 はざる ところ ー處 あり * 

と 答 曰 ふ。 こ&に いざな ぎの 命、 我 身 は 成り 成りて 成り 餘れ ると ころ 一 處 あり. かれ この 


吾 身の 成り 餘れ ると ころ を汝 身の 成り 合 はざる ところに 刺し 塞ぎて、 國 生み 成さむ と 思 ふ】 

は 如何に、 と 詔ば、 いざなみの 命、 然か 善け む、 と 答 曰 ふ。 こ、 にい ざな ぎの 命、 しから！ 

ば 吾と 汝 とこの 天 の 御 柱 を 行き 廻り 逢 ひて、 みとの まぐ は ひせな、 と 詔 ふ。 かく 云 ひち ぎ 一 

りて 乃ち、 汝は 右より 廻り 逢へ、 我 は 左より 廻り 逢 はむ と 詔 ひ、 ちぎり 竟 へて 廻ります 時 

に、 いざなみの 命 先づ、 あなに やし 愛 上 をと こ をと 言 ひ、 後に いざな ぎの 命、 あなに やし 

愛 上 をと め をと 言 ふ。 各 言ひ竟 へて 後に、 其 &に、 女人 先 づ言ふ はよ からず、 と吿曰 ふ。 ： 

しかれ どもく み どに 興して、 子 水 蛭 子 を 生みき。  " 

この 描寫の 無邪氣 さは、 やがて 古事記 全篇 を 通ず る 無邪氣 さで ある。 こ、 に 於て 古事記の 氣品ー 

は 「貴 さ」 と 「卑し さ」 との 對立 を絕 した 天眞な 心の、 無意識の 贵さを 見せて ゐ ると 云へ る。 

. もとより 古事記に も 前後に 調子の 相違 は ある。 神話 的 色彩の 濃厚な 部分で は、 や S ^や. 5^ や- 

鳥な どが 人間に 交って いろくの 役目 をつ とめても、 また 神が 丹 塗の 矢と なり、 玉が 女と 化し 一 

女が 蛇に 姿を變 へても、 それが 不自然で あると いふ 感じ を まるで 與 へない ほどに、 物語 全體が 

ぉ伽噺 的で ある。 しかし この 調子 は 後半に 至って 漸次 弱まり、 この種の 物語 を 挿む 場合に、 特： 
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に 古い 話と して 斷 つて 置く 必要が 生じた。 息 長 帶姬の 渡海に 「魚が 船を负 うて 渡った」 とい ふ 

のが、 歷 史的 傳說に 現 はれた お 伽噺の 調子の 最後で ある。 後半 を 支配す るの は、 GI 然兒 らしい 

怒り や 憎み、 或は 田園 的な 愛情の 歡びゃ 悲しみであって、 ぉ伽噺 的と は 云へ ない。 この 調子の 

變化. は、 全 體の構 園が 「歴史的 排列」 に 基いて ゐる點 から 考 へても、 極めて S 然 のこと である。 

が この 變 化に 拘ら ず、 天眞 から 出た 氣 品 は 依然として 變 りがない。 あらゆる 戀 愛の 描. おは、 た 

とひ 兄妹 相姦であって も、 透明に して 划か である。 あらゆる 爭 岡の 描 寫も、 弑^！^^と殘虐とを問 

はず、 常に 同じく 透明に して 朗か である。 

まよわ c.*-l 

こ K に は 一 例と して 復馨と 爭鬪の 物語 を擧げ よう。 七 歳の 目 弱 王 は、 鼯者を 信じて 父 を 殺さ 

れた 穴德の 御子 を、 11 己が 母で ある 父の _ ^をば 父の 流した 血の なかから 取り 來 つて その 后と 

された 穴； i の 御子 を、 11 その 寢 殿に 於て 刺し 奉った。 その 事件 は 次の 如く 描かれて ゐる。 

ナ めら みこ 上 かむ とこ ま  ひるみね まし  きさき かた  みまし  en- たま 

天 皇 神牀に 坐して * 寢き。 かれ その 后と 語ら ひて、 汝思 ほす こと あり やと 曰 ひければ、 

いっくし み ふか  ま をした まひ  お ほき さき V- き みこま よわ み- - 

天皇の 敦 深ければ 何 思 ふこと か あらむ、 と 答 曰き。 こ、 に その 大 后の 先の 子 目 弱の 王、 

な- -っ  セ つ もと  すめら みこと  f づ 一 

是年七 歳に なれり。 この 王、 その 時に 當 りて その 殿の 下に 遊びき。 され ど 天皇 その 若き 王 


もと  しろしめさ  G  なに  みま レ 

の 殿の 下に 遊べる を 知 ずて、 大 后に 詔り て、 吾 は 恆に思 ほす こと あり、 何と なれば、 汝 

みこ  あ  ち.. - みこ し  かへ  きたな 1 てろ 

の 子 目 弱 王、 人と 成りたら む 時、 吾が その 父 王 を 殺せし と 知らば、 還して 邪き 心 あらむ か 

のりた ま  .  ナなは  みね ませる 

と 言 ひき。 こ、 に その 殿の 下に 遊べる 目 弱 王、 この 言 を 聞きと りて、 便ち 天皇の 御 寢を伺 

みく-ひ うちき り まつ 

ひて、 その 傍なる 大刀 を 取りて、 その 天皇の 頸 を 打 斬りて、 つぶらお ほみ が 家に 逃げ 入 

り气 

こ 、 に 作者 は 三人の 人物の いづれ に I 封し て も 同様の 同情 を 注 いで ゐる。 彼 は 自ら 知らず して 

「去 私」 である。 もとより 上代に 於ても、 法雜 的に 罰すべき 行爲と (おすべ き 行爲、 或は 道德的 

に 排斥すべき 行 爲と賞 讚すべき 行爲、 の 差別 はあった。 しかし 作者 は その 種の 差別に 縛 せら 

れる ことなく、 た 作 中の 人物に 同化して、 その 感情の ま \ に 動いて ゐる。 この こと は 次の 條 

に 至ってな ほ  一 & 5 明かで ある。 

お ほ はっせ  み こ  そっか み を ぐな  うれた みい か. V  いろせ 

こ、 に大長 谷の 王子、 其 當時童 男な りしが、 この 事 を 聞かして 懷懷忿 怒、 乃ち その 兄 IV 〔日 

み- 1  いた  ひと  とりまつ  ま をした ま 

子の 王の 許に 到り、 人 天皇 を 取れり、 如何にせ まし、 と 曰 ひき。 然るに その 日子の 王 

驚かず て 怠 緩の 心 あり。 こ \ に大長 谷の 王、 その^1„^を詈りて、 一 つに は 天皇に まし 一 に は 

三 文藝的 作品と しての 特徵  二 六 五 
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はらから  な  た C もしげ  いろせ し 

兄弟に ます を、 何 ぞも恃 心なく、 その 兄 を 殺せる を 聞きて 驚かず て 怠る や、 と 言 ひて、 卽 

くび と  ひ  たち  いろせ 

ちその 转を 握りて 控き 出で、 刀を拔 きて 打殺した まひき。 また その 兄 白日 子の 王に 到りて 

1ピ七 あり V,- ま 0  お ほる  ひき， き  を 

さきの 如 狀を吿 るに、 また 黑 日子の 王の 如 緩 かなりき。 卽 ちその 衿 を 握りて 引率 來て、 小 

治 田に 到り 穴 を 掘りて 立ちな がらに 埋み しかば、 腰 を埋む 時に 至りて 二つの 目 走り 拔 けて 

いくさ r., こ  いくさ 

死にき。 また 軍 を 興して つぶらお ほみ の 家を圍 みたま ひき。 かれ 軍 を 輿して 待ち 戰ひ、 射 

あし  み-一 ほこ  わが あ ひい 

出る 矢葺 の如來 散る。 こ、 に大長 谷の 王、 矛 を 杖と して その- s: に 臨みて、 我 相 言へ る をと 

も  つりだま  みこと  まんい 

め は 若し この 家に あり や、 と 詔 ふ。 こ k につぶ らお ほみ、 この 詔 命 を 聞きて 自ら 參 出で、 

つ .M もつ  ま をし ける よ  , ， , V.- もら  ところ みわけ 

佩け る 兵 を 解きて 八度拜 み、 白 者、 さきに 問 ひ 賜へ る 娘から 姬は侍 はむ、 また 五 處の屯 宅 

だて まつ  む ざね まゐこ  おみむ  >っ じ みこ 

を 副へ て獻ら む、 然るに その 正身參 向ざる ゆ ゑ は、 古より 今に 至る まで、 臣 連の 王の 宫に 

こも  み こ  おみ  こもり ませ  やつ- - 

隱るは 聞け ど、 王子の 臣の 家に 隱 る は 聞かず、 こ \ を もて 恩 ふに、 賤 奴お ほみ は 力 をつ 

くして 戰ふ とも 更に 勝つべく も あらず，、 然れ ども 己を恃 みて 陋 家に 入り ませる 王子 は、 死 

ま を  つ はも Q 

ぬと も棄て じ。 かく 白して また その 兵 を 取りて、 J 巡り 入りて 戰 ひき。 かれ 力つ き 矢 もつ き 

あ  ことごと 

ぬれば、 その 王子に 白けら く、 僕 は 手 悉に 傷つき 矢 またつ きぬ、 今 はえ 戰 はじ、 如何にせ 


む。 その 王子、 然 らば 更にせ むすべな し、 今 は 吾 を 殺せよ、 と 答 詔 ふ。 かれ 刀 を もて その 

王子 を 刺し殺し、 乃ち 己が 頸 をき りて 死にき。 

明かに 作者 は復饕 欲に 燃えた 大長 谷の 王の 感情に 强ぃ 同情 を 注いで ゐる。 しかし また 稚ぃ目 弱 

王の ために 身命 を犧牲 にす る つぶらお ほみ の 感情に も、 同じく 强ぃ 同情 を 注ぐ。 こ、 に は 弑虜ー 

を 特に 問题 とする 態度 はない。 また 或點を 特に 誇張す る 偏頗な 心 もない。 作者が 本能 的に つと 一 

める ところ は、 材料 そのものに 最もよ く沈潛 して、 それ を 最も 端的に 現 はすこと である。 彼の 

天 眞な心 は 右の 村 料から 烈しい 復饕 心と 勇ましい 義俠 心と を 見出した。 彼 は 無心に それらの 感 

情に 同じた。 さう して 無心に その 感情 を 表現した。 かくして 右の 文章 は、 子供の 心の やうに 透： 

明で 朗か である。 

右の 如き 無心の 美し さは、 必然に 內容の 深刻 さを缺 く。 經 験の 深刻 さは 常に この 無心 を 破る I 

反省から、 —— 原始的 統一 を 破る 內 心の 抗爭 から、 生れ 出る ので あるが、 我々 の 上代 人 は、 人： 

性に 具備す る さま- i-- の 性情の、 相互の 抗爭に 苦しめられなかった。 もとより 彼らと 雖、 この 一 
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抗爭を 全然 知らなかった ので は あるまい。 た それに 煩 はされ なかった ので ある。 例へば 大長 

谷の 王子 は、 その 復響 欲に かられた 時には、 單 純に 復裤 欲の 權化 として 描かれる。 そこに 何ら 

の抗爭 もない。 が復柳 欲に 燃えた アキ レウス はさう は 描かれて ゐ ない。 彼の 上に は ヘクト ルる 

殺す ことによ つ て 自己が 短命に 終る ベ き 運命が か 、つて ゐる。 さう して 彼 自身 も ヘクト ルの 屍： 

を 乞 ふ 老いた る プリ アムの 言葉に 淚を 流した。 また 例へば つぶらお ほみ は、 稚ぃ目 弱 王への 同 

情の 故に、 單 純に 獻身 的な 義俠 心の 權化 として 描かれる。 そこに は 自已を 省みる がた めの 抗爭 

はない。 が 犠牲の 行爲の 深刻 さは、 「へ ラス」 の ために 美しい 己が 娘 を 捧げる ァガメ ンノ ンの 

苦しみの 如く、 拾て る ものへの 愛 著が 烈しい ところに 生ずる ので ある。 かう 見れば、 古事記の- 

深さの 缺乏 は、 また 溫 順にして 淡白な 我 上代 人の 性情に も 基く のであって、 必ずしも 意識の 開 

展の 幼稚に のみ 基く ので はない-。 こ、 に 於て 「深刻 さの 缺乏」 とい ふ弱點 は、 その 半面に 愛ら 

しい 田園 的 情調 を 伴 ふこと になる。 

古事記の 諸 物語、 特に 戀の 物語が、 その子 供ら しい 無邪氣 さの 內に、 常に？ i やかな、 情深い 

調子 を 含んで ゐる こと は、 何人も 見^し 得ぬ ほど 著しい 事實 である。 あれほど 數 多い 戀 の物謌 


の內 に、 を飜 弄する 妖婦 や、 女に 薄情な 誘惑 者 は、 一人たり とも 現 はれて ゐ ない。 蛇で あつ 一 

た 女 は ある。 しかし 彼女が 怒った の は 男が 餐を 破った からであって、 その 愛情の 眞實な こと は 一 

他の物 語と 變 りがない。 また 多くの 女 を 愛する 故に 愛人 を 苦しめる 5^ は ある。 しかし 彼ら はた； 

だ 女の 愛の 獨 占の 要求 を充 たさない だけで、 どの 女 をも^ てるので はない。 新しい 戀人を 得た， 

故に 古い 戀人を 拾て ると いふ 話 は、 一 つも 存 しない。 戀 として 物語られる 限り は、 いかなる 場 一 

合で も、 常に 眞 情の こもった、 情深い、 正直な ものである。 これ は あらゆる 古代 民族の 文藝 に- 

比して、 注意すべき 特徵 ではなから うか。 少く とも 「一人の 妖 ；^」 を さへ 持たない とい ふー點 

は、 自分の 知る 限りで は、 どの 民族に も 見られない。 

この 特徵 はまた、 古事記に 現 はれた 諸 英雄の 性質に 於ても 認められる。 彼ら はすべ て 「子供」 

であるが、 しかし 常に 情深い。 最も 殘虐に 見える 二三の 英雄 さへ も、 殘虐 それ 自身 を樂 しむと 一 

いふ 事 はない。 す さの をの 命の 大國 主の 命に 對 する 殘 酷な 仕 打 も、 その 末尾の  一一 H 葉から 察する 

と 「僞 惡」 である。 大長谷 王子の 殺戮 は 一見 凶暴に 見える が、 しかし つぶらお ほみ を 攻め 殺さ 

れる 前に は その 娘 を 救 ひ 出された。 しかも その 戀 物語に よれば、 「姿 體瘦 萎」 の 赤 猪 子に 對しー 
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てす らも、 

あ  みまし  み-一と 

吾 は旣に 先の 事 を 忘れたり。 然るに 汝志を 守り 命 を 待ちて、 徒らに 盛の 年 を 過ごせり。 是 

いといと ほし 

れ^*愛悲。 

とい はれる。 さう して、 

1 - 、 ろ  ^  おも _i  > た 

心 裏に 婚 さまく 欲せ ども、 その 極く 老いぬ る を 憚りて、 え^さず て 御 歌 を 賜 ふ。 その 御 歌 

iln  く、 

わか/、 るす ばら  ん 

ひけたの 若 栗栖原 若く へに 率寢 てまし もの 老いに ける かも 

ことみ、  け  にす リ 

かれ 赤^子の 泣く 淚、 悉に その 服せ る 丹？ S の 袖 を. ましき。 その 大御 歌に 答へ て 歌 ひけら く. 

み もろに 築く や 玉垣 築き 餘し 誰に かも 依らむ 神の 宫人 

クは  も Q  をうな 

かれ 多なる 祿を その 老女に 給 ひて 返し 遣り 給 ひき。 

こ れ は 大長谷 の 命 を 情深 い 人と して 現 はさう とす る 物語 で あ る。 古事記 中 の 最も 凶暴な 殺戮 者 

を さへ も 記者 はさう いふ 風に 描かう とする。 他の 優しい 英雄 に 至って は 云 ふまで もない。 

古事記に 於け る 「深刻 さの 缺乏」 はこの h ョ smo な 人生の 見方によって^ はれる。 古事記 


全體に 漂うて ゐる田 11 的な 美し さは、 この. まへ る 心情の 流露で ある。 深刻 さを缺 くこと がー つ 

の弱點 であると しても、 この？ i へる 心情 を缺く ほどに 大きい 弱點 ではない。 支那の 古い 神話 傳 

說を錄 した 史書 は、 その 大きさと 深刻 さとに 於て 古事記に 優って ゐる かも 知れない。 しかし 藝 

I として は 古事記に 及ばない であらう。 何故なら そこに は 感情が 足りない。 特に 右の 如き？ I- へ 

る 心情が 足りない。 古事記 は、 「子供」 の 表現で あると しても、 その美し さに 於て は、 必ずしも 

「大人」 の 表現に 劣る もので はない。  . 
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第 四 章 歌 謠 • 

一 國 民文藝 としての 上代 歌謠 

古事記 は その物 語の 爲に 歌謠を 使って ゐる。 しかし 旣に 幾度 か 注意した 如く、 これらの 歌謠 

は それ 自身 獨 立の 意義と 價 値と を 持って ゐ るので ある。 時には 物語から 引離した 方が 反って 歌 

讅 自身 のために 有利な こと も ある。 で こ、 に は 古事記 及び 曰 本書 紀 が そ の 物語 の た め に 記載し 

た歌瞎 をば、 獨 立した 歌謠 として 觀 察して 見ようと 思 ふ。 

記紀の 物語の 性質から 歌謠の 殆んど 全部 は 或 神 もしくは 或 貴人に 結びつけられて ゐる。 しか 

しこれ は 上代の 歌 謠 が 貴族 社 會の專 有 物であった とい ふ 證據に はならない。 歌 Si 自身の. 容か 

ら 見れば、 多く は、 貴族と 平民と を 問 はず 上代の 民衆 全體に 共通な 體驗を 表現した ものである。 


從 つて それ は 一般の 民衆に 理解せられ 得る のみならず、 また 民衆の 問から も 生れ 得る。 歌^iの 

作者が 何人で あつたか を 問 ふと すれば、 それ は r 國民」 であった と 答へ る 他 はない。 

この 點に ついては 上代の 貴族と 平民との 間に 著しい 心理的 相違の なかった こと も 考へ合 はさ 

ねばならぬ。 貴族の 衣食住が 平民より どれほど 資澤 であつ たかは 容易に は 解らぬ。 恐らく 大體 

に 於て 共通ではなかった かと 思 はれる。 漢土 渡來の 珍奇な 装飾品 類 を 所有し また 生産す る點に 

於て は、 貴族 は 著しい 特權を 持って ゐた であらう。 しかし それら は 貴族 §1 に 珍 直せられ るより 

は遙 かに 強い 熟 情 を 以て 平民の 間に 「尊敬」 せられた。 從 つて それ は兩 者の 間の 理解 を 妨げる 

もので ない。 また 生理的 情況に ついて 見ても、 貴族の 肉體は 平民の それより 優れて はゐて もお 

つて はゐ なかった。 體カ を必耍 とする 點で 貴族 は 農 人 以上で ある。 貴族の 女 も sf^ 人の 女と M じ 

く 自ら 絲を 緩ぎ 機 を 織る。 從 つて 贵 族に は、 後の 時代に 於け る 如く、 特殊の 纖銳な 感覺を 生み 

出す やうな 生理的 條 件はなかった。 從 つて その 體驗の 內容が 著しく 異なる 苦 はない ので ある。 

戀愛、 爭闘、 農作、 遊獵、 实樂。 すべての 歡 びと 悲しみと は 共通で ある。 そこで 一 人の 貴族が 

人目 を聳 てし める やうな 戀愛 事件 を 惹起した とすれば、 それ は 「貴族」 に 限られた 特殊な 事件 
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としてで はなく、 民衆の 心情 を 代表し 易い 地位に 立った 人の 代表的な 事件と して 通用す るで あ 

らう。 だから この 代表的 事件 を 詠嘆す る 歌 は、 それが 貴族の 間から 生れた と 民衆の 問から 生れ 

たと を 問 はず、 常に 民衆の 心情の 表現で ある。 もし 同じ やうな 事件が 或 農村に 起り、 その 農村 

から 或 歌が 生れ 出た としても、 それが 民衆の 間に ひろまって 行く 內に は、 右の やうな 代表的 事 

件に 結合され て 了 ふで あらう。 

もとより 貴族と 平民との 問に は、 漢文 化の 影響 を 受ける 度の 相違に よって、 知識 的な 相違が 

生じて ゐた かも 知れない。 しかし 歌 謠の核 をな す もの は 詠嘆で あり、 詠嘆 を 生み出す 胎は 心情 

である。 さう して 漢文 化の 影響 はこの 心情に 對 して 最も 弱かった。 もし そこに も 何ら か 影響が 

あつたと すれば、 それ は 平民 もまた 貴族と 同じく 影響 を 受け 得た 範圍に 於て である。 

上代の 歌謠が 主として 貴族 社會の 所産で あり、 一 般 民衆と 關係 のない ものであった とすれば 

そこに は 互に 理解の 許されない 別種の 心 生活が 存 したので なくて はならぬ。 しかし 我々 はさう 

いふ^^ を 見出す ことが 出來 ない。 然 らば これらの 歌謠 は、 いかなる 事情の もとに 製作せられ 

たに もしろ、 とにかく 一  つの 「上代 人の 心 生活」 から 生れた ので ある。 或 歌 は或贵 族が 机上で 


作った のであって 民衆の 間に 自然に 發 生した ので はない かも 知れない。 がその sfB- 族の 歌 ふ 心情 

が、 民衆の 心情 を 代表し 得る ものである ならば、 それ は 民衆の 心 を 現 はした 藝 術であって、 貴 

族の みの 藝術 ではない。 民衆の 間に 自然に 發 生した 歌謠 と雖、 或 一 人の 作者から 出た とい ふこ 

と はあり 得る。 それが 或 一人の 作者の 作 ではなく して 民衆の 藝術 であるの は、 民衆の 心が そ 

こ に 表現 せられて ゐ るからで ある。 作者が 貴族 で あ る と 農 人 であると は 問 ふところでない。 ま 

た その 歌が 民衆の 間に 愛唱せられ たか 否か も 間 ふところでない。 自分に は 記紀の 歌 は 皆 民衆の 

間に 愛唱せられ たものと 思 はれる が、 たと ひさう でな い 歌が あると しても、 それが 民衆の 心 を 

表現して ゐる 限り、 民衆の 所産と 見ら るべき である。 いかなる 民族に 於ても 優れたる 藝 術の 製 

作者 は少數 であって 字義 通りの 民衆で はない。 しかも その 藝 術が 「民族」 を 現 はすと せられる 

の は、 少數 者が 多數 者の 心 生活の 代表者であった からでなくて はならない。 上代 日本 民族の み 

が 例外で ある 理由 はない。 

この こと はな ほ歌謠 の 詳しい 觀 察に よ つて 明かに せ ら れ ると 思 ふ。 とに か く 上代 の歌謠 は、 

貴族 平民 を 包括す る 「上代 日本人」 の 心の 表現で ある。 
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二 上代 歌謠の 特質 

記紀の 歌 諮の 內には 昔 救の 規律の 整った ものと 整 はない ものと が ある， 萬 葉の 歌 を 標準と し 

て 見るならば、 前者 は 新しく 後者 は 古い。 こ、 に は先づ 古い 方から 觀察を 始める。 

この種の 古い 歌 謠は云 ふまで もな く 皆 抒情詩で ある。 しかし 同じく 抒情詩で はあって も 萬 葉 

の それと は 同 趣で ない。 萬 葉に 於て は、 

歸り ける 人來れ りと 云 ひし かば ほと/ \ 死にき 君 かと 思 ひて (十五) 

の 如く、 感情 を內 から 表現した ものが 多い に反して、 こ、 に はさう いふ 主觀 的な 感じ を ffic へる 

歌が 殆ん どない。 また 萬 葉に 於て は、 

ひむ がしの 野に かぎろ ひの 立つ 見えて 顧み すれば 月 傾きぬ 0) 

の 如く、 我と 自然との 對立を 意識した 上で、 その 自然に 我を沒 入し、 かくて 自己の 感情 をば 客 

觀 的な. s 然の 情景に 於て 現 はす、 とい ふ 歌が 多い が、 記紀に はさう いふ 純粹な 叙景の 歌 は 少な 

■mgHSII— 一 Lf  丁 疆瞧 一- . - - -- JH^^.  


。 稀に あれば、 

さゐ 川よ 雲た ち 渡り 畝 傍 山 木の葉 さやぎ ぬ 風 吹かむ とす (記、 傳サ) 

の 如く、 形式の 整った、 恐らく 時代の 新しい 歌で ある。 形式の 古い もので は、 

倭は國 のま ほらば、 た、 なつく 靑垣 山、 こもれる 倭し、 うる はし (紀、 傳サ 九) 

の 如く、 自然と 自己との 區 別が 稀薄であって、 た 單 純に 己れ の國 土への 愛 著 を 投げ出し たも 

のが ある。 これら は 純粹な 叙景の 歌と は 云へ ない。 敍景 らしい もので も、 

ち ば  かづぬ  も-ち たる や に は 

千 葉の 葛 野 を 見れば 百 千 足 家庭 も 見 ゆ 國のほ も 見 ゆ (紀 十) 

の 如く、 「風景に 現 はれた 美 J を 詠嘆して そこに 自己の 感情 を 現 はすので はなく、 家々 を 含ん 

だ 生の 場面と しての 國土を 今 自分が 見晴らして ゐ ると いふ、 その 體驗を ありの ま、 に 表白した 

に 過ぎぬ。 

こ の 區別を 心理的に 見る と、 萬 葉の 歌人 は 自己の 感情 を 自己に 集注して 自己の 內に 凝視し、 

或は 自己から 離して、 客觀 せられた 自然の 美と して、 自己に 對立 する 自然に 於て 味 ふので ある 

が、 上代の 作者に 於て は 自己の 感情 はな ほ單 一な 體驗 として、 主觀 的客觀 的の 分裂に 煩 はされ 
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てゐ ない ので ある。 

この 區別は 技巧 上に も 見られる。 直觀 性の 璺か な、 響の 多い、 感覺と 心と を 直 指す る 言葉 は 

萬 葉の 歌に も 上代の 歌謠 にも 等しく 用ゐら れてゐ るが. しかし 萬 葉に 於て は， さう いふ 言葉に 

よって 描かれた 备々 の 象が、 一 つの 情緒に 求心 的に 結びついて ゐる。 

うち 日 さす i 呂道を 人 は滿ち 行け ど 吾 念 ふきみ はた 一人の み (十一) 

の 如き 所謂 「正 述心緖 歌」 や、 或は 

だけ 

あしび きの 山 ：！： の 瀨の嗚 るな べに 弓 月が 嶽に雷 立ち 渡る (七) 

の 如き 純粹に 自然 を 詠ず る 歌に 於て は 云 ふまで もない ことで あるが、 自然 を 詠 じながら 戀を歌 

ふ 歌、 例へば、  ： 

^ぎち  あか も  f  われ さへ 

我 妹 子が 赤 裳の 据の ひづ ちな む 今日の 小雨に 吾 共 ぬれな (七) 

の 如き、 或は 「寄 物陳思 歌」 と 呼ばれる  - 

わが  はや はやこと 

吾せ こが 濱 行く 風の いや < おに 事な さばい や あは ざら む (十 一 ) 

の 如き 歌に 於ても、 雨 や 風 は 完全に 戀の 情緒に 從屬 させられて ゐる。 卽ち 中心の 情緒が 歌の 各 


部 を 浸して ゐ るので ある。 然るに 上代の 歌謠 は、 寧ろ 遠心 的に、 中心の 情緒 を 歌の 各部に 隱 

して ゐる 趣が ある。 例へば 望鄕の 歌と せられて ゐる記 (傳サ 八) の 歌、 

いっち また  へぐ り  うす 

命の 全け む 人 は、 た、 みこ も 平 群の 山の くま かしが 葉 を、 眷 華に 挿せ、 その子 

の 如き、 確かに 異鄕に 於て 命 を 失 はう とす る 人の 倭 を 思 ふ 悲しみの 心 を 歌った ものに 相 遠な く 

また その 悲しみ も 力強く 現 はれて ゐ るので あるが、 しかし 歌の 表面に 現 はれた もの は、 「命の 

全け む 人」 と、 さう いふ 人に のみ 許された 故鄉の 山の 初夏の 行樂 とで ある。 新綠の 美しい 平 群 

の 山に かしの 若葉 を 頭に 飾して 遊ぶ とい ふ 光景 は、 悲哀の 情緒との 關 係に 於て、 右に 擧 げた 雨 

や 風の 戀に對 する 關係 ほど 密接 で な い 。 寧 ろ それ は 悲哀と 正 反對な 長閑な 氣分を 際立 た せ る こ 

おの づ.^ 

とに よって、 自ら 現在の 悲哀 を 現 はすので ある。 從っ てまた、 歌の 大部分が 平 群の 山の 行樂の 

詠嘆で あるに 拘ら ず、 その 光景 を それと して 詠嘆す るので もない。 その 光景 は 現在の 悲哀に 觸 

發 せられて、 その 悲哀の 故に 歌 はれる に過ぎない。 明かに この 歌 ひ 方 は、 純粹に 主観的 或は 客 

觀 的に 歌 ひ 出す ことの 出來な い 心から 生れた ものである。 

戀の 歌から 同様な 例 を 取る とすれば、 稍 形式の 整つ たもので は あるが、 
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V,- がむ を ぬ  ほな か 

さね さし 相 模の小 野に 燃 ゆる 火の 火中に 立ちて 問 ひし 君 はも (. 記、 傳サ 八) 

の 如き を 舉げる ことが 出來 る。 この 歌 は 現在に 於て 君 を 悲しむ 歌で ある。 しかし その 戀 心と 

「相 模の小 野に 燃 ゆる 火」 との 間に は、 前の 歌に 於け ると 同じく、 密接な 關 係がない。 た 「火 

中に 立ちて 問 ひし」 とい ふ 過去の 或 情景が、 その 時の 嬉し さの 故に 現在の 悲し さ を 現 はすに 役 

立つ ので ある。 從っ てこの 歌 は、 最後の 一句 を 除く 他 悉く その 情景 を 描く ために 費され てゐる 

に拘ら ず、 その 情景 を それと して 詠嘆した ので もない。 と 云って 現在の 悲しみが 歌 はれた もの 

の 全體を 浸して ゐる わけで もない。 萬 葉の 歌人なら ば この種の 情緒 を かう は 歌 はない。 もし こ 

の 歌 を r 戀の 別離」 の 歌と 解して 比較す るなら ば、 

あ.？ J き 

我せ こ を やまと へ やる と 小夜 ふけて 曉 つゆに 吾 立ち ぬれし (二) 

の 如き を 擧げる ことが 出來 る。 作者 は 別離の 悲しみ を 凝視す る 故に 戀の 過去 を 顧みる 如き 餘裕 

は 持たない。 またもし この 歌が 遠き 戀人を 思 ふ 歌なら ば、 

わがせ こ は 幸く ゐ ますと 歸り來 て われに 吿げ來 む 人の 來ぬ かも (十一) 

の 如きと 比べて い、。 こ、 でも 作者 はた 現在の 心 持 をのみ 歌 ふ。 またもし この 歌が 亡き 戀人』 


を 思 ふ 歌であるなら ば、 

かざ 早の 一一 一保の 浦 わの 白つ 、じ 見れ ども さぶ しなき 人 思へば (三) 

の 如きと 比べれば よい。 作者 は 現在の 悲哀の 故に nr 前の 自然 を 悲しむ ので ある。 またもし この 

歌が 失 はれた る戀を 悲しむ ものである ならば、 

も C も； S  - 一とと 

夕され ば 物 念 ま さる 見し 人の 言 問 はす さ ま おもかげ にして (四) 

の 如きと 比べて よい。 こ、 では 過去の 追憶 も、 た 現在の 苦し さの ためにの み 歌 はれる ので あ 

る。 すべて これらの 萬 葉の 歌 は、 詠嘆すべき 情緖を 鋭く ー點に 集中して 表現す る。 或 刹那の 感 

動を內 から 强く 捕へ る ことによって、 周圍の 情景 ゃ戀 の歷史 など を その 感動に 浸して しま ふの 

である。 それに 比べて 「問 ひし 君 はも」 の 歌 は、 確かに 遠心 的な 歌 ひ 方と 云へ るで あらう。 

かく 上代の 歌人に は 物の 見方に も その 歌 ひ 方に も 同一 の 特徵が ある。 この 特徵の 故に 彼ら は 

或 情緒 を擔ふ 形象 をば 單 純に 詠嘆す る こと を 好む。 

はしけ やし 我家の 方よ 雲ゐ 立ち 來も (記、 傳廿 八) 
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乙女の 床の 邊に、 わが 置きし 劍の 太刀、 その 太刀 はや (同) 

の 如き は その 好例で ある。 これら は單 純に 雲 を 歌 ひ 太刀 を 歌 ふ、 しかも 實は戀 の 歌で ある。 か 

うい ふ單 純な 詠嘆の しかた は、 後の 時代に は 決してない。 

この 詠嘆の 仕方の 單純 さが、 更に 第一 一として あぐべき 古い 歌謠 の特徵 である。 

或 事件 を 歌 ふ 場合に 彼ら は その 事件の 興味 ある 部分 を 何らの 曲折 もな く 直 叙す る。 例 へ ば， 

やつめ さす 出 雲 たけるが 佩け る 太刀 つづら さは 卷き眞 身な しに あはれ 

の 如きで ある。 眞身 なき 太刀が こ の 事件に 於て いかなる^： HI をつ とめい かなる 感動の 原因と な 

つた かとい ふ 風な ことに ついては 何の 詠嘆 もない。 た.、、 單 純に 太刀の 眞 身な きを 歌って、 他の 

すべて を 想像に 委せて ゐ るので ある。 

また 或 物象 を 歌 ふに しても、 

大坂 につぎ のぼれる むら を 手 越に 越さば 越し 難て むか も tA」 五) 

の 如き、 石 むらの 與 へる 印象 を 實に單 純に 欲った のみで、 自己の 情緒 を そこに 溶み 出させる こ 

とも、 石 むらの 險 しさ を 叙景 的に 描き出す こと も、 試みて はゐ ない。 


或 特殊な 感情 を 詠嘆した 歌に 於て はこの 特徵は 更に 著しい。 彼ら は 「內」 を 凝視し ない。 

つ て內 なる 情緒の 濃淡 を 歌 ひ 出して ゐ ると は 云へ ない。 が 彼ら は 主観と 客観と を區^ しない 境 

地に 於て、 一 つの 感情 を 直接法 的に 叫び 出す ので ある。 例へば、 

お さ か お ほむろ や  き 

忍 坂の 大室屋 に、 人 さはに 入り 居りと も、 人 さはに 來 入り 居りと も、 みつ/ \ し久 米の 子 

かぶつつ いいしつ つい  や 

らが、 頭 推 石 推 持ち、 打ちて し 止まむ。 

いま はよ、 いま はよ、 ああし や を、 いまたに も * あごよ、 いまたに も、 あごよ。 (紀 三) 

とい ふ久米 歌の 如き、 それが どんな 歷 史的 事實を 背景と する にもせ よ、 とにかく 或爭の 場合 

の 、「やっつけろ」 とい ふ 掛聲の やうな、 一向き な 感情 を 現 はして ゐる。 かう いふ 直接法 は 萬 

葉 集中の 古い 歌に も 稀に 認められ はする が、 しかし そこに 叫ばれる の は 多く 主觀 的な 感情で あ 

つて、 この 歌 ほどに 單 純な 詠嘆で はない。 この 歌に 於て は 自我と 對 象との 對立 はない。 「人 さ 

はに 入り 居りと も」 の 繰り返し は內に 燃え立つ 敵 像 心 を 鳴り響かせ、 「みつ/ \ し」 の 形容 は 

內たる 力の 自信 を 流露させる。 さう して その 力の 發動 は、 「頭 推，^ 石 推 もち」 とい ふ單 なる 外面 

の描寫 によって 歌 はれて はゐ るが、 しかも そこに 「いま はよ、 いま はよ」 とい ふ C ぐ やうな 詠 
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嘆と 釣合 ふだけ の 感情が ある。 それ は 彼我 を 別たない 單 純な 叫び 出し 方の 最もよ く 成功した も 

ので ある。 

この種の 歌に 於て は その美し さはた その 雜動 にか \ ってゐ る。 感情の 捕へ 方の 巧妙、 その 

描 寫の纖 鋭と いふ やうな こと は、 こ、 では 問題で ない。 問题 にす るに は これらの 歌 は あまりに 

單純 である。 た その 單 純な 感情 をい かに 力強く 響き 出させて ゐ るか、 いかによ くその 喘ぐ や 

うな 情熱 を 言葉の 間に 生かせて ゐ るか、 それの みが 價値 をつ くるので ある。 その 意味で この種 

の久米 歌に は、 太い線の うねって ゐる やうな 美し さが ある。 

かう いふ 見方から すると、 或 歌 は 物語の 背景 を拂ひ 去った 時に 初めて その 全幅の 美し さ を 示 

す。 例 へ ば、 

たかき しぎ；； な  ゝ、、  二な み 1 

宇陀の 高樹 に^ 霜 張る、 我 待つ や^ はさ やらず、 いすく はしく ぢら さやる- 前 妻が な 乞 は 

な  う..」 たり 、  お- M 

さは， たち そばの 實の 長け く を、 こきし ひ ゑね、 後妻が な 乞 はさば、 いち さかき 實の大 け 

く を、 こき だ ひ ゑね、 え、 しゃこし や、 あ k しゃこし や。 

の 如きで ある。 物語に 於て はこの 歌 は、 兄.：. ナ迦斯 が 押 機 を 以て 神 俊い はれ 彥の命 を 殺さう とし』 


反って 自らが そ の 押 機 によって 殺された こと を 意味す る とせられて ゐる。 恐 ら くこの 物語 は、 

「略 霜」 の 「わな」 とい ふ 言葉と 密接に 聯關 する もので あらう。 從っ てこの 作者 を 信用す る 後 

の學 者が、 r 以ニ 皇軍 1 喩レ 略、 以ニ兄 猜ー喩 A 鯨、 以ニ 天皇 ー喩ニ 後妻 一 以ニ兄 猾ー喩 二 前ぎ」 とか、 「鯨 

の 肉の 饒 きに 皇軍の 盛大なる こと を譬 へ 、  小さき 謀 もて 害 ひ 奉らむ とせし ことのお ほけ 

なさよ と、 兄.： 于迦斯 が 所 爲を踐 しめ 嘲り 賜へ る 下の 意な り」 とかと 解す るの も 不思議 はない。 

が單 純な 詠嘆 を 好む 上代 人が、 この やうな 廻りく どい 比喩 を 果して 用ゐ たで あらう か。 繼體朝 

以後の 作者が 古い 久米 歌の 內に 「宇陀」 なる 地名と 「鴨 霜」 なる 言葉との あるの を 拙へ て、 こ 

の 歌 を 兄 宇迦 斯 征服の 傳說に 結びつける とい ふこと は、 ありさうな ことで ある。 しかし それと 

て も 旣存の 歌に 對 する 解釋 であって、 新しい 比喩 を 作り出し たの ではない。 況んゃ こ の 歌の 

「こきし ひ ゑね」 とい ふ 言葉が 暗示す る やうな 古い 時代に、 さ う い ふ直觀 的で ない 比喩が 用ね 

られ ようと は 思へ ない。 そこで この 歌 を その ま、 に單 純な 詠嘆と して 解釋 する。 それ は 疑な く 

山獵の 歌で ある。 卜陀の 山間の、 . ^づの 通路に 當る 山の H 部に、 木から 木へ と 霜 を； ぬり 廻して、 

曉の 薄明に 沼澤の 方へ 降りて 行 <,m を 捕へ ようとす る。 霜 は 恐ら く 麻 か 葛 の 類 を 細く して 編ん 
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だ 網で あらう。 ^がそれ に 首 を 突き 入れて まご ついて ゐる ところ を， 下に 待ち受けて 捕 へ るの 

である。 然るに 待ち受けた. g は驕 にか、 ら ないで. 「いすく はしく ぢら」 が掛 つた。 雜の 紫の， 

やうな 牙 をむ き 出した 猪が 續の裾 を 破つ て 通らう として、 網に まと ひっかれ たので ある。 そこ 一 

で獵夫 はこの 猪 を 仕留めて. 曉の露 を ふみながら それ を 村里へ と 運んで 行く。 意外の 大獵に 興 一 

^した 彼 は >  日頃 或頌 ひの 種で あ つた 前 スと 後妻との 間に 對 しても 「何 だ、 そんな 小さい 事 を」 

と 笑って 了 ひたい やうな 寬大な 心 持に なって， 「さあ 女 ども、 欲しいだ け 持って行け」 と 叫ぶ。 

その 優越の 感じに 溢れた 喜びが、 「え 、しゃこし や」 とい ふ 篤り の やうな 歡 呼に 現 はれる ので 

ある。 か く 解す る 時 こ の 歌に は 上代 人に ふさ は しい 單 純な 詠嘆と して の 天眞の 美が 感ぜ ら れ る 一 

であらう。  一 

が 自分 はこの 歌が 勝利の 祝宴の 際な どに 久 米の 子ら によって 歌 はれた こと を 否定す る の で は 1 

たい。 右に 說 いたやうな 立 C び を 現 はす 歌と して 旣に それが 民衆の 問に 行 はれて おた 以上 は. 敬 一 

の- n{ 芥と關 係の ない 場合に も、 た. く 「喜びの 表現」 のた 一め に、 歌 はれる や ： である。 そこで ゆ 

「^利」 のま 2 びが この 歌に よって 〈はされ たか も 知れない。 しかし それ はこの 歌が その 「勝利 i 


を 比喩的に 歌った もの だとい ふ 意味に はならない。 

右の 解釋に 於て 「く ぢら」 を 猪と 見る の はや  > -强 辯の 嫌が ある。 自分の 理. m は 「いすく はし」 

いすか はし 

が 驗|^ と 解せられ 得る こと、 及び 雜肉を 山鯨と 呼ぶ ことの ニ點 に過ぎない。 「山く ぢら」 の稱 

呼 が 比較的 新し いとすれば 自分の 理由 は 半ば 消 減す る。 が 萬 葉に 於て は 鯨 は 主として 「いさ な 」 

であって 「く ぢら」 ではない。 「く ぢら」 とい ふ 言葉の 記紀に 用 ねられた の もた こ 、だけで 

ある。 然 らば 上代の 「く ぢら」 が 鯨 だとい ふ確證 はない わけで あらう。 また 上代 人の 比喩のと 

り 方が いかに 突飛で あると しても， 山中の 畸 霜 と 鯨と は あまりに 離れす ぎる。 從 つて 饗实の 美 

味の 內 に.^ と 鯨肉と が 並んで ゐ たためで あらう とい ふやうな 想像 も 必要になる。 しかし 旣に調 

理 せられた 鴨と ii とから、 單に 知識 的に 右の やうな 歌 を 作り出す こと は、 他の 歌謠 から 察して 

いさく は し  いさな 

も、 上代 人に ふさ はしくない。 なほ 「いすく はし」 とい ふ 曾 葉 を 細と 解して 勇 魚に 結びつけ 

るの も妥當 と は 云へ ない。 「杏く はし 花 橘」 の 如く 「く はし」 は 通例 名詞の あとに つく。 その 

いさ  くちら 

用例に 從 つて r 鲸く はし 鯨」 と 解して は 意 をな さない。 かく 從來 の解釋 とても その 强辯 である 

程度が 右の 解釋に 劣らない とすれば、 歌 諮の 內容 にと つて 最も 自然で ある 右の 解釋が 最も 安當 
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と 認めら るべき である。 

こ の 種の 歌 は 物語から 離して 味 解され ねばならぬ。 しかしす ベての 歌が 史的 事實の 背景 を 持 

たない とい ふので はない。 或 歌 はさう いふ 史實の 記憶と して 物語よりも 反って 古いで あらう。 

「忍 坂の 大室屋 に」 の 如き も、 國家 統一 時代の 或 事件が 背景と なって ゐ るに は 相違ない。 たに 

それが 物語られて ゐる 通りの 事件であった かどう かが 疑 はしい とい ふまでで ある。 然 らば これ 

らの歌 は、 その 事件の 際に 卽與 として 作られた もので あらう か。 もしくは その 事件の 後に それ 

を 詠嘆した もので あらう か。 歌の 內容 より 見れば 勿論 前者でなくて はならぬ。 また 歌の 製作 心 

理 から 見ても、 歌が た 內に 動く 情の 直接な 放出に 過ぎなかった 時代に 於て は、 實際 生活の 或 

特殊な 舆 奮が 最も 好き 製作 動機でなくて はならない。 もし さう でない とすれば、 卽ち 後者の 場 

合で あると すれば、 作者 はさう いふ 興奮 を 追體驗 し、 それ を 想像力に よって 一 つの 世界に まと 

め 上げ、 その上で その^ 界に ふさ はしい 詠嘆 を 企てなくて はならぬ。 しかし さう いふ 能力 は舊 

辭 製作の 時代に 於ても あまり 進んで ゐ ると は 云へ ない。 歌と 物語と がバ ラ /\ になって ゐる如 

き は その 證據 である。 然 らば これ ほど 力 ある 詠嘆 は追體 験から 生れた もの と は 認められない。 


賨 際に 或 情が 中に 動き、 それが 言葉に 現 はれ、 更に 詠嘆と なり 歌舞と なるとい ふ徑路 が、 卽ち 

或 事件の 興奮に 從 つて 卽興 的に 欹が 作られる とい ふこと が、 これらの 歌に は 最も ふさ はしい の 

である。 

この 見方が 正しい とすれば、 

御 間 城入彥 はや、 己が 命 を 殺せむ と、 ぬすまく 知らに、 姬な そび す も。 (紀 五) 

の 如き 歌 は、 御 間 城 入彥の 命の 運命に 關 する 民衆の 憂 ひ を 直接に 投げ出し たものと して、 國家 

銃 一 時代の 或 爭亂の 前に 實 際に 民衆の 間から 生れた もので あらう。 また 

すくね  うち あ そ  か ぶつち いたで  かつ 

いざ あぎ， いさち 宿 漏 * たまき はる 內の 朝臣が、 椎の 痛手 負 はずば、 に ほとり の^きせ 

た。 (紀 九) 

の 如き も r 內」 とい ふ 名 を 負 ふ 英雄の 事 接に 伴って 實 際に 發 生した 歌に 相違ない。 なほ 「內の 

朝臣」 に關 した もので は、 

をち 方の、 あらら 松原、 松原に 渡り 行きて、 つく 「.r に まり 矢 をた ぐへ、 うま 人 はう ま 人 ど 

われ  -r ち あ そ  はら ち  いさご 

ちゃ、 いとこ はもい とこ どち、 いざ 合 はな 吾 は、 たまき はる 內の朝 ぼが、 腹の 內は砂 あれ 
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や、 いざ 合 はな 吾 は。 (紀 九) 

とい ふの が ある。 物語で は 「いざ あぎ」 の 歌の 前にあって 內の 朝臣の 敵が 歌った ものと せられ 

てゐ る。 歌の 中で も 「腹の 內は砂 あれ や」 と內の 朝臣 を 嘲って ゐる。 歌の 形式のと、 のって ゐ 

る點 からと いふと、 これまで にあげた 諸 歌より は遙 かに 新しい が、 內の 朝臣 を 罵る 歌が 內の朝 

Hi の 英雄 化せられた 後に 生じ 得ない とすれば、 少く ともこの 歌 は- e: の 朝臣が 活動して ゐた 時代 

に、 ，§ ち 頭椎の 太刀が 造られ 國家 統一 の 事業が なほ 總 行せられ てゐた 時代に、 戰陣の 間から 生 

れ- それが 後代に 至って 潤色せられ たものに 相違ない。 もし この iif から その 原形 を 透 見し 得る 

とすれば、 それ は單 純な 感情の 放出と しても よき 例で ある。 

彼我 を 一にして 歌 ふ、 直接法 的で ある、 とい ふ 二つの 特徵を 自分 は舉 げた。 しかし 直接法 的 

で あると い ふ こ と は 古い 歌 諮が 比喩 の 類 を用ゐ なかった とい ふ 意味で はない 。 比喩 は 勿論 盛ん 

に 用 ねられて ゐる。 しかし その 比喩に も 上述の 特徵 と相應 ずる やうな 單純 さや ^51 接 性が 認めら 

れ るので ある。 


上代 人が その 單 純な 詠嘆の 內に 自然 物 を 人に 喩 へ ようとす る 傾向の あった こと は、 

ただ 

尾 張に、 直に 向へ る * 堪津の 崎なる、 一 つ 松、 あせ を、 一 つ 松、 人に ありせば、 太刀 佩け 

まし を、 衣き せまし を、 一 つ 松， あせ を。 (記、 傳サ 九) 

とい ふ 歌に よって 明かで ある。 前半に 於て は 遠く 2^ 張 を 望む 廣澗な 海邊の 一 つ 松の 姿が、 「直 

に 向へ る」 の 一句に よって 巧みに 直寫 せられて ゐる。 が、 その 松に 對 する 嘆美の 情 を 現 はすた 

めに 「人に ありせば」 と 歌 ひ 出す の は、 松の 姿に 對 する 愛 著 を 幽かながら も 人？？ 的な 形に 於て 

畳 富に しょうと 試みて ゐ る證據 である。 それ を 「雄々 しい」 と 形容す る 代りに 「太刀 佩け まし 

を」 と 歌った 心理に は、 「一 つ 松 あせ を」 とい ふ 繰返しが 印象す ると 同じき 素朴な 柔 かさが あ 

る。 しかし こみ はま だ 松 を 人に 喩 へたので はない。 松に 對 する 愛情 を 人に 對 する 愛情に 喩 へた 

までで ある。 

一 步進 むと 外形 や 感觸の 似寄った もの を 形容と して 用ゐ 始める。 例へば、 

ね ふ やましろめ  こ く は  お ほね  しろた だむ き ま 

つぎ 苗 生 山 代 女の、 木 鍬 もち 打ちし 大根、 根 白の 白 腕、 纏かず けば こそ、 知らず とも 云 は 

め。 (記、 傳卅 六) 
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の 如き、 前半に 於て は 白い 腕 を 形容す るた めの 大根が 歌 はれる。 前に 說 いた 「人に ありせば」 

の 歌 は 似寄った 「感情」 を 以て 他の 感情 を 形容した ので あるが、 こ 、では 似寄った 「物」 を以 

て 他の物 を 形容す るので ある。 が この 二つの もの も、 双 鳥 を 夫婦に 比する やうな 概念^な 意味 

で 比べられ るので はない。 双 鳥と 夫 は 「二つ 並んで 離れない」 とい ふこと が 共通で あるた め 

に 種々 の 似寄った 情緒 を 呼び 起す ので あるが、 白い 腕と 大根の 白い 肌との 類似 はた ど感覺 的で 

あって、 意味の 上の ことで はない。 さう して この 感覺 的な 結合 點を驟 として 前後に 歌 はれる も 

の も、 意味の 上で は 聯絡が なく、 た さ.^ 然とした 聯想に よって 聯絡す るので ある。 卽ち 前半に 

歌 ふところ は、 つぎせ E の 生 ふる 山 代の 野に、 (恐らく 白い 腕の 持主で ある) 女が、 木 鍬 を 持つ 

て 大根 を 作って ゐる 光景で あり、 後半の 詠嘆 は、 「白い 腕に この 體を 抱かせた のでなければ、 

そ 知らぬ 顏 もして 居られよう」 とい ふ 女へ の 愛情の 表白であって、 後半の 戀に 前半の 背景 を 結 

びつ ける の は 白い 腕と 山 代 女との 間の 極めて ゆるやかな 聯想に 過ぎない。 

がかう いふ 聯想す らも 次の 歌に 於て は 稍 困難になる。 

ね ふ やましろめ  こ く は  お ほね  な  ： 

• つぎ W 生 山 代 女の、 木 鍬 もち 打ちし 大根、 さわく に汝が 言へ せこ そ、 打ち 渡す やが はえ 


なす、 來 入り まゐ來 れ。 (記、 傳世 五) 

こ、 では 「大根」 が 「さわく」 と 並ぶ。 大根の 持つ 清らかな 感觸を 「汝が 言葉」 の 爽やかな 

印象に 比した ので ある。 戀を 許す 女の 言葉 を 大根の 白い 淸ら かさで 形容す るな ど は、 古い 歌で 

なければ 見られない 面白さで あらう。 なほこの 歌に 於て は 「打 渡す やが はえな す」 の 一句 も 比 

喩 として 用ゐら れてゐ る。 が 木 鍬 を 持って 畑に ある 女の 姿と、 女の 言葉に 歡 喜して 纏 ひつく や 

うな 心 持で 女の 許に 忍んで 來た 男の 心と は、 前の 歌に 於け る ほど 直ぐに は 結びつかない。 畑の 

女が この 戀の 相手で 「ある」 とも 見られ、 また 「ない」 とも 見られる。 この 漠然たる 不卽 不離 

の關係 は、 もと/ \ こ の 歌の 作者が 漠然たる 感情に よって この 兩者を 結びつけた ことに 起^す 

るので はなから うか。 また この 歌の 面白味 も、 知識 的に 明白な 對照を 試みて ゐ ない ところに 存 

する ので はなから うか。 

尤も この 歌の 解 釋はー 般には 右の 如き 自由な もので ない。 もとく この 歌が 石の 姬 嫉妬の 物 

語に 於て 大^の 命の 詠嘆と して 記されて ゐる ために、 解釋 もまた 物語に 合 ふやう に 下されて ゐ 

さや さや  いは 

るので ある。 例へば 「さわ さわ」 とい ふ 言葉 は 大根の 「淸 爽」 を 意味す ると 共に 石の 姬の 嫉妬 
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>,r>cv 一 わ  V, 一 わさ わ 

の 「i„ 擾」 を も 意味 するとい ふ。 卽ち ri は擾」 と 云 ひ 起す ために 昔の み 似通って 意味の まるで 

異 つた r 淸爽」 を 聯想し、 そのために 大根 を 引き、 更に その 序と して 山 代 女 を 持ち出し たと 見 

るので ある。 しかし この 歌を獨 立した ものと して 見れば、 さう いふ 無理^ 解釋 はいらない。 ま 

た 「やが はえな す」 とい ふ 言葉 も、 大^の 命が 石の 姬の あと を 追 はれた 有様の 形容と すれば、 

供奉 者の 盛大な こと をで も 指す と 見なくて はならない が、 しかし こ の解釋 の典據 として 引かれ 

た 祝詞の 文に 於て は、 「やが はえ」 は 樹木 茂 盛の 意味に とれる と共に また 「物 奶如」 とい ふ 心 

持 を 現 はし 得る 或蔓 性の 植物の 名で あると も 解せられ る。 さう して その 方が この 歌に はっき 易 

い。 上代の 他の 歌 謠に多 數の人 衆の 並び 立つ 有様な ど を 詠み 入れた 例がない 以上， この 歌の み 

に その 種の 解釋を 許す の は安當 でない。 のみならず また これ を 一 つの 獨 立した 戀の 歌と して 見 

れば、 それ は 必要で もない。 もし この 一一 一一 n 葉 を 書紀の 「なが はえ」 に從 つて 「長 延」 と 解し 得る 

ならば、 言葉の 意味から も、 植物の 名と しても、 右の 解 釋には  一 都合が 好いで あらう。 

こ、 では 自分 は 右の 解 釋に從 つて 論步を 進める。 右の 歌の 前半 は單に 「さわく」 と 云 ひ 起 

すため の 序で はない。 後半の 詠嘆に 或 感情の 色 をつ ける ための、 異なる 內容を 持った 他の 詠嘆 


である。 それが 「さわ/ \」 に續 くと 共に 「白き 腕」 にも 綾く の は、 た 一： 一 n 葉の 聯想に のみよ 

るので はなく して、 戀の 情緒の 表現の 上に 伴奏と しての 效果を 持った 故で あらう。 從っ てこの 

前後の 句の 對 立に は、 比喩と しての 意味 は 認められな いので ある。 

比喩なる もの は、 直接に 云 はむ とすると ころ を 力 强く璺 富に 表現す るた めに、 內 的に 似寄つ 

た 他の 表象 を附 加す る ことで ある。 だから 松に 對 する 愛 を 「衣き せまし」 とい ふ 言葉で 現 はし 

白い 腕 や 女の 言葉の さやけ さ を 大根に よって 描き、 女の 許に 忍ぶ 有樣を 「やが はえな す」 とい 

ふ 類 は、 明かに 比喩で ある。 が これらの 比喩 は、 右に 例示した 如く、 多く は 局部 的であって 歌 

全體 にか 、 る もので はない。 女が 畑 を 打つ 光景と 戀の 情緒との 間に は 著しい 內 的の 類似 は存し 

たい。 從っ てこれ を 比喩と する 見方 を 取る 者 は、 この 兩者を 結びつける ために、 中 問に 置かれ 

た 局部 的な 比喩の 上へ 前段の 表象 全體が 引 掛かる の だと 考 へる。 卽ち 女が 畑 を 打つ 光景 は、 た 

だ 大根と 云 ひ 起す ための、 序詞と して 描かれた と 見、 かく 見る ことによって この 歌の 美的 統覺 

が 得ら れ ると する の で あ る。 しか し 自分 は こ の 見方 を 疑 ふ。 前段 の 表象 を 殆んど 無意味と 見る 

までに 輕視 して、 比喩の み を 重視す るの は、 歌 全 體に對 する 暴力で ある。 比喩 は單に 部分的に 
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倒く に過ぎない。 歌の 前半と 後半 は、 各々 獨 立に、 內的 類似な き 形象 を 歌って、 た 情緒の 上 

で 漠然たる 交響 を 目指して ゐ るので ある。 さう して その 間 を、 局部 的な 比喩に よって、 極めて 一 

なだらかに 結びつけて ゐ るの である。 もし さう でないならば この 歌 は その 素朴な 活力 を 失って 一 

了 ふで あらう。  . 

比喩の 使 ひ 方の 素朴 さに 於て これらの 古い 歌 は 支那の 古 民謠と 著しい 對照 をな して ゐる。 詩 一 

經の 多くの 詩が 示す やうに、 支那 人 は 比喩. によって 前後 均齊の 詩形 を さへ も 作り出した。 例へ 一 

ば 詩經卷 頭の、  . 

くわん くわん しょき 5 ざいか し しわう えう てうし 5  くぢょ くん し かう き 5  j 

關々 睢鳩、 在 河 之洲、 窈窕 淑女、 君子 好逑。  一 

し し かう さい V- 1- う りっし  えう てうし. S くぢょ -ご び キぅ し  一 

參差 ti: 菜、 左右 流 之、 窈逮 淑女、 寤寐求 之。 

の 如き、 二つの 表象 列が 前後に 規則的に 並べられ、 しかも その 問の 內的 類似が 注意 深く 强 調せ 一 

ら れてゐ る。 殊に 後者 は、 「柔かぃ！^^茱」 と 「しとやかな 女」、 r 參差 たる の 中から 特に 柔： 

かさうな の を 左 顧 右- g して 探し 流め る こと」 と 「多くの 女の 中から 特に 美しく 淑 かな女 を 寢てー 

も覺 めても 探し 求める こと」 とい ふ 風に、 隅から隅まで 對應 させて ゐる。 この 注意深い 比喩に- - 


對 して 右に 舉 げた 二三の 比喩の 如き は 實に單 純 を 極めた ものである。 

しかし この 單純 さと、 然 たる 情緒の 交響 を 目指す 心と は、 反って 隱喩 (Mctal-hcr) に 於て 

或 成功 を 見せて ゐる。 隱喩と は 主たる 表象 を 後方に 斥け、 それと 內 的に 類似す る 他の 表象 を 表 

面に 出す やり方で ある。 無意識的に 情緒に よって 表象 を擇み 出す 上代 人に とって は、 平行せ る 

一 一つの 表象 を 都合よ く相應 する やうに 對 等に 並べ立て るよりも、 むしろ 情緒の 表現に 適した 

「一 つ」 の 表象 を 以て 終始す る 方が 容易であった らう。 例へば、 

や た  ひと もと すげ  すが はら  すが はら 

八 田の 一本 菅は、 子 持たず 立ち か あれな む、 あたら 菅原、 こと を こそ 菅 原と 云 はめ、 あた 

ら淸し 女。 

の 如きで ある。 子 は 「竹の子」 に 於け る 如く 植物の 芽 を も 意味す る。 從 つて 八 田と 淸し 女との 

問に 揷 まれた 詠嘆 は、 女 を 意味す る 一 本菅を 以て 贯 かれて ゐる。 「こと を こそ」 の 一 句 は、 首 

葉で 菅 原と 云った だけで は 云 ひ 足りない とい ふ 心 を 現 はした もので あらう。 かく 女 を 後方に 退 

かせて、 野に 立てる 一本 菅を 表面に 出す 歌 ひ 方 は、 明かに^ 喩 である。 もし こ K に 女を對 等に 

出せば、 
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t こく いう たい かん き かん い いう ぢょ ひ 9  "いきたん い がいき たんい ぐうじん しかん なん い 

中 谷 雍、 暎其 乾矣、 有女仳 離、 嘅其 嘆矣、 嘅其 嘆矣、 遇 人 之 艱難 矣。 

あ ぢょひ  やま あ ひ め はじき 

とい ふ 詩經の 詩の 如く、 少しく 味が 理知的になる。 この 詩 はま づ、 「山間に ハ發母 草が ある、 乾 

き 萎れて ゐ る」 と 詠嘆し、 それと 對 等に 「女が 夫に 離れて 嘆き悲しんで ゐる」 と 歌 ふ。 後者 は 

^も 註釋の 如くに 響く。 もし 前者に 後者の 意 を 含める ことが 出來れ ば、 詩と して は 更に 美しい 

であらう。 

隱喩に 於て、 後方に 返 かせられる 主たる 內容が 益々 大きくな り、 それ を 適切に 現 はし 得る 前 

面の 表象が 益々 小さく なれば、 藝術 として は 益々 美しい。 さう して この 大小の 間隔が 極度に 廣 

がれば、 それ は象徵 (Syml51) と名づ けられる ものになる。 上代の 歌謠に はこの 間隔の 大 いさ 

によって 象徵詩 と 呼ばれさうな ものがない でもない。 しかし その 間隔 は、 主たる 內容が 非常に 

大， きくな つたた めで はなく、 寧ろ 表面へ 出る 表象が 非常に 小さくな つたた めに 起って ゐ るので 

ある。 もしくは 主たる 內容 とそれ を 表現す る 表象との 間に 非常に 突飛な 種類の 差違が あるた め 

に 起って ゐ るので ある。 正當な 象徵に 於て は、 表面へ 出る 表象が 小さく 見える の は、 內容が 無 

限に 大きいた めで あるが、 こ、 では 內容は 常に 戀 であり * 或は 單 純な 爭意 である。 從 つて そ 


を 現 はす 表象 は、 單 純な 戀ゃ爭 意に 比べて さへ も 非常に 小さく 見える も G でなくて はたらぬ。 

かくして 生れた 歌に は 眞實の 象徵が 持つ やうな 深味 はない。 しかし その 表現 法が や、 象徵 的で 

あると いふ こと は 云へ よ うと 思 ふ 。 

左に 擧げる 三 例 は大體 隠喩と 見るべき もので あらう が、 右に 說 いたやうな 間隔 は 一 本 菅の歌 

よりも 大きい。 女性の 或 感じ を 一本 菅に 比する 場合に 極めて 自然に 動く 我々 の 心 も、 男性の 緊 

かみら はじかみ した v】- み 

張した 力の 活動 を 韮 や 薑 や 細螺に よって 感じよう とする 場合に は、 驚きに 似た 刺戟 を 受けず 

に ゐられ ない。 

あは ふ  .f- みら 

みつみつし、 久 米の 子ら が、 垣 もとに、 粟生に は、 韮 ひと もと、 そのが もと、 そのめ つな 

ぎて、 擊ち てし やまむ。  • 

みつみつし、 久 米の 子ら が、 垣 もとに、 植 ゑし 薑、 口 ひびく、 我 は 忘れず、 擊ち てし やま 

む。 

かむ かビ  は もと  した だみ  したおみ 

祌 風の、 伊勢の 海の、 大石 にや、 ぃ延ひ 纏へ る、 細螺の、 細螺の、 あごよ あごよ、 細螺の- 

は  もと 

ぃ延ひ 纏へ り、 撃ちて しゃ まむ、 擊ち てし やまむ。 上 三赏、 紀三) 
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第一 の 歌 は 小さい 韮 を 引き抜く 心 持 を 以て 敵 を 撃つ 心 持 を 歌 ひ、 第二の 歌 は 薑の味 を 以て 敵 を 一 

憎む 心 持 を 現 はし， 第三の 歌 は 細螺が 大 石に 纏 ひつく 狀を 以て 敵と 戰ふ狀 を 歌った ので ある。 < 

これら は久米 歌と して 兵士の 間に 歌 はれ、 從っ てまた 民謠 としても 行 はれて ゐ たものに 相違な 一 

い。 小さい 梳物ゃ 魚貝に 非常な 親しみ を 持って わた 上代 人 は I この種の 歌 ひ 方に よって 人間 殺； 

戮の 凶暴な 意 圖を現 はし 得た と 感じた ので あらう。 彼ら は 流血の 慘 事を慘 事と は 感じない。 子 

供の 如く 無 邪氣に 快活に、 た；^ その 欲求と それ を遂 ぐべき 緊張と を 感ずる のみで ある。 さう レ 

て その 情緒 を 彼らに 最も 親し い 日常の 經驗 によって 詠嘆 したの で ある。 だから この 表象の 愛ら 

しい 小さ さは、 必ずしも 彼らの 緊張の 弱さ を 示す もので はない。 寧ろ 我々 が、 ^や 薑ゃ細 蝶に 

於て 上代 人の 經 験した 天眞な 感動に、 沈^す る ことによって、 これらの 歌の 厲の 美し さが 感受 

せられる ので あらう。  „ 

右の Is 例よりも 更に 象徵 的な ものに は、  ， 

ぬ ぴ るつ  ひる  か  はな たちばな ほづぇ とりみ が  しづえ 一 

いざ 子ども、 野蒜 摘みに、 蒜つ みに 我 行く 道の、 ぐ はし 花 橘、 上 枝 は 鳥居 枯らし、 下 枝 一 

ひととりお  なか え  ほつ も 9  を こめ  いざ  よ  一 

は 人 取 枯らし、 みつぐ りの、 中つ 枝の 含 蕾、 赤ら 乙女 を、 誘 ささば 宜 らしな。 (記、 傳サ 三：^ 


とい ふ 歌が ある。 美女に 挑む こと をす、 める 歌で ある。 がその 女の 美し さ を 形容す るた めに 橡 

の 遠い 蒜 摘み や 橘が 歌 はれる。 のみならず その 蒜つ みは、 「いざ こども」 とい ふ 出發の 情緒 か 

ら歌 はれ >  橘に 就て は 鳥 や 人の 狼藉まで も 歌 はれる。 作者の 感情 は 明かに 美女の 肌より 遠の い 

て、 野蒜 摘み や 花 橘 そのものに 傾いて ゐ るので ある。 がいかなる 人 も その 感情 を 流露させる 詠 

嘆の 內に 全然 無意義な 言葉 を 連ねる もので はない。 この 歌 も それ を 歌った 上代 人に とって は、 

美女の 形容と して 適切で あつたので あらう。 では そこに 現 はされ たの は 何 か。 自然 物 採集に 强 

い 情熱 を 持 つ た 自然 兒 の 心臟と 感覺と である。 それが 彼らに とって 女の 美し さの 感動に 似て ゐ 

たので ある。 我々 は 幼い 頃の 茸 狩、 潮干狩、 土筆 取りな どの 與奩を 想起して、 彼らの 心 持に 同 

感 する ことが 出來 る。 「いざ こども」 の 呼び掛け は、 歌 全體を 統括す る 首 葉で も あらう が、 问 

時に また カ强く 野遊びへの 出 發の歡 び を 響かせて ゐる。 繰り返された 「蒜つ み」 の 一一 一一 C 葉に も * 

自然 兒の あの 情熱が、 (卽 ちた とひ 野蒜の やうな 小 やかな もので も、 それ を 探す 心に は その 時 

の 唯一 の 生の nE 的であって、 その 單 純な 強い 生の 統一 の 故に そこに は 野-い； I 三昧が あると も 見ら 

る ベ き あの 情熱が 、) 含まれ て ゐ るので ある。 そこで 突如と して 現 はれる 花械 も、 ま た こ の 心 持 
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の- c に 浮かせて 見なくて はならない。 彼らが 野蒜 三昧に 入って 野 山 を 心行く まで 步き 廻った 後 

に、 ふと 恍惚から さめて 渴を 意識した とする。 自然 兒 たる 彼ら は 忽ち 渴 三昧に 入って、 凡そ 酸 

味を帶 びた 菓 物の 類 は 山海の あらゆる 珍味よりも、 (この 瞬間に は あらゆる 美しい 女の 肌より 

も、) 望ましい と 感じる であらう。 その 時 突如と して 道の 邊に 蜜柑の 木が 見出される。 彼らの 

銃い^ 覺は旣 に li^ 果 の 句 を ゆ、 ぎ、 彼らの 集中し 易い 情 熟 は 忽ち に その 絡 妙な 味 は ひに 躍り か、 

つて 行く。 その 全 感覺全 意識が 「香ぐ はし」 の 一語に 含められて ゐ るので ある。 彼ら はこの 香 

ぐ はし さに 興奮し つ、、 花 橘の 木に 馳せ 寄って、 黄金色の 香果を 探す。 上 枝 は 鳥に 居 枯らされ 

てゐ る。 下 枝 は 人に 取 枯らされて ゐる。 然るに その 中 枝の 茂り 重なった 綠の薩 から は、 丁度； 

生し く色づ いた 黄金の 香果 が- 處 女の 笑 ひの 如くに のぞいて ゐる。 その 香果の 色と 形と 肌と 匂 

とに 現 はれた 極度に 新， i1 な 感觸の 上に、 彼らの 渾身の 歡 喜が 掛 るので ある。 かう いふ 自然 兒の 

單 純で 烈しい 體驗を 背景と して 見れば、 畳澗な 感覺的 刺戟 を與 へる 羞 へる 美人 を， やっと 見つ 

けた ^ぐ はしい 果 によって 描く こと は、 少く とも 彼らに とって は、 適切な ことに 相違ない。 だ 

から 彼ら は 女ゃ戀 から 非常に 緣の 遠い 蒜つ みや 花 橘に よって 女の 美し さ を 歌 ひ 得る ので ある。 


そのため にこの 歌 は、 極めて 素朴で は あるが、 一種 象徵 的な 趣 を 具へ てゐ ると 云へ る e 

かう いふ 例 は 他に も少 くない。 右の 歌と 同じと ころに 記されて ゐる 歌に、 

よさみ  いけ  ゐ ぐ ひ  ひし がら  し  ぬな はくり は  し 

水た まる 依 網の 池の、 堪杭 うち、 菱殼の 刺しけ る 知らに、 尊茱延 へけ く 知らに、 わが 心し 

. いや 袁許 にして、 今ぞ 悔しき。 

とい ふの が ある。 物語の 作者の 解釋 によれば、 この 歌 は、 自分が 妻に しょうと 考 へて ゐた女 を 

いよ/ ヽ 召し出して 逢 はう とする 時に、 自分の 愛子が その 女に 戀 して ゐ ると 聞いて、 殘念 なが 

ら その 戀を讓 ると いふ 心 持 を 歌った もの である。 しかし さう い ふ 背景 は 必ずしも 必要で な い。 

た これが、 上代の 歌の 常と して、 戀に關 係の ある 「悔しさ」 を 歌った ものと 見られ、 ば 十分 

である。 こ、 にも 我々 は その 「悔しさ」 の 情緒が、 戀とは 非常に 緣 遠い 農 人の 經驗 によって 現 

はされ てゐ るの を 見る。 まづ 「水た まる」 とい ふ 枕詞 は、 後代の 歌、 例へば 

ほとけ  ま そ ほ  、ゝゝ 、あそ  へ  - 

佛 つくる 眞朱 足らずば 水た まる 池 田の 朝臣が 鼻の 上 を 掘れ 

とい ふ 如く、 單に昔 調の 上から (或は 鼻汁 を 聯想させる 諧謔の 故に) 池と いふ 一一 H 葉に ついて ゐ 

ると いふ やうな もので はない。 寧ろ まだ 因襲 的な 「枕詞」 になって ゐ ない 生きた 描寫 である。 

二 上代 歌謠の 特質  一一 一 〇 三 
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池に 水を貯 へて 耕作に 利す る 農 人た ちに とって は、 水の 心配の 多い ー3- 期に、 池の 水の 昼 かなの 

を 見る 時 ほど 安心と 幸福と を 感じる こと はたい。 のみならず 歸化 人渡來 後の 池 溝 開 整に よって 

「池」 なる ものの 害び はな ほ 民衆の 心に 新しかった であらう。 依 網の 池の 如き も 右の 機運に よ 

つて 造られた ものである。 だから 「水た まる 依 網の 池」 の 一 句に は 池 水の 漫々 たる 心 持と 共に 

農 人の い：： びの 漫々 たる 狀 もまた 響かせて あると 見なくて はならぬ。 さて さう いふ 滿 足に 浸った 

農 人が、 报杭を 打ちに 池の 中に 降り 立つ。 水に 愛情 を 持った 農 人の 心に は、 水の 1^5 たさ はた 

ふる 

官能の 快 さの みで はない。 そこで 彼 は 朗らかに のびた 體カを 振って、 柔 かい 泥の なかに 杭 を 打 

ち 込む。 仕事 は なだらかに 終る。 がその 暢然 たる 心 持 は 何時の間にか 足 を 刺して ゐた菱 鼓と 足 

に まと ひついて ゐ た 尊 菜と によって 崩される。 彼 は 餘裕の ある 心 持ながら も菱殼 の 尖 角の 痛 さ 

と 尊 菜の s:^ の识 しさと に對 して 腹 を 立てる。 これ は 比喩で はなく して 農 人の 經驗 その ま、 の實 

感 である。 それが 望 を かけて ゐた女 を 自分の 油斷 から 人に 奪 はれた 時の、 怒り も出來 ない 悔し 

さと 通ず るので ある。 「わが 心」 と は 女 を 思 ふ 情で あらう。 「いや を こ」 と はこの 上 もな く 馬鹿 

馬鹿し いの 意味で ある。 卽ち この 歌 は、 に關 係の ない 一 つの 悔しさ を 詠った あとで、 「あ 、己 


の 思 は 馬鹿々 々しかった」 と 詠嘆す るに 過ぎない。 過去の 思 を 追懐す るので もなければ 女の 心 

を 恨む ので もない。 しかも そこに 戀の 悔しさ は、 極めてよ く 表現 せられて ゐ るので ある。 

かう いふ 表現の 仕方 を 上代 人 は 意識的に 試みた ので は あるまい。 恐らく 彼らの 素朴な 心的 狀 

態が その 直覺 的な 取捨に よって 自然に 作り出し たので あらう。 だから 意識の 明瞭の 度が 加 はり、 

統覺 の活ら きが 鋭くなる に從 つて、 この種の 表現の 仕方 もまた 緩れ て 行く ので ある。 この こと 

は 前に 舉 げた 二つの 特徵 についても 同じ様に 云 へ るか も 知れない。 がた とひ これらの 特徵が 素 

朴な 心的 狀 態の 所產 であると しても、 同程度に 素朴な 民族 は 必ず 同樣な 抒情詩 を 作り出す とい 

ふわけ ではない。 そこに は 民族の 氣 裏が ある。 知識の 開明が 遲れ てゐる わりに 感情が 畳 富で あ 

り、 感情が 畺富 である わりに 意力が 弱い、 とい ふやうな 特殊な 狀 態が、 素朴ながら にも 個性の 

著しい 一 つの 氣禀を 作り出し、 さう して その 氣禀の 故に 上述の 如き 特徵 をば 或 特殊な 划 かさ、 

愛らし さ、 柔 かさ 等 を 以て 實 現して ゐ るので ある。 しかし その 點は 後に 論じよう。 こ、 に はた 

だ素朴 な 心 生 活 が み 出 し た 時 代特有 の も の と し て 三 つ の 特徵 を 注意す れ ば よ い 。 

二 上代^ 謠の 特質  三 〇 五 
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三 形式の 發展 

さて これらの 古い 歌謠 は、 いかにして 形式の 整った 新しい 歌讅に 移って 行った か。 

長歌、 短歌、 旋頭歌 等の 形式 は 萬 葉 集に 於て は 明かに 確定して ゐる。 記紀の 內 にも 旣に萬 葉 

の それと 等し いもの が 存在す る。 この 形式の 發達 を 漢詩 の 形式的 校 做 によって 說 明しょう とす 

る 試み も 現 はれて ゐ るが、 しかし それ を歌謠 自身の、 內 から 出た 發 達と 見る こと は、 果して 不 

可能で あらう か。 

抑 も 詩歌の 詩歌た る 所以 は、 音調 上の 特殊な 注意に よって、 感情の 表出に ふさ はしい 特殊な 

聲 音の 美し さ を 一 W 葉の 上に 作り出す ところに ある。 音の 長短 强弱を 規則的に 排列す る ことによ 

つて 一一 一一：： 葉の 流れに 美しい^ 動 をつ くり、 或は また その 律動 的な 流れの 內に或 間隔 を 置いて 同じ 

音 を 響かせる こと. によって 一 句づ 、 の獨 立と その 獨 立した 句の 間の 融合 的な 聯 終と をつ くる。 

その^ 動と 韻と は 詩歌に 缺き 難い ものである。 支那の 古詩に 於ても これ は旣に 十分に 發 達して 


ゐた。 然るに 日本の 歌謠は それ を 持って ゐ ない。 少く とも 歌の 作者 は それ を 顧^し ない。 これ 

は 詩歌と して は實に 珍ら しい 例で ある。 この 現象 は 何故に 起った か。 恐らく それ は 日本語の 性 

質に 基く ので あらう。 日本語に は 昔の 長短 抑揚がない。 從 つて 詠歌す る もの は自， e に いづれ の 

昔 を も强め 或は 伸ばす こ とが 出來 る。 また 日本語に 於て はす ベ ての 昔が 母 昔に よって 終って ゐ 

る。 從 つて 同じ 母 昔の 頻出が、 ^も 韻の 路 まれて ゐる やうな 效果を 見せる。 例へ ば^の のよ 

み 方 は、 

2a  no  rp^^p^-^  ui  (  c  ( 

,\vag.a  rpatu  yil 

Isulcullasl 

Icuzil.a さ- yal.u 

の 如くす る ことが 出來 る。 脚 蒲 もまた i と U との 隔句 韻であって、 た-く 一箇所 ふみ 落しが ある. 
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のみで ある。 かう いふ 見方で 行けば 大抵な 歌に は 律動が あり 韻が ある。 例へば 「いざ こども」 

の 歌 は abbabccb の 脚韻 を 持って ゐる。 「八 田の 一 本营」 の 歌 も al:..cb;ldd の 脚韻 を 持つ 

てゐ る。 とい ふ 類で ある。 卽ち母 昔の 多い 日本語 はたく まずして 韻律 を 持ち 得る ので ある。 が 

こ の 容易 さは 同時に 韻律の 效果の 微弱 さ を 意味す る。 變 化の 少ない 五つの 母 昔が い かに 排列せ 

ほしい ま、 

られ たにしても その 印象 は單 調で ある こと を脫 がれない。 同じ 强 さや 同じ 長さの 昔 を 縱 に 抑 

揚 づける ので は、 本來 抑揚の ある； W 葉 を 巧みに 排列した ほどの 妙味 はあり 得ない。 從 つて 日本 

語 は！ g 雜を發 達せし むる に は 適しない 官語 である。 

然 らば 日本の 歌謠 が歌謠 たる 所以 は どこに あるか。 云 ふまで もな く 昔 數の關 係に ある。 な だ 

ら かで 單 調な 日本語 は、 三 昔 乃至 八 昔 位の 短 かい 句の 中で 一 昔と 二 昔との 波動に よって 輕 重强 

弱 等の 變化 ある 昔 調 を 出し 得る ので ある。 それ は 主として 一定の 速度 を 持った 呼吸と その 間に 

發 音せられ る 音數 との 關 係から 起る らしい。 さう して 音數 の 少ない 句が 輕 快な 印象 を與へ 音數 

の 多い.？ が 沈 重な 印象 を與 へる とい ふ 結果になる らしい。 この 關係 によって 起る^ 動 は、 一音 

毎に 存 する 银 動よりも 波が 大きく、 また- e: なる 感情の 律動 を 現 はすに も 適した ものである。 例 


君 を 松 島、 をし まの 海人の 

とい ふ 歌 は、 通例、 C  —  CC.  (  C  CC—C とい ふ 風に 發 音せられ る。 しか 

しこの 雜動は 人の 注意 を 引かない。 むしろ、 

きみ を まっし ま をし まの あまの 

とい ふ 「短、 長、 長、 短、」 若しくは 「輕、 重、 重、 輕、」 の雞 動が、 切實に 人心 を 動かす ので 

ある。 これ は 更に 一 二、  ニニ、  ニニ、  ニー  卽ち 重輕、 重重、 重重、 重輕に 分解され 得る。 

上代の 歌讅も 勿論 この種の 律動. によって 出 來てゐ る。 それ は 散文と 比铰 すれば 明かで ある。 

例 へ ば、 

くし ，v  ？, f しら  ひ 

左の み づらに 刺せる ゆつつ ま 櫛の 男 柱 ひとつ 取り かきて" ひとつ 太と もして、 入り 見ます 

うじ  かしら お ほい か-つち  ほ 

時に、 蛆 たかれ とろろぎ て、 頭に は大雷 居り、 胸に は 火の 雷 居り、 云々、 

と 云 ふ 如き 散文に 於て は、 言葉の 流れ は なだらかに 緩いて、 殆んど 高低の ない ゆるやかな 波 を 

いて ゐる きりで ある。 しかし、 

三 形式の 發展  一一 一 〇 九 
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尾 張に 直に 向へ る 尾津の 崎なる 一つ 松、 ァ セヲ、 一つ 松、 人に ありせば 太刀 佩け まし を、 

衣き せまし を、 一 つ 松、 ァセヲ 

の 如き 歌になる と、 これ を棒讀 みに しょうと する 場合に も、 なほ 一 W 葉の 流れ 1^ 面 切って ゐる音 

數の關 係に 支配 せられる。 例へば 一 W 葉の 意味から 一寸 句切りた いと 思 ふ 筒 所 は、 丁度 呼吸の 關 

係から 句切りた くなる 筒 所と 一致して ゐる。 どの 句 も 前の 散文に 於け る ほど 長く はない つ のみ 

ならず 「一 つ 松」 「佩け まし を」 などの 如く、 否應 なしに 區 切らなくて はなら な いもの も ある。 

かくて この 歌に は、 

:f 張に た に 向へ る ； 津の 崎なる 一つ 松 ァセヲ 一つ 松 人に 

ありせば 太刀 佩け まし を 衣き せ まし を 一 つ 松 ァセヲ 

の 如き 長短の 句に よる 律動が 感ぜられ るので ある。 この 際：？ と：？ の 間の 休止の 輕重も 複雑な 意 

味 を 持つ らしい。 右の 歌に 於て 二字 開きの 筒 所と 一 字 開きの 筒 所と に は 確かに 輕 重の 相違が あ 

る。 從 つて 語數は 四、 三、 四、 とい ふ 風に 進んで 行きながら、 また 四、 七. としても 感ぜられ 

る。 しかし 同じ 七 も 三 四の 場合と 四 三の 場合と で 感じが 異 つて ゐ ると すれば、 この 七 は 三 四の 


雜動 を內に 含んだ 七で ある。 が 更に 進んで 考へ ると、 この 三と 四と がまた 內 に ニー  及び ニニの 

律動 を 含んだ もの である。 「た-く に 向 へ る」 は 三 四で あると 共に 一 ニニ 二で あつ て、 長短 長長 

と 流れつ 、その (長短) (長長) を まとめて 短 長と 感じさせる ものである。 從 つて 四 三 は 一 一一 ；ニ 

一 であり、 五 は 二  一  二 或は ニニ 一 である。 かく 一  及び 二が 基礎と なり 其 上に 三 四 五 七が 感ぜら 

れる。 

古い 歌 諮に は いづれ も 右の 如き 「長短」 の^ 動が ある。 しかも 特に 强く 感ぜられ るの は 句と 

句の 關係 である。 がその 長短の 間に 規律が あると は 云へ ない。 語数が 不定で あるから 長と 短 も 

また 相對 的で ある。 例へば 四 は 三に 對 して 「長」 であるが • 五に 對 して は 「短」 である。 けれ 

ども その 四が 三と 結び 易く、 五に 對 してい くら かの 距離 を 持つ とすれば >  それ はまた ヒ として 

「長」 である。 この 二重の 關 係が 規律 を 困難に する らしい。 しかし さう いふ 無規律の 間に も、 

律動と しての 根本の 意義 は 旣に備 つて ゐる。 卽ち言 葉の 流れの 單調を 破る ために、 長と 短と が 

交 1^ に 現 はれる とい ふ 傾向 は- 明かに 存 して ゐ るので ある。 またこの^^動が、 短 長、 短 長、 と 

いふ 風に 短 を 以て 始まる とい ふ 傾向 も 認められ なく はない。 古い 民 諮と 見ら るべ きもので も、 
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やましろ； S  --  お ほね 

つぎね ふ 山 代 女の 木く はもち うちし 大根 ねじろの 白た むき まかず けば こ 

そ 知らず とも 云 はめ 

の 如き、 明瞭に この 二つの 傾向 を 示した ものである。 「八 E の 一本^」 「うだの 高き」 「いざ こ 

ども」 「水た まる」 など も 皆 さう である。 これ は 日本語 を 律動 的に 並べよう とする 企てが 自然 

に產み 出した 傾向と して、 上代 歌 諮の 形式の- 根本的 性質と 認めて よい。 

尤も これに は 例外ら しい 歌 も ある。 例へば、 

た ち 

ほむ だの 日の みこ 大さ i.- き 大さ き はかせる 太刀 もとつ るぎ 十 ゑ ふゆ ふゆ 

きのす からが 下 木の さや さや 

の 如き- 長短の 交錯が 極めて 不規則で あるの みならず、 初めの 二 句が 結びつき 易いた めに 八の 

^として 次の 五に 對し * また 中央の 二 句 も 六 五、 最後の 二 句 も 七 四と いふ 風に、 寧ろ 「長短」 

の^ 動 を 持って ゐる。 これ は 後世の 俗謠、 特に 農 人の 間の 俗謠 等に * 々見られる 八 五 五 二八 S 

の 形式と 幾分 似通った ものであるが * しかし 上代 人が それ を 特に 愛好した とも 思 はれない。 だ 

からこの 種の 例外 は 上述の 觀察を 妨げる もので はない。 


古い 民 謠に旣 に 右の 二 傾向が あつたと 十れば、 それが 時と 共に 萬 葉の 長歌の 方へ 推移して 行 

くと いふ こと も、 見易い 道理で ある。 この 歌 謠の發 達が 外来の 刺戟に よって 起った か、 或は 歌 

詞の 流動 を 更に 美しく 輕妙 にしよう とする 要求から 起った か、 とい ふ點 について は、 議論の 餘 

地 も あるが、 しかし こ、 に その 雙方を 認めた ところで 大して 不都合 はない。 た その 發 達が 上 

代歌畔 i の 本來の 性質 を 押し進めた ものである こと を 認めさへ すれば よい。 

この 發達を 最も 雄 辯に 語って ゐ るの は、 右に 擧 げた 民 謠の諸 例よりも 少しく 長く、 さう して 

調子の 整って ゐる 歌で ある。 例へば、 

みき  み き  くし  とこよ  いは  み かみ  かみ 

この 御酒 は わが 御酒なら ず 酒の かみ 常 f にいます 石た たす すくな 御 神の 祌ほ 

ぎ ほぎ 狂 ほし とよ ほぎ ほぎ もと ほし まつり 來し 御酒 ぞ あさず 飮せ ささ 

の 如きで ある。 末尾の 二三 句 を 除けば、 他 は 悉く 「短 長」 の 律動 を 以て 進んで ゐる。 しかも 初 

めが 五 七 を 以て ゆるやかに 始まり、 半ば過ぎ ると 四 六の 急 調に なり、 遂に 「御酒 ぞ」 「ささ」 

などの 切迫した 調子に 終って ゐる。 もとより これ は 感情の 流露の 自然に 從っ たもので あって、 

强 ひて ェ まれた もので はない。 古い 民謠に 於て その 末尾 を 詠嘆 的な 叫び 聲ゃ、 或は 「あたら、 
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淸し 女」 「いま ぞ、 くやしき」 「知らず、 とも 云 はめ」 「誘 ささば、 よらし な」 とい ふ 風の 感情 

に 充 ちた 短い 重 句に よって 結ぶ、 とい ふやり 方が、 こ、 に 自然に 現 はれて ゐ るので ある。 この 

こと は、 右の 例 ほど 著しくな いまでも、 多くの 長歌の 結び 方に 於て 必ず 認められる。 純然たる 

長歌に 進んで ゐる もの に 於て さへ もさう である。 

前に 古い 形式の 歌に 混じて 引用した r 內の 朝臣」 に關 する 長歌の 如き も、 こ、 に 引くべき 好 

例で あらう。 「遠方の、 あらら 松原」 と 五 七の 律動 を 以て 歌 ひながら、 「いざ あはな、 われ は」 

とい ふ 句 を 途中に 投げ込み、 また この 句 を 以て 終 を 結んで ゐる歌 ひ 方 は、 形式が 著しく 整って 

ゐ るに 拘らず なほ 古 民 謠の歌 ひ 方から 脫 しない こと を 示して ゐ るので ある。 

この こと は、 より 進んだ 長歌に ついても 云へ ない ことで ない。. これら も 畢竟 古い 民謠の 延長 

である。 しかし こ、 に 注意すべき 相違 は、 詠嘆す る 心 持に 餘裕が 出來、 感情の 表出に 委曲 をつ 

くさう とする 企ての 始ま つたこと である。 このために 作者 は 切迫した 詠嘆の 叫び を 出來る だけ 

先への ばして 行く。 從 つて そこまで 行く^ 動に 或 落ちつきが 出來 る。 落ちつきが 形式の 整齊を 

呼び 起す。 かくて そこに 保存 せられた 古い 民 諮の 歌 ひ 方 も * かなり^ 種の 印象 を與 へる に 至る, 


ので ある。  一 

この場合に 起った 形式の 進步は • 短 長、 短 長、 の 律動 を、 勢づ いた 流れの やうに 押し流して 

行く ことで ある。 古い 民謠に 於て はこの 種の 直線 的な 流動 は 始まる や 否や 直ちに 方向 を變 へ さ 

をち かた 

せられる。 「この 御酒 を」 「遠方の」 等の 歌に 於て はな ほ 十分 調子 づ かない 內に旣 に 終局に 達す- 

る。  しかし 記紀 中の 最も 長い 六 七 首の 長歌に 於て は、 確かに この 流動 は 水の 流れの や， つに 滑 ふ 

かで 美しい。 か く 流動性 を 高め た 意味に 於て この種の 長歌の 新し さは 疑 ふこと が 出來な いで あ i 

らう。  一 

なほ これらの 長歌が， 極めて 輕微 ながら も 叙事 的 耍素を 加味して、 幾分 物語 詩に 近づいて 

る こと は、 雜 動の 變 化と 何等かの 關係を 持つ らしい。 自分の 推測に よれば、 この種の 歌 は 五^ 

紀 後半 以後 享樂的 生活の 發達ゃ 饗宴の 隆盛に 作って 生れた もので あらう。 單 純な 抒情詩が 歌 は 

れ舞 はれた 時代から、 歌が 單獨に 歌 はれる とい ふ 時代に 移り、 歌の^ 容の 複雑 を 要求す る 傾向 

が 現 はれる。 さう して その 種の 鑑賞 上の 要求 は、 音 樂堂ゃ 劇場 を 兼ねた 饗宴の 席から 生れな く 

て はならぬ。 かくて 單 純な 抒情詩 は 幾分 物語 詩に 近づき、 また それが 饗宴の 聽 衆に 對 して 歌 は 一 

三 形式の 發展  一一 二 五  ふ 


第 四 章 欲 tJI  1  一二 六： 

れる ためにより なだらかな 律動 を 必要と したので あらう。 かく 見る ときに これらの 長歌 は最. 

生きて くる。 それ は、 演者と 聽 衆との 間に 極めて 距離の 少ない 境 位に あって、 一 つの 演藝 とし 一 

て 演ぜられた ものである。 その 繰り返しの 多い 言葉の 流れ も， 美しく こそ あれ 單調 ではない。 . 

聽衆は そこに 歌 はれる 感情 をば 直ちに 自己の 感情と して 感ずる 如き 素朴な 心の 持主であった。 一 

かう いふ 事情の 下に 欹の 形式が それ 自身の： s: から 發達 するとい ふこと は、 最も 自然な ことで あ 一 

る 0 

これらの 歌 は舊辭 編纂の 時代に 旣に 民衆の 愛唱す る ものと して 存 して ゐた であらう。 長歌の 一 

末尾に ある 「ことの 語り ごと も、 こ をば」 ー璺 御酒 奉らせ」 の 如き 句 は、 饗实の 席に 歌 はれた 一 

演藝 としての 明かな 證據 である。 旣に 饗宴の 席に 於て 喝采 を 博した もの は、 その 饗宴が いかな 一 

る責 人の 變 {4- であった としても. 民衆の 間に 廣 まらずに はゐ ない。 歌の 內容 から 見ても それが 一 

民衆に 愛される の は 極めて 當然 のこと である。 卽ち 長歌 は、 民 謠の發 達した 形式と して、 民衆 一 

の 間に 一 つの 演藝 らしい 位置 を 持って ゐ たと 認められ るので ある。  一 

しかし 長 欲が かく 演ぜら るべき ものと して 發 達する と共に、 直接の 詠嘆の ために は 古い 民謠； 


の 形式が 依然として 殘存 した こと もまた 認めて 置かなくて はいけ ない。 聖德 太子の 歌と して 傳 

へられる 「しなて る片岡 山」 の 歌 は. 「遠方の」 などと 同じく、 古 民 謠の歌 ひ 方を脫 して ゐな 

r  0 

長. 敬の 發 達が おの 如くで あると 十れば、 短歌 ゃ旋頭 歌の 發達 もまた それに 平行した もので な 

くて はならぬ。 

古い 民 諮に 長い ものと 短 かいもの とが ある こと は 明かな 事實 である。 さう して その 長短が 詠 

嘆す ベ き 感情 の 長短に よって 自然 に 生じた こと も 疑ふ餘 地がない。 ところで これ ら の 詠嘆 は、 

右に 述べた 如く、 必ず 「短 長」 の 律動 を 以てせられて ゐる。 長い もの も 短い もの も. この 點に 

於て は變 りがない。 しかし 短 かい 詠嘆 は、 短 長の 律動が 始まる と共に 直ちに 終結し なくて はな 

らたい。 さう して その 終結 も- 詩形が 短 かければ 短 かい ほど、 感情 を 長く 響かせた もので なく 

て はならない。 例へば. 

わぎへ 

はしけ やし 我家の 方よ 雲ゐ 立ち 來も 
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の 如き 最も 短 かい 詩形に 於て、 もし 最後の 句が 第二 句よりも 短 かかったならば、 非常に 不安な： 

落ちつかない ものになる。 だから この 歌が、 短 長、 長 * となって ゐ るの は、 詠嘆す る 心が それ" 

を必貌 とする からで ある。 短 長の 律動が 二度 繰り返された あとで も、 終結 はや はり 同様で なく; 

て はなら たい。 例へば、  -; 

一 

つ るぎ た ち  た ち 

乙女の 床の 邊に わが 置きし 劍の 太刀 その 太刀. はや 

あま だむ ， 輕 をし 一め した だに も 寄りね てと ほれ 輕を とめど も  • 

の 如きで ある。 第 ra 句まで は 短 長、 短 長の 維 動であって 長い 詠嘆と 變 りがない。 た^それ を 短 

かい 歌と して 留める 仕方が、 長 欲に ない 特殊な 形な ので ある。  _ 

右の 例に 於て は 感情 は 一流れ で 留まる。 だから 終止 句 は 一 つで ある。 が 短 かい 詩形 は、 詠 

の 心 を 現 はし^さない 不足の 情 を 意識させる。 そこで 一 度 流れ 留 つた 感情 を 再び 繰り返して 流. ■ 

れ させる。 例へば、  ： 

八 田の 一本 ぜは 一人 をり とも 大君し よしと 聞 こさば 一人 をり とも 一 

す、 こりが 随 みし 御酒に われ 醉 ひに けり ことなぐ し ゑぐ しに われ 醉 ひに. 


けり 

の 如きで ある。 前半と 後半と は 同じ 詠嘆の 繰り返し であり、 從 つて 前半の 終りに も 終止 化が は 

いる。 これ も 詠嘆の 心から 出る 必然の 詩形で ある。 

第一 の 例 は 「短 長長」 であって 片 歌と 呼ばれる 形式で あり、 第二の 例 は 「短 長短 長長」 であ 

つて 通例 短歌と 呼ばれる 形式、 第三の 例 は 「短 長長 短 長長」 の旋頭 歌の 形式で ある。 これら は 

詩形が 短 かい 丈に、 內 なる 律動と 外なる 律動との 間の 動きの 取れない 關 係が ある。 從 つて 長歌 

よりも 形式が 確定し 易い。 殊に 第二の 短歌の 形式 は、 短 かい 詠嘆 を 盛る に 最も 適した ものと し 

て 最も 著しい 發達を 見せた。 

長い 民謠を 物語 詩に 近づけて 行った あの 形勢 は、 同時に また、 短 かい 民謠の 形式 をも^ 化し 

た。 長歌 は その 長さの 故に、 また 長さに よる 流動性の 故に 發 達する。 その 任務 は先廣 がりに 大 

きい。 しかし 同じ 注意が 短歌に 向けられた となると、 その 局限 せられた 長さの 中で 試みられる 

こと は、 流動性 を 高める ことで はなく して、 流動 を 美しく する ことでなくて はならぬ。 こ 、に 

短 長の^ 動が はっきりと 五. 七の 襟 動に 化し 始める とい ふ 傾向 も 現 はれて くるので ある。 
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第 四 章 欲 謠  三 二 〇 

三 七と か 四 六と かの 律動よりも 五 七の 雜 動が 何故 美しい か。 これ は 曰 本の 詩歌の 形式に 就て 

の 重大な 問題で ある。 旣に五 七 或は 七 五の 形式が 因襲 的に 固まった 時代に あって は、 四と か 六 

とかの 句が 異様に 新鮮な 印象 を與へ る。 從 つて 五 や 七の 句の 美し さ を立證 する のが 難 かしい。 

しかし この場合の 四 や 六の 美し さは、 因襲 を 破った 自由な 感じに 負 ふところが 少 くない。 云 ひ 

か へれば 五 七の 權威を 認めた 後の 美し さで ある。 我々 が こ 、に 問题 にしよう とする の は 五 七の 

確定 以前の ことであって、 五 七 以後の ことで はない。 五 七 以前に 於て は 自由が 不調であった。 

從 つて 自. S の 印象 を與 へる もの は、 それが ために 特に 美で ある こと は 出来なかった。 四 六 も 五 

七 も 同様に 自由で あり- 同じ 重さ を 以て 用 ゐられ た。 さう いふ 狀態 のなかから 何故に 五 七が 特 

に 選び出され たか。 旣に舉 げた 例によって 明かな 如く. 上代の 歌 謠は、 二、 三、 四 等の 根本的 

な 音數に 分解す る ことが 出来る。 さう して この 短 かい 句. は 互に 極めて 結びつき 易い。 二と 三、 

三と 四の 如き は 特に さう である。 これら は 結び ついた あとで 非常に 落ちついた 感じ を與へ る。 

恐らく それ は、 呼吸との 關係 上、 最も 適度な 長さ だとい ふ樣な 事に 基く ので あらう。 そこで 五 

七 は、 漠然たる 上代 人の 心に も、 最も 美しい 律動と して 感ぜられる ことになるの である。 


この 傾向に よって 短歌が 渐次發 達して 來た 形跡 は、 大體 記紀の 歌に 於て 迎る ことが 出來 る。 

前に 擧 げた 「乙女の 床の 邊に」 の 歌に 於て は、 短 長、 短 長、 長、 とい ふ 律動 は旣に 明かで ある 

が、 音 數は四 五、 五六、 六、 であって、 美しい 流動と は 云へ ない。 同じと ころに 舉 げた 「あま 

だむ 輕を とめ」 の 歌になる と、 四 五、 五 七. 七、 の 後半が よほど 美しく 感ぜられ るに 拘ら ず、 

第二 句と 第三 句との つなぎ ほが、 依然として 圓滑 でない。 兩者は 共に 五の 重複に よって 災 せら 

れてゐ るので ある。 一歩 を 進めて、  • 

ざけ  --,-0  い  みれ  - 二；' ど 

うま 酒 三輪の 殿の 朝戶 にも 出で て 行かな 三輪の 殿 門 を (紀 五) 

うま 酒 三輪の 殿の 朝戶 にも 押し ひらかね 三輪の 殿 門 を (同上) 

の 如き 歌になる と， 四 六、 五六、 七と なって 全體の 均勢が よほど 整って くる。 しかし 短 長の 區 

^が 弱いた めに、 律動の 感じが かなり 漠然として ゐる。 更に、 

み もろの いつ 白檮が もと 白檮が もと ゆ、 しき かも かし 原 をと め (記 、傅 四十 一) 

みかし ほ 播摩 はやまち いはく だす かしこく とも 吾 養 はむ (紀 十一) 

などに 於て は、 四 七、 五六、 七- の 第二 句の 七が よほど 律動 を活潑 にす る。 しかし この 七の 出 
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現の ために、 第 四 句の 六が、 「うま 酒」 の 歌に 於て よりも、 一 層 弱い 感じ を與へ る。 それ は • 

お して  なに は  上-一 

押 照る 難 波の 崎の 並び 濱 並べむ 床ぞ その子 はありけ め (紀 十一) 

さね さし 相 校の 小 野に 燃 ゆる.^ の 火中に 立ちて 問 ひし 君 はも (記、 傳 i= 八) 

の 如く， 第 四 句が 七と なること によって 全然 救 はれる。 かく 歌の 中^の 三 句が 短 長の 關 係に 於 

て 明白な 對照 をつ くる 様になる と、 第 一 句 及び 結句の 長短 は比铰 的に 影響す ると ころが 少な 

い。 こ、 で 更に 第一 句が 五と なれば 短歌の 形式 は殆ん どもう 完成に 近づいて 來 るので ある。 

ころも  ふたへ  さ ゆ とこ 

衣 こそ 二重 もよ き 小夜 床 を 並べむ 君 は かしこき ろか も (紀 十一) 

ころも ふたへ き  みやたり  よ 

•fs^ 蟲の 火 蟲の衣 1 一重 着て かく 宫邊は あに 好く も あらず (同上) 

たち ひぬ  ね  たつ- *) も 

多 治 比 野に 寢 むと 知りせば 立薦も 持ちて 來ま しもの 寢 むと 知りせば (. 記、 ； I- 卅八) 

はに ふて か  いへ むらつまい へ 

坡生坂 吾 立ち見れば かぎろ ひの 燃 ゆる 家 群 妻が 家の あたり (同上) 

お ふ を  しび あまし あ  二  しひ しび 

大魚 よし 節つ く 海士ょ 其が 荒れば うら 戀 ほしけ む 鲂 つく： g  (記、 傳四 十三) 

韓國の 城の 邊に 立ちて 大葉子 は ひれ 掘らす も やまとへ 向きて (紀 十九) 

これらの 歌に 於て は、 或は 第二^が 六と なり、 或は 第 四 句が 八と なり、 或は 結句が 八、 九、 六 


などと なって ゐる。 しかし それら はも はや 整った 律動の 感じ を 破る ほどで はない。 ^かも 後代 

にい ふところの 字 足らず 字餘 りの 如き、 一種の 破格 的な 妙味 を さへ も 感じさせ るので ある。 も 

とより これらの 字 足らず 字餘り は、 形式が 確定す る 以前の ことで あ つて、 「破格」 たるべく も 

なほ 「格」 は存 しない。 しかも それが 「破格」 らしい 印象 を與 へる とすれば、 「格」 は旣 にこ 

れらの 歌に 於て 成立して ゐ るので ある。 

右の 如く 形式が 完成に 近づいて くると、 句と 句との 間の 聯絡 關係も 亦 重大な 變化を 起して 來 

る。 「乙女の 床の 邊に」 等の 歌に 於て は、 五 つの 句が 短 長、 短 長、 長と なって、 中間に 二つの 

比較的 長い 休止が はいる。 この 短 長 二 句の 結合と 二つ の 休止と は 「うま ざけ」 「み もろの」 等 

の 歌に 於ても なほ 明かに 認められる。 しかし 「押 照る」 などの 如く 大體 短歌の 形式の 固まり か 

かった ものに なると， 第二 第三 雨 句の 間に 融合 的な 近い 關 係が 出來、 それに 伴って 各 句の 間の 

なら 

休止が、 ほ 均等な 重さ を 持つ ことになる。 例へば 「押 照る 難 波の 崎の 並び 濱」 に 於て：； 

つの 休止の いづれ が 重い とも 云へ ない。 「並び 濱 並べむ 床ぞ その子 はありけ め」 の 二つの 

休止 も 同様で ある。 「さね さし 相 模の小 野に 燃 ゆる 火の」 の 如き、 「燃 ゆる 火の ナ、 中に 立 
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ちて 問 ひし 君 はも」 の 如き、 いづれ の 休止 を も 他より 直ん ずる こと は 出来ない。 更に 形式の 

整った 歌に 於て は、 この 事 は  ー&? 明かで ある。 これ は 五 七 五 七 七の 進歩に 平行した 事實 であつ 

て、 五 や 七の 音數が 自然に 生み出した ことに 相違ない。 卽ち五 や 七が 比较 的獨 立した 存在 を 持 

つため に、 必ずしも 他と 結合して 自ら を 支へ る 必要 を 感じない ので あらう。 かくて これらの 句 

は、 他の 句との 單 一 な 關係を 超えて、 前後の.？ に對 する 一 一重の 關係を 持つ やうになる。 これ は 

詩形が 短 かいため に 起り 得た ことで あらう が、 旣 に出來 上って 見る と 長歌の 句法に 對 して 著し 

ぃ特徵 となる ので ある。 かく 見れば 上代の 短歌が 「五 七、 五 七， 五」 であると いふ やうな こと 

は 意味 をな さない。 それ は 確かに 「短 長、 短 長、 長」 であった。 しかし 五 七の 句法が 出來 上つ 

た 時には、 旣に 「五、 七、 五、 七、 七」 とたって ゐる。 「五 七」 の 繰り返しではなくて、 「五」 

と 「七」 との 微妙な 交錯で ある。 

短 欲 は 右の 如き 徑路 によって 遂に 完全な 形式に 到着す る。 

八^^苎乂っ出雲八雲垣妻ごみに八重加ーっくるその八重垣を (記、 傳九) 

沖つ 鳥 鴨 着く は § にわが 率 寝し 妹 は 忘れ じ^の ことごとに (記、 傳 十七) 


畝 傍 山晝は 雲と ゐ夕 されば 風 吹かむ とぞ 木の葉 さやげ る (記、 傳 二十) 

こ はだ  5- る は 

みちの しり 細 肌 をと めは爭 はず 寢 しく をし ぞも 愛しみ 思 ふ (記、 傳世 三) 

かたな  たぐ 

朝 妻の ひかの 小 坂を片 泣きに 道行く もの も 偶 ひて ぞ よき (紀十 一 ) 

た **  つ  たぎ ま ぢ  つ 

大 坂に 逢 ふや をと め を 道 問へば 直に は 吿らず 當麻路 を吿る (記、 傳卅 八) 

はし だて くらはし やま V. が  いは か か 

梯 立の 倉梯山 を險 しみと 岩播き 兼ねて 我 手 取らす も (記、 傳箭 七) 

の 如き 歌 は その美し い 例で ある。 第一 第二の 例 は 神代 史 中に 記載せられ たもので あるが、 形式 

より 見れば 勿論 新しい。 しかし これらの 形式 同じき 歌の 內 にも、 その 感情の 現 はし 方 や 現 はさ 

れた 感情の 複雜の 度から、 大體新 古の 區^ は ある。 第一 の 歌 は 最も 古く、 第 四 第 六 は それに 次 

ぎ、 その他の 四 首 は 最も 新しい。 さう して その 新し さの 度 はまた 美し さの 度に も相應 する。 最 

も 新しい 四 首に 至って は、 その 律動の 美し さに 於て 萬 葉 集の 優れた 歌に 劣らない。 第二の 歌の 

結句 「世の ことごとに」 の 如き は、 いかにも よく 內 なる^ 動 を 現 はし 外なる 律動 を 活かせて ゐ 

る。 第三の 欲の 「風 吹かむ とぞ」 の 一 句、 最後の 歌の 「我 手 取らす も」 の 一 句、 などに 於ても、 

その 末尾に 置かれた 詠嘆の 一音の ために、 いかにも よく 全體を 活かせて ゐる。 —— が これらの 
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歌 も 萬 葉の 歌と 全然 同種の もので はない。 兩 者の 間に は、 古 民 謠と寓 葉との 間に 存在す る 如き 

相違が、 幾分 かづ、 まだ 殘 つて ゐる。 その 詳しい 論 は 後に 讓る ことと して、 とにかく これらの 

最も 新し い 歌 も舊辭 製作 の 時代よ り は 新し いもので ない。 

右の 如き 短歌の 發達 は大體 どの 時代に 行 はれた ので あるか。 「乙女の」 休の 邊に」 の 歌が 四 世 

紀 の征戰 時代の ものである とすれば、 その 發達は 四 世紀 以後でなくて はならない。 輕を とめの 

戀 物語 を 歌 ふ 歌が もし 輕 太子と いふ 歷 史的 人物に 幾分 かの 關係を 持つならば、 (さう して その 

輕 太子が 支那の 史書に 所謂 世子 興であるなら ば、) 「あま だむ， 一 の 歌に よって 明かな 如く， この 

原始的な 短歌の 形式 は 五 世紀の 中頃に なほ 行 はれて ゐ たわけで ある。 だから 短歌の 發達 がそれ 

以前に 始まって ゐた としても、 五 世紀の 中頃より あまり 古く 溯る こと は 出来まい。 然し 五 世紀 

後半の 享樂 的な 時代に それが 長足の 進步 をしたら うこと は 疑の 餘地 のない ところであって、 も 

し 「魴」 を 歌った 歌 垣の 歌が 六 f 紀 初頭の 作と 認められ 得るならば、 この 時代に は旣に 短歌 は 

八九分 通り 完成の 域に 達して ゐ るので ある。 もとより この 時代に はな ほ 律 格 は 「自然に 生み出 

された もの」 に 過ぎまい。 それが 律 格と して 意識せられ たの は 恐らく 六 f 紀の 中頃、 葡辭 製作 


の 時代の 出來 事で あらう。 だから 短歌の 形式 は、 五 世紀 後半が その 基礎 をつ くり、 六 世紀が そ 

れを 完成した と 見られる の である。 

以上の 如く 見れば、 長歌の 發達も 短歌の 發達 も、 共に 同じ 時代の 同じ 大勢に よって、 民謠の 

內 から 自然に 生れ 出た 事になる。 その 大勢が 支那 文化の 刺戟に よって 促進せられ たもので ある 

こと は 勿論で あるが、 その 影響 はま づ國 民の 實 生活 を 動かし、 その 故に 歌 を も 動かした、 とい 

ふ 意味に 解せられ なくて はならぬ。 

四 歌 謠に現 はれた る 上代 人の 感情 

記紀 中の 形式の 新しい 歌謠 は、 古い 歌 誰に 比して 段 違 ひに 豊富な 感情 を 現 はして ゐる。 それ 

を 次に 考察して 見ようと 思 ふ。 

もとより これらの 新しい 歌謠 も、 前に 古い 歌謠 について 擧 げた 三つの 特質 を 失って ゐる わけ 

ではない。 がその 特質 は 漸次 薄れて 来た。 第一 の特徵 として 擧 げた 主客 未 分の 抒情と いふ 點は 
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なほ 認められ はする が、 しかし 旣に それ を脫ぎ 拾て た 少數の 例外 を も 示して ゐる。 例へば 

よしだて くらはし  V- が 

梯 立の 倉梯山 を險 しみと 岩 かき かねて 我 手 取らす も (記、 傳卅 七) 

いへ むら 

坡生坂 わが 立ち見れば かぎろ ひの 燃 ゆる 家 群 妻が 家の あたり (同卅 八：) 

の 如き 歌に 於て は、 戀の 詠嘆と 自然に 對 する 詠嘆と は 離し 難く 結合して ゐ るが * 

二ろ も  ふたへ  さ ゆ とこ 

衣 こそ 一 一重 もよ き 小夜 床 を 並べむ 君 はかし こきろ かも (紀十 一 ) 

の 如き 歌になる と、 衣 や 小 衣" i£ に對 する 直接の 詠嘆 は 弱く、 これらの 物象 をす ベて 戀の 詠嘆に 

集中しょう とする 趣が ある。 更に、 

わがせ こが 來べ き^なり ささが にの 蜘蛛の 行 ひ 今^しる しも (紀 十三) 

ささらが た 錦の 紐 を 解き さけて あまた は寢 ずに た 一夜の み (同) 

たどに 至れば この 傾向 は  一 明かで ある。 それに 伴って また 自然に 對 する 詠嘆 も、 

さゐ 川よ 雲 立ち 渡り 畝 傍 山 木の葉 さやぎ ぬ 風 吹かむ とす (記、 傳 二十) 

の 如く 全然 客觀 的な 叙情になる。 この種の 歌 は多數 ではない が、 しかし 形式の 整備に 伴って 素 

朴な 心理 狀 態の 破れて 來 たこと を 示して ゐる。 


同じ 推移 は 第二の 特徵 として 擧 げた 歌 ひ 方の 單純 さに ついても 云 へ る。  -1 

こ はだ  あ ひまくら 

道の しり 細 肌 をと め を 神の ごと 聞え しか ども 相 枕 まく  (記、 傳卅 三)  .』 

ま  あやな き び びと  た iij 

山が たに 蒔け る 靑茱も 吉備人 と共にし つめば 樂し くも あるか C 同卅 五)  一 

の 如き はこの 特徵を 現 はした 好き 例で あるが、 しかし、  一 

朝 妻の ひかの 小 坂を片 泣きに 道行く もの も 偶 ひて ぞ よき (紀 十一)  一 

とい ふ 如き 歌になる と、 もはや 右の 如き 素朴な 單純 さは 見られない。 「ひかの 小 坂 を 泣き 萎れ i 

ふお- 

て 行く 人が ある。 さぞ 悲しい ことがあ るので あらう。 が、 悲しみの 中に あっても >  あ、 して 男 一 

女で 泣いて 行く のなら ば、 不幸と は 云へ ない。」 かく 詠嘆す る 心に は 歌の 言葉に 現 はされ た以 

上の 深い 感情が ある。 それ を單 純に 投げ出さずに たど 一端に よって 暗示した 歌 ひ 方 は、 前の 歌 一 

に は 見られない。 しかし この種の 歌 も 萬 葉の 歌に 比べれば まだ 古風で ある。 內 なる 感情 を 凝視 

して それ を 鋭く 割って 見せる 技巧 は、 こ、 では まだ 現 はれて ゐ ない。 

一 

第三の 特徵 として 舉 げた 比喩の 象徵的 性質 もまた 同じ 機運に よって 減退す る。 長歌が 敍事的 一 

性質 を帶 びて くると いふ やうな 事情 は、 「いざ こども」 の 歌に 見る 如き 象徵に 近い 表現 を 許さ 一 
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ない。 また 「八 E の 一本 菅」 に 見る 如き 巧妙な 隱喩を も 不可能に する。 しかし この種の 表現 法 

の 名 殘は璺 富な 比喩と して 新しい 歌に 殘 つて ゐる。 

ひさかたの 天の 香 山、 利 鎌に さ 渡る くひ、 ひ は 細 手 弱 腕 を …… (記、 傳廿 八) 

さ、 ばに 打つ や 霰の、 たし だしに 率寢 てむ 後 は …… (同 世 九) 

の 如き、 「根 白の 白 腕」 と 同様の 比喩 も、 新しい 長歌に 於て は 愛用せられ るので あるが、 更に 

この種の 比喩 を 短縮して、 句 每に異 つた もの を 用 ゐてゐ る 場合が ある。 例へば、 

to* ちま こ  みこと  め  うらす 

八 千 矛の 神の 命、 ぬえ 草の 女に しあれば、 わが 心 浦 港の 鳥ぞ、 今 こそ は 千鳥に あらめ、 の 

ち はな どり にあら む を …… (記、 傳 十一) 

ぬば 玉の 黑き 御衣 を、 まつぶ さに 取り 装 ひ、 おきつ 烏 胸 見る 時、 はた、 ぎ もこれ はふ さは 

ず、 へ つ 波^に 脫 ぎうて …… (同) 

の 如く、 女に は 「ぬえ 草」 と 云 ひ、 心に は 「沛 港の 鳥」 「千鳥」 「などり」 と 云 ひ、 黑 きを 云へ 

ば 「ぬば 玉」、 胸 見る と 云へば 「おきつ 鳥」、 ^と 云へば 「へつ 波」 を 引く。 各々 の 表象 は殆ん 

ど 皆 それ を豐 富に すべき 他の 表象 を 伴 ふので ある。 しかも その 形容の 詞は、 上代 人に とって 新 


鮮 であった 官能の 經驗を 含まぬ はない。 ぬえ 草の 柔 かく 麾く感 觸、 浦洛の 鳥の しほら しい 

千鳥の 鳴く 音の 急 調、 沖つ 鳥が 水に 浮びつ 、頸 をのべ て 己が 胸 を 見る 如き あの^ 好、 破 波の 怒 

の 感情に 似た 烈し さ、 11 これらす ベて は 自然に 近い 上代 人の 素朴な 心に 强ぃ 印象 を與 へた も 

ので ある。 彼ら はこの 感覺的 經驗を 含む 詞を 以て、 歌 はう とする 表象 を璺 富に した。 これ を 「冠 

辭」 などと 見る の は不當 である。 たと ひ 一 つの 詞が 聯想に よって 他の 詞を 呼び 起して ゐる とし 

て も， そこ に 意味 せら れ るの は その 詞の 含む 情緒で あって 單な る 言語 上 の 遊戯で はない。 

やまとへ に 西風 吹き上げて 雲 離れ 離き 居りと も 吾 忘れめ や (記、 傳讲 六) 

いさな  うみ .*」 まも 

とこし へ に 君 も 逢へ や も 勇 魚と り 海の 濱 藻の 寄る 時々 を 一紀 十三) 

の 如き、 離れ 雲 は 「離き 居る」 とい ふ詞 から、 海の 濱藻は 「寄る」 とい ふ詞 から、 聯想に よつ 

て 引き出され たの かも 知れない。 しかし 戀 人の ゐる 方へ 風に 吹かれて 離れて 行く 雲 は、 戀心を 

いさな 

擔 ふに 最も 適した ものである。 また 勇 魚と りが 勇ましく 漕ぎ出で て 行く 海邊 の、 香の 高い 濱藻 

の 打ち寄せた あたり は、 戀 人の 密會 にい かに ふさ はしいで あらう か。 この種の 生きた 描 寫は冠 

辭 として 葬られて はならない。 
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この 特徵は 上代の 歌 を 萬 葉の 歌から 區^ する 力 は 持たない かも 知れぬ。 しかし 古い 民 諮の 使 

徵を 幾分 保存す る ものと して、 萬 葉の 歌に 於け る 枕詞より は 新鮮な 印象 を與 へる と 云って 好か？ 

らう。  .は 

一 

では これらの 歌に 現 はれた 感情 はどうい ふ 特徵を 示して ゐ るか。  一 

上代の 歌に 於て 最も 著しく 表現 せられて ゐる もの は戀 愛で ある。 新鮮な 驚異の 情に 充 ちた 上 一 

代人の 心に とって- 蒼 空の 神祕ゃ 運命の 不可思議よりも、 人の f の戀の 力が 最も 詠嘆すべき も 一 

のであった こと は、 注 ほに 價 する。 戀の苦 ir 戀の歡 喜 は、 彼らが その 全 生活 を 投入す るに 價 i 

する 最高の 生の 瞬間であった。 だから 彼ら は、 超自然的な 力に 對 する 恐怖と 歡 喜と を 歌 はずし. 一 

て、 た 人間的な 生の 喜び をのみ 歌 ふ。 悲哀 さへ も 生の 歡 喜に 震へ る 悲哀で ある。  I 

かう いふ 上代 人に とって は 戀愛は 他の 原理と 對立 する もの ではない。 彼ら は その 戀 を 官能： s、 

に 歌 ふ。 しかし 靈と 肉との 區刖を 知らない 彼らが、 官能的な 喜びの ない 戀を どうして 想像し 

る だら う。 彼らの 心理 は 極度に 直観的で ある。 彼ら は 主觀と 客観との 別 を さへ も 十分に 意識し』 


ない。 內 なる ものと 外なる ものと は 一 つで ある。 その 彼らに とって は、 官能に よって 知られた 

もの は、 直ちに 心でなくて はならない。 たまし ひ は 官能の 端々 にも 躍って ゐる。 從 つてた まし 

ひの ない 單 なる 官能 は 彼らに は存 しない。 

かくて 彼らの 戀は 全人格 的であった。 彼ら は戀に 於て 人生の 意義 を 感じた。 この こと は 「八 

千 矛の 神」 を 中心とする 一 群の 物語 歌に 於て 明かに 認められる。 

や ち ほこ  みこと  つま  とほ/ \ こし くに  さか め  き 

八 千 矛の 神の 命 は、 八 島國妻 まぎ 兼ねて、 遠々 し 越の 國に、 賢し 女 を ありと 聞かして、 く 

め  かよ  いだ 

はし 女 を ありと 聞 こして、 さよば ひに ありた 、し， よば ひに あり 通 はせ、 太刀が 緒 も 未だ 

解かず て、 襲 覆 を も 未だ 解かねば、 乙女の 鳴す ゃ板戶 を、 押 そふら ひ、 吾 立た せれば、 引 

ぬ  き- * し  かけ 

こつら ひ 吾 立た せれば、 靑 山に ぬえ は 鳴き、 さ 野つ 鳥 雉 はとよ む、 庭つ 鳥鷄 はなく、 うれ 

あまに * づん， ひ 

たく も 鳴くなる 鳥 か、 この 鳥 も 打ち やめ こせね、 いした ふや 天馳 使、 ことの 語り ごと も、 

こ をば 

め  わが こ、 ろうら す 

八 千 矛の 神の 命、 ぬえ 草の 女に しあれば、 吾心 沛^の.： 1! ぞ， 今 こそ は 千 .ilT にあら め、 後 は 

い C- ちし  •  ，， 

などり にあら む を、 命 はな 死せ 給 ひそ、 いした ふや 天馳使 * ことの 語り ごと も * こ を は。 

四 歌 謠に現 はれた る 上代 人の 感情  、  三 三 三 


第 四 章 欲 0  三 三 四 

ひ  ゑ  たく づぬ  t  .* 

靑 山に 日が 隱 らば、 ぬば たまの 夜 は 出で なむ、 朝日の み 榮ぇ來 て、 栲 綱の 白き 腕、 あわ 

雪の わか やる 胸 を、 そだた き 叩き まなが り、 また ま 手た ま 手差し まき、 腿な がに 寢 はなさ 

t  こと 

む を あやにな 戀 ひきこし、 八 千 矛の 神の 命、 ことの 語り ごと も、 こ をば (記、 傅 十一) 

これらの 歌 は 八 千 矛の 戀を 「物語る」 歌であって， 人た ちの 直接の 詠嘆で はない。 だから 作 

者 は 三人 稱 によって 歌 はう として ゐる。 が 直ちに 歌の 內容 に沒 入して そこに 自らの 感情 を 表現 

したと 感ずる 上代 人に とって は、 三人 稱と 一 人稱 との 區別 は、 さほど 重大で はない らしい。 叙 

事 はいつ か 「吾」 の 詠嘆に 變り、 それに 對 して 戀 せらる、 女の 「吾」 が 返事 をす る。 その 返事 

もまた 右の 第三の 歌に 至って は、 叙事詩 的に 始められて 最後に 吾の 詠嘆に 變 化する。 客觀 的な 

描寫 が主觀 的な 詠嘆と 混合す るので ある。 がそれ によって もこの 歌が 物語 歌と して 或 作者の 手 

に 成った こと は 明かで あらう。 そこ で 我々 はこの 作者の 戀 愛に 關 する 感情 を觀 察する ことが 出 

來る。 ま づ八千 矛なる 戀の 英雄が 「八 島國妻 まぎ 兼ねて」 と は 何 を 意味す るか。 もし 戀 にして 

單に 官能的であるなら ば、 宮女 三千 を蓄へ る 豪奢 は 試みられても、 廣ぃ國 土に 一 人の 女 を 探す 

心 は 生れまい。 然 らば この 厳密な 選擇の 要求 は、 女の 官能的な 美に 於て 自： D のた まし ひに ft も 


親しいた まし ひの 現 はれ を 求める 心で あらう。 されば 遠い 越の 國 にまで たづね て 行く 女 は、 「く 

はし 女」 であるば かりで なく また 「賢し 女」 である。 さう して この 女 を 得む がた めに は、 夜 を 

徹して 乙女の 戶に 立ち、 曉を吿 ぐる 鳥 を 呪 ふ。 その 戀の 遂げられぬ 悲嘆が いかに 大きい か は、 

女の 詞 として 歌 はれる 「命 はな 死せ 給 ひそ」 とい ふ 一 句に 現 はれて ゐる。 女 もまた その 戀の受 

容に 於て た 「心」 に 頼る。 云 ひ 寄られて 騷ぐ心 を 巧みに も 「千鳥」 によって 現 はした 作者 は 

た 女の たまし ひ をのみ 描へ たので ある。 が、 かくた まし ひの 合一す る戀の 幸福 は 何に よって 

描かれる か。 栲 綱の 如く 白く 强ぃ 女の 腕、 あわ 雪の 如く 白く 柔 かな女の 胸、 さう して それ を 愛 

撫 しつ 、手 を 差し まき も、 ながに 寢る こと。 それが 彼らの 命 を かけて 得ようと する 生の 高潮で 

ある。 作者 はこの 種の 描寫を 愛用し. 聽衆 もまた これ を 聞く こと を 好んだら しい。 それ は 確か 

に 官能的で ある。 しかし それが たまし ひに 充 たされ た 官能 で ある こ と は 言 を またな い。 作者 は 

この 幸福の 心 持 を 現 はすに、 「朝日の t< み 榮ぇ來 て」 とい ふ。 日出 時の 新鮮に して 朗 かな 心 持 

と、 戀 人が 心 を 許して 疾み交 はす 心 持と、 11 それ は 寧ろ 靈の歡 びと 見 もるべき ものである。 

かく 作者 はこの 戀 愛の 描 寫に 於て 霊肉 を 別たない 全人格 的な 心境 を 示した。 

四 歌 謠に現 はれた る 上代 人の 感情  三 三 五 
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上代の 緑 はかくの 如き ものである。 さう して この 戀の 他に 男女の 結合 はない。 婚姻と は 戀のー 

成就で ある。 夫 と はこの 無に よって 結ばれた 男女で ある。 戀 愛と 離れて 成立す る 結婚 もな け； 

れば、 戀愛 のない ところに 男女の 結合 を續 けしめ る やうな 硬化した 婚姻 制度 もない。 これ こそ 

男女の 結合の 最も. S 然 的な、 さう して 最も 理想的な 狀態 であらう。 が、 かう いふ^ 態 を 可能に 一 

する ために は >  戀が單 に 肉を羿 ぶこと ではなく してた まし ひ を 一 つに する ことで あり、 一 時の 一 

戯れで はなく して 運命 を 共に する ことで あると いふ 「愛の 深さ」 が存 しなくて はならない。 さ- 

う して  それ  は 上代に 存 した。  八 千 矛の 歌 物語が それ を證 明す る。  一 

み けし  よそ  4. ね 

ぬば 玉の 黑き 御衣 を、 まつぶ さに とり 装 ひ、 おきつ 烏 胸 見る 時、 はたた ぎ もこれ はふ さは： 

そ  とりよ そ  一 

ず， へつ 波^に 脫 ぎうて。 そに 鳥の 靑き 御衣 を、 まつぶ さに 取裝 ひ、 沖つ 鳥 胸 見る 時、 は- 

あかね  そ めき  しる しめ ごろ も 

たたぎ もこ も ふさ はず、 へつ 波^に 脫 ぎうて。 山縣に 蒔きし _ ほっき、 染 木が 汁に 染衣 を、 一 

よそ  いと  いも みこと むらと 9 一 

まつぶ さに 取り 装 ひ、 おきつ 鳥 胸 見る 時、 はたた ぎ もこし よろし。 愛 こやの 妹の 命 * 群 臭 

わがい  しべ，-  5 &ー 

の 我 群れ 往なば、 引け. a の 我 引けい なば、 泣か じと は汝 はいふと も、 やまとの 一本 薄. 頂 一 

な  さ ぎり 

かぶし 汝が 泣かさ まく、 朝 雨の 眞 霧に たたむ ぞ， 若草の 妻の 命。 ことの 語り ごと も、 こ を， 


八 千 矛の 神の 命 や、 吾が 大國 主、 汝 こそ は 男に いませば、 打ち 13- る- g の 崎々、 かき 兑る^ 

の 崎お ちず、 若草の 妻 持たせら め、 吾 はもよ 女に しあれば、 汝を きて 夫 はなし >  汝を きて 

あやがき ふ は  む ぶす まに こ  たくぶ ナ i 

夫 はなし。 文 垣の 柔 やが 下に、 蒸し 衾 和 やが 下に、 榜衾 さやぐ が 下に， あわ. おの わか やる 

胸 を *  W 綱の 白き 腕、 そだた きた、 き 愛撫り、 露 玉 手 If; 手 さし^き、 腿 長に 寢を しなせ。 

登 御酒 奉らせ Ge、 傅 十一) 

これ は 旣に戀 を 5^ た 八 千 矛が、 戀 人と ゆ ふ 歌で ある。 前の 歌に 於て は 八 千- ォは死 を^した 求^ 

者で あり * 女 は Z 心^ を與 へる 優者の 地位に あった。 今や 八 千 矛 は、 ！，： 一 衣が 似 八：： はない、 宵农が 

似合 はない * とい ふやうな 小さい に 股 を 立てて 戀人を 困らせて ゐる。 ^が 夫の ために， = ら衣 

を 織り、 染め、 終った 上代の 家庭生活に 於て は、 これ は 確かに 夫： li は 峰の 种 として ま、， • 的な も 

ので ある。 のみならず 夫 は、 「己が 行って 了へば 泣かな いと 云った とてお 前 は f れく にき まって 

ゐ る、」 と い ふやうな 成：^ つたこと を い ふ。 女らしく 反抗 十 る^ を 威嚇す る.：：.：^ である。 そこ で 

女 は 打ち 碎 かれて、 「あなた は だから 柯^ にで も i おい 女が 見出せよう、 私 は 女 だ、 あなたの 

四 に^ はれた る 上代 人の！ l^is  1 一一 11 一七 
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他に 夫 はない、」 とい ふ 風に、 ひたすらに 鎚 りつく。 そこで 喧嘩が 終り、 戀の歡 びが 歸 つてく 

る。 s:^ と 女の 位置 は 全然 正反對 である。 が この 最も 自然 的な 戀 愛の 推移に 於て、 單に 官能的な 

ら ざる 愛の 深さが 見出される。 戀の 初期に 於け る 異常な 興奮が、 戀の 遂げられる と共に 鎖 まつ 

て 行く の は 自然で ある。 戀 はこ k に 於て 試煉に 逢 ふ。 單に 官能的な 戀に とって は、 官能的な 魅 

力の 減退 は 直ちに 戀愛 そのものの 減退 を 意味し なくて はならぬ。 然した まし ひの 充溢した 戀に 

於て は • 官能的な 魅力の 減退す る 頃に は 旣に戀 人の たまし ひが 相互の 內 生に 1  仏 ひ 入って ゐる。 

彼ら は 互に 戀人を 以て 自己の 一部と する。 だから 彼らが 最初の 魅力の 減退の 故に 爭ひ 易くなる 

としても、 11 例へば 曾て 戀の 陶醉を 起す に 足りた 「妻の 手に なった 衣」 も、 今は氣 まぐれな 

瘤疲 を觸發 する に 過ぎぬ、 とい ふ 様な 事が あっても、 11 それ はたぐ 表面の 小波であって、 底 

に は 太い 根が しっかりと 絡み合って ゐる。 右の 歌に 於て は 主として 女の 側の 感情が 歌 はれて ゐ 

るが、 しかし それ は 作者の 興味が 女に 集まって ゐ るからで あって、 Bi- の 感情が それに 相應 ずる 

ものである こと は、 初めから きめて か 、つて ゐ るので ある。 

右の 如き 戀愛 は永續 的な 夫婦の 關係を 可能に する。 それ は 最も 人間的な 又 最も 自然 的な 男女. 


の 結合で ある。 上代に 於て は 何ら 制度の 束縛 を 加へ る ことなくして、 男女の 間に 右の 如き 調和  1 

が 存在した。 しかし もし この 素朴な 靈肉 一致が 「我」 の覺酲 のために、 11 素朴な 主我 的享樂 

欲の ために、 11 破られる ことに なれば、 そこに 男女の 間の 調和が 危うく される。 SR 女關 係が 

亂れ るので ある。 それ を ふせぐ ために は戀 愛の 自由が 束縛せられ ねばならぬ。 卽 ち船姻 制度が- 

硬化して くるので ある。 支那の 最古の 民 謠は旣 に 明かに この種の 束縛 を 語って ゐる。 女は戀 愛； 

の 動機に よる ことなくして 親の 手から 夫の 手 へ と 渡される ので ある。 右の 八 千 矛の 欲に 比すべ！ 

き 夫 の 不和 を 歌 ふ ものに、  - 

がか t.- き や  へいひき ちょ -1 ん ゐん し こ  げん しう じ きょ じふが ちく ふく が ± う か 

我 行 其 野、 蔽苛 其樗、 婚姻 之 故、 言 就 爾居" 爾不 我畜、 復我 邦家。 

が かう き や  げん さい き ちく こん ゐん し 二  げん しう じ し： e く じふが 4^- く デんき し ふく  . 

我 行 其 野、 言采其 蓬、 婚姻 之 故、 言 就 雨 宿、 爾不 我畜、 言歸 斯復。 

が かう き や  げんさい きふ  ふし きう ゐん きう じしんと く せいふ い ふ  えき し-.. い 

我 行 其 野， 雷 采 其 葚， 不思 舊姻、 求爾 新特、 • 成不以 富、 亦祇以 異。 

とい ふの が ある。 その 韻律 を 無視して これ を 日本 譯に すると、 

ヮレ ュク ノニ  タル メアリ  ノ  ニコ、 II テ チン. チニ リキ  ズンぺ ヲ ヤシ ナ ハ セン ヮ ガ  -1 

我 行 i ハ野； 蔽芾 其樗、 婚姻 之 故、 言 就， 爾居、 雨 不，， 我畜； 復， I 我 邦家？ 

ヮレ ユイ テノニ コ、 二 トル ノチケ ヌ  ノ  二 コ、 -ーテ 二 シキ  ンバ ヲ <  n  、- 1 リコ n 1ー .* ーン 

我 行， 1 其 野； 言 采= 其 蓬； 婚姻 之 故、 言 就 ％ 宿、 爾 不，， 我畜； 言歸 斯復。  ； 
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7 レテ  ニゴ、 1| ル  ヲ  ズハ  ヌ  .<  ノ  ヲマコ トニ ジ，， L マナ  マサニ  ナリ  」 

我 行 = 其 野； 言采， I 其蓄； 不レ 思，， 舊姻； 求， 新特； 成 不=以 富； 亦祇 以異。  ム 

こ、 には譯 詩と しての 一 種の 味が ある。 しかし それが 飜譯に 伴って 起った^ 種の ものである こ」 

と は 忘れて はならない。 た f 詩の 意味に 至って は、 逐字譯 である だけに、 正確に 傳 へられて ゐー 

る。 その 意味 は、 「私が 野に 出て 見る と 枝葉の 榮ぇ繁 つた 樗 (きつねの ちゃぶくろ) が ある。 一 

外觀は 立派 だが 何の^に も 立たぬ 木 だ。 あなた も 丁度 そんな 人であった。 しかし 旣に^ 姻 した； 

, 、  さとかた  ； 

ものであるから、 私 は あなたの 傍に ゐた。 あなたが 私 を 養って くれない のなら、 私 は 里方へ 峰 * 

らう。 11 私 は 野に 出て 蓬 (おんば こ) を 摘む。 うまく もない 草 だが 他に なければ 仕方がない。 - 

私 も 婚姻した ものであるから あなたの 傍に 寢た。 しかし あなたが 養って くれないなら 里方へ 歸， 

ほそね だいこん  一 

らう。 I . 私 は 野に 出て 野生の 細 根 大根 を 採る。 堅くて 食べられ はしない。 あなた は 古い 馴染 一 

の _ ^を 忘れて 新しい 妾 を 追って ゐる。 家 を 富ます どころではない。 やはりた t 女色 を 目指して 一 

ゐ るの だ。」  一 

明かに こ の^は 愛の 冷却 を 嘆いて ゐ るので はない。 彼女 は 愛な くして 婚姻し， 夫に 反感 を 抱 一 

きながら も 婚姻の 故に 堪 へる。 然るに 今や その 生活 さへ も 破られよう とする。 ^は それ を 嘆く， 


ので ある。 この 嘆き を 「我 はもよ 女に しあれば 汝を きて 夫 はなし」 の 嘆きに 比べる 時 *  二つの 

生活の 相違 は實に 明かになる。 戀 愛の 自由、 愛と 婚姻との 同義- それ は 後者に のみあって 前者 

に はない。 

もとより 自分 は 支那 人に 戀 愛がなかった とい ふので はない。 た 古くより 婚姻 制度が 硬化し 

てゐ たとい ふまでで ある。 古い 文化 を 持った 支那で は， 我 上代 人が 漸く 歷史を 持つ に 至った 時 

代に、 旣に 文化 開展の 一 通りの 經 過が 終って ゐた。 もし 「爲焦 伸鄕妻 作」 と. いふ 長篇 詩が 傅へ 

らる上 通り 漢 末の 作であるなら ば、 八 千 矛の 歌 製作の 時代よりも 旣に 三百 年 以上 も 古い 時代 

に、 感傷的な 姑の 嫁 苛めの 悲劇が 歌 はれて ゐ るので ある。 それ は 我國の 文藝に 於て は德川 時代 

の 或 物と 比せら るべき であって * 上代の 歌 謠と 比せら るべき でない。 これによ つて 見ても 上代 

人 の 戀愛 の 感情が い か に 漢人の それと 相違し てゐ たかは 明かで あらう。 

上代の 戀 愛が 右の 如き ものであった とすれば、 戀 愛の 高潮 を 歌 ふ ものが 悲劇的な 「愛の 勝利 

の 歌」 である こと も 不思議で ない。 漢 代の 支那 人 は その 享樂 主義の 故に 戀 愛の 頂上と して 官能 
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的 歡樂鄕 を 夢想した。 それ は 西洋 中 *1 に 於け る 如き 喑 1^.^ 背景 を 持たない、 た 夢の 如き はか 

なさに のみ 結びつけられた、 、ウイ ナスの 山 Vemisberg である。 その 描 寫には 日本の 歌 謠に見 

られ ない 官能の 畳 かさが ある。 しかし この 戀の 理想 は 豊滿な 肉への 陶醉 であって、 肉 を 輝かす 

心の 焰の 昂揚で はない。 この 理想の 相違に 於て、 若い 日本 民族と 老いた る 漢民族との 間の 著し 

い 相違 が 認められ るので ある。 

か る  いもうと  • 

輕の 太子と その 妹！： の郞 女との 戀 物語に 挿入 せられた 數 首の 歌 は、 悲劇的な 愛の 勝利の 歌と 

し て 最も よき 例で あ る 。 

したび わ  ，一た  わ が  いも 

あし ひきの 山 田 をつ くり、 山 高み 下 樋 を 走し せ、 下 どひに 吾と ふ 妹 を， 下 泣きに 吾 泣く 妻 

を- 今日 こそ は 安く 肌觸れ (記、 傳卅 九) 

あられ  力. ね  ひ. グ-にか  5 る  >- ね V- ね 

ささ 葉に 打つ や 霰の、 たし， に率寢 てむ 後 は、 人議 ゆと も， 愛 はしと 眞疲 し眞寢 てば、 

莉り こもの 亂れば 亂れ、 眞寢 し眞寢 てば (同)  - 

かる をと め  .-i と 

あま だむ 輕の 乙女、 いた かば 人知 りぬべし、 はさの 山の 鴻の、 下 泣きに 泣く  (同) 

かる をと め  とほ 

あま だむ 輕 乙女、 下た にも 寄りね て 通れ、 輕 乙女 ども (同) 


あまとぶ 鳥 も使ぞ 鶴が 音の 聞え むと き は 我 名 問 はさね (同) 

かきが ひ  あ 

1E„ ^草の 相寢の 濱の蠏 貝に 足 踏ますな 明かして 通れ (同) 

君が 行き 氣 長くな りぬ 山 たづの 迎 へ を 行かむ 待つ に は 待た じ (同) 

こもりく の 泊 瀬の 川の、 上つ 瀬に 齋杭を 打ち、 下つ 瀨に眞 杭 を 打ち、 齋 杭に は 鏡 を かけ、 

W 杭に は 眞玉を 掛け、 眞玉 なす 吾 思 ふ 妹 * 鏡な す 吾 思 ふ 妻， ありと 云 はぐ こそに、 家に も 

行かめ、 國をも 忍ばめ (同) 

物語 は 是らの 歌の 後に こ の 一 一人の 戀 人の 情死 を 語って ゐる。 その 情死と 是らの 歌との 實 際の 關 

係 はとに かくと して、 少く とも これらの 歌に は、 情死に 終る に ふさ はしい 强ぃ 情熱が 認められ 

る。 まづ 最初の 歌に は、 山 田に ひいた ド樋を 以て 忍ぶ 戀を 形容し. 運命の 恐ろし さに ふるへ 泣 

く女を^！に戀の陶醉に導ぃた歡喜が歌はれる。 (「あし ひき」 と は ゆるやかに 流れた 山の 121- の 形 

容 であって、 「あし ひきの 山 田」 はさう いふ 山の 斜面に つくられた 田 を 意味して ゐる。 その 液 

^はよ り 高 い 谷間 の 方から 地中 を 通した 暗 樋に よ つて 行 はれる。 その 暗 樋から 渾 々として 水の 

流れ出る 有様が 忍ぶ 戀の 感じに 似る ので ある。 と共に また この種の 山村の 光景が 戀の 背景と し 
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て 描かれて.^ るので ある。) 次の 歌に は 女の 心と 體とを 完全に 自分の ものと した 男の、 ？ I- に： 

命 を 捧げよう とする 死 味な 情 熟が 歌 はれる。 これ は # 人に 指 彈 さるべき 戀 である。 しかし この 一 

戀の 前に は 指彈が 何で あらう。 この 戀を 遂げた 故に 二人の 生活 は亂 れた刘 りこ もの 様に 亂れも 

に 相違ない。 しかし 戀は生 の 安らか さよりも 贵ぃ。 こ、 に 於て 戀は 社會の あらゆる 束縛 を t 

否す る。 また それ は 官能の 陶醉に 終らず して、 運命 を そこに 投げ込んだ、 人格 的な， たまし ひ： 一 

の 陶醉に 達しよう とする。 第三の 歌 は、 かく 輿 奮した の、 女に 對 する 優しい 配慮で ある。 「泣 

くの は 無理 もない。 しかし この 戀が 粗雑な f 人の 目に よって 亂 される の はつらい。 泣くならば 

はさの 山の ter の やうに 忍びやかに 泣いて くれ。」 こ 、 に 使 はれた 培の 比喩 は實 によく 生きて ゐ 

る。 膽の 姿の 愛らし さ、 难の 鳴く 音の 肉感的な 聯想、 それ は 感情に 打ち倒された 女 を 描く に ふ 

さはし い。 殊に 輕の 乙女 は 「あま だむ」 卽ち 「天 飛ぶ」 とい ふ： K 葉に よって 形容 せられる やう 

かる  一 

な if ろ やかな 姿の 持主で ある。 (あま だむ が r 輕」 とい ふ 一一 一一 口 葉の 聯想から 來 たもので あると し 一 

て も， 太り肉の 女に 「天 飛ぶ」 とい ふ 枕詞 を附 ける やうな こと は 上代に はなかった であらう。) 

あ ひつう 

然 らば 鴻の姿 は輕ろ やかな 乙女の 姿と も 相 通ず るので ある。 第 四の 歌 は 恐らく 別離の 際に 男 を 


送りに 立った 女の 悲しみの 姿 をい とほし む 歌で あらう。 第五の 歌 は 離れ 住む 戀 人の 愛の 誓で あ 

fc づ ね 

る。 自分の 心が 常に 戀 人の 傍に あると いふ 意味 を、. こ、 では 「あまとぶ.：： L1 や 「鶴が 音」 によ 

つて 現 はして ゐる。 同時に また それ は 鳥の 聲を 聞いて 離れた 戀人を 思 ふ 人の 姿 を も 暗 指す る。 

この 歌 は その 音調の 美し さに 於て、 また その 感情 表出の 複雑さに 於て、 前の IS 歌と は 様式 を異 

にして ゐる。 第 六の 歌 も 同様で ある。 夏の 草の 生ひ繁 つて 靡き 合って ゐる 濱邊に は、 隠れた 1  リ 

あしもと み あ 

貝 も 多いで あらう。 その 蠣貝を 踏んで 足 を 傷け ないやう に、 足元 を 見 明かして 通る がよ い。 こ 

れ こそ 戀に 熟した 女が、 遠く 離れる 戀 人に 對 しての 最も 愛らしい 愛情の 表現で ある。 この場合 

作者が 何ら 大きい 表象 を 持ち出す ことなく、 た 蠣 貝の 傷の 恐れ をのみ 歌った こと は、 女らし 

い 感情の 急所 を 捕へ た 意味で、 特に 賞 讚せられ なくて はならぬ。 女が 恐れる の はたく 男の 足の 

小さい 傷で ある。 異常に 輿 奮した にと つて 殆んど 顧みる に 足らない 小さい 慯 である。 しかし 

女は蠣 只に 切られた 傷の 鋭い 痛み を 知って ゐる。 さう して その 痛み を の 足に 於て 想像し その 

痛みの 故に 戰傈 する。 彼女の 心が 旣に 男の 全身に 行き 1 つて ゐ るので ある。 この 愛の 深さが 別 

離の 悲しみに 異様な うる ほひ をつ けて ゐる。 第 七の 歌 は 萬 葉 二に は 「君が 行き 氣 長くな りぬ 山 
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たづね 迎へか 行かむ 待つ にか 待た む」 と ある。 かうな ると 行方不明の 夫 を 思 ふ 憂苦 不安の 歌で 一 

一 

あるが、 前者 は 別離の 寂し さに 堪へ 兼ねて 決然 夫の 傍に 行かう とする 決意の 歌で ある。 そこに 一 

一 

は緊！ ^が あり 強さが ある。 最後の 長歌に 至って は、 泊瀨の川瀨の杭に飾る鏡ゃ玉にょって妻^^ 

描き その が 「家」 よりも 「國」 よりも 貴い こと を 歌 ひ 切る。 鏡 や 玉 は宗敎 的な 威厳 を 持った 一 

最高 尊貴の 象徵 であり、 同時に 好 愛の 頂上 を 意味す る寶 物で ある。 妻 を これに 比する とき、 旣ー 

に _ ^に對 十る 無上の 尊重が 現 はされ てゐ る。 「家」 も r 國」 もこの 妻あって こそ 意味が あるの 一 

はせ 田然 である。 こ、 に 於て 愛 を 生かせる ために 家 を 拾て、 國を 捨て、 遂に 現世 を抬 てること も. 一 

また 當然 でなくて はならぬ。  一 

すべて これらの 歌に 於て 戀愛は 最高の 生で ある。 そこに は 心の 焰が肉 を 通じて 燃え 上って ね 一 

る。 いかなる 現 食 的な 障碍 もこの 焰を 消す こと は出來 ない。 死に さへ も 愛 は 勝つ。 かくの 如き 一 

愛の 强 さが まことに 上代の 戀 愛の 特徵 である。 戀愛を 制度の 奴隸 とした 支那に 於て は、 11 0. 

愛が^ 樂に 過ぎなかった 支那に 於て は、 11 かくの 如き 全人格 的な 愛の 强 さは 見られない。 一 


戀愛 がかく 全人格 的で あると すれば、 それが 人生に 對 して 持つ 意義 もまた 大きい。 戀愛は 人 

生の ま 柱で ある。 

にし だて くら！ i しゃ ま さが  さが 

梯 立の 倉梯山 は險 しけ ど 妹と 登れば 險し くも あらず 

と い ふ 歌 はま さに この 事 實を喑 指した ものである。 

が、 かくの 如き 懸 愛に とって 多妻 主義 は 何 を 意味す るか。 家族制度が 固定し、 妻妾が 居 を 同 

じうした 支那に 於て は、 制度の 壓 力が 戀 愛の 自然 を 亡ぼし、 獨 占の 耍 求を靜 めた。 (我國 に 於て 

も 武家時代 以後に この 現象が 認められる。) しかし 制度の 壓カ のない 我 上代に あって は、 戀愛 

が 自然 的で あるが 如く 獨 占の 要求 もまた 盛んであった。 もし 男が 一 人の 女 を 以て 滿足 する こと 

なく 多くの 女を獨 占しょう とするならば、 一 人の 夫を獨 占しょう とする 女の 要求 は. 必然に 躓 

かなくて はならない。 こ &に 於て 嫉妬が 上代 說 話の 著しい 題目になる。 

もとより 幸福な 戀 愛の 場合に は 上代 人 もまた 一 夫 一 婦 である。 戀 愛の 高潮 は 常に この 意味に 

於て 歌 はれて ゐる。 然し 一夫  一 51 が戀 愛の 理想であった としても、 一 夫 多妻 は 男の 要求に 基く 

自然 的な 事實 とし て 存在した。 然も その 事實は 支那に 於け る 如き 戀 愛の 不自然 を？ Jl= き 出し はし 
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なかった。 この ことの 主要な 理由 は 恐らく 夫；！ の 別居に あるで あらう。 戀愛は 結婚 を 意味した 

が、 しかし 必ずしも 同棲 を 意味し はしなかった。 妻に とって は 嫉妬の 機會が 少なく、 夫に とつ 

て は 同棲に よる ^念が 少なかった。 これらの 事情 は 比較的 かに 多妻 を 可能に する。 が戀 愛に 

して その 自然の 性質 を 失 はない 限り、 多妻 は 女の 愛の 要求と 一致し はしない。 多妻が 男に 於け 

る 自然の 現象なら ば、 嫉妬 もまた 女に 於け る 自然の 現象で ある。 

戀の 物語 はこの 事 を 示して ゐる。 八 千 矛の 祌が戀 の 英雄で あると 共に、 妻の すせ り姬は 嫉妬 

おほさ-' ぎ  きさきい は 

を 以て 名高く、 大 ^ の 命が 戀の 英雄で あると 共に、 后 石の 姬は 嫉妬の 權化 である。 神々 の王ゼ 

ウスの 配 ヘラ を、 .S ち骨界 最初の 「妻」 を、 同じく 嫉妬の 權化 とした 希臘 人の 空想 は、 いかに 

も これらの 物語と 類似して ゐる。 自然 兒に とって は • 嫉妬 はま さに 愛の 半面であった。 

石の 姬の 物語に 挿入 せられた 欲の 內の 二三 は、 嫉妬の 歌と して 代表的と 見られよう。 

5 まひと  ため ま  なら 

美人の たつる ことたて うさ ゆづる 絕間繼 がむ に 並べ て もが も 

ころも  ふたへ  さ ゆ とこ 

衣 こそ 一 一重 もよ き 小夜 床 を 並べ む 君 はかし こきろ かも 

押 照 る 難 波 の 崎の 並び 濱並 ベ む-; 1£ぞ その子 はありけ め 


ころも ふたへ き  みやたり あ  I^^^^^^B 

S 蟲の火 蟲の衣 二重 着て かく 宮邊 は豈 によく も あらず (以上 四许、 お r 卞ー) Imlll 

ころも  _ 

第一 の 歌 は 男が 兩妻を 並べむ こと を 田 心 ふ 歌で ある。 それに 對 して 女 は、 「衣なら 二重 もよ から „ 

う、 夜の 床の 二つ は 恐ろしい」 と 答へ る。 第三の 歌 は 男が 多妻に よる 子孫の 螫榮を 歌 ふ 歌で あ 

る。 それに 對 して 女 は 「火 を 慕 ふ 夏の 蟲の やうに じり/ \ と 焦れる 衣 を 二重 藩た ところで、 こ 

の宮の 生活に 何の 榮が あらう」 と 歌 ふ。 愛の 獨占を 求める 心が 極めて 露せ である。  一 

愛の 自然 を 制度に よって 歷 迫した 支那の 風習 は、 「夫人 妬 忌の 行なく、  を賤 姿に 及ぼし、 

君に 進 御せ しむ」 とい ふこと を、 賞 讚すべき 女の 德 とした。 從 つて 賤妾 その 分 を 超えざる 限り- 

夫人の 苦しみ は 認められなかった。  一 

喫 彼 小 星、 維參 與昂、 肅 々.；w 征、 抱 衾 與裯， 定命 不猶。 (召 南) 

幽かに 光る 小 星、 參 ゃ昂、 それが 妾の 身分で ある。 彼ら は 衾 ゃ裥を 抱いて、 肅々 として 衣の 伽 一 

に 出る。 月に 比すべき 夫人と は 格が 遠 ふ。 それが 理想の 家庭で ある。 しかし もし 麥が 夫人 を 1 

する 如き こと あれば、 そこに 夫人の 苦しみ は 十分の 是認 を 得る。  一 

綠兮 衣兮、 綠衣黄 裳、 心 之 憂矣、 曷維 其已。  一 

.  一 
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綠は 美しい。 しかし 間色で ある。 卑しい 色で ある。 下 裳に ならば ふさ はしい が、 衣と すべきで 

ない。 然るに r 綠の 衣」 がつ くられて ゐる。 しかも 正色た る 黄が 下 裳に 用 ひられて ゐる。 淺ま 

しい こと だ。 11 これ は 美しく して 卑しい 妾と、 正しく 貴い 夫人との 比喩で ある。 夫人 はこの 

苦勞が いつ 止む ことかと 嘆く。 しかし それ は 愛の 苦しみで ある よりも 寧ろ 秩序 の亂 され た 苦し 

みで ある。 この 點に 於ても 支那の 古 民謠は 上代の 歌と 著しく 相違す る。 

戀 愛が 自然で あると ころで は、 多妻 主義 もまた 支那 風の ものではなかった。 正 _ ^であると 否 

と を 問 はず、 戀愛は 常に 同等の 力 を 持つ。 その 間に 貴賤の 相違 はない。 正妻で ない 女 も、 

わがせ こが 來べ き， W なり ささが にの 蜘蛛の 行 ひ 今 { せ しるし も 

とこし へ に 君 も 逢へ や もい さなと り 海の 濱 藻の よる 時々 を 

とい ふ 如き 歌 を 詠み 得る 境遇に あった。 これ を 小 星の 詩に 比する とき、 兩 者の 戀の. e: 容 がいか 

に 相違す るか は 明かで ある。 支那の 妾 は 肉體を 以て 主人に 奉仕す る。 我 上代の 女 は、 いかに そ 

の戀が 官能的で あると しても、 たまし ひ を 以てせず して は戀 をし ない。 


戀愛 についての 上代 人の 感情 は大體 右の通り である" そこに は 上代 人の 素朴に 統一 せられた 

美しい 心が ある。 そ の 心 はまた 自然 に 對 する 感情に 於 て も 認め られ なくて はならぬ。 

上代 人が その 素朴な 驚異の 心 を 以てい かによ く 自然の 美 を 感じて ゐ るか は. あらゆる 戀の歌 

に 詠み 込まれた 自然の 情趣に よっても 明かに 知られる。 彼ら は 自然 を 愛して、 そこに：^ 卷 ける 

生命と 一 つになる。 自然の 美 は 直ちに 彼らの 內生 である。 この 親密な 0 然との 抱擁 は、 a 然を 

ば 思惟の 對象 とす る こと を 許さない。 ま た 自然 をば 感傷的な 主觀的 詠嘆 の 奴隸 とす る こと を も 

許さない。 しかし 彼らが その 內生を 歌 はむ とする 時には、 それ は 必然に 自然の 印象に よって 現 

はされ る。 それほどに 自然 は 彼らの 心と 親しい。 

例へば 鳥で ある。 彼ら は 鳥の 聲を その 心に 泌み 込ませて ゐる。 曉の爽 かな 心 持 を 思 ふ 時、 彼 

らの 心に は 青山に 鳴く ぬえの 聲、 野に とよむ 維の 變. 庭に 鳴く 艱の薛 が、 生き/ \ として 響い 

てく る。 打ち さわぐ 巳が 心 を 感ずる 時には、 洽も 胸の に 千鳥が 呜く かの 様に 感ずる。 女が 感 

情に 息をつ まらせ て 忍び 昔に 泣く 聲に は、 直ちに 山鳩の 低い 音が 聯想され る。 同じ やうに また 

鳥の 姿 も 彼らの 心に しみ 込んで ゐる。 衣裳 をつ けた 自分の 姿 を 自ら 見 ま はす 有様が、 直ちに 水 
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鳥の 頸 をのべ て 胸 を 見る 姿 を 聯想させる 如き は、 水鳥に 深い 親しみ を 持って ゐる 心の 出來 事で 

ある。 靑ぃ 衣の 色 を 見て、 そに 鳥の 羽 色 を 思 ふの も、 そに 鳥との 親し さに 基く であらう。 その 

むら どり 

他、 「群 鳥の わが 群れ 去な ば」 とい ふ 如き、 或は、 

ひばり  -".f ぶ？  v,-r ぎ 

雲丧は 夭に かける、 高 行く や 隼 別、 雀 とら さね 

はやぶさ あめ 

隼 は 天に のぼり、 飛び かけりい つきが 上の、 さ ざき とら さね 

近. 江の 海 勢 多の わたりに かづく 鳥目に し 見えねば いき ど ほろ しも 

とい ふ 如き、 鳥に ついての 深い 注意 を 示す ものである。 

鳥の みならず 上代 人の 生活 をと り卷く 自然 物 はすべ て 同様に 彼らの 愛 を 受けて ゐる。 莉薦 * 

彼 葉、 下 樋， 一 本管、 隠り 水、 ST 斐 鼓、 大根、 靑菜， 薑、 の 如き 愛らしい 農村の 風物 や、 

邊っ 波、 濱藩、 蠣貝、 細螺の 如き 小さい 海濱の 風物 は >  特に さう である。 や、 大きい 風景と し 

て は、 「青山に 日が 隱 らば」 「西風 吹き上げて 雲 離れ」 「たたな つく 靑垣 山」 の 如き， 或は、 

城 生 坂 わが 立ち見れば かぎろ ひの 燃 ゆる 家 むら 妻が 家の あたり 

おきへ  を ぶれ  .i; ぎ も  si 

沖 方に は 小舟 つららく くろ ざき のま さづこ 吾妹 國 へ 下らす 


ね ふ  C ほ  あ をに  を だて  わが 

つぎ 苗 生や 山 代 川 を、 みや 上り わが 上れば、 靑土 よし 奈良を 過ぎ • 小 相 やまと を 過ぎ * 吾 

かづら き たかみ や  へ 

見が ほし 國は葛 城、 高 is わぎ 家の あたり 

の 如き. 極めて fi やかな、 やさしい 風光が 愛される。 大雨、 雷鳴、 電光、 洪水、 暴風、 怒 iir 

とい ふ 如き 雄大 莊嚴 狂暴 等 を 印象す る 自然現象 は、 歌 謠には 全， 然現 はれて 來 ない。 畢兗 上代 人 

は その 愛に 於て 自然と 抱擁し、 愛すべからざる 自然 をば 担 否した ので ある。 純粹な 叙景の 歌の 

中に は、 

さゐ 川よ 雲た ちわたり 畝 傍 山 木の葉 さやぎ ぬ 風 吹かむ とす 

畝 傍 山晝は 雲と ゐ夕 されば 風 吹かむ とぞ 木の葉 さやげ る 

あらく  、 

の 如く、 や、 暴々 しい 風 を 歌った もの も あるが、 しかし この 歌 は 「富 立ち 風 吹かむ とする」 5^ 

風の 前の 光景 を 畝 傍 山の 木の葉の さやぎ によって 巧みに 歌った のであって、 暴風 そのものの 烈 

しさ を 歌った ので はない。 さう して この種の 「動かむ とする 刹那」 の 巧みな 捕捉 は、 畝 傍 山 一 

帶の 平和な やさしい 風光に 對 する 强ぃ愛 が ある 故に 可能だった ので ある。 

かく 上代 人 は 自然 を 愛して 自然と 一 つに なった。 そのため にた 愛すべき 自然の みが 彼らの 
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心に 生きた。 この 傾向 は 幾度 か 姿 を變へ つ k も 後まで 生き 殘 つて 行く ものである。 

戀愛ゃ 自然に 對 する 感情の 他に なほ 著しい もの は、 君主に 對 する 感情で ある。 

たけち  -ー だ. 6  .:• ち  に ひ i< へや 

やまとの この 高 市に、 小高る 市の つかさ、 新 嘗屋に 生 ひ 立てる、 葉廣 ゆつ ま iw、 そが 葉の 

廣り いまし、 その 花の 照りい ます、 高 光る 日の 御子に、 畳 御酒 たてまつらせ。 ことの 語り 

ごと も、 こ をば 

この 獻酒 歌に 現 はれた 君主 讚美の 感情 は、 同種の 讚歌に 皆 共通の ものであるが、 然し それ はた 

だ 直接 單 純に 君主の 威容 を 讚美す る 感情に 留 つて、 國家的 感情 や 忠君 思想な ど を 作った もので 

はない。 もし こ 、に 日本人 特有の 或 者 を 求める とすれば、 それ は 君主の 威容 を 描く ために 「椿」 

を用ゐ たとい ふ點 であらう。 この 愛らしい、 平和と 溫 情と に充 ちた 比喩 こそ は、 自分の 知る 限 

り， どの 古代 民族に も 見出されない。 


五 濕 やかな 心情 

以上の 如く 戀 愛に 於て は體と 心との 微妙な 調和が あり、 自然 觀照 に 於て は 安らかな 自然との 

抱擁が あり、 さう して 君主に 對 して は 和 かな 愛着の 情が あると いふ やうな 上代 人 は、 疑 もな く 

極めて 愛らしい 濕 やかな 心情の 持主で ある。 こ 、 に 恐らく 上代 人の 最も 著しい 特性が 見られる 

であらう。 

しかし この 特性 を 認める と共に、 上代 人が 全然 自然 兒 であった とい ふこと を 忘れて はなら な 

い。 彼ら は朗 かな 心 持 を 以て 自然の ま、 に 動く。 彼ら は，^ かい 優しい 心情の 持主で あると 同時 

に また 何ら 良心 の 责を 感ず る こ となく して 粗暴に；.^ 舞 ひ 得る 人 々である。 彼ら は その 情の 動 

くま 、 に 完全に 自己 を 犠牲に するとい ふ沒我 的な 人に もなる が、 同時に また その 情に 從っ て 極 

端な H ゴ ィ ストに もなる。 こ の 至純な 「子供ら しさ」 こ そ は、 民族的 特性よりも 更に 深い、 

「人」 としての 上代 人の 特性で ある。 

^ 湯 やかな 心情  lillA 五 
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外 は 卽ち內 であり、 內は卽 ち 外で ある。 肉 は 卽ち靈 であり、 靈は卽 ち 肉で ある。 同様に また 

凶暴な H ゴ ィ スト は卽ち 優しい 心の 愛 他者で あり、 優しい 心の 愛 他者 は卽ち 凶暴な エゴイスト 

である。 この 自然 兒に 共通な 偉大なる r 子供ら しさ」 に 於て、 我 上代 人 は 愛らしい 濕 やかな 心 

情 を その 特徵 とした。 卽ち 彼らの 民族的 特性 は その 自然 兒と しての 特性 を 嚴密に 規定す る。 こ 

こに 至って 第一 一次 的な 民族的 特性 も 重大な 意味 を 持ち 得る に 至る ので ある。 

麼爛 せる 文化に なやむ もの は、 たまし ひの 母の 國 として 自然 兒の 偉大な 「子供ら しさ」 を 慕 

ふ。 內と 外との 過度の 乖離が 彼ら. の 生 を 危うくし たからで ある。 が この 事 實には 偉大な 「子供 

らし さ」 がいかに して 沒 落した かの 全歷史 がか、 つて ゐる。 意識の 發 達に 伴って この 沒 落の 起 

るの は當然 であるが、 しかし 自然 兒の氣 質の 相違に 從 つて、 その 沒落は 時に 猛烈と なり、 また 

時に 微？ M 的と なる。 强剛な 心情 を特徵 とする 民族に 於て は、 この 沒落は 極めて 激烈で ある。 こ 

こに 於て は- e: と 外との 乖離が 「子供ら しさ」 の 根本 を 覆へ す。 そこに 極端な 官能 享樂 主義が 起 

り、 また 極端な 霊の 王國が 生れる。 かくして この 二つの 原理 は、 血 を 以て 爭 ひつ X、 人類の 歷 

史を 築き上げて 行く。 この 爭に 疲れた ものが 「子供ら しさ」 の 母の 國を慕 ふので ある- 


も 知る 如く 日本人の 間から はこ の戀 慕の 聲は 聞えなかった。 さ-つし てこ k に 日本に 於け る沒落 

の 歷史が ある。 愛らしい 心情の 持主で ある 日本の 自然 兒は、 內と 外との 極端な 乖離から 生れた 

佛敎に 接した に拘ら ず、 右の 沒落を 極めて 微溫 的に しか 經驗 しなかった。 昔の 「子供ら しさ」 

は その 根本 を搖 がされる ことなく、 極めて 徐々 に 佛敎の 精神 を攝受 した。 かくして 日本人 は官 

能享樂 主義と 靈 の王國 との 間に 常に 調和 的な 廣ぃ 緩衝 國を. 造り 出した。 そこに 佛敎の 特殊な 生 

育が あった。 古く は 中宮 寺の 觀昔、 新しく は 親鸞の 宗敎、 11 それら はた 日本に 於ての み 見 

られる 特殊な 形式に よって、 最も 深い、 最も 普遍的な、 美と 眞とを 現 はして ゐる。 さう して そ 

れは 日本に 於て 形成 せられた 文化の 最も 著しい 徵證 である。 

この種の 歷史が 上代 人の あとに 開展 した。 その 源泉 は 彼らの、 優しい 心情に よって 規定 せら 

れた、 至純な 「子供ら しさ」 である。 さう して それ を 最も 端的に 示して ゐる もの は、 こ、 に觀 

察した 歌 諮の 類で あらう。 これらの 歌謠 を味讀 した 者 は、 B 本 民族の 祖先が f 界に 類な き 平和 

な、 和やかな、 調和 的な 生活 を營 んでゐ たこと を、 認めない わけに 行かぬ であらう。 これ は旣 

に說 いたやう に、 大八 島國の 風土と も關 係の ある 問題で あり、 また ョ本 民族が 民族 闘爭 を經驗 

五 濕 やかな 心情  三 五 七 
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しなかった ことに も 基く と 思 はれる。 が 何に 由來 する にもせ よ、 こ、 に濕 やかな 心情が 具現せ 

ら れてゐ ると いふ 事實 は、 動かす ことが 出來 ぬので ある。 


第五 章 上代の 宗教、 道德、 美術 

一 信仰と 神話 

未開人と いふ 言葉に は 侮蔑の 意味が 含まれて ゐる。 從 つて その 信仰 も 一 段 低い ものと して 輕 

視 せられる。 しかし 未開人 は、 その 「未だ 開けざる」 幼稚な 文化に 拘ら ず、 少く とも 神 祕に對 

する 感覺に 於て、 我々 よりも 遙 かにす ぐれた、 我々 の羡 むべき 能力 を 持って ゐ はしない か。 

それ は 彼らの 新鮮な 驚歎の 感情で ある。 フロベニウス の 所謂 Bctroff21h<-it である。 我々 は 

知識の 殼に煩 はされ て 早くから この 心 を 鈍らした。 我々 を とりまく 無限に 深い 生の 神秘 も、 我 

1 信仰と 神 話  三 五 九 
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我の 日常に は 何の 驚愕 を ももたら さない。 しかし 彼ら は、 戀愛、 結婚、 出產、 播種、 收極、 狩 

獵、 爭鬪、 旅行、 葬 俄、 とい ふ 如き 彼らの 全 生活 を 通じて、 その 健やかな 驚歎の 感情 を 失 はな 

かった。 その 幼稚な 知識 は 彼ら を さま-^ の 誤謬に 陷し 入れる が、 しかし その代り 知識に よつ 

て 祌祕感 を 鈍らせられる こと はない。 かくて 彼ら は、 科學の 進歩した 今日に 於ても 依然として 

不可知で あると ころの 神祕の 世界に 對 して、 極めて 潑剌 たる 心の をの、 きを 持ち 緩け てゐ たの 

である。 その 經驗 の- s: 容は 我々 にと つて 珍ら しい もので はないで あらう。 しかし それ を 經驗す 

る 心の 態度、 情熱の 强さ、 に 於て は、 未開人 は 造 かに 我々 よりも 正しく、 我々 よりも 優れて ゐ 

ると 云はなくて はならぬ。 

驚歎の 心 を 鈍らせた もの は、 宗敎 から は 遠ざかる。 我々 の 時代 は 宗敎に 遠ざかった 時代で あ 

る。 科學の 勝利が もたらした 「迷信の 打破」 は、 同時に 驚歎の 撲滅 を 意味し、 從っ てまた 宗敎 

の 無力 化 を も 意味した。 迷信の 打破に よって 信仰 を 精練し、 驚歎の 情 を純粹 化し、 宗敎を 深め 

ると いふ こと は、 科學 のな すべく してな し 得ざる ところであった。 この 時代に 比べる と 未開の 

時代 は、 その 新鮮な 驚歎の 感情の 故に、 ^^述かに强く宗敎的でぁる。 未開人 は 不可知なる 力が 彼 


らに 働き かける こと を 切實に 感ずる。 彼ら は その 力が 何で あるか を 知らない。 その 力に ついて 

の 概念 を も 造らない。 しかし その 力 は 彼らに とって 現實 である。 彼らの 日常生活 は その 力に 取 

り卷 かれて ゐる。 從 つて その 力に 逆ら はず、 その 力に 守られん がた めの さまん \ の懷禮 は、 彼 

らの 生活の あらゆる 場面に つきまと ふので ある。 

紀 記の 示す ところに よれば、 我 上代 人 もまた かくの 如く 宗敎 的であった。 彼ら は 石 や 木 や 水 

に 於て さへ も 不可知なる 力 を 感ずる。 が、 我々 の 考察す る 時代に 於て は、 彼ら は旣 に、 それ を 

た 精靈 としての みならず、 また 人間の 運命 を 支配す る神祕 的な 力と して、 或は 意志 感情 を 有 

する 超人的な 存在と して、 感じ 得る 程度に 達して ゐた。 この 三 段の 信仰に 對應 する 三つの 現象 

は、 旣に說 いた 如く、 三 f 紀の 支那の 記錄 にも 明かに 記されて ゐ るので ある。 

不可知なる 力に 對 する 驚歎が デ モ ンに對 する 怖れと なって 現れる の は、 未開人の 信仰と して 

最も 古い。 彼ら は 、、一 アモンの 力 を ふせぐ ために 人類 學 者の 所謂 タブ ー ゃ呢 術を發 明す る。 タブ ー 

と は 「物 「」 心み」 である。 死者 及び その 一 族に 近よ つて はならない。 だから 喪屋を 立てる。 產婦 

に 近よ つて はならない。 だから 產屋を 立てる。 これらの 上代の 風^ は、 それが 破られた 時 そこ 

一信 仰と 神話  三 六 一 
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に 必ず 悲劇が 起る 程の、 重大な 意義 を擔 つた ものである。 ィザ ナギの 命が 妻の 命の 屍に 對 して 

「近づくな」 の禁を 破られた ために 人間の 死が 始まった とい ふ 話、 或は ホ デリの 命が 妻の 命の 

產 時に 「見るな」 の禁を 破られた ために 海陸の 交通の 絶える 話な どが それ を證 する。 この 風習 

ももと は 「死」 や 「出産」 に 於て 感ぜられる 生の 神秘が、 驚歎し 易い 心に 宗敎 的な 興奮 を 起さ 

せた のに 基く ので ある。 「死」 は 我々 にと つて 不思議で あるよりも 更に 深く 彼らに と つて 不思 

議 であった。 死者に 近づく ことによ つても しその 病菌に 感染す る ことがあれば、 それ は 彼らに 

とって 不思議な 精靈の 作用で ある。 出產 もまた、 生理的に は 自然人に とって 遙 かに 苦痛の 少な 

ぃ輕 易な 出來 事で あるに 拘ら ず、 新しい 生 を 産み出す とい ふ 不思議 さに 於て、 死の 不思議に 少カ 

ら なかった。 殊に 產 時に 於け る 母 It の 異常な 生理的 及び 心理的 狀態、 新生 兒の 驚くべく 微妙な 

生命な ど は、 自然人の 心に 強い 驚歎 を 呼び 起す。 この 際 起り 得べき あらゆる 災厄 は、 すべて 精. 

靈の 作用で ある。 産室 は 精靈に 取り 卷 かれて ゐる。 産室 は 極度に 靜 でなくて はならない。 か 

くして 神秘に 對 する 驚歎の 感情 は、 生理 學的 必要 をす ベて 神秘 化し、 そこに 神聖な 俊禮を 作つ 

たので ある。  」 


呪術 は 精 靈を追 ひ r 祓ふ」 儀式で ある。 止むを得ずして 死者に 近づいた もの は、 葬送の 後に 

水に 人って 「みそぎ」 をす る。 或は 「ぬ さ」 を もって 罪 を 祿ひ淸 める。 また 死者が なほ 葬られ 

ない 時には、 親族 以外の ものが 集まって 飲酒し 歌舞す る。 これら もまた 明かに ィザ ナギの 命の 

おきた がたら し  を ど 

みそぎ- .り^ 長帶姬 の大； ひ、 天の岩戸の 踊りな どに 於て 神話 化せられて ゐる。 この 神話 化 は、 

これらの 風習が 上代に 於て 極めて 重大な 儀禮 であった ことの 證據 である。 この 储禮 も、 神祕に 

對 する 驚歎の 感情から 起った ものである こと は、 疑の ない ところで あらう。 人々 は 神秘なる 出 

來 事の 無限の 深さ を 恐れ、 そこに 人間の 隙 を 窺 ふさ ま-^ の 精靈を 感じた。 さう して それ を 追 

ひ献 ふために、 本能 的な 確か さ を 以て、 最も 合理的な 方法 を 揮んだ。 死者に 近づいた ものが 水 

を 以て 全身 を 洗 ふの は、 S1 母に 對 する 正しい 防禦で ある。 また 據れの 故に 心理的な 弱味 を 持つ 

たもの が、 大政 ひに よって 心理的 储康 を： 1: 復 する こと も、 同じく 正しい 病毒の 防禦で ある。 更 

に 死者 を 前にして 歌舞す る こと は、 歌舞に 作 ふ 生理的 及び 心理的の 興奮に よって、 恐怖 を拂ひ 

心的 强储を 維持し、 病毒に 對 する 抵抗力 を增 させた であらう。 これら は 極めて 自然 的な 衞生法 

である。 しかし 彼ら は それ を宗敎 的な 意識に よって、 神聖な 俄禮 として 行った。 もし このため 
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に 災厄 を 避け 得た とすれば、 それ は 彼らに とって、 呪術が 精靈を 鎮めた こと を 意味す るので あ 

る 0 

タブ— や 呢術は 精 靈に對 して 人間 を 保護す る。 しかし 人間の 運命に は、 この種の 儀禮 によつ 

て 如何と もす る ことの 出來 ない 深渾が ある。 こ V に 於て 彼ら は 極めて 漠然と 運命 を 支配す る 神 

祕なカ を 感じた。 さう して， その 力への 服從を 「太 占」 とい ふ 形式で 現 はした。 魏 志に は、 其 俗 

擧， 事 行來、 有， 所 三 K 爲； 輒灼レ 甘而 卜、 以占 1 一吉 W 一  と ある。 議論 が^れた とき その 決定 を 占 

卜に 委 すので ある。 從 つて 太古に 現 はれた ところの 決斷 は、 神 祕の顯 現と して、 絕對に 神聖な 

權威を 持った。 先吿， 所レ 卜、 其 辭如レ 令、 と はこの 間の 消息 を 語って 餘 りが ある。 この 太 占 は 

神話の 中に も、 また 神の 祭祀に 關 する 傳說 にも、 明かに 現 はれて ゐる。 しかし 中には 單 純な 占 

卜で なく 「夢の 吿」 や 「神が かり」 と 結びついた ものが ある。 そこで は 或 特定の 祌の 意志が 太 

占から 讀み 出される ので ある。 この 太 占の 變化 は、 運命 を 支配す る 力が 「漠然たる 神秘 力」 か 

ら 「意志 感情 を 有する 超人的 存在」 へと 進歩した こと を 語る もので あらう。 

「夢の 吿」 「神が かり」 等の 物語に 現 はれた 信仰 は、 旣に 明かに 人格 神 を 示して ゐる。 上代 


人の 驚歎の 感情 は、 遂に その 神秘 感を 神と して 結晶せ しめた。 災 は 精靈の 所行で あるよりも 

寧ろ 或 神の 祟で ある。 「大物 主神、 御 夢に 顯 はれて、 こ は 我 御心ぞ とい ふ。」 或は、 「八十 萬の 

5 らと  ， 

神 をつ どへ て 卜 問 ふ 時に、 倭のと とび も、 そ姬に 神が かりて、 我 を 祭らば 國 平ぎ なむと いふ。」 

この種の 夢の 吿と 神が かりと は、 祭祀の 起源の 物語に 頻々 として 現 はれて ゐる。 が これらの 

「神」 は、 夢の 吿ゃ 神が かりの 現象に よって 漸次 明かな 幻想 を 得た のであって、 「神」 が旣に 

信ぜられ たが 故に 夢の 吿 となり 神が かりとな つたので は あるまい。 祌祕な 力が 漠然と 信ぜられ 

てゐる 場合に も、 祌 がかり の 現象 は 起り 得る。 物語に 現 はれた ところで も、 息 長 帶姬の 神が か 

り は 御 琴 を ひかれる 天皇と 沙 庭に ゐて神 命 を 請 ふ 武內宿 踊と を 必要と したが、 何の 神の 命 を 請 

ふので あるかと いふ こと は、 問題と しなかった。 神 命が 下った 後强 ひて たづね なければ 神の 名 

は 解らない ので ある。 これによ つて 見ても 神が かりの 現象 は 人格 神の 信仰より は 古い。 しかし 

「神が かり」 とい ふ 言葉が 示して ゐる 如く、 我々 に 残された 神が かりの 物語 は、 旣に 人格 神が 

成立した 後の 解釋 によって 物語られて ゐる。 そこに また 神が かりの 現象が いかに 人格 神の 發生 

を 助けた かも 推察せられ るので ある。  ， 
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上代の 宗敎心 は 右の 如き 三つの 形式に 明かに 現 はれて ゐる。 が これらの 形式 は、 た 上代に 

のみ 限られた もので はない。 それが 生の 神 祕に對 す. る 切實な 驚歎の 感情から 生れた ものである 

限り、 そこに は 普遍 人間的な 眞實が ある。 物忌み、 厄拂 ひ、 占卜、 神が かり、 等の 現象 は、 人 

類 を 通じ、 各 時代 を 通じて、 現在に 至る までな ほその 生命 を 失 はない。 だから タブ I や 呪術 等 

の 存緩を 以て 直ちに その 時代の 宗教心 全體を 原始的と 見る の は不當 である。 

上代の 信仰の 特徵 をな す もの は、 1 方で は 右に 舉 げた 「驚歎の 感情」 である。 しかし この 點 

に 於け る 「原始的」 は、 寧ろ 失 はれた る 「黄金時代」 を 意味す る。 それに 反して 眞に 原始的な 

る特徵 は、 彼らが その 信仰 を 「思惟」 せず して 「行動」 したと いふ 點 である。 彼らの 思考力 は 

抽象に 堪 へなかった。 彼ら は 意味 內容を 形式から 離す ことが 出來 なかった。 だから 彼らに とつ 

て は 信仰 は 直ちに 憐禮 であり、 链禮は 直ちに 神秘で ある。 こ、 に タブ I や 呪術の 原始的な 特徵 

が 見られる。 

この 特徵は 神の 祭祀に 於ても ひきつがれた。 しめ 繩、 ぬ さ、 齋俗、 神樂、 等が それで ある。 


これらの 條禮は その 原義から 轉 じて、 神と 人との 間の 祌祕 的な 關係を 設定した。 が こ、 に は 

に 新しい 儀式が 附 加せられ る。 それ は 一 度 創設せられ ると 共に その 神聖 性の 故に 後代に 對 して 

神秘的な 權威を 持った。 從 つて それ は、 神代 史 成立の 時代の 人から 見れば， 神の 意志から 出で 

祌の 信仰と 共に 古いと ころの、 神聖 犯すべからざる 依 式であった。  ， 

ひらか いつへ 

その 儀式と は 何で あるか。 まづ 第一 は 平瓮 嚴楚等 の 齋瓮 を 以て 神を祀 ると いふ 俄 式で ある。 

大國 主の 神が 自己の 祭祀 を 遣 一一 一一 口 した 話に よれば、 平瓮は 神に 食物 を捧 ぐるた めの 食器で ある。 

また 祌武紀 の 「天つ 神の 訓」 によれば、 敵地の 土で 造った 平 〈ム： 凡 嚴楚を 以て 天神地祇 を 祭る こと 

は、 强敵 折伏の 呪 力 を 持った 俄 式で ある。 崇神紀 の 諸 神の 祭祀の 物語に 於ても 平瓮は 祭祀に 必 

須の 道具と して 取扱 はれて ゐる。 第二 は 矛、 等の 武器 を 以て 神 を祀る 儀式で ある。 崇祌紀 及 

びその 以後の 神の 祭祀に は、 特に この ことが 著しい。 第三に は、 更に 一 歩 を 進めて、 武器 その 

もの を、 特に 刀劍 を、 祌 として 祀る懷 式が ある。 神武 東征の 物語に 現 はれる 建 御 雷の 太刀 は 明 

かに r サジ フ ッの 神」 「ミ カフ ッ の祌」 「フ ッ の 御 魂」 などと 呼ばれて ゐる。 また 草薙の 劍が祌 

として 祀られ たこと も傳說 と共に 古い。 第 四に、 更に 著し いのは、 鏡で ある。 多くの 神社に は 
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神體 として 鏡が 祀られ て わる。 これ は 恐らく 神社の 出現と その 時 を 同じく して 始まった ことで 

あらう。 祌代史 に 於ても 「鏡 を 我 御 魂と して 祀れ」 とい ふ 天照大神の 神勅 は、 神話の 备 部分 を 

銃 一 しそれ を 人 代に 結びつける 最も 重要な 契機と なって ゐる。 

これらの 儀式 は 上代の 信仰に よれば 祌 と共に 古い。 が 我々 にと つても また その 俄 式の 古さが 

神の 信仰の 古さ を 示して ゐ はしない か。 遗物 によって 明かな 如く、 齋瓮は 漢式瓦 器を學 んだ韓 

人の 土器と 全然 同様で ある。 武器 や 鏡が 漢 式の 直模 である こと も 疑 ひの 餘地 4^ ない。 然 らば 右 

の 如き 成 式 は、 いかに 古くと も 前 二三 ま紀 以前に 遡る こと は 出来ない。 のみならず これらの 物 

は、 「外 國の 珍寶」 としての 位置から 「神聖な 祭具」 や 「神の 御 魂」 にまで 高められる ため 

に、 少なからぬ 年月 を 必要と する 害で ある。 こ、 に 於て 我々 は 「上代 史 概觀」 に 於て 想像した 

如く、 この種の 物の 神聖 化 を 前 二 》 紀 より 後ニ *1 紀に 至る 時代に 歸 しょうと する。 卽ち右の^^ 

式の 起源 は、 大和 朝廷の 成立よりも あまり 古く はない ので ある。 儀式の 起源が こ、 にある とす 

れば、 「鋭 を 御 魂」 として そこに 神 を 感ずる 信仰 も、 また 同じ 時に 始まらなくて はならない。 

かく 神の 祭， 祀の 起源に ついて 時代の 見當 をつ け 得る とすれば、 上代 人の 宗敎 心が 推移して 行 


つた 時代 も、 ほ、.^ 見當 がつ け 得られる であらう。 

神話 及び 祭祀の 傳說 は、 常に 「儀式」 の 後に 生ずる ものである。 未 人 は その 成 式 を 「H^ 想」 

からでな く直覺 的に 造り 出した。 鎖 式の 意味 は 「俊 式」 を 行 ふこと、 「偶 式」 に沒 入す る こと 

を 離れて は存 しなかった。 しかし やがて は 彼らの 驚異の 心が、 俄 式の 「意味」 を 求め 始める。 

その 時に 至って 彼らの 想像力 は、 現前の 偶 式に 基いて 過去の 歷史を 造り、 そこに さま-^ の 神 

詰 傳說を 現 はれし める ので ある。 

我々 の 神代 史 及び 人 代の 祭祀の 傳說も その 例に：^ れ ない。 上代 人 は 機 式の 眞の 起源 を 記憶す 

る ほどに 歷 史的ではなかった。 しかし 儀式 は 彼らに とって 信仰で ある。 儀式の 暗示す ると ころ 

は 直ちに r 眞實」 でなくて はならない。 かくて 驚異の 心が 生んだ 幻想 的な 說明 も、 彼らに は歷 

史的 事實 として 信ぜられる。 それが 我々 の 古い 神話と 傳說 である。 

が もとより こ のこと は、 單 純に、 短期の 間にな され 得る もので はない。 神代 史の 如き 統 一 あ 

る 物語が 成立す るまでに は、 旣 に斷片 的に 多くの 神話 傳說が 生れて ゐ なくて はならない。 旣に 
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古く 神の 觀 念の 存 しない 時代から、 儀式 は 行 はれて ゐた。 その 儀式に 對 する 驚歎の 念 は、 神の 一 

祭祀が 始まる までに、 旣に 多くの 說話を 造って ゐた 苦で ある。 例へば 性の 神秘から 生れて 婚姻： 

の 際に 行 はれる 或 儀式が、 いざな ぎ いざなみ 性交の 說括を 生み、 死者に 對 する タブ— がい ざな 一 

ぎ 黄 t 水， 下りの 傳說 を、 みそぎの-依 式が いざな ぎの みそぎ 祓 ひの 話 を、 うけ ひの 儀式が 劍と 玉に； 

よる 兩神 のうけ ひの 話 を、 葬 時の 呪術と しての 歌舞が 天の岩戸の 歌舞の 話 を、 產 時の タブ I がー 

璺玉姬 の傳說 を、 また 蛇に 對 する 神秘的な 怖れが 三輪 山 傳說の 如き； k 婚說話 を、 各々 その 原形： 

に 於て 生み出して ゐた、 とい ふ 風な 事 は推测 してよ いで あらう。 更に また 第二 段と して、 國家ー 

統一 の 事業が 推し 進められて 行った 時代に、 この 統一 を惹き 起した 神聖な 權威 やそれ に 伴 ふ 祭： 

祀の俄 式が、 神話 を 産み出し たとい ふ 事も考 へられる。 大國 主の 神 及び 天 照大御 神が、 「君主」 一 

としての 性格 を 最も 著しく 示して ゐられ るの は、 恐らく か、 る 事情に 基く ので あらう。 この 際 

この 俄 式に 重要な 役目 をつ とめたら しい 鏡、 玉、 劎の 如き も、 神話の 母胎と なって ゐる。 書紀ー 

の 一書に よれば、 天 照 大御祌 御自身す らも、 鏡から 生れられ たので ある。  ： 

伊非^^？尊：：：、 吾 御 {出 の 珍 子 を 生まむ と 欲す。 乃ち 左手 を 以て 白銅 鏡 を 持す。 則ち 化 出せる 


神 あり。 是を 大日 靈の 尊と 謂 ふ。 

劍 について は、 す さの をの 尊の 冒 險譚は 云 ふまで もない が、 他に もい ざな ぎの 尊が かぐつ ち を 

斬られる 話 や、 天上のう け ひに 於て 十 拳の 劎 から 神々 の 化生す る 話が ある。 また. ォ について は 

いざな ぎの 命が 洽淇を 採られる 矛 や、 大國 主の 神が 治 國に用 ゐた廣 矛の 話が あり，、 玉に ついて 

は、 天上のう け ひに 於て、 天の 忍穩 耳の 命の 生れられる 話が ある。 これらに よって 見れば、 神 

代史の 構想 上 最も 重大な 說話 は、 すべて 鏡、 玉、 矛、 劎 たどの 尊崇から 生れた ものである。 然 

らば これらの 說 話が、 鏡、 玉、 武器な どに よる 君主 尊崇の 成 式よりも 新しい こと は 明かで あら 

ラ 0 

右の 如き 種々 の 神話が 旣に 久しく 民間に 存續 した 後に、 神代 史は それ を 統括す る ものと して 

別種の 動機 を 以て 生み出された。 神秘なる 條 式に 對 する 直接の 驚歎で はなく して、 皇室の 尊厳 

や 諸氏 族の 權威 や、 また それによ つて 組成 せられた 社會 組織な どに 對 する 驚歎が、 祌代史 を 成 

立 せしめた 動機な の で あ る 。 上代 人 は かくの 如き 社 會の狀 態が いかにして 成立した か を 知ら う 

と 欲した。 さう して その 要求に 答へ るた めに、 皇室の 由來、 諸氏 族の 由來、 及び 現前の 社會組 
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織の 由來 が、 旣に存 する 神話 を 材料と して 物語られた。 だから 神代 史は、 その 構想の 示す 如く 

皇室 諸氏 族 及び それらに よって 造られた 社會 組織の 「歷 史」 なので ある。 た f その r 歷史」 が 

神話の 上に 立つ ものである こと は、 見落す わけに は 行かない。 

祌代史 の 材料と なった 神話 を 神代 史 から 引離して 考 へて 見る。 

旣に說 いた 如く 神話 は满 式の 後に 生れた ものである。 從 つて 古い^ 式から は S 早に 「祭られる 

神」 ，§ ち 自然 神が 生れ、 新しい 儀式から は 「神 を 祭る 神」 卽ち 君主と しての 神 或は 英雄 神が 生 

れ なくて はならぬ。 さう して これらの 神々 を說 明す る ものと して 最後に 造化 祌が 造り 出されね 

ばなら ぬ。 かく 見れば 神話 學者の 云 ふところの 神話 發 生の 順序と 一致して くるで あらう。 が自 

分の 見る ところに よれば それ は 我々 の 神話の 事 實とは 一 致しない。 谈 式に 對 する 驚歎の 感情 か 

ら 最初に 神話が 發 生した 時には、 その 神話の 主人公 は 決して 自然 神ではなかった であらう。 古 

ぃ谈 式に 於て 信ぜられた 神秘的な 力 —— 人間の 禍福 を 支配しながら も、 全然 人間的な 姿 を 持た 

ず また 人間的な 行動 をし ない 神 —— それ は 上代 人の 幻想に は 入り 得ない ので ある。 か、 る祌. _< 


は實 際に 「祭られて ゐ る祌」 であった。 しかし 神話の 神ではなかった。 だから 祌代史 に 記す と 

ころの 諸々 の 自然 神 は、 獨 立して は 何らの 說話 1^ も 負って ゐな いので ある。 神話に 於け る 神ら 

しい 神 は 最初から 人間的， に 行動す る祌 であった。 從 つて 神話の 發 生が 「神 を 祭る 祌」 「英雄 或 

は 君主と しての 祌」 「戀 愛し子 を 生む 神」 に 始まる とい ふこと は、 承認して よから うと 思 ふ。 

この種の 神が 幻想 せられた 後に、 自然 神 も 亦 右の 幻想の 潤色に よって、 人間的な 祌 として 祌話 

に 取り入れられた。 さう して 最後に 造化 神が 造られ、 なほ その 先に 「？^ 沌」 が 想せられ た。 

だから 神話 發 生の 順序 は、 英雄 神、 自然 神、 造化 神、 混沌と いふ 如く、 祌 話の 物 詰る ところ を 

全然 逆 倒す るので ある。 

かく 見れば 造化 神の 出現 は 最も 新しく、 また 最も 空想的で ある。 それ はこの 神の 禮祥^ 式 か 

ら 生れた もので はなく、 この 世界と 神々 との 生成の 不 議を說 くた めに、 旣に存 する 生 產說話 

を、 國 土と 神々 との 創造にまで 押し ひろめた もので あらう。 ィザ ナギの 命が 創造の 祌 であるに 

拘 らず實 際に 於て 大きい 信仰 を 受けて ゐな いこと、 その 創造 譚に 「大八 島國」 の 概念が 含まれ 

てゐる こと、 など は、 明かに この 神話の 新し さ を 示して ゐ るので ある。 
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式の； 1^ 明と して 生じた 人間的な 說話 や、 君主 崇拜 から 生じた i 火 雄 神話の 類が、 遂に 造化 神 

を 得て 一 つの 系統 立った 神話に まとめられ たこと は、 右の 觀察 からすれば、 あまり 古い ことで 

はない。 とにかく それ は國家 統一 後でなくて はならない。 が 祌代史 に 現 はれた ところでは、 

「#3 化 神— in 然神 I 英雄 神」 とい ふ 系統に まとめられ 得べき-: 種の 神話が、 明かに 平行して 存 

して ゐる。 高木 敏雄氏 は 竹て こ 、に 神話の 原形 を 見出さう と 試みた。 それに よれば スサ ノヲの 

尊が 造化 祌 としての 地位 を 得て くるので ある。 ィザナ ギィザ ナミ 兩 尊の 「國土 及び 自然 神」 の 

生產 は、 神代 史全體 の 幾 端と して 極めて 詳細で ある。 神代 史 製作の 時代に は、 あらゆる 祌々 を 

こ 、に：！ しょうと する 企圖 が、 恐らくあった であらう。 しかも 「祭られる 神」 の 或 者 は、 r ィ 

ザ ナギの 尊から 直ちに 生れず して、 スサノ ヲの嫁 及び その子 孫から 生れて ゐる。 その 「祭られ 

る祌」 が、 大 年の 祌ゃ御 年の 神の 如く、 後代まで も實 際に 祀られ たもので ある 以上、 こ、 に は 

動かし難い 根據 があった と 見なくて はならぬ。 そこで ス サノヲ の 尊 を 特殊な 地位に 置いて 見る 

解释が 可能に なって 來る。 この 神 は 多くの a 然神を 生んだ。 のみならず その 體 から 樹木 を 化成 

させた。 これ は 贫てス サノヲ の 尊が 造化 神であった ことの」.^ 跡でなくて はならない。 .§ ちスサ 


ノヲの 尊 は、 祌代 史の衬 料と たった 神話と して は、 ィザ ナギの 律と 對 等の 位置に あつたと 考へ 

られ るので ある。 

かく 見れば 二つの 神話の 平 (仃 は 極めて 明かで ある。 ィザナ ギの尊 は 1K 照 大神を 産んで この 神 

に 高天原の 統治 を 命ぜられた。 スサノ ヲの尊 も 亦大國 主の 神 を 産んで この 神に 「地上の 國の君 

主」 となる こと を 命ぜられる。 天照大神 は 高天原に あって 「神 を祀 る」 ための 衣 を 織り、 また 

八 百 萬 神と 合議し つ、 「その 國」 を 統治 せられた。 大國 主の 祌も亦 「海 を 照らして 依り 來る 神」 

たかみ む す び 

を 祭って、 その 國を 作り^め る ことに 努力 せられる。 天照大神の 傍に は 常に 高御產 ss!^ 曰の 神が 

むすび 

あって 大事の 決 斷に與 るが、 大國 主の 神に は 大事の 度 毎に 神御產 s™^ 日の 神の 助力が 與 へられて 

ゐる。 これらの 祌々 は獨り 神と して 身を隱 したと 記されて ゐ るに 拘ら ず、 前者 は その 娘 を 天 照 

大 神の 御子の 配と し、 後者 は その子 を大國 主の 神の， 助力 者と して 下して ゐる。 

もし この 二種の 神話が、 銅 鉢銅劍 文化圏に 於け る 神話、 銅鐸 文化圏に 於け る 神話、 とい ふ 風 

に、 文化圏 を 異にして 發 達した ものである ならば、 それ は國家 統一 以前の ことでなくて はなら 

ない。 が國家 統一 以前に 出來 たと しても、 その 時の 原形が どうい ふ もので あつたか は、 知り 得 
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られ ないで あらう。 二つの 文化圏の 對 時の 時代に は、 日本 を 一括して 一 つの 國 土と 考 へる 苦 は 

なかった。 しかし ィザ ナギの 尊の 國土 創造の 話 はこの 考 なくして は 成立たない。 また スサ ノヲ 

の 尊の 神統 には筑 紫に 座す 神々 が あり、 その 傳說 は紀 伊と 韓土 とに 特殊の 關係を 持つ。 それに 

よって 見ても これらの 傳說の 現在の 形 はかなり に 新しい。 だからた とひ 國家統 一 以前に 旣に造 

化 神が 現 はれて ゐた としても、 それが いかなる もので あつたか は、 神代 史 から は 知り 難い。 天 

照 大祌、 大國 主の 神の 如き 「君主と しての 祌」 は、 右の 兩 文化圏 對峙の 時代に 旣に現 はれて ゐ 

たと しても、 さほど 無理で はない が、 しかし 旣に 指摘した やうに 神代 史の 中には 銅鐸の 痕跡が 

全然ない ので ある。 だからた とひ 二種の 神話の 起源が この 時代まで 溯り 得られる としても、 現 

在の 形 は その後に 語り 直された ものと 認めねば ならぬ。 

然 らば 祭り 事が 統 一 せられて 後に 何故に 二種の 神話が 語り 繼 がれた ので あらう か。 その 說明 

は 容易で ある。 出 雲に は 多くの 民衆の 信仰 を 集めた 出 雲の 大 神が 存 した。 さう して その 神の 威 

力 は 大和 朝廷の 權威 にも 屈しなかった。 旣に 神が あり 神社が あり 满 式が ある。 その 說明 として 

一 つの 神話の 系統が 造られる の は當然 である。 他方に は 國家を 統一す る 大和 朝廷が その 權 威の 


由來 として 皇室の 神聖な 神統を 語り、 その 神聖 性 を 裏書す る 天照大神 を 信仰して ゐる。 大 神が 

「我 魂と して 祭れ」 と 命ぜられた 神鏡 は- 現前に 祀ら れてゐ る。 その 說明 として こ、 に 一 つの 

神話の 系統が 造られる の も當然 である。 

かく 二つの 神話 は、 旣に存 する 「出 雲の 大祌の 信仰」 と 「鏡に 象徵 せられる 天 照大御 神の 尊 

崇」 とから 出發 した。 これらの 神々 は 神話の 發生 以前から 旣に 「君主と しての 神」 である。 も 

しく は 「神と なった 君主」 である。 從 つて 出 發點は 「神化 せられた 記憶」 であって、 歷 史的 記 

憶で はない。 そこに 幻想 せられる 由来 話 も、 神話であって 歷史 ではない。 

これらの 神話 を 材料と して 民族の 別 を 論ずる の は、 S だしい 見當違 ひで ある。 これらの 神話 

に 現 はれた 區別は 信仰の 相違であって、 民族の 別で はない。 「神代 史」 に 至って は 右の 二種の 

神話 を 一 つの 系統に まとめよ うとして ゐる。 そこに は國家 統一 時代の 征服の 記憶が 11 傳説化 

せられた 形に 於て 11 用ゐら れてゐ るか も 知れない。 しかし それ も 同 一 民族の- e: 部での 出來事 

であって、 民族 移住の 如き 古い 過去 を 語る ので はない。 
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神話に 於て 我々 の 祖先 は その 氣禀を 明かに 示して ゐる。 

「女」 と 「生 _^」 とに 對 する 神話の 態度 は、 その 神話 を 造った 民族の 氣禀 について、 1 つの 

有力な 暗示 を 投げる。 猶太 人の 神話に あって は 原始 性交 は卽ち 原罪で ある。 古代 猶太 人 は その 

著しい 現 * 肯定の 傾向に 拘ら ず、 旣 にこ、 に 後代の 深刻な 靈肉 乖離 を豫 示して ゐる。 希 腿祌話 

にあって は、 プロメテウスに 贈られた 最初の 女 は、 あらゆる 害惡の 使者であった。 希 職人が そ 

の 朗らかな 自然人と しての 性質に 拘ら ず、 美の 表現の 頂上 を 悲劇に 於て 認めた とい ふこと は- 

旣 にこ、 に その 緒 を 現 は 十ら しい。 それに 比べて 我々 の 生産 神話 は、 いかにも 子供ら しく 無 邪 

氣な ものである。 最初に は 失， おがあった、 それ は 「女が 言 先立てる」 ためであった。 然し これ 

は戀 愛に 於け る 女の 受動 性 を 云 ひ 現 はした だけであって、 女の 害惡を 語って ゐ るので はない。 

受動 性 は 女の 自然で ある。 自然に 從ふ 時す ベて は 調って くる。 かくて 最初の 男女 は、 その 性交 

によって 國土ゃ 草木 を 生んだ。 かくの 如き 創造 神話 は 極めて 珍ら しい。 性交に 對 して 何ら かの 

暗い 薩を 感ずる もの は、 かう いふ 神話 は 作らない であらう。 性の 事實は 最も 自然で あると 共に. 

また 深い 神秘であった。 そこに は 淸淨と 汚據、 明と 暗、 尊貴と 卑賤と いふ 如き 區 別がない。 こ 


の朗 かな 無邪氣 さは、 幾度 か 形 を變へ つ 、も、 我々 の 文化の 內に 生き 殘 つた。 時には 致命的な 

弱點 として 現 はれ、 時には 美しい 獨自な 特性と して 現 はれる。 我々 の 民族が 體驗の 深刻 さを缺 

くと すれば、 それ は 前者の 場合で ある。 また 彼が 人間 生活の 純眞な 調和、 卽ち 靈肉淨 5if の對立 

を絕 した 渾然たる 生活の 眞 味を體 現し 得た とすれば、 それ は 後者の 場合で ある。 かく 見れば 祌 

代史 初頭に 記された る生產 神話 は、 我々 の 文化の 象徵 になる。 好惡は 別と して、 それ は 事實で 

ある。 

次に 著し いのは、 神話に 現 はれた 戀愛 である。 我々 の 神話 は 性交の 描寫を 以て 始ま. る。 がそ 

え をと め  え をと こ 

の 描寫の 中核 は、 「あなに やし、 愛 乙女 を」 「あなに やし、 愛 男 を」 とい ふ 愛の 叫びに 他なら な 

い。 卽ち 最初の 男女 は、 惡 魔の 誘惑の 故で はなく して、 愛の 故に 結びついた。 從っ てこの 愛 

を 失った 男 神の 悲嘆 は、 自己の 半ば を 失った ことの 悲嘆であった。 彼 は 女神な くして は その 生 

活を、 卽ち创 造 を、 緩け 得ない と 感ずる。 そこで 彼 は 女神 を 黃泉國 にまで 追って 行く。 これ は 

眞實 なる 愛の 最も 普遍的な 圖式 である。 なほこの 他に も、 す さの をの 命 はくしな だ姬 のために 

生命 を 賭して 大蛇 を 退治す る。 大國 主の 神 は 八 上姬を 得む がた めに 二度 殺され， スセリ 姬を得 
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むがた めに 四 度 生命 を 賭する。 また 天上より 出 雲に 遣 はされ た 1K の 若 日子 は 下 照姬を 得た がた 

めに その 使命 を 忘れた。 すべて これらの 物語に 於ても、 上代の 戀 歌が 示す と 同じき 「全人格 的 

な戀」 が 認められる。 こ 、に 自然 兒は その 獨特な 生活の 銃 一 を 持って ゐる。 彼ら は 愛の 故に 我 

欲を抢 てるので はない。 彼ら は 露骨に 我儘で ある。 がまた 彼ら は、 我欲に 縛られても ゐ ない。 

彼ら は 完全に 相手と 合 一 する ことが 出來 る。 戀 人の 苦しみ は 彼らに とって 直ちに 自らの 苦しみ 

である。 この間に 彼我の 差別 はない。 こ、 に 於て 彼ら は 「自己の ため」 にす ると 同じき 情 を 

以て 「戀 人の ため」 にす る。 これ は獻身 的な 愛、 沒我 的な 愛と 異なる 所がない。 卽ち 彼らの 愛 

は 極端に 主我 的で あると 同時に 極端に 沒我 的で ある。 

この種の 素朴な 渾融的 統一 はまた 神の 性質に 於ても 見られる。 神 はすべ て 自然 兒 である。 善 

の 原理で ある 祌と、 惡の 原理で ある 惡 魔との 對立 は、 こ、 には存 しない。 正義の 神、 判者と し 

ての 祌 もまた 著しく はない。 

この 觀察を 明瞭に する ために； t 代 史に規 はれた 祌々 を 分類して 見よう。 第一 は、 實 際に 祀ら 

れた祌 ではなく、 た f 神代 史に のみ その 名 を 出して ゐる もの。 例へば 天 の 御中 主の 祌の 如きで 


ある。 ィザナ ギの尊 以前の 神々 として 古事記 書紀 に列擧 した 諸 神、 (高 御產 日、 神御產 日 

や そ まがつ ぴ  ふか ふち み-つ  はな  はな 

を 除く、) その他 八十 禍津 日の 神、 深淵の 水 やれ 花の 神、 木の 花ち る姬の 如く、 作 爲の跡 を 示 

す 名の 神々 は、 すべて この 部類に 屬 すべきで あらう。 第二 は、 これ も實 際に 祀られ た 神で はな 

いが、 物語の 中で 盛んに 活躍す る 神々。 例へば ィザナ ギィザ ナミの 尊、 スサ ノヲの 尊の 如きで 

ある。 もとより これらの 神々 は、 神話が 作られた 後に、 幾分 かの 祭祀 を 呼び 起した かも 知れな 

い。 しかし それ とても 云 ふに 足りない 程度で ある.。 第三 は、 實 際に 祭られた 神で ありながら、 

神代 史 にた 名のみ を 載せて ゐる もの。 例へば 底 简男中 筒 男 上 筒 男 三 柱の 墨 江の 大神、 大 年の 

神、 御 年の 神、 の 如きで ある。 その他 山の 神 河の 神 雷の 神 水門の 神の 類 は、 すべて こ&に 恩す 

べき もので あらう。 第 四 は、 實 際に 祭られた 神で あると 共に 神話に 於ても 盛んに 活躍す る 神、 

例へば 天照大神、 大國 主神、 大 三輪 神の 如きで ある。 

祌話は 主として 第一 一 及び 第 四の 神々 の 物語で ある。 だから 我々 の當 面の 問题は これらの 神々 

に掛ら なくて はならない。 第三の 「祭られる 神」 は、 それが 實 際の 信仰の 對 象で ありまた 旣に 

漠然たる 精霊から 自然 神にまで 發 達して ゐる としても、 神話に 於て は 重要な _u をつ とめない。 

1 信仰と 神話  三 八 一 
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また かの 「邪神」 なる もの も、 古い 精靈の 信仰 を 云 ひ 現 はした までであって、 神話の 神々 に E! 

十る もので はない。 例へば、 

， ， J, さは >-  V.- ばえ な.！，  *  •  みなよ も C 一 

彼 地 多に 埜 火の 光る 祌 及び 繩聲 邪神 あり。 また 草木 咸 能く 雷 語 ふこと あり。 C 紀一 n 一 

の 如き、 「邪神」 は 明かに 精靈 であって、 「正 神」 に對 立す る 邪神で はない。  一 

では 第二 及び 第 四 の 神々 の內 に、 果して 善 神に 對 する 惡祌が 存在す るで あらう か。 神々 の內 

では スサ ノヲの 命が 最も 惡 神に 近い。 しかし この 神 は 最も 著しい 「自然 兒」 の 典型であって. 一 

惡の 原理で はない。 彼 は その 我 俊の 故に 「青山 を枯山 になす」 ほどに f れいた。 天に のぼる 時に 一 

は國土 山川が 震動す る ほどに 亂 暴であった。 だから 天 照 大御神 は その 「邪心」 を 推測せられ た 

うけ ひ  - 

が、 しかし 安の 河原の 誓 は 邪心の ない こと を 明かに ^して ゐる。 その後 この 神は亂 暴な 行の 故 

に. <百 萬の 祌に 罰せられ るが、 しかし その 「惡 態」 なる もの は 「畔 離ち」 「溝 埋め」 の 如く 共 一 

同 耕作の 地盤に 於て 「つ、 しむべき こと」 をつ、 しまなかった のであって、 惡の 原理と しての 一 

所行で はない。 だから 彼 は 地上に 下る や 否や 直ちに 大蛇 退治 を、 卽ち 「邪神の 征服」 を 行って 一 

わる。 スサ ノヲの 命の 他に なほ 大國 主の 神に 對 する 八十 神が ある。 彼ら は 1% に對 して 意地 惡で 


あった。 また 大國 主の 神 を 殺さう とした。 しかし この 意地 惡の神 も惡の 原理と は 云へ ない。 ま 

た 彼ら は 大國主 の 神に 害惡 を もた らした が、 し かし 害惡 を も た ら す こ と を その 本質と す る 神で 

もない。  - 

かくの 如く 我々 は 純粹の 惡祌を 見出す ことが 出來 ない。 祌々 は 殺戮 を 平氣で やる。 ィ ザナギ 

のん 叩 は、 その 出産が 母 神の 死 を もたらした 故 を 以て、 力 グッチ を 斬殺した。 また 竊盜も 平氣で 

ある。 大國 主の 神 はスサ ノヲの 命の 娘と 武器と を 盜んで 逃げた。 また 平 氣で誓 を 破る。 ィザナ 

ギの命 は 女神との 約束 を 守らなかった。 が 神々 は 同じ 重さ を 以て 他 を 救 ひ、 他 を 許し、 また.！：： 

己 を 犠牲に する。 それらの 行爲は 彼らに とって 一 つで ある。 

正義の 神と 惡 魔と、 罪人と 審判 者と、 主我 的と 獻身 的と、 靈と 肉と、 11 すべて これらの 對 

立 は 我々 の 神話に は 見出せない。 ある もの はた 天 K なる 自然 性の みで ある。 . 

が これらの 祌話を 一 つの 動機に よって まとめた 「神代 史」 にあって は、 顯 著な 一 つの 對 立が 

昆 出される。 それ は 「服從 する もの」 と 「服從 せざる もの」 との 對立 である。 

一信 仰と 神話  三 八 一一 一 
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祌話發 生の 當時旣 に 君主 崇敬が 存し たこと は 疑 ひの ない 事實 であらう。 だから 皇祖 神と して 

の 夭 照大御 神、 神威の 象徵 たる 三種の神器、 神 的の ものと しての 皇室の 位 a、 など は、 むしろ 

祌 話よりも 古い。 しかし 個々 の 神話 は、 この 神聖な 樓 威と 獨 立に 發生 する こと も出來 た。 然る 

に 今や 神代 史が 皇室の 由來、 國家 組織の. S 來を說 かう とする に當 つて は、 個々 の祌話 はこの 視 

點の 下に 統一され なくて はならない。 こ 、に 於て 皇室の 神威 は、 個々 の 神話に 對 して 價 値の 標 

準になる。 この 神威に 服從 せざる もの はすべ て惡 なので ある。 

造化 神た る ィザナ ギィザ ナミの 命 は 神々 の 祖先で あるが 故に、 (，§ ち 「服從 する もの」 と 「せ 

ざる もの」 「支配者」 と 「服 恩 者」 の いづれ を も 生み出した 神で あるが 故に、) 右の 評 價には 縛 

られ ない。 しかし 皇祖 神が 現 はれた 後に は、 すべての 祌 はこの. 束縛 を 受ける。 スサノ ヲの命 は 

その 不從 順の 故に 惡 である。 さばえ なす 神々 も その 不從 順の 故に 惡 である。 使命 を 怠った 若 日 

子 も その 不從顺 の 故に 惡 である。 それに 反して 皇祖 神の 命 を 忠實 に 行った 神々 は、 謹す ベ き 

蕃き 神で ある。 大國 主の 祌 もまた その 從 順の 故に 善き 神と せられる。 

こ&に 我々 は. W 惡 よりも  一 ^根源 的な 價 値の 標準 を 見出す ことが 出來 る。 これ は 他の 語で 云 


へば 全體 性の 權 威への 服 屬と 否と である。 人倫の 最も 深い 原理 はこ、 に 神話 的に 把捉され た。 一 

そこに 上代 人の 國體觀 念 も 明かに 現 はれて ゐる。 「日本 國は 皇祖 神の 命に よって その 統治者 を i 

定められて ゐる。 それ は 現 御 神と しての 萬 f 一系の 天皇で ある。 だから 皇室に は 神威が ある。 

不從 順な もの は その 神威 を 清す ので ある。」  ^ 

我々 は 神話に 於て 「自然 兒の 神化」 を 見た。 神代 史に 於て は 「皇室 尊崇の 宗教」 を 見る。 こ.： 

の 兩者は 明確に lEil 別し 得べき ものである。 殊に この 後千數 百年の 文化が、 その いづれ をい かに 一 

活かした かに 於て、 ー曆 相違が 著しい。 前者 は 早くより その 形 を 失った。 しかし その 生命 は フー 

H  二 ックス の 如くに 幾度 か 新しい 姿に 宿って 蘇った。 後者 は 萬 世 一系の 事實が 示す 如く 曾て 1 一 

度 も その 形 を 失った ことがない。 しかし その 內容は 幾度 か變 つた。 德川 時代の 古道が その 素扑 

な 內容を 取り返した 後に-^、 旣に 明かな 變遷が ある。 この 相 遠 は 注意すべき ものである。 前者 

は、 人生 觀を色 づける 內的 傾向と して、 異 つた 形式の にも 生き 綾け ると ころに、 その 特殊な： 

意味 を 持って ゐる。 が 後者 は、 か k る內容 とは關 係な く、 萬 不動の 神聖な 傳統 として 「我 國ー 

體の 精華」 を 維持し 得た ところに、 その 重大な 意義 を 持つ ので ある。  一 
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皇室 尊崇の 宗教 は、 全體 性の 權成を 確乎と して 把握した 點に 於て、 不動の 意義 を擔ふ もので 

あるが、 しかし その 表現に は 上代 人の 素朴な 信仰の 反映が 含まれて ゐる。 だから この 素朴な 世 

界觀を その ま k 復舆 しょうと した 德川 時代の 神道 家 は 「不合理な るが 故に 信ずる」 とい ふ絕對 

歸 依の 態度 を 取らなくて はならなかった。 その 最も 著しい 例と して は 本 居 宣長を 舉げる 事が 出 

來る。 彼に とって は 神代 史の 批評 は 神威の 冒 澄で ある。 德川 時代の 學 者が 旣に 試みた 神代 史上 

代史の 合理的 解釋 —— 例へば 神代の 百 七十 九萬餘 歳と いふ 如き を 論ずる に 足らざる 虚妄と し、 

地 神 五代の 初 を西漢 (前 二 世紀) に當 て、 神武 紀元 を 六 百年 短縮し、 1K 孫 を 海外よりの 渡來者 

と 十る、 とい ふ 如き 解釋、 卽ち 明治時代の 史學 者が 保持した と 同種の 解釋 11- は、 彼の^に は 

からぶ み-. てろ 

「漢 意 の 小 ざ かし さ」 「皇統 を卑 めんがた めの 作り事」 に 過ぎなかった。 神代の 神秘 は 人智 

の 測り 知るべき でない。 神代の 古さ は 百 七十 萬 年 はおろ か、 幾 百 萬 年で あるか も 解らない。 僅 

か- 一三 千年の 年月 を 古いと 思 ふ 漢土の 歷史の 如き は、 絡對 にこ 、 に 比せら るべ きもので ない C 

夭 照 大御祌 誕生の 地と して 莴國に 冠たる 神國 であるが 故に、 日本の みは 1K 地 初 發以來 の 眞事實 

を傳 へ て， Q るので ある。 その 眞事 實に對 して 人智が 不合理 を 感ずる の は 畢竟 人智が 神 に對し 


て 無能力 で あ る 事を嗥 露す るに 過ぎぬ。 かくて 神代 史は 神秘 の 啓示 書と して 我々 の 上に 掛 つて 

ゐる。 懐疑 は 絕對に 許されない。 天 照大御 神が 太陽であるなら ば、 この 神の 出生 以前に は、 石 

屋戶 籠りの 時と 同じく、 世界 は 闇でなくて はならぬ、 とい ふ 抗議に 對 して 彼 は 答へ る、 この 祌 

が 太陽で ある こと は、 紀 記に 明かに 記されて ゐる。 また この 神の 出生 以前に 世界が 聞で なかつ 

たこと も、 記紀に 明かに 記されて ゐる。 それ を 疑 ふの は 疑 そのものが 問 違で ある。 勿論 この 疑 

は 合理的で あるか も 知れない。 然し それ は 子供に だって 考 へられる 理窟で ある。 もし 神代 史が 

人間の 造った ものであるなら、 子俱 にだって 解る やうな 不合理 を 入れて 置く 害がない。 だから 

この 解り 切った 不合理 を 含んで ゐる 所に、 祌代史 が 人間の もので ない 所以 は存 して ゐ るので あ 

る。 この種の 神秘の 記 錄に對 して は、 人間の 智慧 は 謙遜に ならなくて はならない。 人智の 力 は 

程度の 知れた ものである。 人智に よって 測り 得られぬ もの は 我々 の 眼前に も無數 にころ がって 

ゐる。 手近い 例 を 「大地」 に 引く。 もし この 大地が W 球であって 空中に か \ ってゐ ると すれば 

何故に 落ち行かない のか。 それ は 知り 難き 不可思議 である。 知力 は 頼りに はたらない。 

明かに 本 居 は 宗敎的 情熱 を 以て 神代 史を 信じて ゐ るので ある。 しかも 彼 は その 發 達した 知力 

一信 仰と 神話  一一 一八 七 


第五 章 上代の 宗 敎道德 美術  三 八 八 

を 以て 素朴な 上代 人の 信仰に 歸 つて 行かう とする ので ある。 そこに は 「驚歎の 感情」 の 復活が 

ある。 神秘の 前に 人知の 殼を 破らう とする 正しい 情熱が ある。 その 心の 態度に 對 して は 尊敬 を 

惜しむべき でない。 しかし 我々 は 直ちに 彼の 信仰に 同ずる ことが 出來 るか。 「太陽」 が 眞に天 

照 大御祌 であり 皇祖で ある こと を 信ずる ことが 出來 るか。 恐らく それ は 現代人に は 困難で あら 

う。 しかし また、 太陽 を 直ちに 天 照大御 神と して 信じ 得なければ、 皇室の 神聖な 權 威が 倒れる 

とい ふわけ ではない。 神代 史の說 いた 天皇の 神聖 性 は、 素朴な 上代 人の 驚歎の 感情 を 通して 自 

覺 せられた もので は あるが、 しかし その 射當 てて ゐ るの は 人倫の 深い 根祗 である。 だから この 

素朴な 通路 を 別にしても、 その 根本的な 意義 は變ら ない。 だから こそ 儒 敎ゃ佛 敎の盛 行に 拘ら 

ず、 神聖な 傳統は 力強く 生き 綾け たので ある。 のみならず 儒敎ゃ 佛敎が この 神聖 性の 中に 攝取 

され、 その 內容 として 活かされ さへ もした ので ある。 この 點に着 n すれば、 後代の 「皇室 尊崇」 

が、 上代 人 或は 本居宣 長の それと 異 つて ゐても 不思議 はない。 さう して その 異 つた 內容 は、 現 

代に 於て は、 憲法の 條文 ゃ敎育 勅語のう ちに 見出され るので ある。 この 現在の 內容が 上代の そ 

れと いかに^だ しく 異 つて ゐ るかに 就て は、 何人も その 眼 を閉づ べきで ない。  」 


二道 德 思 想 

日本 民族 固有の 道德を 神代 史ゃ 上代 史 から 引き出さう とする 企てが ある。 それ は 果して 可能 

であらう か。 

各々 の 時代 は その 時代 特有の 道德 思想 を 持って ゐる。 各々 の 民族 も その 民族 特有の 道德 思想 

史を 持って ゐる。 これ は 疑の ない 事實 である。 然し 人倫の 道 は 時と 所 を 絶して 寓 人に 通用す る 

ものでなくて はならぬ。 從 つても し 道德が 人倫の 道 を 意味す るなら ば、 「或 民族に 特有」 の 道 

德 はあり 得べき でない。 たと ひそれ が 「或 民族」 に 根深く 存在 するとしても、 人倫の 道で ある 

限り は、 その 民族に 特有で はなく して、 人類に 共通すべき ものである。 またもし 道德 が、 人倫 

の 道の 自覺 形態と しての 道德 思想 を 意味す るなら ば、 この場合 にも 「日本 民族 固有の 道德」 な 

る もの は存 しない。 日本 民族 は 目 ざまし ぃ歷 史的 發展を 示して ゐる 民族で あるから、 或る時 代 

の 思想に 固着したり など はしない。 しかし 「古代 日本 民族 固有の 道德 思想」 は、 明かに 存在す 

二 道 德 E.^ 想  三 八 九 
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る。 それ は 「王朝 時代 日本 民族 固有の 道德 思想」 や、 「武家時代 日本 民族 固有の 道德 思想」 な 

どと 共に、 その 時代の 日本人の 生活から 特殊な 性格. を與 へられて ゐる ものである。 

いづれ にしても 日本 民族 固有の 道德を 神代 史上 代史 から 引出す とい ふこと は 不可能で ある。 

そこから 引出される もの は 「古代 日本 民族 固有の 道德 思想」 でなくて はならない。 この 古代 日 

本人の 道德 思想 は、 或 意味で 現代の 道德 思想よりも 優れて ゐる。 もし そこに 古代への 鄉 愁を感 

ずる 人が あると すれば、 自分 もまた 或 意味で 赞成 する。 しかし その 鄕愁が 何 を 意味す るかに 就 

て は、 以下に 說く ところに よって 十分の 了解 を 得て 置かなくて はならぬ。 

旣に觀 察した 如く、 神話には^.__:祌と惡神の對立がなぃ。 この こと は 直ちに、 行 爲の道 德的評 

價に 於て、 善と 惡 との 對 立の ない こと を 意味す る。 卽ち 上代 人 は 「善惡 の 彼岸」 にゐ たので あ 

る。 こ k に 上代の 道德 的評價 意識の 第一 次の 特徴が ある。 

神話 は 「自然 兒の 神化」 であった。 その 如く 道德的 評惯に 於ても 「自然 性の 無 條件的 肯定」 

が 見られる。 人間の 自然 的 性質に 基く もの は、 いかなる 衝動、 いかなる 欲望で あっても、 その 


ま 、に 非と すべきではなかった。 然るに 上代 人 は >  その 單 純な 心 生活の 故に、 極めて 容易に 或 

衝動 或 欲望に その 全人格 を 集中す る ことが 出來 る。 そこに 於て は 彼の 人格 は、 一 つの 衝動 一 つ 

の 欲望に 化し 切る ので ある。 從 つて 彼らの 行爲 は、 本來 非と すべきで ない 自然 性 そのもの とし 

て 現 はれる。 どの 行爲も 同じ やうに 無邪氣 なので ある。 スサノ ヲの命 は、 手足の 爪を拔 かれて 

天から 逐 はれた 時に、 食物 を 惠んで くれた 大ゲ ッ姬 を、 その 貪 物の 穢 さの 故に 殺戮した。 食物 

の據 さに よって 侮辱 を 感じ、 その 侮辱に 對 する 烈しい 復響 欲に 燃えた ので ある。 がその 同じ ス 

サノヲ の 命 は、 大蛇の 犧牲に 供せられ ようとす る クシ ナダ姬 の 生命 を 救 ふために、 大蛇 退治の 

冒 險を敢 てす る。 他の 生命 を 尊重す るが 故に 全然 沒我 的になる ので ある。 が この 二つの 行爲に 

於て スサ ノヲ の 命 自身の 心情に は 何ら 異る ところがない。 彼 は 善惡の IE! 別 を超脫 して ゐ るので 

ある。 

上代 人 は 右の 如き 神 を 描いた。 さう して それ は 彼らが あらゆる 神々 と 人間の 事蹐を 物語る 場 

合の 態度で ある。 スサノ ヲの命 は 親ィザ ナギの 命に 對 して 不孝であった。 夫婦 唯 兄弟" は 

祌々 や 皇族の 間に 盛んに 行 はれる。 幾人 かの 天皇が 父- 大皇の 后を娶 らうと せられ、 或は 娶られ 
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る。 これらの 「親不孝」 「夫婦の 不和」 「兄？ R の不 友」 「長幼の 無 序」 などの 現象 は， 後代の 道 

德 思想に 於て 最も 非難す ベ きものと せられて ゐ るに 拘ら ず、 神聖なる 神々 の 行 爲 として 物語ら 

れてゐ るので ある。 

もとより これらの 行爲 は、 それによ つて 直接に 害 を 受ける 側から 見れば、 悪で ある。 しかし 

その 惡は 害惡 或は 禍害な のであって、 行爲 の道德 的非價 値な ので はない。 

この やうな 善悪の 彼？， t は、 祌代史 によって 「國民 道德」 を樹 てようと する 企てに 對 して は、 

最も 不利な ものである。 が德川 時代の 國學者 はこの 點 について 明かな 眼 を 開いて ゐた。 彼ら は 

神代 史 から 善惡の 道德を 引き出さ うと はしなかった。 祌々 の 行 爲には 確かに 惡も ある。 しかし 

神々 は 善事に まれ 惡 事に まれ r 眞心」 に從っ て 行 ふ 故に、 すべて その ま、 でい、 ので ある。 祌 

神の 行爲は 善惡 の 彼岸に 於て 神聖な ので ある。 この 見解が 普遍的な 蕃惡 の 道德 を 說く者 の 祝 と 

相容れな いのは 當然 であって、 そこに 神道と 儒 敎道德 との 明かな 抗立を 引き起した。 

その 例と して 自分 は 本居宣 長の 「葛 花」 を 引かう と 思 ふ。 この 論戰に 於て は、 皇室 尊崇の 熱 

烈な 使徒た る宣長 は、 云 は、 官憲に 反抗す る r 危險 思想家」 の 立場に あり、 聖人の 道 を說く 


「まがの ひれ」 の 作者 市 川 匿 は、 官憲の 庇護の 下に 立つ 「健全な 思想家」 の 立場に あった。 こ 

の關 係が 現在と は 正に 逆で ある こと を 注意して 置かなくて はならぬ。 

「まがの ひれ」 の 作者の 主張 はかう である。  • - 

—— 「上代 ノ 古事 ハ後ノ 天皇 ノ御盧 二 令 成 ツル 秘事」 に 過ぎぬ。 天 照と いふ 名 も 太陽から 聯 

想して つけた 名であって、 太陽が 卽ち 神な ので はない。 我國の 上代 は、 神代 史に說 く 如き もの 

ではなく、 寧ろ 今日の 蝦夷の 如き 献 態であった らう。 その後 聖人の 道も傳 はり、 天皇が この 道 

によって 政治 を とられる 様になって、 初めて 秩序 ある 國家 となった ので ある。 宣 長が この 事實 

を 無視して 日本の み を 特異な 祌國と 云 ひなす の は S 當 でない。 學 者の 勤むべき は、 萬國萬 人の 

規範た るべき 「道」 を學 ぶこと になくて はならぬ。 いかに 特異な 所が あらう とも、 道に 適って 

ゐ なければ 取る に は 足りない。 もし 優れたと ころが あれば それ は 道に 適って ゐ るからで ある。 

歷代 天皇の 御 聖德も 皆 この 「道」 を體 現せられ たと ころに ある。 道に 適 ふ 故に 「御 聖德」 なの 

である。 宣 長の 如く 道 を K すの は 同時に 御聖德 を贬す ことにな り はしない か。 天 照大御 神の 祌 

勅 ゃ歷代 天皇の 詔勅 は、 すべて 聖人の 道を說 かれて ゐ るが 故に 尊い。 聖人の 道が 貶さるべき も 
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のなら ば、 これらの 詔勅 もまた 贬 さるべき である。 宣 長が 道 を 斥けつ、 神代 を 嘆賞す るの は、 

反って 皇德を 損 ふ 所以で あらう。 「せ，： 惡ノ論 ヲ捨テ 畏敬 奉ル ハ、 タ> 妾； t ノ道ナ リ。」 「サ レ バ 

大 神モ、 天皇 惡シ ク坐ス トモ、 ソノ 詔必ゥ ケ給ハ ルべ シト ハ リ給ハ ヌヲ ャ。」 善惡を 忘れて 

た 5. 畏敬せ よと いふ は 正しく 「道 ヲミ ダル 狂言」 である。 「抑 モ御國 ノ迦微 トイ フ言 ハ、 上代 

二 ハ凡テ 物 ヲ呼ブ 名 二 テ、 …… ソ ノ所爲 、ノ タ、 *1 ヲ治ム ベ キ道ト ス ルニモ 足 ラザル モノ ナリ。 

やば やひ 

神 ノ字ニ 迷ヒタ ルナ ルべシ o」 上代の ゆ 一 母との 婚、 異母 兄弟の-:^、 姑 甥の 婚 たど は、 後代の 範 

となる こと は 出 來， ない。 人倫の 敎 あって 初めて 「人島畜生島ノ！^サ」 が 別れる ので ある。 

右の 主張 は 一 面より 見れば 確かに 正しい。 神々 の 行爲に 「日本 民族 固有の 道德」 を 見出さう 

とする 立場 は、 旣 にこ k に 於て 破られて ゐる。 しかし この 主張に は 善惡の 彼岸に ついての 理解 

がない。 論者 は 善惡の 此岸に 於て 「t; 惡の論 を t= てた」 境地 を 論じて ゐる。 上代 人の 心 生活が 

德川 時代の それと いかに 相 遠す るかと いふ 如き こと も、 彼に は 全. 然問题 でない。 官： 長 はこの 點 

に 眼 を 開いて ゐた。 彼 は その 「眞 心」 とい ふ 概念に 於て 誇惡を 超えた 『人倫』 の 問題 を 射 あて 

てゐ る。 た それ を 純粹に 倫理 學 的に 展開せ ず、 寧ろ その 宗敎的 情 熟に 賴 らうと したと ころに 


彼の 主張の 弱點が ある。 彼の 辯较は 次の 如くで ある。 

—— まのあたり 天 照大御 神の 大御光 を 頭上に 顶 きながら， 「太陽 は 神で はない」 と は、 何と 

たは， 一と 

いふ 恐れ多い 邪 說ぞ。 汝等懦 者の 心に は 漢籍の 毒酒が 泌み 1 つて ゐる。 まづ その 狂へ る 醉ひ心 

を酲 まして 己の 云 ふこと を聽 け。 上代の 古事が、 後の 天皇の 御 慮に 成り、 その 天皇が 聖人の 道 

を體 現して ゐられ たと すれば、 祌代史 に は 何故に 聖人の 道に 違 ふこと が 書いて あるの か。 道に 

違 ふこと を 攻撃した いならば、 後の 1K 皇 の御盧 云々 は 撤！： するがよい。 我 上代に は、 たと ひ 文 

まさ 

字 はなく とも、 萬國に 優れる 言 靈の德 によって、 天地 初 發以來 の 眞事實 を 誤 まらずに 傅へ てゐ 

るので ある。 從 つて 天 照 大御祌 が 日本に 生れられた 日の 神で ある こと は、 疑 ふ を 許さぬ 第一 の 

事實 である。 この 神國を 蝦夷に 比し、 聖人の 道に よって 初めて 秩序 ある 國家 となった、 と說く 

如き は、 .胃濟 の 限りと 云はなくて はならぬ。 皇國は 1K 照 大御神 以來、 せ 内國に 優れて 德に充 ちた 

國 である。 最初より 秩序の ある 國 である。 さう して その 秩序 は贫て 破られた ことがない。 その 

證據に 天神の 皇統 は 連綿と して 綾き、 天神の さ づけ 給へ る 神鏡 は歷 然として 残って ゐる。 然る 

に 漢國は 盗賊 多き 國、 君臣の 道の 定まらぬ 國 である。 臣下が 帝王 を 殺し、 帝王が 匹夫の 女を娶 
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り， 人臣 は 狡猾 を 競 ふ。 聖人の 如き も、 狡智 あるが ために 人 を 欺き その 尊敬 を 掠め取った 盜贼 

に 過ぎぬ ので ある。 孔子 はや、 難が 少ない が、 孟子の 如き は 王道 を ロ赏に 諸國の 謀反 を勸 めて 

歩いた。 ？ お 武 同前の 大惡 人で ある。 聖人の 道 はこの 種の 惡 人の 自己 辯 解に 過ぎない。 だから 聖 

人の 道が あるに 拘ら ず、 いかなる 國 も亂臣 賊子に 滅ぼされる。 さう いふ 國の 聖人の 道が、 いか 

にして 萬 世 一 系の 國體を 造り 得よう。 こ 、 に 於て 皇國の 優れた 特徵は 一 點の疑 を も 許さない。 

II 論者 は 「道」 を學 ぶの が學 者の 勒 めだと いふ。 しかし それ は 外國の 「聖人の 道」 のこと 

であらう。 皇國の 神の 道に 心 を 向ける ものが、 どうして 戎狄 の賊の 道に 心 を 向け 得よう。 また 

論者 は 道が 「萬 國萬 人の 規範」 だとい ふ。 しかし 聖人の 道 は 自國を さへ 治める ことが 出來 なか 

つたで はない か。 それに 反して 皇國の 神の 道 は、 上代より 今に 至る まで 天下 を 治め 通した。 皇 

統 連綿の 事實 がその 證據 である。 たと ひこれ が 「道」 とする に 足らぬ もので あらう とも、 天下 

まが 

治りて 失な くば、 K: の 善き 道で ある。 後世 日本に 亂 多き は、 異國の 道の はびこれる 故に 禍っ日 

祌 のおが 現 はれた のであって、 神の 道の 故で はない。 

11 論者 はまた 詔勅が 聖人の 道を說 いて ゐ ると いふ。 しかし それ は 言葉 を借リ 


て、 聖人の 道を說 いて ゐ るので はない。 上代に は 忠孝 禮儀 等の 曾 葉はなかった が、 行爲は あつ 

た。 また 論者 は 善 惡を拾 てること を 批難す る。 しかし 人心の 善惡は 神の しわざに 基く ので あつ 

むすび  みたま 

て、 必ずしも 禍っ日 祌が惡 心に 乘 ずるば かりで はない。 人間に は 皇產靈 の 神の 御靈 による 生得 

の 「眞 心」 が ある。 その 眞心 は智愚 巧拙 善惡 などの 種類に 別れて ゐる。 それに 從 つて 行へば、 

善事 も 惡事も 皆 共に その ま、 でい、 ので ある。 なほ 婚姻の 論の 如き は漢 國の惡 風俗に かぶれた 

論であって 顧る に 足りない。 

以上の 論駭の 第一 段に 於て 宣長は その 宗敎的 情 熟 を 披瀝して ゐる。 さう して それが 我 國體と 

密接に 關係 する ものである こと を 示して ゐる。 こ、 に 神道の 祭政 一 致 的 傾向が 著しく 顯 はれ 來 

るので ある。 從 つて 第二 段に 於て は、 「道」 の 意義が 國 家に 卽 して 理解 せられて ゐる。 「天下 を 

治め 得る 道」 でなければ 道で はない。 神の 道が 天下 を 治め 得た こと は 「皇統 連綿」 の事實 によ 

つて 明かで ある。 だから 皇國の 「道」 は、 人間の 行爲の 道德的 意義 を 「天皇へ の 順從」 とい ふ 

根源に 歸 せしめる ので ある。 天皇の 神聖なる 權威は 無限に 深い 全體 性の 權 威に 他なら ない ので 

あるから、 この 全體 性へ の 歸屬が 道の 大本な のであって、 逆に 道に 適 ふが 故に 天皇に 順從 する 
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ので はない。 こ、 に 宣長は 道が 人倫 的 組織の 理法た る こと を 十分 見ぬ いて ゐ るので ある。 然し 

宣長は 聖人の 道と 雖 同じく 人倫 的 組織に 卽 する ものである こと を 見ようと しなかった。 だから 

「まがの ひれ」 の 著者が 聖人の 道を恰 かも 超歷 史的な 普遍的法則で あるかの 如くに 說 いて ゐる 

誤謬 を 指摘す る ことが 出來 なかった ので ある。 第三 段に 至って その 缺陷が 正面へ 現 はれる。 彼 

は 神の 道が 善惡 の 彼岸で ある こと を 大膽に 認め てゐ るが、 しかし 善惡 の 彼岸な る 神の 道が 何故 

に 儒敎の 道よりも 優れたる 道で あるか を 十分に 論證し 得なかった。 彼の 指摘す るの はた， V 日本 

の 政治が 漢土の 政治よりも 優れ、 日本人の 實 生活が 漢人の それよりも 平和で ある こと、 日本に 

道德の 「敎」 がた くと も 德の實 行 は 漢土よりも 進んで ゐる こと、 などで ある。 宣長は それによ 

つて、 善惡 批判の 立場よりも  一 I 深い 人倫の 立場が こ 、にある こと を 云 ひたかった ので あらう 

が、 それ は 十分な 表現に 達しなかった。 從 つて 全體 性への 服屬 とい ふ 人 問の 根本的な 道が、 五 

倫の 道德に 於て よりも 淸明 心の 道德に 於て 一 暦 深く 自覺 せられて ゐる t. いふ こと を、 理論的に 

展開す る こと も 出来なかった。 

が この 議論の 勝， 収 はとに かくと して、 神の 道と 聖人の 道との 對 立が 「善悪の 彼 1::1LJ と 「普遍 


的な 善惡の 道德」 との 對立 として 現 はれて ゐ るの は 注意すべき ことで ある。 宣 長の 思想が 徹底 

的で ない にしろ、 古神 道と 儒 敎道德 との 結合に 腐心した 學者 に比べれば、 彼の 眼 は 確かに 曇つ 

てはゐ ない。  ■ 

人性の 自然と して 存 する もの は、 たと ひ 吉凶 禍福の 意味に 於て 善惡 であると しても、 道德的 

に は 善惡の 差別 はない。 然し この 事 は 上代 人が 人倫の 道 を 知らなかった とい ふ 事で はない の で 

ある。 上代に つみと 呼ばれて ゐる ものが この 事 を 示して ゐる。 つみとして 數 へられる もの は、 

あ はな 

畔 放ち、 溝 埋め。 

屎戶、 (白人、 胡久 美。) 

いくは だ だち 

生剝、 逆 剥。 (生 膚斷、 死 膚斷。 ) 

上 通 下 通婚。 (己が 母 犯せる 罪、 己が 子 犯. せる 罪、 母と 子と 犯せる 罪、 子と 母と 犯せる 罪。) 

馬婚、 牛婚、 鶴婚、 犬婚。 (畜 犯せる 罪。) —C 記、 傳卅。 括弧內大祓^1。) 

の 如き 五 種で ある。 第一 の畔 放ち、 溝 埋め は、 高天原に 於け るスサ ノヲの 命の 亂 行の 最初に も 

二道 德 思想  一 一一 九九 


垂 I 


笫五章 上代の 宗 敎道德 美術  四 〇〇 

舉 げられ てゐ るが、 かう いふ 一 見 些細な 所行が 非常に 大きい 罪と して 數 へられて ゐる こと を、 

我々 は 特に 注 n しなくて はならぬ。 これらの 所行 は、 共同お 力 働に よって 灌漑の 設備に 努力した 

水田 耕作の 農村 を 背景と しなければ 理解 せられぬ ものである。 畔を 壌し 溝 を 埋める こと は、 こ 

の 耕作の 秩序 を破壞 し、 農村 共同 體を 危殆なら しめる。 從っ てこれ は 叛逆 罪に も相當 する ほど 

の 大罪な ので ある。 たと ひ 外的 には子 供ら しい 些細な ことで あっても、 全體 性への 背反， を 示す 

點に 於て は、 非常に 重大な 所行と 云へ る。 第二の 屎戶 もまた スサ ノヲの 命の 亂行の 一 つで あつ 

て、 寄生虫 や 微生物の 多い 我國 にと つて は 極めて 意義深い 罪で ある。 衛生的な 意義 を擔 つた 行 

爲の 仕方が 神の 命令と して 立てられ るの は 我國の 神話に 限った ことで はない が、 こ、 に 問題と 

せられる の は、 己れ の 生命 を 安全に 守る ための 行爲の 仕方で はなく して、 一 つの 部落 或は もつ 

と廣ぃ 社會の 安全 を 目 ざした ものである。 この 點 から 見れば、 糞便の 始末に ついての 一定の 行 

爲の 仕方 を 破る こと は、 社會の 安全 を 脅かす ことに 他なら ぬ。 第三の 生 剝逆釗 は 家畜な どに 對 

する殘^11?な行爲でぁる。 スサ ノヲの 命の 亂 行に 於て はこの 行爲が 最も 重い、 許すべからざる 罪 

とせられ たが、 かし それ はか、 る 行爲を 以て 神聖なる もの を胃濟 したから であって、 この 行 


爲自體 が 第 一 、 第二の 罪より 重い罪で あると は 見られぬ。 第 四の 上 通 下 通^ は 婚姻 關 係に 於け 

る タブ ー であり、 第五の 獸婚は 性行 爲の タブ I である。 いづれ も 人倫の 秩序 を亂す ことの 最も 

甚し いもので ある。 

これら は 明かに つみで あり、 就 はるべき ものである。 さう して そのつ みなる 言葉に は 漢字 

「罪」 が當 てられて ゐる。 それら は全體 性への 背反で あり、 或は 人性の 自然に 悖る が 故に 非と 

せられる のであって、 惡な るが 故に 罪と せられる ので はない。 通例 惡 行と 考 へられて ゐる 殺人 

竊盜の 如き は、 つみの 內に數 へられて ゐ ない。 

しかし 全體 性への 背反 や 人性の 自然に 悖る 行爲を 罪と して 非認 するとい ふこと は、 旣に爲 す 

ベ き 行 爲と爲 すべ からざる 行爲 との 差別が ある こと を 意味す る。 爲 すべ き 行爲は 善き 行爲 であ 

り、 爲 すべから ざる 行 爲は惡 しき 行爲 であって、 善惡の 差別 は 明白に 存す るので はない か、 と 

人 はいふ かも 知れない。 勿論、 善と 惡 との 意義 を 右の やうに 規定 すれば、 その 差別 は 認められ 

てゐ る。 然し 上代 人 は 果して 或る 行爲が 「爲 すべき」 であるが 故に 「善き」 行爲 であると いふ 

如き こと を考 へたで あらう か。 或は また 逆に 或る 行爲が 「善き」 行爲 であるが 故に r 爲 すべき」 
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であると 考 へたで あらう か。 我々 はさう いふ 聯關を いづれ も 認める こと は出來 ぬ。 總 じて 上代 

人が 「よし」 「あし」 と 呼ぶ もの は、 必ずしも 善惡の 語と 相 覆 ふ もので はない ので ある。 

現在の 字書の 記す る 所に よれば 、「よし」 「よろし」 等の 語が 意味す ると ころ は、 好、 佳、 

美、 吉. 嘉、 貴、 可、 易、 善、 良、 等で ある。 また 「あし」 「わろ し」 等の 語が 意味す ると こ 

ろ は、 不好、 不佳、 醜、 凶、 卑、 不可、 難、 惡、 不良 >  等で ある。 これらの 用法 は 平安朝の 文 

藝に 明かに 現 はれて ゐ るが、 記紀に 於ても 大體 相違 はない と 云って よから う。 さう すると 「よ 

し」 「あし」 の 語 は、 單に 行爲に 於ての みならず 人生と 自然の 全體に 於て、 「望ましき もの」 と 

「望ましから ざる もの」 と を 現 はすと 見られる。 

然 らば この 「よし」 「あし」 が 特に 行爲 にの み 限定して 用 ゐられ る 時には 何 を 意味す るか。 

よき 行爲 は、 好き、 美しき、 吉き、 貴き 行爲を 意味し 得る のであって、 必ずしも 善き 行 爲とは 

限らぬ。 さう して 上代 人が、 いかなる 行爲を 好き：；；： 爲、 美しき 行爲、 貴き 行爲と 見た かに 就て 

は、 上代 人が その 願望 を 結晶 させた 物語の 主人公に 於て、 明かな 證據が 見られる。 

まづ祌 代史の 主神、 天 照 大御祌 を 例に 取る。 太陽 は 光明の 源^、 あらゆる 美の 源泉 


だから 國土 創造の 神 は、 「吾 御子 多に あれ ども、 かくば かり 貴き 御子 は あらず」 と-幼、 へ た。 か 

くの 如き 神の 行爲 はまた すべ て 美しく 貴き ものでなくて はならぬ。 大 神はス サノヲ の 命の 上天 

に 際して 「我 國を奪 はむ とする 不善 心」 を 推測 せられた。 {ー且 長 はこれ を 「うる はしき 心なら じ」 

と讀 ませて ゐる。 同じ こと はまた 「邪心」 と 書かれて ゐ るが、 これ も宣 長に よれば 「きたなき 

心」 である。 それに 對 して 大神 は、 雄々 しく 武装して、 「いつの をた けび 踏みた けび」 つ 、、 

向 ひ 立 たれた。 これ は 大祌に ふさ はしい 美しく 貴き 行爲 である。 (然 らば 脅威 を 前にして 窗ひ 

立つ ことの 出來 ない 臆病 は、 醜く 卑しき 行爲 でなくて はならない。) 次で 安の 河原の 誓に 勝つ 

たスサ ノヲの 命が、 亂行を 以て 大祌を 苦しめた 時に、 大祌 は、 r 醉 つてした の だら う」 とい ふ 

様な 寛容な 同情 を 以て、 その 行爲を 咎められなかった。 これ もまた 大 神に ふさ はしい 美しく 貴 

き行爲 である。 (然 らば 同情な き 不寛容 は 醜く 卑しい。) がスサ ノヲの 命の 亂行は 遂に 度を過ご 

した。 大神は 怒って 岩屋 戶に 籠られた。 美の 神の 隱遁は 世界 を 醜 化する。 世界 は 不幸になる。 

然し 大神 はこの 不幸 を敢 てしても 怒るべき 時に 怒られた。 こ れ もまた 美しく 貴き 行爲 である。 

(然 らば 過度の 寛容、 怒るべき 時に 怒らたい こと は、 醜く 卑しい。) また 大神 は、 安ノ 河原に 八 
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百 萬 神 を 集へ て 事毎に 協議せ しめられる。 さう して その 議決した ところ を 行 はれる。 これ も 君 

主としての 大祌の 美しく 貴い 行爲 である。 (然 らば 專權獨 裁 は 君主の 行爲 として 醜く 卑しい。) 

右に よって 見れば 美しく 貴い 行爲と は、 「fs? 氣」 「寛容」 「怒るべき 時に 怒る こと」 「衆議に 從 

ふこと」 の 類で ある。 上代 人 は これら を 必ずしも 善き 行 爲とは 見て ゐ ない。 丁度 天 照大御 神が 

貴く 美しい 祌 として 尊崇せられ ながら、 善 神と は 呼ばれて ゐ ないやう に、 行 爲の貴 さの 方が 行 

爲の善 さより は 重大で あつたので ある。 

この種の 價値 意識 は 英雄の 物語から いくつで も 見出す ことが 出來 る。 我々 はこ、 に 一 つの 民 

族 的 特徵を 認め 得る と 思 ふ。 

自然 兒が 何處に 於ても さう である やうに、 我 上代 人 は 強き 者、 II 傲なる 者 を 嘆美した。 彼ら 

はこの 種の 人格 的 性質に 大 いなる 價値を 認め、 それに 對 して 驚歎の 感情 を 持つ ので ある。 例へ 

ば 上代 人 は、 死せ る 友の 喪屋を 蹴散らした ぁぢ しき 高彥 根の 神の 亂暴 を、 嘆美の 情に よって 描 

つか 

いて ゐる。 高彥 根の 神 は 死せ る 友と 間違 へられた の を 怒って、 十 掬の 劍を 以て 喪屋 をき り 伏せ 


を顯 はさむ」 がた めに、 

あめ  おと  あな だま は  た に ふた 

天なる や 乙 たなばたの、 うながせる 玉の みすまる， みすま， るに 穴 玉 映 や、 み 谷 二 わたら 

す、 ぁぢ しき 高豫 根の 神ぞゃ  . 

と 歌 ふ。 明かに これ は强 力に 對 する 嘆美の 歌で ある。 また 上代 人 は、 出 S の 神々 を威壓 した 建 

御 雷の 神の 事蹟 を も、 嘆美の 情に よって 描いた。 建 御 雷の 神 はいな さの 小 濱の浪 の 穂に 十 掬の 

劍を 逆さまに 立て、 その 鋒 先に 跌 坐して 出 雲の 神々 に對 する。 そこに 現 はれた 建 御名 方 は、 千 

引 石 を 手 末に 捧げる ほどの 强カ であり、 また 「誰ぞ 吾が 國に來 て、 忍びく かく 物 云 ふ、 然ら 

ば 力競べせ む」 と挑戰 する ほどの f 與猛 である。 しかし 建 御 雷の 神 は、 この 敵 を 若 葦の 如く 摘み 

ひしいで 投げ 離った。 さ う して 識訪の 湖まで 追 ひか け て降參 させ た 。 こ の 闘が 天孫の 降臨 を 

可能に する ので ある。 こ 、に は强 力に 對 する 嘆美 は 明かに 現 はれて ゐる。 

しかし これ は 我々 の 英雄の 物語に 於て 最も 著しい ものと は 云へ ない。 寧ろ 强カ は、 それが 過 

度に 現 はれる 時には、 醜い ものと せられた。 スサノ ヲの命 は 强剛な 神で ある。 しかし その r 靑 

出を枯 山の 如く 泣き. 枯らす」 とい ふ 壯大な 泣哭 は、 嘆美 せらるべき もので はなく して、 ^物の 

二道 德 思想  四 〇 五 


笫五章 上代の { 示 敎道德 美術  四 〇 六 

やま か. -!  二と ごと どよ  くにつ ちみな ゆ 

妖の 原因であった。 また、 「山川 悉に 動み、 國土皆 震る」 とい ふ 雄大な 上天 も、 光明の 神 を 憂 

へしむ るに 過ぎず、 天 上の子 供ら しい 惡戲 も、 天. 地 を 闇と する に 過ぎなかった。 かくて 過度に 

强ぃ神 は 千 位の 置 戶を負 はされ て、 高天原より 追放 せられる。 しかも そこに 「苦痛に 堪 へる 悲 

壯な 傅大」 は 認められて ゐ ない。 黄泉の 國に 於け る 彼 は、 頭髮の 中に iig- と^ 1^ と を 有する 穢ぃ 

祌 である。 卽ち 過度の 强剛 は、 追放すべき もの、 醜なる もの、 と 見られる。 

强き 者に 對 する 嘆美が 著しくない とすれば、 著しい もの は 何で あるか。 それ は 天 照大御 神に 

於て 見られる 如き 柔和なる 心情に 對 する 嘆美で ある。 もとより 上代 人 は，^ 弱 を 是認し ようと は 

しない。 過度に 走らない 限り、 氣と强 さは 必要で ある。 しかし この 者强 者が、 他 を 寛容し 

衆議に 從 ふとい ふ 如き-^ 和なる 一面 を 有する 時、 そこに 最も 嘆美すべき 英雄が 現 はれる。 その 

最も 著しい 例 は大國 主の 神で ある。 彼 は輕に i:^ を剝 がれて 泣き 苦しめる 13- を 憐れんだ が 故に、 

八十 神の 中から 特に 八 上 姬に擇 び 出された。 また 彼 は戀の 復饕を 企てた 八十 神の 奸計に、 何の 

疑念 を も 神まず して 陷る ほどの 素直な 心 を 持って ゐた 故に、 母の 神の愛と 犬 神の 恩 惠とを 一身 

に 集めて 再び 蘇生す る ことが 出來 た。 また 彼 は、 戀の 英雄で あつたが 故に、 黄泉に 於け るスサ 


ノヲの 命の 數々 の惡戲 を脫れ た。 かく 大國 主の 神 は その：^ 和な 心情の 故に 嘆美 せられる。 しか 

し 彼 は 怯 者で も 弱者で もない。 彼 は 過度に 强剛 なスサ ノヲの 命から 武器と 娘 を 盗む ことが 出來 

た。 また 彼 は その 武器 を 以て 八十 祌を 征服し、 画家 を 統治す る ことが 出來 た。 明かに 彼 は 武力 

を 以て 第一 人 者と なり 得る だけの 者で あり 强者 である。 た、.^ この 者强 者が、 その？ S と强と 

の 故に 嘆美せられ ずして、 その 愛情の 故にの み 嘆美せられ ると いふと ころに、 注目すべき 特徵 

が存 する ので ある。 かく 見れば 彼の 物語に 上代 長歌 中の 最も 優れた 八 千ォの 歌が 附 加せられ て 

ゐる こと も、 たやすく 理解せられ るで あらう。 

上代の 諸 傳說に 於ても この 傾向 は 著しい。 英雄の 大部分 は 情愛 を 解す る 優しい 心の 持主で あ 

る。 祌武 天皇に は 

葦原 の 醜き 小屋に 菅疊 いやさ や 敷きて わが 二人 寢し 

の 歌が あり、 崇神 天皇に は 人民の ための 憂慮が あり. - f.- 仁 天皇に は 皇后に 對 する 深い 愛が あり 

日本 武 尊に は數 多い 戀が あり、 神功皇 II 口に は 酒樂の 歌が ある。 應 神仁德 その他の 諸 天皇に 至つ 

て は 云 ふまで もない。 すべて これらの 英雄 は、 强者 勝利者と しての 事^に 於て よりも、 寧ろ 最 
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も 人間的な 心情 を 示す 事路に 於て、 上代 人の 嘆美 を 受けて ゐる。 

これ は 上代 人の 價値 意識の 著しい 特徵 である。 彼ら ぼ 人性の 自然より 出づ る行爲 をす ベて 是 

認 した。 いかなる 行爲 も、 眞 情の 流露で ある 限り 「惡」 ではなかった。 しかし これらの 惡 でな 

い 行 爲の內 にも 「よし」 「あし」 の 相違 は、 卽ち 「美しい もの」 と 「美しから ぬ もの」 「貴い も 

の」 と 「貴から ぬ もの」 の 相違 はあった。 さう して その 最も 美しい とせられる もの は、 最も 人 

間 的な 優しい 心情であった。 

が 上代 人 は 以上の 如き 價値 意識 を 物語の 描寫の 中に 表現した のであって、 一 つの 概念に 作り 

上げ てんる わけで ない。 だから 我々 はこ、 に、 上代 人が 善 惡の價 値に 代る ものと して 貴 さ 卑し 

さの 價値 を揭 げた、 とい ふ 風に 云 ひ 現 はすこと は-: a 來ぬ。 上代 人. R 身 はこの 憒値を 「よし」 「あ 

し」 の 語に よつ て も 云 ひ 現 はして ゐ るので ある。 

然るに 我々 は 他面に 於て # 惡の價 値に 代る 如き 他の 價 値が 明白に 揭 げられ てゐ るの を 指摘す 

る ことが 出來 る。 これ は 「淸 さ」 と 「！^ さ」 の價 値で ある。 我々 はこ、 に 「罪」 の 概念と 眞直  .^^B 


に 聯絡す る もの を 見出し 得る であらう。 

淸 さの 價値を 明白に 示して ゐ るの は 「淸明 心」 の 概念で ある。 これ は キヨ キア カキ 心と 讀ま 

れてゐ る。 淸 さは 同時に 明るさ、 明朗 性であって、 闇 さに 對 する。 汚れな く 明るい 心と、 機い 

闇い 心との 對 立が、 上代 人に とって は 根本的な 價 値の 差別であった。 

我 々はこ、 に、 罪の 意識に 於て 明かに された やうな、 全體 性への 順從と 背反、 人性の 自然に 

卽 する ものと 悖る ものの 別 を 見出す ことが 出來 る。 淸く 明るい 心と は、 共同 體の內 部に 於て ヒ 

れ， を全體 に 歸屬 せしめ、 何らの 後め たい 氣持 にも 煩 はされ ぬ 明朗な 心境で ある。 だから それ は 

同時に 和 順の 心境と も 云 ひ 得られる であらう。 それに 對 して 機い 闇い 心と は、 主我 的な 衝動に 

よって 全體 から 背き、 後め たい 氣持 によって ひそかに 心を惱 ます やうな 心境で ある。 だから そ 

れ はまた 反逆の 心境と も 云 ひ 得られる であらう。 かく 解 すれば 淸 さと 據 さとの 價値は 明かに 全 

體 性へ の 態度に 卽 して 現 はれる。 上代 人が 特に 道德 的な 意味に 於て 善 惡の語 を 用ゐる 時には、 

實 はこの 淸さ據 さ を 指して ゐ るので ある。 前に 引用した 如く、 高天原に 上り 行く スサノ ヲの命 

は 天上の 國を奪 はむ とする 「不善 心」 「邪心」 或は 「異心」 を 疑 はれて ゐ るが、 これ は宣 長の 
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解す る 如く、 「うる はしからぬ 心」 「きたなき 心」 なのであって、 この 嫌疑 を 晴らす ために スサ 

ノヲの 命の 努められる ところ は、 己が 心の 「淸 明」 (あかき こと、 きょき こと) を設 明す る こ 

とであった。 して 見る と、 全體 性への 背反に 於て 罪 を 認めた 上代 人 は、 同じく 全體 性への 背反 

に 於て 「據 さ」 を 認め、 全體 性への 順從を 「淸 さ」 「明るさ」 として 最も 貴ぶ ので ある。 

この 視點に 立って 前に 論じた 行爲の 「美し さ」 「貴 さ」 を 顧るならば、 それが 結局 同一 の 事 

態 を 指して ゐるこ と を 認め ざ る を 得ぬ で あらう。 天 照 大御神 に 於て 典型的に 示され た 寛容 や 衆 

議の 尊重 は、 いふまで もな く全體 性への 順從 を具體 的に 表現した ものであるが、 そこに 共に 示 

される？ S|J 氣ゃ 怒りと 雖、 同じく 全體 性への 順從に 外ならぬの である。 SNN;^ の 本質 は 各人が その 

持 場 を 死守す る ことで あるが、 持 場の 死守 は全體 性への 奉仕な ので ある。 神聖 性の 胃漬を 怒る 

こと は全體 性の 權 威に 對 する 北：：： 反 を 怒る ことで あり、 從 つて か V る 怒り は全體 性の 情熱と 呼ば 

れて よい。 それ は 正義の 犯さる、 を 見て 公憤 を 感ずる と 同じ 事態 を 示して ゐ るので ある。 かく 

見れば * 和 や 優し さに 於て 貴 さの 價値を 見出した とい ふ 事 は、 淸き心 明き 心に 於て 最も 賞 讚す 

ベ きもの を 見出した と い ふ 事と^ のこと ではない ので ある。  - 


ところで 上代 人 は、 全體 性の 權威を 無限に 深い 根源から 理解して、 そこに 神聖 性 を 認めた， - 

さう して その 神聖 性の 擔ひ手 を 現 御 神 や 皇祖 神と して 把捉した。 從 つて 全體 性へ. の 順從を 意味 

十る 淸明心 は、 究極に 於て 現 御 神 や 皇祖 神への 無私なる 歸屬を 意味す る ことになる。 この 無私 

たる 歸屬 が、 權 力への 屈從 ではなく して、 柔和なる 心情 や 優しい 情愛に 充 たされて ゐる ところ 

に、 上代 人の 淸明 心の 最も 著し い 特徵が 看取 せ ら れ る ベ き で あら う。 

三 造 形 美術 

佛 敎渡來 前の 造形美術 としての 自分の 視野に 入り 來る もの は、 鏡、 武具 装飾、 齋爱、 坡輪、 

石槨 壁畫、 石棺 陶椅 浮彫な どで ある。 これら はす ベ て 「美術」 として 獨 立した もので はない が、 

し かし 祭祀、 戰爭、 死な どの 如き、 上代 人に とって 最も 重大な 生活 の 契機に 關 する ものと して、 

我々 の 時代の ェ藝 品より は遙 かに 深い 意義 を擔 つて ゐる。 こ、 に 我々 の 見出す ものが、 旣に文 

藝、 宗敎、 道德 等に 於て 見出され たものと 異なって はゐ ない にしても、 なほ 我々 は それ を直觀 
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的に 見得る とい ふところに、 深い 舆味 を覺 える ので ある。 

これらの 遣 は大體 二種 類に 分つ ことが 出來 る。 一 は 鏡、 齋瓮、 武器、 柁槨 などの 如く、 玄 

那 及び 朝 の 様式 を模 做した もの、 他 は坡： t、 石槨 壁畫、 陶柁 浮彫な どの 如く、 外 來の樣 式 を 

混じない ものである。 

第一 類に 於て は 鏡が 最も 重要で ある。 しかし この場合、 我國に 於て 多量に 發 見せられる 支那 

製の 鏡 は問题 にならない。 我々 はた^ 上代 人に よって 製作 せられた 模造 鏡の みに 向はなくて は 

ならぬ。 

模造 鏡の 特徵 として は 次の 諸 點が舉 げられ てゐ る。 1 鋭利 鮮明な 支那 鏡の 文様が、 その 鋭利 

さ 鮮明 さ を 失 ひ、 圖像は 硬化 せられて 時に 全く 無意義の ものと なり、 線 は 堅さ を 失って 柔 かく 

圓 くなる。 n; 支那 鏡に 於て 或 意義 を 以て 配 別せられ た 文様が、 その 意義 を 顧慮す る ことなく 1 

様に 文様 化せられる。 £ 支那 鏡に 於て 重大な 意味 を 持つ 銘文が、 多く は 省略 せられて ゐる。 銘 

文ら しい もの を 刻んだ 場合に も、 た 字 體が模 せられた だけで、 文字に なって はゐ ない。 (富 


岡 氏、 古 鏡の 研究) これらの 特徵 は、 この 模造が 單 たる 直 模 でない こと を 示して ゐる。 しかし 

「直 校で ない」 の は 何故で あるか。 技術が 幼稚な ために 直模し 得なかった ので あるか。 或は ま 

た、 直模 する 必要 を 感じなかった ので あるか。 遣 物に よって 見れば、 極めて 原型に 接近し てん 

ると 推測 せられる 模造 鏡に 於て は、 技術 は 決して 幼稚で はない。 作者 は 直 校し 得べき 技術 を以 

て、 敢て 自由なる 變更を 試みて ゐ るので ある。 その 例 を揷繪 一に 揭 げた 對 照に よって 觀 察して 

見よう。 この 對照は 相似の 最も 著しい もので はない。 なほ 他に 外 tM-e: 區 共に 全然 等しい 對照を 

揭げる こと も出來 る。 が、 この 原型 は、 年代の 確實に 知られる 最古の 漢鏡 として、 また その 純 

粹に漢 式な 文様の 美し さや その 製作の 優れた 技量に 於て、 特に 注目 せられて ゐる 新莽王 氏四祌 

鏡な ので ある。 その 點で この 模造 は與 味が 深い。 王莽 鏡に 於て は、 紐 座の 周 園に 十二支の 文字 

が あり、 內 に は T 字形 L 字形 V 字形 及び 八 個の 內行 花紋 乳の 間に、 四 神、 鳥獸、 人物、 唐草 

紋 などが 描かれて ゐる。 右 肩に あるの は靑 龍で ある。 その 下に、 唐草 紋の 間に、 二！^ の 鳥が あ 

り、 うしろ を 向いた 鳥の 前に は 一人の 人物が 跪いて 手を擧 げてゐ る。 右下 は 朱まで ある。 その 

左に 四 羽の 鳥が あって、 左下に は 騎獸の 人物が 白 虎と 對 して ゐる。 左上 は 蛇と 龜 との 結合た る 
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玄武 である。 なほ 靑 龍の 前の 小圓 中には 曰 を表徵 する 三本足の 鳥が あり、 白 虎の 側に は 月 を 表 

徵 する 蠖餘が ある。 すべて これらの 圖 像は漢 式の 尖鋭な 線 を 以て 極めて カ强く 簡潔に 描かれて 

ゐる。 さう して その外の 銘帶に は、 右 肩から、 

王 氏 作 竟四夷 服 多 賀新家 民 S 胡 慮殄诚 天下 復 風雨 時節 五穀 孰 長 保 二親 子孫， 力 

官位 尊 顯蒙祿 食 傳吿後 # 樂母歿 大利兮 

と ある。 然るに 一見 極めてよ くこれ と 類似した 模造 鏡に 於て は、 十二支の 文 (， ^は 左右 列 を 取 違 

へ、 字體も 出たら めで ある。 外區に 置かれた 銘文 は 直線と 弧線 を 並べて 漢字ら しき 印象 を與へ 

はする が、 實は 字に なって ゐ ない。 L 字形 は 逆で ある。 圖樣に 至って は變 化が 更に 著しい。 位 

置が 逆にな つて ゐる ばかりでなく、 四祌、 鳥 m、 人物な どの 形が 全く 崩れ、 要領 を 得ない 文様 

に變 じて ゐる。 また 外 區の圖 案 は、 王莽 鏡よりも や、 時代の 新しい 神 鏡の 或 物 を 校したら し 

い。 卽ち この 校 造 は 原型の 忠實 な摸寫 でない。 しかも その 製作の 技量 は、 ほとんど 支那 鋭に 劣 

ら ない。 この 例 を 以て 推せば、 校 造 鏡の 製作者 は、 直 校の 必-要 を 感ぜず、 a 由に その 好む とこ 

ろに 從 つて 改作 を 行った ので ある。 こ 、に 模造 鏡 もまた 日本人の 心 を 現 はし 得る とい ふ餘 地が 


、い. ■ 


原型 鏡 推定 模造 鏡 對照圖 (梅 原氏寫 》 による) 一 

上 原型、 新 莽王氏 四神歸  ； 

下 推定 模造 錄、 大和 北 葛 城 郡 新 山 出土 


ある。 

この 改作が 示して ゐる 第一 の事實 は、 我 上代 人が 支那 鏡の 圖樣の 知識 的內容 を 理解せ ず、 た 

だ その 文樣 としての 美し さ をのみ 攝 取した ことで ある。 右に 舉 げた 例に よっても 明かな 如く、 

支那 人に とって は、 文様 を 構成す る 一 々の圖 像 及び 文字が、 或 概念の 檩 示であった。 然し それ 

は 知識、 的な 約束に 基く 意味の 表現であって、 圖樣 全體の 美的 印象に よる 意味の 表現で はない。 

鳥獸 人物の 形の 「美し さ」 は， この 圖樣 にと つて 何の 意味 を も 持た たいので ある。 だから この 

圖樣 の 全體と しての 印象 は、 鳥獸 人， 物 を 模様 化 して その 形の 或 美し さ を 際立た せた とい ふの で 

はなく、 た 單に、 曲線と 直線と を 交錯した 紋様の 美し さに 過ぎない。 かく 見れば 圆像ゃ 文字 

は、 この 文様の 美的 價 値に とって は、 第二義の ものである。 從 つて 圖像ゃ 文字 を 無意義な 文樣 

に 化した 模造 鏡 は、 美化 價， 値に 於て 必ずしも 原型に 劣る と は 云へ ない。 王莽 鏡の 單 純な 外！^ 文 

樣 を神獸 鏡の 複雜 な外區 文様に 變へ たこと は、 成功と は 云へ ない が、 しかし 內區 文樣の 曲線の 

律動 は、 模造 鏡の 方が より 自由で あると 云へ る。 

第二に 注意すべき は、 線 及び 文様の 性質の 變化 である。 右の 例に 於て は 線 はな ほ^ 式で ある 
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が、 揷输 二に 示す 如き 諸 鏡に 於て は、 線は著しく漢式の失銳さを失って-^^かく圓くなる。 さ， 

して この 變化は 原型との 距離が 遠い ほど 著しい。 考古學 者に よれば、 原型に 近い もの ほど 時 

が 古く、 形の くづれ たもの ほど 時代が 新しい とい ふ。 原型に 近い ものが 旣に 原型から 自由に 離 一 

れ ようとす る 傾向 を 示して ゐ るので あるから、 この 觀察は 恐らく 當 つて ゐる だら う。 然 らば 支： 

那鋭， の 立場から 見て 文様の 墮 落と 認められ るの は、 上代 人の 製作と いふ 立場から 見れば、 ょリ 

多く 自己 を 現 はし 得た ものと 認めて よい。 さう して その. E 己なる もの は、 尖鋭 さ を 斥け 柔 かさ 一 

圓さを 愛する とい ふ 點に現 はれる ので ある。 もしくは 正確な 幾何 學的 文様から 離れて、 子供の， 

输に 近づく とい ふ 點に現 はれる ので ある。  一 

これらの 文様 も、 揷繪 の 六に 示した 狩 獵紋の 如き 特殊 文様 を 除いて は、 すべて 支那 鏡の 文 一 

樣の 傳統を 引いた ものである。 しかし そこに 現 はれた 美し さは、 もはや 支那の もので はない。 一 

それ は 複雑に 開展 した 支那 人の 生活と は 全然 世界 を 異にする 單 純な 自然人の、 なほ 極めて 直觀」 

的な 心 生活から のみ 生れ 出る 美し さで ある。 烈しい 試煉に 逢うて 過度に 緊張した 意力の 暗い 篮 

みから 生れる；^ 異な 幻想、 不斷 の抗爭 に； g り 立てられた カ感の 揚がら 生れた 堅 硬 尖 


模造 鏡 (梅 原 氏 拓本に よる) 

1 大和 新 山 出土、 方 格 四神錄 

2 山城 國久世 郡 宇治 町大谷 出土、 變形圆 様録 

3 上野 國群馬 郡 瀧 川 村 八幡 原 出土、 特殊 文様 錢 

4 山城 國 愛宕 郡 鞍馬 村經塚 出土， 神獸镜 

5 上野 國群馬 郡 八幡 村 若 田 出土、 神獸錄 

6 陸 前 國名取 郡 茂 ケ崎村 鹿 野 前 園 ーッ塚 畑地 出 £ 、鳥 紋镜 


太 R 圭頭 上野 國多野 部 藤 岡 町 出土 

太 P 柄 金具 文様 武藏國 玉 郡 荒 見 村 古墳 转： a 

環 刀 柄頭 上總國 君津郡 K 野 村 出土 

環 柄頭 下 總國猿 島 郡 猿 島 村 大字 金 岡 出土 


たど は、 こ、 に は 全然 緣 がない。 それ はた f 素朴に 和ら かな 平和な 心 生活の 現 はれで ある。 そ 

のた ど/ \ しい 線の 引き 方に は 新鮮な 驚異の 心が ふる へ てゐ る。 その- かい 曲線の 文様に は、 

愛らしい、 (勾玉 を 愛する 心と 密接に 相應 ずる やうな、) 優しい 情緒が 現れて ゐる。 こ、 にも 我 

我 は、 あの 愛らしい 神話 や 抒情詩に 現 はれて ゐ ると 同じ もの を 見出す ので ある。 

鏡の 文様に 見出される こと は、 武具の 装飾に 於ても 同様に 見出される であらう。 こ、 でも 漢 

式の 怪異な、 或は 尖鋭な 形象 は、 時と 共に 柔 かく 圓く 和らげられた。 怪異なる 神 獸は單 なる 曲 

線 文様に 化し、 やがて 勾玉 形の 柔 かな 文様に 近づいて 行く。 (禅繪 33 參照) 龍 頭 を 柄頭に 飾る 

かぶつち 

よりも、 單 純に 圓く ふくらんだ 頭 推 を 柄頭と する 方が、 彼らに も 好 もしかった。 極度に物i^^,さ 

を 印象しょう とした 漢式 武器の 装飾 は、 日本に あって は出來 得る 丈 物 さ を 減ずる やうに 變化 

させられて ゐる。 人間 殺戮の 器具で ある 武器に 於て さ へ もこ の樣な 傾向が 認められる こと は、 

上代 人の 心 生活の 特徵を 最も 簡明に 示す と 云って よい。 

齋愛 は 日本に 於け る 形の 變化を あまり 著し く は 示さない。 それ はろ くろに よ る 製法が 自由な 
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變形を 許さない のに 依る かも 知れぬ。 しかし この種の 土器の 或 者に 用 ゐられ た 文様、 及び 鳥獸 

人物の 土偶な どに は、 同じ 意味の 日本化が 認められる。 銀 齒狀の 尖った 文様から 轉 じたら しい 

圓 味を帶 びた 花紋、 小さい 圓を 一面に 散らした 文樣、 など は そのよき 例で ある 。(七 二  fu 挿畫 

參 照。) 土偶 は 形の 正しい 齋笼の 周邊に 装飾と して 附 加せられ たもので あるが、 齋 免の 輪 都が 

規則的な のに 反して、 極めて 自由な、 幼稚な、 また 愛らしい 趣 を 具へ てゐ る。 例へば 蓋の 把手 

に附 けられた 小さい 鳥 形 (東京 博物館、 三 河 大塚村 出土 齋党) の 如き、 恐らく 旭 を 意味す るの 

であらう が、 その 幼稚 單 純な 手法 を 以てして、 鳩の 持つ 優しい 愛らし さ を、 遗憾 なく 現 はして 

ゐる。 その他、 少女、 騎馬の 人物な どに も、 子供の 製作に 見られる やうな、 單 純の 面白さが あ 

る。 この種の 宗敎的 依 式に 用 ゐられ る 器 其に は、 とも すれば^ 異な 形が 愛用 せられろ もので あ 

るが、 こ こに は實に その 相反が 現 はれて ゐ るので ある。 

以上 は 外 來の樣 式に 支配 せられて ゐる 種類の 遺物で あるが、 次に は 第二 類の、 上代 人に 固有 

であるら し い 造形；^ に 移らう。 


I 


まづ 九州の 装飾 古-が、 に 於け る 壁 畫に服 を 向ける。 それ は大體 に圓、 三角形、 直線、 弧線、 な 

どに よって 出来た 極めて 原始的な 彩色 文様、 及び 直 弧紋、 鏡な ど を 現 はした 原始的な 線 刻で あ 

る。 鏡、 ^たどの 半 浮彫 も、 この 中に 含めて よい。 (：：： 繪參 照) これらの 文様 は、 外来の 様式 

の模 做で はなく して、 上代人が^：！！已の心から造り出したものでぁる。 しかし それらが 外来の も 

のと 全然 無關 係で あると は 云へ ない。 鋭 を 現 はす 圓紋 がその 明白な 證據 である。 日本人 はこ、 

に 亥那の 形象 を用ゐ ながら ま那に 於け ると 全然 異なった 意味 を 現 はした。 直 弧紋と 呼ばれる 不 

思議な 文様 も 恐らく 支那の 錦 絞 或は 鏡 背の 漢字に 對 する 驚異から 生れた もので あらう。 かう い 

ふ 見方から すれば、 t.: 畫に 多い 三角形の 羅列 は 支那の 鏡の 銀齒紋 から、 また 銃い 尖 角 を 揃へ て 

ゐる重 山形の 線紋は 支那の 鏡の 整然たる 尖 角 波紋から、 脫 化した と 見る ことが 出來 る。 ^を 描 

いた 線 刻に は、 鏡の 文様の 中から 特に 銀齒紋 のみの 抽出せられ たもの が あり、 模造 鋭の なかに 

も、 內區の 文様に た、. - この 辦 -M 紋 のみ を 現 はした ものが ある。 確か r に 上代 人 はこの 尖.^ の 文様 

に對 して 特殊の 注意 を拂 つて ゐ るので ある。 然 らば 鏡 を 墳墓の 壁に 描く と 同一 の理. E から- 銀 

歯紋 及び 尖 角 波紋 を 動機と する 三角形 や 重 山形が、 墳墓に 盛んに 用 ゐられ たと しても 不思議で 

三 • 造 形类術  四. 一九 


第五 章 上代の々 小 敎道德 美術  四 二 〇  j 

ない。 かく 見れば 九州 古坊 の镜畫 は、 主として 支那 文化への 驚異 を 現 はすので ある。 ちそれ； 

は 支那との 交通が 或 程度に 進み、 支那の 文物が 日本に 於て 特殊な 意義 を 獲得す るに 至った 時代 一 

の， 特殊な 地方 的 現象な ので ある。  一 

こ の こと はまた 文様 自身の 性質から も 明かに される であらう。 石器時代 末期に 屬 する 彌生式 一 

土器の 文樣、 及び 時代 不明なる 銅鐸の 文様 は、 大體 日本人 固有の ものと 見られて よい。 然るに 一 

この 固有の 文様 は、 直線、 線. 圓 など を 盛んに 使用して ゐる にか、 はらず、 九州 t.- 畫の文 接 

と 全然 性質 を 異にする ものである。 その 線 は 常に あかい。 波紋 を 描く 時には 波の 如く，^ かで あ 

り、 水流 紋. を 描く 時には 水の 如く 流 わて： i5 し、 阆紋を 描く 時には 小石の 如く 不規則の 圓 味を帶 一 

、ひ、 カ般娘 格子 紋を 描く 時には 或 植物の 細い 幹 を 思 はせ、 魔 線 を 羅列す る 時には 細く 削った 竹 或 一 

は緊！ ^した 糸の 感じ を 作 ふ。 そこに は 常に 直觀 的な 經驗 內容が 動機と して 存 して 居り、 從 つて： 

n 然に流 1^ 十ア？ H むの^ 勅が、 tt: めて 率直に 現 はされ てゐ るので ある。 しかし 九州の ゆ： 畫には 

線に 於， t る この種の 直 觀性ゃ 化 動が 認められない。 そこに 用ん られる 三角形 や 圓ゃ尖 角 線 は、 

純粹に 幾何 學 的であって、 た、. - 思惟の 力の みが 造り 出し？ 付る ものである。  • 


傳統は 「以前」 に 於て 認められない ばかりでなく、 また 「以後」 に 於ても 認められない。 M 

造 鏡の 確證 すると ころに よれば、 文様の 日本化 は， S ち 線の 軟化、 尖鋭 性の 減退で ある。 ^式の 

線の 鋼の 如き 銳 さは 1 土器 文様に 見られる 素直な.^ かさに 變り、 角の 尖った 正確な 波紋 は 角の 

とれた なだらかな 波紋に 化して ゐる。 (揷 繪づ參 照) 镜の 文様 を模 したら しい 齋爱の 文様に 花 

瓣紋の 現 はれて ゐる ところ を 見る と 齒紋 もまた その 尖 角 を，^ げ て花瓣 紋に變 ずるので あ 

る。 これが 日本化で あると すれば、 仁 德雄略 朝の 如き 新しい 時代に 於ても、 固有の 趣味 は 依然 

として 土器 文様の 傳統 である。 とすれば、 九州 古 坺ぬ壁 畫に現 はれた 正確な 三角形 や 圓形ゃ 鋭 

い 尖 角 線な ど は、 上代 人 固有の 趣味と 相容れない ものである。 

鲁 

键畫は 右の 如く 地方 的で ある。 しかし * 輪 はさう でない。 それ は 古墳時代の： a 本國の 殆んど 

全部から 見出される。 

坡 輪の 起源に ついては、 《.-仁紀にぁの有名な傳；^^が「礼されてゐる。 殉死に 代 ふるため に 人形 

を 造った とい ふので ある。 しかし この 話 は その ま、 に！；； E ずる こと は出來 ぬ。 第一、 輪の 木來 
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の 形は圓 筒で あり、 本來の 用は坡 墓の 垣根であって、 土偶で はない。 それが 或 動機から 土偶に 一 

まで 變 じて 行く 經路 は- 圓 筒の 上に 頭と 手との 乘 せられて ゐる やうな 中間の 形に 見られる であ； 

らう。 だから 墙 輪の 眞實の 起源 は、 傳說の 通りで ある ことが 出來 ぬ。 第二. 殉死の 禁と 土偶の， 

出現と が 同時で あると いふ ことに も 疑の 餘 地が ある。 ^市 東方の 仁德 陵に は 塚が 多い。 それ 一 

が.^ 葬 者の 塚で あるならば 殉死 は 五 f 紀 中頃まで は 綾いて ゐ たと 見られなくて はならぬ。 然る 

に河內 .fs 市の 應祌 陵に は墙 輪の 馬が あった。 化 人 田 邊史： S 孫の 話が それ を傳 へて ゐる。 殉死 

の禁 より は 土偶の 出現の 方が 先で ある。 第一 二、 殉死 G 悲慘 についての 物語が、 や、 荒 唐の 趣 を 

へ てお る。 「近習 者 を 集 へ て 生きながら 陵の めぐりに め 立つ。 數曰は 死なず して 晝 夜泣き 一 

J..; ら  くち  一 

叫び、 遂に 死して 爛 腐りぬ」 とい ふ描寫 は、 事實に 基いた ものと は 思へ ない。 陪 塚が 殉死 者の 

ものである ならば、 殉死 者 は 勿論 「生きながら 埋め立てられた」 ので はない。 魏志 倭人 傳は、 

女王 9;. 彌 呼の 殉葬 者；： C 餘 人と 傳 へて ゐ るが、 生 if めに ついては 語らない。 もし 生 埋めが 使 人殉ー 

^ ^の 古風で あるならば >  この 珍奇な 風俗が 魏 人の 注意 を：；；； かない 苦 はない。 明かに この 傳說は j 

死の 風 52 を殘 酷な ものと して 感じた 後代 人の 心から {4i 想し 出された ものである。 さう して こ！ 


の 後代 人 はも はや 直接に は殉 葬の 光景 を 知らず、 た 土偶が 「陵の めぐりに 埋め立てられた」 

光囊 のみ を 知って ゐ たの で • あ る 。 

以上の 如く 見れば 墙 輪の 起源 傳說 は、 五世 紀屮 頃よりか なり 年月 を經た 時代に、 死 を 知ら 

ない 人に よって 造られた ものである。 さう して 土偶 は、 遲く とも 五 * 紀 初頭に 旣に存 し、 死 

は 五^ 紀 中頃に なほ 行 はれて ゐ たので ある。 でもし 殉死と 土^との 間に 何ら かの 關係を 認め る 

とすれば、 それ は 傳說と は 逆に， 土偶の 發 達が 殉死の 禁を 出した と 見るべき であらう。 W 

死が 行 はれる の は、 死者の 靈 魂の 存在と、 それに 奉仕し 得る- W 能 性と が 信ぜられ るからで あ 

る。 然るに 土偶の 類 も， それが 木-わ 以上に 「意味 ある 形」 である 點に 於て、 或 生氣を 印象せ ず 

に はわない。 田 邊史伯 孫 は 娘の 出産 を 祝 ふために の 家 を 訪れた 歸途、 譽田 陵の 下で 赤 馬に 乘 

つた 人に 逢 ふ。 赤 馬の 逸物で あるの を羡 みながら 馬 を 並べて 驅 ける。 遂に 馬 を 交換し 得て、 歡 

ふ；： しながら 家に 歸 り- 馬に 秣を やって 眠る。 翌朝 見る と 赤 馬 は 土 馬に 變 じて ゐる。 驚いて 教： W 

陵へ 行って 見る と、 自分の 馬 は 陵 邊の土 馬の 間につな いで ある。 この 話の 根柢 をな す もの は、 

土 馬の 印象す る 或生氣 である。 土 馬 旣に然 りと すれば * 人形が 生氣を 印象した の は 勿論で あら 
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う。 そこで 人里離れた 幽暗な 填 墓 を 想像 十る。 木々 の 間 草 むらの 中に、 無 救に 並んだ 人形 お 

形が 見える。 そこに 或 異樣な 生命の 感じが ある。 葬られて ゐる 人の 靈魂 は孤獨 ではない。 この 

感じが 起れば、 人形が 殉死に 變 るの は、 もはや 當然 ではなから うか。 

が この 想像が 當 つて ゐ ると しても， それによ つて 知られる の は 殉死 禁制の 時期であって、 土 

偶 出現の 時期で はない。 土偶 出現の 時期 を 明かに する もの は、 た 植 輪の 使用 せられる 如き 大 

きい 填 墓の 形式が との 時代に 始まり、 さう して その 坡輪 がいかに して 土偶に 變じ たかと いふ 事 

のみで ある。 坡 輪の 燒きは 彌生式 土器と 齋瓮 との 巾 問に 位する と 云 はれて ゐる。 坡 輪は齋 愛の 

盛 行す る 時代に も燒 かれた ので あるから、 この 燒き 方が 直ちに 坡 倫の 起った 時期 を 示す と は 見 

られ ないで あらう が >  しかし 坡 輪の 傳統 と共に 燒き方 もまた 傳統 として 固定した とも 考 へら，. - 

る。 さう すれば 坡 輪の 起源 は 彌生式 文化から 古坡 時代 文化への 過渡期に 縛す ると も 見られ 得る 

であらう。 

輪 土偶の 美術と しての 特徵 は、 全然 文藝の 特徴と 相應 する。 それ は直觀 的で あり、 また 部 

分に 對 する 細かな 興味 を 含んで ゐる。 しかし や- 體を 統括す る 力に 於て は 著しく 缺 くると ころ パ 


埴輪 土偶 (梅 原 氏寫翼 による) 

右 跪ける 男、 常陸國 行方 郡靑柳 出土 

中 武人， 武藏國 北 埼玉郡 中條村 出土 

左 女、 下野 國河內 郡 雀 {呂 出土 


ある c 彼ら は 頭部に 注意 を 注ぐ。 手足 を 顧みない。 彼ら は 胄に 注意 を 集中す る。 巾 に^まれ 

た K 體を 顧みたい。 手足の 閣 却せられ た 人形に も、 装飾の 丄は 細かに 寫 されて ゐる。 この 稗の 

絲括 力の 缺乏 は、 全體を 同時に 呈. 露す る 彫刻に あって は、 特に 甚だしく 目立つ ものである。 人 

體の 美の 表現 は全體 を 貫く 微妙 な 調和 を 持たなくて はならない。 その 些細な る 缺乏も 我々 をし 

て 不安 を 感ぜし める。 從 つて 全體の 調和 を 我々 の 想像に,^ した トル ゾォ は、 多くの場合、 より 

强く 我々 の 感情 を 捕へ る。 この 意味で； 輪 土偶 は、 たぐ 斷片 としての み 美しい。 その 或 物 は、 

頭部 の み を胴體 から 引離 して 味 ひたいと いふ 欲 を， 痛 M に 感ぜし め る ほどで ある。 

が この 幼稚な 彫刻に 於ても、 その 額面の 表情 は 特別の 注意に 價 する。 眼と 口 はた > 穴 を あけ 

たに 過ぎぬ この 單 純な 額面が、 奇妙な ことに 一 種 獨特な 生々 しさ、 或は 優し さ を湛へ てゐ る。 

或 者 は 恥 かし さに 額 を 銀め る； t.- 娘の やうで あり、 また 或 者 は 長者の 前に 立った 十！ 一歳の 少 の 

やうで ある。 その 最も カ强 い：^ 情 を；^ する もの も、 た 美しき 靑年 男女であって、 Z: お 或は：^ 

異を 印象す る もので はない。 (禅 綺四參 照) この こと は 我 h 代人の 天眞な 心の 表現.， 一して、 ま 

た その 心情 の^かい 潤 ひの^ 現と して、 特に 注 RI さるべき である。 これらの 土偶 はいかに 新し 
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くと も 推 古 時代 以前 の もので あり、 また その 製作者 は關東 地方に も 多數に その 遣 品 を殘 して ゐ 

る 。從 つて それ は 怫敎 渡來前 の 日本人の 心 を、 (幾內 地方 のみならず 全 國に百 一る 日本人の 心 を 、) 

現 はすと 認められる。 さう して その 優秀なる もの は、 h 代の すぐれた 抒情詩 を 生み出した 時代 

に ふさ はしい ので ある。 もとより 造形の 技巧 は、 特殊の 事情の ない 限り、 いつの 時代に 於ても 

詩の 技巧より は 通れる。 墙 輪 もまた その 例に 洩れない。 しかし 墙 輪の 到達した 高さ は、 これ を 

4;.?の_^5域に栘せば、 かの 美し いれ 情 詩と なり 得る ものである。 

が墙輪 人形の 額面に 關 して は、 なほもう 一 つ 他の 觀點 から 眺 むべき ものが ある。 前に 述べた 

やうに 坡 は人戰 離れた 廣大な 高 塚の 木々 の 間に 立ち；^ んでゐ るので ある。 從 つて それ は 通例 

かなりの 遠距離から 眺められる。 その場合には、 「^と 口 はた 穴 を あけた に 過ぎぬ」 と は 云 

はれない ので ある。 墙；^ の叭 は、 扣當の 距離に 於て！^ られた 人間の 眼 を 立派に 現 はし てんる。 

瞳 や 白眼が 區 別され てわたり、 -ぉ、 が 細かく 作られた りした 眼 は、 近くの 眼であって 遠くの 阻で 

はない。 遠くの 叭は、 -體が 瞳と して 働く やうな、 -w^:: い 生きた 窓な ので ある。 坡 輪の 作者 は 

巧まず して 遠く の^を 捕 へ たので ある。 さう 見れば： S 輪の 技巧の 內 にも 中々 馬鹿に 出來 ない 


ものが ある ことになる。 口 や 鼻ゃ頓 についても 同樣の ことが 云 へ るか も 知れない。 更に あの 素 1 

朴 な胴體 についても、 垣根と しての 構造 上の 要求と 聯關 して、 案外に 深い 人體 把握が 見られる， 

かも 知れない。 

一 

坡輪 彫刻 全體 について 云 ひ 得る こと を 最も 簡明に 表示して わるもの は、 揷繪 i:^ に揭 げた 陶柁： 

の 浮彫で ある。 

中央に 一 人の 女が 立って、 左右の 馬の 口のと ころに 手 を 差し出して ゐる。 女の 左右に は 苦ん 

だ 蓮の 花の やうな 植物が ある。 この 植物 は 女に 比して 非常に 大きく、 女 もまた 馬に 比して 非常 

に 大きい。 卽ち 大小の 關係 は、 實 際の ものと は 全然 逆で ある。 また 馬の 耳 及び 足 は、 殆ど 平 ® 

に 並べ ら れてゐ る。 浮彫 で あ るから 作者 は これらの も の を墙 輪の やう に は 作り 得な かつ た の で 

ある。 しかも 作者 は、 馬の 背 を 一 つの 統一 ある 心 持で 作った 後に、 別種の 動機に よって、 卽ち 

「馬の足 は 四 本で ある」 とい ふ 意識に よって、 馬の 腹部に 足 をつ けた。 足の 位置な ど はどうで 

もよ いらし く、 後足 は 腹部の 中央に つき、 後足のう しろに 要領 を 得ない 餘 地が 殘 つて ゐる。 上； 
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より 見れば 尻で あるが、 下より 見れば 腿で も：： でもない。 さう いふ 風に この 浮彫 は、 全體を M 

一す る 力の 著しい 缺乏を 示し てんる。  ： 

が 部分に 著 目 すると、 そこに は 作者の 直 觀を思 はせ る柔 かな 美し さが ある。 女の 頭部 は、 一 

(恐らく 背面で あるら しく、) た 輪廊 のみに よって 知られる ので あるが、 そこに は豐 かな 紫： 

を 田ね はせ る li^- かい 圓 味が つくられて わる。 115 から 左右に 流れ 下る 兩 腕の 形 は、 この 圖像 中の 最 

も 美しい 部分であって、 上代 造形美術 を 顧みないで ゐた 自分の 心に、 曾て 强ぃ 驚歎の 情 を 呼び 

起した。 肩の 圓 味が 腕と なり、 その腕が肘から-^^かに靜かに：^曲して行くぁたりは、 女の 腕の •： 

美し さ を 思 はせ るに 十分で ある。 馬の 北；：； もまた 美しい。 そこに は 騎馬の 經驗 から t: られた 馬に， 一 

對 する 愛が 明白に. 活かされて ゐる やうで ある。  一 

これらの 美し さに 應 じて、 圔樣 全體の 上に 流れて ゐる 情緒 も、 また！！ 5；： 情 詩的に 美しい。 女と 一 

馬との 上に 描かれた，^ かい 山形 は、 その 意味で 圔樣 全體を 統一して ゐる。 女 も 馬 も 植物 も 一 つ 一 

の.^ かさに 融け 入り、 そこに 平和た、 靜 かな、 調和に 充 ちた 氣分を 造り 出して ゐ るので ある。 一 

この 陶柁は 美 作 II 平 福 村から 出た。 美 作 は吉備 から 出 雲への 通路であって、 卜： 代に は 有力な 一 


陶棺 装飾 浮彫 晝 (梅 原 氏 寫置； による) 

美 作 國英田 郡平輻 村 出土、 陶棺側^3 


氏族の 占據 した 地方で ある。 さう して 神話に 有力な 地位 を 占める 「出で ご なる ものと、 或-折 接 

な 關係を 持つ らしい 地方で ある。 のみならず また この 地方の 豪族 は、 三韓 關 係に 於て 有力な 

HI をつ とめた。 この 陶梢 自身 も、 屋根 形の 蓋 を 持ち、 馬の 浮彫に 飾られて ゐる點 に 於て、 韓土 

との 關 係の 淺 くない こと を 思 はせ る。 かう いふ？^ 境から 右の^ 彫が 生れ 出た こと は、 上代 文化 

に つ い て 示 咬す ると こ ろが 少 くな い 。 

以上 簡單 に觀 察した ところに よって、 上代の 造形美術が 祌話ゃ 文藝と 全然 同じき 立脚地に 立 

つ こと は 明かで ある。 然 らば これらの 造形美術 は、 上代の 文藝、 宗教、 道德 などの 指標と 見ら 

れて もよ い。 そこで この 上代の 指標 を、 推 古 時代の 美術と 比 校す る。 その 差違 は 實に^ 大 であ 

る。 文藝、 宗敎、 道德 などに 於ても 同様な 差違が 存し たくて はならぬ。 怫 敎渡來 とその 受容 は 

文化的に 見て、 明かに 一時 代 を 劃す るので ある。 
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